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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あなたは、走っていました。

「はぁっ……！　はぁっ……！」

　あなたは、逃走していました。

　三方を本棚に囲まれた正六角形の閲覧室。それが蜂はちの巣すのように連なる無限書庫の迷路。「図書迷宮」と呼ばれる遺跡書庫の奥底を、あなたは必死に逃げ惑っていました。

「はぁっ、はぁ……っく、はっ、はぁっ！」

　一言で申し上げまして、生命の危機です。

　迷宮の闇から突如襲い掛かった石いし槍やりが、脇腹に巨大な風穴を開けていました。

　傷口から溢あふれる血液の感触は、既に外がい套とうから下着にまで浸透しています。銀色の長髪は赤黒い斑まだらに染められ、微かすかに震える呼吸だけが、あなたの耳元で喘あえいでいます。

「はぁっ、逃げなきゃっ、逃げるんだ……っ!!」

　あなたは瀕ひん死しの少女を背負い、「図書館都市アレクサンドリア」の地下数十メートルに位置する図書迷宮の深層を、あてどなく彷徨さまよい続けているところでした。

　あなたと少女の命を懸けた、文字通り必死の鬼ごっこというわけです。

「──づっ、くぁあ!!」

　髪先から滴り落ちた血ち糊のりに、深靴ブーツの革底が滑りました。体勢を立て直そうと踏み締めた右脚は、乳酸に殺されそうだと叫びます。












　あなたの疲労は頂点に達たつしようとしていました。呼吸はとっくに途切れ途切れですし、脳は完全に酸欠状態ですし、心臓は破裂しそうなくらいに暴れ回っています。

　それでも、あなたは走るしかありません。走らなければ殺されてしまうからです。

　あの恐ろしい鬼、図書迷宮の殺人鬼に。




「の、のぅ……汝うぬ？　まだ、そこにいてくれて、おるのかの……？」

　あなたの体力が限界に近いことを悟ったのでしょうか、少女が肩越しに呼びかけます。掠かすれた声は弱々しく、恐ろしい死の息遣いが、確かに聞き取れてしまうようです。

「わ……妾わらわのことは、もう、構うな。ここに捨てて、汝だけでも……、ごほ、げほっ！」

　少女は時代がかった口振りで、「自分を見殺しにしろ」と言いました。自分自身の命を囮おとりにして、あなただけでも逃がしたいというのです。

　……そして彼女を見捨てれば、殺人鬼の追跡を振り切ることも可能かも知れません。

「黙、っ、はぁっ！　喋しやべるな。傷が、開く……！」

　しかしあなたの信条は、他人を犠牲にして生き残ることを許しはしません。たとえ命が果てようとも、誰かを見殺しに生き残ることだけは、あなたには絶対にできないのです。




　だってあなたは五年前、最愛の肉親を、この図書迷宮に喪うしなっているのですから。

「もう、良いのじゃ。汝と逢あえただけで、汝が憶おぼえていてくれただけでっ、それだけで、妾は満足なのじゃ。こ、このままじゃと、汝まで殺され……げほっ、ごほっ！」

　少女は息も絶え絶えに喘あえぎながら、あなたの身を案じようとします。そしてだからこそあなたは、この心優しい少女の命を、どうしても諦めることができないのです。

「汝……、う、ぬ……？　もう、目が、よく、見えぬ……」

「いいから、黙って僕に摑つかまってろ!!　絶対に、はっ、僕が絶対に、お前を『薬草院アポセカリア』の重魔法医療室まで連れていく！　そうすればきっと助かるんだ!!」

　そう言って少女を励ましますが……実際のところは『薬草院アポセカリア』どころか、地上へと戻る道すら判わかりません。殺人鬼に追われて逃げ惑ううち、方向感覚を失ってしまったのです。

　図書迷宮の構造は、その名の通り入り組んでいて、一度迷えば簡単には出られません。もし、このまま地上へと続く昇降機エレベーターが見つからなければ……

　あなたたちは、死にます。

「ちっ……くしょぉおっ!!」

　あなたは神に縋すがりたい気持ちでした。少女の命はあと一いつ刻こくさえ保ちそうにありません。このままでは、あなたはまた、人の死に立ち会うことになってしまいます。

　傷付き息絶えようとしている人に、何一つできることなく。

　その命が絶え、その人生が終わってゆくさまを、無力に傍ぼう観かんする羽目になるのです。

　御父様のときと同じように。




「……嫌、だ……！」

　絶対に嫌だ、とあなたは思いました。

　あんな喪失は、あんな無力感は、あんな絶望だけは、二度と味わいたくありません。

「絶対に、諦めない……！　殺させて堪たまるか！　五年前の二の舞だけは御免なんだっ!!」

　そう、だからあなたはここにいるのです。

　過去を超える力を得るために、あなたは『薬草院アポセカリア』へ留学を決め、図書館都市アレクサンドリアを訪れ、ありとあらゆる本が眠るとされる遺跡書庫、図書迷宮に足を踏み入れたのです。

　忌まわしい記憶を超え、誰かを救える存在に──「偉大な博士ドクトルマグナ」となるために。

「今度こそ、今度こそ僕は救ってみせる！　僕はそう誓ったんだ!!」

　そんなあなたの想おもいは、

「臓ぞう腑ふを穿うがつ　冷たき石の咬こう傷しようを」

　残念ながら、呆あつ気けなく終わってしまいました。

「発行エクセキユート・石蛇の突牙」

　高らかな詠唱が響いたかと思うと、ひゅぼっ！　という風切り音が続きました。

　図書迷宮の薄暗がりから、岩石の槍が猛烈な勢いで飛来し、

　あなたの脚を、直撃します。

「ぎ──っ、があぁぁああっ」

　鋭い先端を持つ石の六角柱が、ふくらはぎの中央を穿ちました。

　腕ほどの太さを持つ御み影かげ石いしの投槍が、骨と筋肉を深々と抉えぐりとって破壊します。

　あなたの身体は支えを失い、走っていた勢いそのままに転倒しました。ぐるんと視界が巡り、回転による強烈な遠心力が、あなたと女の子を引き離します。

　遠ざかってゆく身体を抱き寄せようとして、どんっ！　と床板に背中を叩たたきつけられて肋ろつ骨こつを折られ、それでも速度を殺しきれずに滑っていって、本棚に激突しました。

「がふッ!?　っはぁ……」

　あまりの激痛に呼吸さえままなりません。目の前に火花がちらつき、口こう腔こうに血液の味が広がり、千切れた脚からは電流のごとき痛みの波が迸ほとばしります。

「……死なせる、わけ、には……!!」

　絶痛に引き裂かれんとする意識を、あなたは胸元の護符を握り締めて繫つなぎ止めます。

　かつて心に刻んだ祈りを。この水晶クリスタルの護符に込められた、御お父とう様さまの遺志を継ぐために。あなたは過去を踏み越えて、「誰かを救える人間ドクトルマグナ」にならなければならないのです。

「……僕、は。誰かを救える、人間に……！」

　激痛に軋きしむ身体を引き絞り、倒れ伏す少女の許もとへと這はい寄ろうとして……

「見苦しい逃走劇は、もう終幕にいたしましょう？」

　冷たく透き通る氷のような声が、あなたの背筋を凍いてつかせました。

　しゃらん、と。図書迷宮の暗闇に、カンテラの光が揺れました。怪しげに輝く灯ともし火びは、足音を響かせながら近づき、やがて金こん色じきを帯びた少女の姿を……

　いいえ。殺人鬼の姿を、浮かび上がらせました。




「ごきげんよう、吸血鬼ヴアンパイアの暗殺者さん」




　それは、美しい鬼でした。

　流れる髪は金の渦。頭頂から滝の如く流れ落ちた巻毛は、胸元に光を散らしています。

　煌きらめく瞳は深い海。群青に透き通る双そう眸ぼうは、あなたを蒼鈺サフアイアのように見つめます。

　白い指にかきあげられた髪先が、ふわりと虚空を漂って、

「鬼ごっこは、わたくしの勝ちのようですわね」

　禍まが々まがしく捻ねじ曲まがった山羊のような角に乗り、静かに止まりました。

　金の流れを割り裂くように、鬼神のごとくおぞましい巨大な巻まき角づのが、一対。

　その頭側から捻ねじ巻まきながら伸びて、底光りする鋭利な先端をあなたに向けていました。

　それは美しい──美しい、殺人鬼でした。

「く……っ！」

「さぁ、あの方の墓標を踏み荒らす化物には、死んでいただくことといたしましょう」

　殺人鬼は恐ろしいほど優雅に、その右腕を挙げました。細い指の間には、淡く発光する灰色の背表紙が握られています。

　図書迷宮に眠る神の遺産、現実を非現実へと変える魔法の書物──「魔導書グリモワ」です。

「安心なさい。せめて苦しまぬよう、一撃で冥府に送って差し上げますわ」

〈本〉がヴンッ！　と唸うなりを上げ、灰色の光を発散しました。術者が大気に満ちる魔マ素ナを吸収し、濃縮して魔導書グリモワへと流し込んだのです。

　あなたと少女を惨殺する、恐ろしい魔法を編むために。

「──始動キーJc102k！　詠唱チヤント、開始スタート！」

　歌声のごとき詠唱に呼応して、迷宮の床板がバキンと砕け散りました。割れた板の隙間からは無数の石いし槍やりが現れ、獲物を求める触手のごとく蠢うごめきます。

（……こんな、ところで。……こんなところで、殺されるわけにはいかない……！）

「小さき王　八足の蜥蜴とかげ　冠を戴いただく蛇の主よ」

　眼がん前ぜんに迫る死の恐怖に、あなたは水晶クリスタルの護符を握り締めます。

（……僕は無力な自分を、五年前の絶望を踏み越えて見せるって……！）

　傷付いた少女、恐ろしい殺人鬼、迫り来る破滅と終しゆう焉えんを前にして、

「──僕は、『誰かを救える人間ドクトルマグナ』になるって誓ったんだ!!」

　あなたは右肩の板金鎧プレートメイルの隙間から、一枚の紙片ページを抜き放ちました。

「始動キーLg100b、回路解放ヴエインズ・オン!!」

　紙片ページに刻まれた呪紋ルーンが、神経系を基盤とする「魔力回路マジツクヴエイン」と接続して、青白く輝きます。

　あなたは水晶クリスタルの護符を祈るように握り締め、深く息を吸い込んで、叫びました。

「そは天を支う柱ちゆう梁りよう　国を止とどむ礎そ石せきッ!!」

「その名が統べる山やま楝蛇かがしの群れを」

　重なり合う二つの詠唱が、迷宮の闇に響き渡ります。

　魔法戦闘において、詠唱速度スペルスピードは刃の速さ。殺人鬼よりも早く詠唱を完成させられれば、敵の魔導を斥しりぞけて、傷付いた少女を守り抜けるかも知れません！

（僕はここで魔法を使う！　この女の子を救ってみせるっ！）

「龍たつ田たに神かみ留づまる嵐の女神よ！」

「我が腕をして　従えさせたまえ」

　肉体を巡る魔マ素ナの奔流が、迷宮を満たす暗闇に仄ほのかな光を散らします。あなたは精神を研ぎ澄ませ、魔力回路マジツクヴエインに流れ込む魔力を制御しようとして、

「汝なんじに捧ささぐ犠牲と……がっ、ぐ」

　ずくん、と神経が疼うずくのを感じました。

「ぐ、ぁあァアッ!?」

　脳髄を内側から焼かれるような激痛が、あなたの詠唱を阻みます。

　神経系を基盤とする魔力回路マジツクヴエインが、精神の乱れにより機能を損ない、暴走しかけた魔力に焼き焦がされているのです。

（魔力回路マジツクヴエインの、暴走……ッ、くそ、やっぱり、僕の魔法は……！）

　あなたは意識を刈り取ろうとする疼とう痛つうに抗あらがい、それでも詠唱を続けようとして、

「さようなら、暗殺者さん。──発行エクセキユート・石蛇の従僕」

　殺人鬼の魔法が、石いし槍やりの瀑ばく布ふを成して襲いました。




「やっ、やめ──ぎゃぁああッ!!」

　少女を庇かばうことすら叶かなわずに、あなたは石塊いしくれの異形に飲み込まれました。

　無数の石の衝角が殺到し、あなたを啄ついばみながら通り抜けてゆきます。

　皮膚を、肉を、骨を、脳髄を、魂を貫かれる激痛が、あなたの意識を焼き尽くします。

「かふ……ごぽぉっ」

　喉の奥から大量の血が噴き上がりました。

　目の前に極彩色の火花が散ったかと思うと、視界が急速に狭まり始めます。

　あなたという存在の終しゆう焉えん──死の到来おとずれです。




（……魔法ちからが、あれば）




　暗がりに沈みゆく意識、死の淵ふちの真際であなたが想おもったのは、そんな後悔でした。

　図書迷宮に埋もれた神秘の力を解き明かし、その魔導を以もつて人々を救う「偉大な博士ドクトルマグナ」。そんな魔法ちからがあったなら、確かにあなたは、救うことができたのかも知れません。

　少女の傷を癒いやし、恐ろしい悪鬼に対抗し、地上へと帰る方法を見つけ出して、あなたは少女とあなた自身の運命を、救い得たのかも知れません。

　……でも、それは無意味な妄想でした。

　だって、あなたには魔法が使えないからです。

　目の前で父親を惨殺された五年前のあの日から、深い傷を負ったあなたの心は、一切の魔法を拒絶するようになってしまったからです。

　あなたは誰かを救う魔法ちからを、偉大な博士ドクトルマグナとなる夢を、失ったのです。

（……ちち、うえ。僕は、あなたのような魔法使いに……）

　心に刻みつけられた絶望が、絶命の吐息となって迷宮を漂い、消えました。

　さようなら。

　あなたの人生は、ここで終わってしまいました。

「──くのっ、大馬鹿者ぉっ!!」

　死の淵に沈みゆく思考、死の真際の暗闇に、誰かの声が響きました。

「じゃから妾わらわは逃げよと言うたのじゃ！　人の話を聞かぬか、愚かものっ！」

　永遠に失われてしまったはずの、時代がかった少女の声が、

「相も変わらず無む茶ちやばかりしおって、ぜんぜん成長しておらぬではないかっ!!」

　肉が癒着し、骨が繫つながり、傷が塞がっていくかのような異音が、そして「じゅるり」と血を啜すするような不快な響きが、終わりかけていた意識を揺り起こします。

「まったくっ、汝うぬという奴やつは本当に、ほんとーに頭の悪い愚か者なのじゃ!!」

　永遠に眠ろうとしていたあなたの心臓が、ぎゅうっと血液を送り出します。

　急速に色を取り戻していく視界に映ったのは、




「……ますます好きになってしまうではないか、ばかものっ」




　美しい、銀色でした。




　図書迷宮の闇の中、その死し体たいは……いいえ。

　その肢し体たいは、漆黒を跳ね返すように輝いていました。

「ふん、今回だけは許してやるのじゃ。久方ぶりの再会に、叱責などは無粋じゃし」

　翻る髪は銀の風。絹の如き光沢を帯びた長髪は、白い肌を覆い隠すように広がります。

　輝く瞳は血の宝玉。鮮血の紅あかに染まる双そう眸ぼうは、磨かれた紅鈺ルビーのごとく透き通ります。

「それに汝うぬがいればこそ、こうして死より蘇よみがえることができたんじゃからの♪」

　銀髪を染めていた血ち糊のりはいつの間にか消え去り、肉体から零こぼれかけていた臓器は忽こつ然ぜんと姿を消し、無残に千切れていた皮膚は、今や磁器のような冷たい白に光っています。

「……さぁて、妾わらわの愛いとしい伴はん侶りよを嬲なぶってくれた浅せん慮りよに、神じん慮りよを下してやらねばのぅ」

　つややかな紅梅色の唇がくにゃりと歪ゆがんで、真っ赤な瞳が笑いました。

　その笑顔は傲慢で、不遜で、自信に満ちあふれていて、

「来るがよい小娘、五秒でケリを付けてやろう。──この『吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー』がの」

　闇の中に鮮烈に輝くようでした。




「く……っ、吸血鬼に吸血を許してしまうなんて!!」

　少女の再生を見て取って、殺人鬼は即座に魔導書グリモワを押し開きました。しかしその横顔に先程までの余裕はなく、明確な焦りと恐怖の色が滲にじんでいます。

「く、串刺しなさいっ!!」

　主の命を受けた石塊いしくれの異形が、無数の触手を一斉に伸ばしました。

　殺意を帯びた衝角が津波のごとく押し寄せ、少女の肉体を損壊しようと突進します。

「ふぅむ、歳としの割にはなかなかの魔導じゃが……」

　しかし石いし槍やりの先端が少女に触れる寸前、その細腕が流れるように振り下ろされました。

「二億年ほど研けん鑽さんが足りぬ」

　ばぎぃん！　と衝撃波を伴う破砕音が爆はぜ、石の滝が真っ二つに割れました。

　少女の腕の一振りが、槍の穂先の一つ一つを、一撃の下に叩たたき落としたのです。

「な、ぁあ……ッ」

「愚か者め。たかが悪魔の混血風情が、ちを吸った真祖に敵かなうとでも思うたか？」

　回転しながら落ちてきた槍先を摑つかみ取ると、少女はそれを牛酪バターのように握り潰します。

　ガキン！　と大気が震えたかと思うと、粉々になった石片が掌中から零れ落ちました。

「ひ、っ……！」

「無駄じゃ。障壁貫通性能も付与されぬ石槍程度で、この吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは滅ぼせはせぬ」

　恐怖に顔を歪ませた殺人鬼に、少女は獰どう猛もうすぎる笑顔で応えます。

「さぁ、どうする人間？　この貧弱な魔導では、妾は到底殺しきれぬぞ」

「く……っ、南天の果てに光を望む……発行エクセキユート・輝石の龕がん灯どう！」

　殺人鬼は短く詠唱すると、その左腕を突き出します。指先から魔マ素ナが迸ほとばしったかと思うと、強烈な閃せん光こうが弾はじけました。

　眩まぶしさに飽和した視界が再び開けると──殺人鬼の姿は、既にありませんでした。

「……逃げたか。撤退の判断が早いのは美徳じゃな。……まぁよい、今は此方こちらも追えぬ」

　女の子は殺人鬼の逃走を悟って、戦闘の構えを解きました。そして小さく溜ため息いきをつくと、踵かかとでくるんと回転して、倒れたあなたを振り返ります。

　遠心力でふわりと広がった髪越しに、鮮血のような真っ赤な瞳と目が合いました。

「……まったく、無む茶ちやする癖は治っておらぬようじゃの。『変異性アルタードショック』を起こして死んだりしたらどうするつもりじゃ、おーばかものめっ」

　少女は困ったように笑いながら、あなたにゆっくりと歩み寄ってきます。青白い素足が床板を踏むたびに、吐き気を催す甘ったるい死臭が強まるのを感じます。

「……ふふっ。えへへっ♪　やーっと戻って来てくれたのぅ」

　少女の指先があなたの髪を撫なでた瞬間、甘美な香りが頂点に達たつして──




「……だいすきじゃぞ、そーし」




　あなたの意識は、そこで途切れました。





　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆







　深い死の淵ふちから浮上するように、あなたの意識は目覚めました。

「──っはぁっ!!　はぁっ、はっ、はぁっ！」

　大きく見開いた瞳孔を、朝の淡い陽ひ差ざしが刺激します。ぴーちちち、とどこか遠くから届いた鳥の囀さえずりが、心臓の動どう悸きと混ざり合って、脳に反響するように聞こえます。

「はぁっ、はーっ、はー……こ、ここは……!?」

　先程まで目の前にあったはずの惨状は、跡形もなく消えていました。

　迷宮の暗闇は見慣れない天井に置き換わり、甘やかな死臭は微かすかな埃ほこりの匂いに変化し、全身を焦がしていた激痛と熱も、冷涼な大気に心地よく溶けてゆきます。

　ぐったりとベッドに横たわったまま部屋を見回すと……まるで生活感のない学習机や、本棚や収納家具、そしてまだ荷に解ほどきされていない、大きな旅行鞄トランクが転がっていました。

「……ここは……『薬草院アポセカリア』の寮塔、か？」

　美麗な呪紋ルーンに飾られた煉れん瓦がの壁と、高海抜地特有の涼やかな大気が、悪夢に曇っていた記憶をゆっくりと蘇よみがえらせます。

「……僕の、寮へ室や？」

　どうやら、ここは『薬草院アポセカリア』と呼ばれる高等学術院、その学生寮ドミトリーの一室のようでした。




「……っはー!!　なんだよ、ただの夢かー……！」

　悪夢を見ていただけだと気付いた瞬間、緊張の糸が一気に途切れてしまって、あなたはふかふかの羽毛枕に頭を沈めました。

　常識的に考えて、全身を石の槍に貫かれたら即死します。あなたはまだ死んではいないようですから、つまり先程の惨劇はただの夢だった、ということになります。

「……うー、あたま痛い。……旅荷も解いてないってことは、着いてすぐ寝ちゃったのか」

　悪夢に睡眠を妨げられたせいなのか、身体がひどく重たく感じます。思考もいまひとつ纏まとまらず、昨夜の記憶も、忘却の霧に霞かすんでいるかのようです。

　ようやく図書館都市アレクサンドリアに辿たどり着ついたことで、長い船旅の疲れが出たのかも知れません。

「……戻って、来たんだよな。……図書迷宮の都、アレクサンドリアに」

　見慣れない寮室の天井を仰いで、あなたはぽつりと呟つぶやきました。

　十とおの誕生日が来るまで、あなたはこの『薬草院アポセカリア』の生徒でした。類たぐい希まれなる魔導の才と、世界最優の師に恵まれ、かつて将来を嘱望された、博士候補生の一人でした。




　五年前、目の前で御お父とう様さまを惨殺され、記憶と魔法を失うまでは。




「……ッ!!」

　気絶へと誘う黒い霧を払うように、あなたは首を振りました。

　忌まわしき惨劇の記憶、あなたの精神に荊けい棘きよくのように突き刺さった心的外傷トラウマは、鮮烈な記憶遡行フラツシユバツクと意識断絶ブラツクアウトにより、幾度となくあなたを苦しめてきました。

　御父様の面影を悼いたみ、魔法と真実を取り戻そうとするたびに、いつも。

「……落ち着け、大丈夫だ……」

　あなたは祈るように呟いて、胸元に吊つるされた護符の金かな鎖ぐさりを手繰り寄せます。そして細い鎖の先端に繫つながれた水晶クリスタルを握り締めると、指先でその側面をなぞりました。

　瞬間、淡い青紫色の魔力が輝き、虚空に凝集して、人の姿を描き出します。

　この護符に魔力を封じた魔導具制作者アーテイフイサー──御父様の幻影を。

「……父上……」

　魔力が形成した亡霊イメージは、もはや言葉を発することも、二度と微笑ほほえむこともありません。青紫色の光の集合は、ただ静かに揺れながら、あなたを見守り続けるだけです。

「……取り戻してみせる。失った記憶も魔法も、五年前の真実も」

　あなたは深い青せい紫しに輝く水晶クリスタルを握り締め、護符の投影機能を閉じました。

　さあ、起きて授業にゆく準備をしましょう。

　今日は五年間帰還を願い続けた『薬草院アポセカリア』への編入日。記憶と魔法を取り戻すための、第二の人生の始まりなのですから。

　あなたは胸に確かな覚悟を秘め、ベッドから半身を起こしました。

「……ふにゅー……？」

　すると、あなたを抱き締めて眠っていた少女が、ゆっくりと目蓋を開けました。




「……はい？」

「むにゅにゅ……んもー、誰じゃっ！　わらわの眠りを妨げるばかものはー……って」

　血液を閉じ込めたような真紅の瞳が、あなたを見つめてぱちぱちと瞬きました。

　その紅鈺ルビーにも似た双そう眸ぼうに、驚きと喜びの色が輝いて──

「……お、おぉお……っ！　なんじゃー、もう目覚めておったのかぁ!!」

　少女は幼児のような可愛かわいらしい声で叫ぶと、本当に嬉うれしそうに笑いました。

「え……は、はぁあっ!?」

「えへへっ♪　うぬー、おっはよーなーのじゃー♪」

　朝日に照らされた銀髪の少女は、絵画から抜け出してきた天使のようでした。

　深い紅くれないに澄んだ、宝石のような瞳も。まだあどけなさの残る薄紅色の頰ほおも。にっこりと笑った艶つややかな唇も、涼風のように流れる銀色の髪も──

「だ……っ」

（誰だ、こいつ）

　あなたが一度も見たことがないような、完璧な美を帯びています。

「なんっ、君、ちょ、だ、誰だよっ!?」

　理解不可能な現実に困惑して、あなたは驚きよう愕がくのままに叫びました。

　留学初日にうっかり眠ってしまったはずが、目覚めたら見知らぬ少女と臥ふし所どを共にしていたのですから、寝ね惚ぼけていられる状況ではありません。

　急覚醒したあなたの脳は、女の子の正体を全力で思い出そうとしたのですが……

「えへへっ♪　うぬ、うぬー♡」

「うわっ、うわうわ、うわうわわっ!!」

　少女の柔らかな身体に抱きつかれ、思考を阻害されてしまいます。

（な……なんだこれ、なんだこれ!?　なんだかふにふにしたものが僕の肩にぃっ）

「むふー……朝起きていちばんに『おはよう』って言えるの、幸せなのじゃー……」

　少女はあなたに抱きついたまま、とても嬉しそうに笑いました。その拍子にさらさらの銀髪がシーツの上を滑って、くらくらするような甘い芳香を放ちます。

「ッ、ちょっ、ま、待って!!　なんっ、君、ちょ、ど、どういうことだよっ」

「わわっ!?　こら、暴れるでない！　まだ変異性アルタードショックだって回復しきっておら……」

　混乱のあまり飛び起きようとしたあなたを、少女の細腕がぎゅううっと抱き締めます。彼女の体温に驚いたあなたは、毛布を蹴飛ばして強引に起き上がろうとしました。

「……ぬ？」

　薄い春夏用の上うわ掛がけが、少女の白い肩を、はらりと離れました。

　平絹のブランケットは、柔肌を愛あい撫ぶするかのように、衣きぬ擦ずれの音を残して流れ落ちます。

「わぁあっ!?　ちょっ、ま、待つのじゃあ！」

　とさっ、と布地が床に零こぼれ落ち、

　青白い朝の陽ひ差ざしが、白磁のように透き通る肌を照らしました。




　少女は、全裸でした。




「こ──こらぁっ!!」

「う……うわぁああっ!?　ご、ごめんっ!!」

　あなたが顔を逸そらすと同時、少女は自らの身体を抱き締め、毛布を手繰り寄せました。それは年頃の乙女おとめが取るべき当然の反応ではありましたが、しかし重篤な副作用として、あなたの身体を覆い隠すべき布地の面積を大きく減じてしまいます。

　結果、するりと動いたシーツの下から、薄い筋肉に包まれた肉体が露出しました。

「は？」




　あろうことか、あなたも全裸でした。












「……っ!?　!!　ッ」

　あなたは混乱の極致に達たつし、発声の方法さえ忘却してしまいました。

　理解不可能な現実を遠ざけるために、固く目を瞑つぶってみたものの……網膜に焼き付いたささやかな双丘と桜色のなにかに、思考を激しく乱されてしまいます。

（なんてことだ……なんてことだ!!　僕は留学初日から大変な過ちを犯してしまったぁ！　ああ天国の父上、日本の母上！　僕の身体は姦かん淫いんの罪に穢けがれてしまいましたっ!!）

　実のところあなたの身体は清いままですので、肉の罪に苦悩しなくても結構です。

　というかそんなことよりも、もっともっと重要なことがあるはずなのです。




「まったくもー、いつの間にこんな助すけ平べな男に……ほれ、もう目を開けてよいぞっ？」

「い……イヤだ！　僕は開けないぞ！　こんなの噓うそに決まってるぅ!!」

「ばかもの、妾わらわが開けよと言うたら開けるのじゃ！　ほーれ、早くせいっ！」

「う……？」

　だってほら、彼女をよく観察してみてください？

　いつの間にか身に纏まとわれた、肌色が透けて見えそうな純白の絹織シフオン。抱き締めたら壊れてしまいそうな細い身体。腰の上に跨またがるようにして座る、ささやかながらも柔らかな体温。

　どれもこれもなにもかも、辻つじ褄つまが合わないじゃないですか。

　だって昨夜の惨劇は──あなたと少女の死は、ただの悪夢だったはずなのですよ？




「……あ、な、なんで……っ」

（どうして夢の中の女の子が、僕のベッドの中にいる）

　あなたの思考はようやく現実に追いついて、この状況の異常性を認識しました。

　あなたは遙かに祖国を離れ、昨さく夕ゆうようやく図書館都市アレクサンドリアへと辿たどり着ついた留学生なのです。臥ふし所どを共にする女性はおろか、夢に見るような知人さえ、数えるほども存在しません。

　つまり目の前の少女は、あなたの記憶が組み立てた、悪夢に過ぎないはずなのです。

（そ……その悪夢の中の女の子が、どうして僕の寮室に!?）

「おいっ！　お前っ、いったい何者なんだ!?」

「？　何者って……ちょ、ちょっと待つのじゃ、まさか憶おぼえておらぬと申すかっ!?」

「僕の質問に答えろ、誰だ!?　どうして僕のベッドの中にいる!?」

　狼狽うろたえたような少女の言葉を無視し、あなたは詰問を重ねます。だってこの女の子は、現実に存在しているはずがないのです。

　昨夜見た惨劇のすべては、ただの悪夢だったはずなのですから。

（何者だ……!?　『薬草院アポセカリア』の寮塔にまで侵入してくるなんて、賊か、夢魔サキユバスか、それともまさか、父上を殺した連中の……っ!?）

　あなたは薄絹の掛衣カシユクールの隙間に見える身体のラインとか、朝日を反射する肌の白さとか、太ふと股ももに感じる滑らかな肉感とかを強引に思考の外に追いやって、少女を鋭く睨にらみます。

「う、うぬ……？　わ、妾わらわのことならきのう説明してやったではないかっ！　な、なのに、どうしてそんな怖い顔をしておるのじゃ……？」

「昨日だと!?　……貴様と逢あった憶おぼえなどない！　もう一度訊きく、何者だ」

　縋すがるような問いかけの声を無視し、あなたが三度問いを重ねると、

「……っ、まさか、汝うぬは……」

　少女は、ひどく傷付いたように、唇を震わせました。




「汝は、忘れてしまっておるのか」




「……え？」

　血液を閉じ込めたような紅くれないの瞳が、深い悲しみに揺れた気がして、

「ま……まずいのじゃあっ！」

　次の瞬間、彼女はあなたの腰の上で、ぐるりと身体を半回転させました。

「は、はぐうっ!?」

「まずいのじゃ！　大変なのじゃ！　一刻も早く〈本〉を出さねばっ！」

「っ!?　ちょ、おい待てっ、そこで身体を揺らすのやめてっ!!」

　あなたはさまざまな理由で腰の上からどいて欲しかったのですが、なぜだか女の子は、あなたの身体の上を離れようとしません。

　ささやかな体温と体重をあなたに預けたまま、どこか足下を手探って……

　きゅっぽん！　と音を立て、一冊の〈本〉を取り出しました。




「っ、魔導書グリモワ!?　き、貴様いったい何するつもりだ!?」

「暴れるでない、ばかものっ！　言うことを聞かぬなら、妾にも考えがあるのじゃっ！」

　少女がぱちんと指を鳴らすと、あなたの影が突然揺らめきました。

　黒い細帯のような影がシーツから立ち上がったかと思うと、あなたの皮膚を滑るように広がり、肩や腕にぐるぐると絡みついて拘束します。

「なっ、拘束魔法、繰影呪文だと!?　は、放せよっ!!」

　戒めを解こうと藻も搔がいてみるものの、黒い拘束帯リストレイナーはびくともしません。こんな高強度の操影魔法を無詠唱で編むとは……この少女の魔導は、常人とは思えぬほど高度です。

「く……っ！　これほどの魔導の使い手が、いったい何の目的で……!!」

「うるさい、さっさと読まぬかっ！　早くしないと、ぜんぶ忘れてしまうのじゃぞっ!?」

　焦ったような声と共に、一冊の書物があなたに突きつけられました。

　金きん箔ぱくを圧した飾り文字で〈千一頁ページの最期の祈り〉と記されたその表紙は、優雅ながらもどこか影のある、宵闇を思わせるような深青をしています。

　怪しげな〈本〉ではありますが、しかし少女の瞳は有無を言わせぬ気迫を帯びています。上半身を拘束する影の戒めも、〈本〉を読む以外の動作は許可してくれなさそうです。

「く……」

（……この圧倒的な魔導の冴さえ。魔法犯罪者の罠わなだとしても、今は従う他にない……！）

　恐る恐る〈本〉を受け取り、羊皮紙のページを捲めくって、文字を追ったあなたは──




　ここまでの出来事の全てが、その〈本〉に書き綴つづられていることに気付きました。




「な、ぁ……っ!?」

　あなたは驚きよう愕がくしました。次に黒墨インクが白紙のページに凝集して「あなたは驚愕しました」と文を綴ったことに戦慄し、あなたが戦慄したことが書き記されたことに恐怖しました。

　この〈千一頁の最期の祈り〉という〈本〉には、読者あなたが見たり、聞いたり、思ったり、感じたりした記憶が、次々と書き込まれてゆくようなのです。

「……ふー、ようやく最後まで読めたようじゃのぅ」

「ちょっ、ま、待て！　いったい誰なんだ貴様は!?　それにいったいこの〈本〉はっ」




　その問いには、わたしからお答えすることといたしましょう。




「!?　い、インクが、勝手に……!!」

　あなたは図書迷宮がどんな場所かを、既に御理解なさっているはずでしょう？

　図書迷宮とは〈本〉の迷宮。人の想像が及ぶ限り、ありとあらゆる書物が眠る遺跡書庫。その書架に収まる無限の書の内に、こんな〈本〉があったって不思議はないでしょう？

　たとえば、〈持ち主の記憶をそっくりそのまま書き記す本〉、なんて魔導書グリモワとか。




「!?　持ち主の記憶を……記憶を書き写す魔導書グリモワだって」

　そう驚かないでください。わたしは記憶を写し取り、保管する本に過ぎません。

〈鉛を金に変える本〉ほど稀覯度ランクも高くはないですし、〈最強の吸血鬼の本〉より安全なつもりですし、〈吸血鬼を狩る鬼の本〉のように、害意を持っているわけでもありません。

　わたしは一冊の本として、あなたの物語にささやかな力添えをしたいだけなのです。




　五年前の真実を知るために、〈記憶を取り戻す本〉をお探しのあなたにね。




「──ッ!!」

　薄暗い心の奥底を覗のぞかれた気がして、あなたは勢いよく〈本わたし〉を閉じました。

「あーっ、まだ説教は終わっておらぬのじゃ！　勝手に本を閉じるでないっ!!」

　あなたがわたしを放り投げたのを見て、女の子は叱るような口調で言いました。しかし深い心的外傷トラウマを刺激されたあなたは、答えを返すことができません。

（……落ち着け……！　覚悟していたことのはずだ……っ！）

　と、あなたは心の中で呟つぶやきました。

　図書迷宮の不思議さや恐ろしさを、あなたは嫌というほど理解していたはずです。

　ありとあらゆる書物が眠る図書迷宮には、〈人を救う本〉もあれば、〈人を滅ぼす本〉も存在するということを、あなたはその記憶に深く刻まれたはずなのです。

　五年前の十月十六日、御お父とう様さまが殺されてしまった夜に。




「むむー、かなり記憶を喪失したようじゃのぅ。仕方ないから説明してやるのじゃ」

　きゅっぽん！　と謎めいた音を立てて、少女はまたもや一冊の〈本〉を取り出しました。

〈折り紙マイスターになるための折り紙セット〉と書かれたソフトカバーの表紙を開き、そのページの一枚に細い指先を掛けると、

　びりりっ！　と鋭い音を立てて、無む理り矢や理りに破り取ってしまいます。

「！　ぐ、魔導書グリモワを破いて、いったい何をするつもり……!?」

「『短刀』」

　少女はあなたの声を遮って、破り取られた紙片ページに、一句の命令を下しました。

　瞬間、ページはあなたの目の前で、凄すさまじい勢いで折りたたまれ始めました。

「……っ!?」

　いいえ、「折りたたむ」という表現はおかしいかも知れません。紙を何度折り曲げても、それがいつの間にか金属光沢を帯び始めることはありえないのですから。

「説明そのいち。図書迷宮には、ありとあらゆる本が存在しておる」

　少女が言うや否いなや、一枚の紙片ページだったものは、一本の短刀へと変化しました。

　ナイフの形状をイメージした折り紙、というわけではありません。鋭利に光を反射する鉄の刃は、ナイフと呼ぶ以外いかなる形容の方法もないほどのナイフでした。

「ほ……〈本〉のページが、刃物に変化して……！」

「この〈折り紙マイスターになるための折り紙セット〉は、〈日用品に変化する本〉じゃ。人間うぬらの基準で言えば、稀覯度ランクＤの写本レプリカと言ったところかの？」

　少女はすらすらと説明しながら、指先でナイフを弄もてあそびます。鉄の刃が回転するたびに、朝日が刀身に反射して、あなたに冷たい光を投げ掛けます。

「そ……っ、そのナイフでいったい何するつもり──」

「説明そのに。汝うぬはこの真祖わらわの血を浴び、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの眷けん族ぞくとなった」

　さくん。

　ナイフはあまりにもあっさりと、あなたの左胸に突き刺さりました。

「え、あ、い？」

　あまりの急展開に、思考がぜんぜん追いつきません。

　心臓を刺されてとっても驚いたあなたは、自分の気持ちを素直な叫びに変えました。

「──いってぇえええっ!?」

　そりゃ痛いです。痛くて当然です。鋭い刃物に胸を貫かれているのですから。

「いたっ、痛い、いたた……え？　……あ、あれ？」

　しかしあなたは、何かがおかしいことに気付きます。

　痛いと叫んではみたものの……

「い、痛く、ない……？」

「ばかもの。心臓に刃が刺さった程度で、汝が痛みを感じるわけないじゃろっ？」

　少女の言葉通り、ぜんぜん痛くないのです。

　傷口はしゅわしゅわと赤せき煙えんを上げながら瞬時に再生し、一切の痛覚なく塞がりました。後には胸に突き刺さった短刀と、蚊に刺されたような痒かゆみだけが残されるのみです。

「……なんで？　なんで僕、ナイフ刺さってるのに痛くないんだ？　なんでっ!?」

「そも、痛覚とは危険を知らせる警報系統アラートシステムじゃろ。挽ひき肉にくからでも再生できるデイライトウォーカーの眷族にとって、心臓の二つや三つ、文字通り痛くも痒くもあるまい？」

「いやっ、痛くはなくても痒くはあるし、人間の心臓はたいていの場合一つしかない！　……って、ちょっと待て！　貴様っ、今、なんて言った」

「デイライトウォーカー、と言うた。まー、正確には『ＨＤＬＷハイ・デイライトウオーカー』なんじゃがの？　直射日光を浴びても滅びぬ上位吸血種ヴアンパイア・ロード、その中でも最もハイクラスの存在が、妾わらわじゃ」

「な、んだって……」

　平然と語られた驚きよう愕がくの事実に、あなたは言葉を失いました。だって図書迷宮に跋ばつ扈こする迷宮生物モンスターの中でも、吸血種ヴアンパイアは最も警戒すべき凶悪な化物の一つだからです。

「心臓を抉えぐられた程度で、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは滅びぬ。焼かれて灰になったこともあったが、それでも普通に蘇よみがえったからのう。言うてしまえば灰ハイクラスの存在であるわけじゃ」

「どんな灰ハイレベルなダジャレだよっ！」

　あなたは大声でツッコんでしまいました。その拍子に刺さりっぱなしの短刀が滑って、小さな痒みを放ちます。肌から滲にじんだ血液は、いつまでもしゅーしゅー言いっ放しです。

「ふふん？　まー妾のとーっても面白い洒落しやれはこのくらいにしておくとして──どーじゃ、そろそろ状況は飲み込めたかの？」

「は……え、状況、って……」

「汝うぬはこうして全身を貫かれ、死に至る寸前まで行ったのじゃ。まぁ刺さっておったのは短刀じゃのうて石の槍で、数は一本じゃのうて三九本じゃったがの」

「い、石いし槍やりって……ま、まさかっ、昨日の夢は夢じゃなくて──」

「そこをほれ、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーたるこの妾わらわが助けてやったというわけじゃ。簡単に言うと、汝の血潮をちゅーと吸うた。そんでほれ、吸血種と血が混ざると吸血種になるじゃろ？」

　少女は「朝が来ると日が昇るじゃろ？」とでも訊きくような、気軽な口調で言いました。しかしその言葉が暗示する事実は、あなたにとってあまりに重いものでした。

「……おい、まさか、じゃあ」

「うむ、汝は既に吸血種ヴアンパイアじゃ。まー、妾と違って三割だけじゃがの？」

「うっ、ううう……うわぁああーッ!!」

　あなたは絶叫しました。

「う、噓うそだ！　うそだうそだ、こんなの噓だッ！　今度こそ立派な偉大な博士ドクトルマグナになるって決めてたのに……なのに半端な吸血種ヴアンパイアになってどうすんだよぉっ！」

「半はん端ぱ物もののヴァンパイア……半ハン端パイア？　ぷぷっ、汝はつまらぬ洒落しやれが好きじゃのー♪」

「うるさいッ！　僕は人生の岐路に立たされてるんだぞ!?　化物の仲間になっちまっただなんてっ、こんな身体じゃお天道様に顔向けできないじゃんかよっ！」

「いや、妾たちは陽光の下を歩く者ハイ・デイライトウオーカーじゃし、いくらでも顔向けはできるぞ？　焦げるけど」

「物理的な意味で言ってんじゃないよ！　故く郷にの母上や妹にどんな手紙書けばいいんだ!?　前略　人間やめて吸血種ヴアンパイアになりましたって？　勘当されちゃうよっ!!」

「まーまー、その話は後でよいじゃろ。説明そのさんが一番重要なのじゃし」

「一番重要ってお前なぁ、化物になっちゃう以上に重要なことなんてあるわけないだろ！　どーしてくれるんだよこの身体！　この心臓っ!!」

　あなたは胸に突き刺さったままのナイフを指差し、非難の叫びを上げました。

　吸血種ヴアンパイアは極めて危険な化物なので、その嫌われっぷりも尋常ではありません。吸血鬼化したことが周囲に知れれば、良くて死刑、悪くて死ぬよりひどい刑に処されます。

　人の枠を外れてしまったあなたは、真っ当な人間には戻れません。これからの一生……というか〇・七生を、半はん死し半はん生しようで半はん人じん半はん鬼きの半ハン端パイアとして暮らすことになるのです。

　ああ、なんて可哀かわい想そうなあなた。殺人鬼に殺されて、吸血鬼にさせられて蘇よみがえるだなんて。こんな不運で不幸な状況が、いったいこの世にいくつあると言うのでしょうか。




「正確な数字ではないが──汝の記憶は、約八時間しか保たぬ」

「は？」

　……すみません、ありましたね。

　人間でなくなってしまうより恐ろしいことが、ありました。

「説明そのさん、じゃ。汝うぬの記憶は常に枯渇してゆく。汝が物事を覚えておれる時間は、約八時間。八時間が経過した時点で、それ以前の記憶は、全て失われる」

「ぼ……僕の記憶が、八時間しか保たない、だって？」

　これほど恐ろしいことが、世の中にどれだけ存在するでしょう。

　八時間しか記憶が保たない。

　それは人生が八時間しかないことと、どれだけ差のあることなのでしょう。




「う……噓うそだッ!!　僕が失ってしまったのは、五年前までの記憶だけのはずだ!!」

　死刑宣告にも等しき言葉を、あなたは鋭い叫びで否定しました。

　たしかに、最愛の肉親を目の前で殺されたあなたは、心に深い傷を負い、五年前までの記憶と魔法運用能力を喪失しています。

　しかし逆説的に言えば、あなたにとってこの五年間は、他人の三倍の密度を持つ時間。五年前から今までの出来事は、この世の誰よりも克明に記憶しているはずなのです。

「僕は自分の名前も、出身地もっ、アレクサンドリアに戻って来た理由だって覚えてる!!　どれも八時間より前のことだ!!」

「──じゃが、もはや妾わらわの名を憶おぼえてはおらぬのじゃろう？」

「は、っ、な……!?」

　そう問われたあなたは、答えに窮しました。

　だって彼女が空想フイクシヨンの世界の存在などではなく、現実リアルに存在する吸血鬼ヴアンパイアだと言うのなら、あなたは夢以外のどこかで、この少女と出で逢あっていなければならないのですから。

「妾と何ど処こで出逢ったか。不死者ノスフエラトウたる妾が何なに故ゆえに傷付き、なぜ汝に担がれておったのか。どうして殺人鬼に襲われ、いかにして死に至ったか──汝は、覚えておらぬじゃろ？」

　理解してくださいね？　あなたが殺されたのは、空想フイクシヨンではなく現実リアルです。

　脈略のない空想と違って、現実には過ま去えと未あ来とが必要なのです。

　なのにあなたは死ぬ過ま去えも、死んだ未あ来とも、完全に忘却してしまっているのですよ？

　恐怖した方が、良いんじゃありませんか？




「……妾の名はアルテリア。アルテリア・アル＝アタナシア＝アムナシア＝アウサナシア。図書迷宮の銀の夜、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーじゃ」

「っ……！」

　あなたが吸血鬼の名を聞いたのは、間違いなくこれが最初のはずでした。

　つまりあなたは、アルテリアと名乗った吸血鬼を、既に一度忘れてしまったのです。

　そして八時間後には──きっと、二度目の忘却を迎えることになるのでしょう。

「……噓、だろ？　僕の記憶が……八時間しか保たない、だって？」

「然しかり。汝うぬを縛る忘却の呪縛は、概算八時間ごとに記憶を奪う。その時点で存在していた汝の記憶と人格のすべては、この世から不可逆的に消失する」

「……僕の記憶が、八時間ごとに、消える……？」

「或あるいは、汝は八時間ごとに死ぬ、と言ってもよい。……昨夜このアルテリアと出で逢あい、殺人鬼から護まもろうとしてくれた汝の記憶は、もはや永遠に取り戻せぬのじゃからの」

「っ……!!」

　真紅の双そう眸ぼうに潜む空虚な闇が、「これは紛まぎれもない真実だ」、と告げていました。厳かに低く響いたアルテリアの言葉に、あなたはようやく、現実を理解し始めます。

「僕の記憶が……僕の人生が、あと八時間しかない……」

　あなたは天地が逆転するかのような、猛烈な目眩めまいに襲われました。

　喪うしなった父の跡を追い、失った魔法を求めて留学してきた初日にこの悲劇なのですから、死ぬほど絶望したって不思議ではありません。

「……このままでは汝は、すべての記憶を失い死ぬことになる。その忘却の牢ろう獄ごくから汝を救い出せるのは、この〈千一頁ページの最期の祈り〉だけなのじゃ」

「……〈千一頁の、最期の祈り〉……？」

　吸血鬼アルテリアは投げ出されていた〈本わたし〉を拾い上げ、あなたの前に差し出します。

　記憶を呪われてしまったあなたの、ただひとつの希望となる魔導書グリモワを。

　さぁ、あなたが置かれた状況と、この〈千一頁の最期の祈り〉の力を記しましょう。





　①あなたの記憶は、八時間ごとにリセットされます。

　②〈本わたし〉の魔力が届く数十㎝の範囲にいる間、あなたにとって重要な記憶が〈本わたし〉へと書き込まれ、また〈本わたし〉にある記憶は、瞬時にあなたへと書き写されます。

　③あなたが覚えていないこと、つまり八時間以上前の記憶は書けません。



　この三つは極めて重要です。絶対に忘れないでください。

　そして覚えておくと言うより、覚悟して頂かなければならないことですが、


　④わたしの原典と違って、写本レプリカたるわたしには、一千枚のページしかありません。

　　もし、一千ページの記憶残量を使い果たしてしまったら、

　　あなたは忘却の牢獄に、永遠に囚とらわれたままとなります。






　この〈千一頁の最期の祈り〉は、いわばあなたの記憶そのもの。

　ゆえに〈本わたし〉が尽きる前に、あなたは記憶を守る手段を見つけなければならないのです。




　すべてを忘れ去ってしまう前に。




「……一千ページの、記憶残量……!!」

〈本わたし〉に書き綴つづられた余命告知を、あなたは震える声で読み上げました。

　八時間ごとに記憶を奪い去る魔法の呪縛。その忘却の檻おりにひとたび囚とらわれてしまえば、独力で牢ろう獄ごくを抜け出すことは絶対に不可能でしょう。

　そうなれば、あなたは偉大な博士ドクトルマグナになることも、五年前の真実を取り戻すことも叶かなわず、無限の忘却の内に、永遠に獄死し続けることとなるのです。

（千ページ以内に呪縛を解くことができなければ……！）

　そう。あなたの存在きおくは消滅します。

「……その〈本〉が記した通り、汝うぬの記憶は残り九五〇ページしか保たぬ。汝一人だけで迷宮に挑み、〈記憶を保存できる本〉を探し出すことは、不可能に等しき困難じゃろう」

「っ……！」

「じゃが、案ずることはない。汝にはこの吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリアがついておるのじゃ。我が名の名誉と威信にかけて、愛いとしい眷けん族ぞくを忘却の闇に委ねはせぬ」

「……いっ、愛しい眷族って、僕は吸血鬼の仲間なんかになるつもりなんて!!」

「ならばどうするつもりなのじゃ？　その呪縛を解けるほどの魔導書グリモワは、迷宮深層にまで潜らねば手に入らぬじゃろう。魔獣が闊かつ歩ぽし、罠わなが待ち受け、魔法犯罪者までも潜伏する闇の最さい奥おうを、汝一人で探し回ると？　昨夜のごとく惨殺されるのがオチなのじゃ」

「そ……それは、だけど……！」

　愛しい眷族、と呼ばれて反発したあなたを、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは穏やかな言葉で宥なだめます。しかし血けつ色しよくに輝く双そう眸ぼうには、何か邪悪な陰いん謀ぼうが宿っているように思えてなりません。

「迷宮深層へと至るには、汝は吸血鬼としても探索者としても未熟に過ぎる。悪いことは言わぬ、このアルテリアを頼るがよい。真祖わらわの力なくして、汝は数日と生きてはおれぬ」

「だから吸血鬼に従えって……？　っ、まさか貴様、このために僕の記憶を呪ったのか!?　もしかして〈本〉や不死を与えたのも、僕を従わせるために……!?」

「汝の記憶を縛ったのは妾わらわではない。ただの下僕が欲しければ、魅了チヤームの魔眼で事は済む。妾が汝に血を分けたのは、汝のことを愛おしく思うからなのじゃ」

「っ、吸血鬼ヴアンパイアに愛を語られる謂いわれは僕にはない！」

「汝にはなくとも妾にはある。汝の命を救うべき由縁がの。……じゃがま、それを語って聞かせる時間はないようじゃな。どうやら来客のようじゃ」

「来客？　僕にはこんな朝方の時間に、寮室に来る知り合いなんて……！」




　──こんこん、こん。

　突如として寮室に鳴り響いたノックが、あなたの言葉を遮りました。




「──おーい、おくつきそーしーっ！　おーいおーい、起きてるかにゃーっ？　始業式の時間になっても起きてこないから、クラス委員長として迎えに来たにゃっ！」

「へ？　……あ」

　直後、あなたは差し迫った死の脅威を認識しました。




　さて、状況を整理してみましょう。


　①あなたは始業式に遅刻したようです。

　②あなたは女子禁制の男子寮に、半裸の美少女（しかも吸血鬼）を連れ込んでいます。

　③あなたは全裸で、さらに左胸には鋭利なナイフが突き刺さっています。



　ここで問題です。今のあなたを他人に見られたら、いったい何が起こるでしょうか？




「……あっ、ああっ、あぁああぁあっ」

（ちっ、痴情のもつれの刃にん傷じよう沙ざ汰ただと思われる上に、吸血鬼化したことがバレるぅ!!）

　ぴんぽんぴんぽーん！　大正解です。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーはベッドの下にでも押し込んで、一刻も早く服を着ましょう。

「おくつきそうしー？　早く起きにゃよー！　外出届は出てにゃかったしー、まだ部屋にいるんでしょー？　早く起きてくんにゃいと、あたしまで先生に怒られるのにゃ！」

「ごっ、ごめん委員長（？）、恥ずかしながら今起きたばっかりなんだ！　着替えるまでほんの少し待ってて貰もらえると嬉うれし……って、オアァァアアッ」

　……と思ったのですが、あなたの制服ローブ（だったもの）は、赤黒い血ち糊のりに染め上げられた襤ぼ褸ろ切れと化していました。

　あなたとの身体と一緒に、殺人鬼に穴だらけにされてしまいましたからねぇ。

「おっ、おくつきそーし!?　今にゃにか凄すさまじい声が聞こえたんだけどっ!?」

「い、いやぁ、今日着るつもりだった制服ローブがダメになっちゃってたんだよねー！　いやぁ参ったなぁ、実に参ったっ！」

　間の悪いことに、あなたはまだ旅荷物を解いていません。昨日着ていた以外の衣類は、巨大な旅行鞄トランクに最高圧縮された状態で挟まっています。

（くっ……な、何か代わりになるような服は!?）

「ま、待てっ、その格好でベッドを出るでない！　この質シツのよいシーツを着て……」

「うっさい、駄だ洒落じやれ言ってないで黙ってろ！　僕は重大な危機に陥ってるんだ!!」

「むっ、黙ってろとはなんじゃー黙ってろとはっ！　妾わらわは助言をしてやったのじゃぞ!?」

「にゃっふふー？　おくつきそうし、いったい誰と話してるのにゃ？　寮外からのお客を泊める時は、寮監のせんせーに許可を取らにゃいと……」

「いやっ！　ちょっと寝ぼけて壁とお話ししてただけ！　壁とねっ!!」

「な……誰のどこが壁じゃ、誰のどこがーっ！　どう見たって膨らんどるじゃろう」

「ちょっ、吸血鬼!?　わけわかんないこと口走ってないで、黙ってろって言ってるだろ！」

「むぐぐぅ……ふんっ、それなら思う存分話せば良いのじゃっ!!」

（なぜか）突然怒り出したアルテリアが、鋭い掛け声とともに左腕を振り下ろしました。あなたがとっさに回避すると、音速を突破した指先が超音波を放ち、ドアノブを直撃して吹き飛ばします。

　安っぽい真しん鍮ちゆうの錠前は、ばっきんと音を立てて砕け散ってしまいました。

「なぁあ!?　きさっ、貴様なんてことしてくれてるんだよっ!?」

「にゃ、にゃにゃにゃっ!?　おくつき、大丈夫かにゃ!?　す、すっごい音聞こえたにゃ、怪け我がしてないかにゃ!?　ちょ、ちょっとお邪魔するのにゃっ！」

「わっ、委員長、待っ……うぉあ!?」

　突然の破砕音に驚いた委員長が、ドアの向こうで心配そうに叫びます。あなたは毛布ブランケツトに脚を取られながらも駆け出して、開かれてゆく扉を押しとどめようとしたのですが……

　現実は、非情でした。

「あっ、おくつきそうし！　大丈夫だった、か……にゃ？」

　無慈悲に開いたドアの陰かげから、猫族フエレースの少女に特有の、可愛かわいらしい釣り目が覗のぞきました。あなたの姿を認め、紅あか色の唇に人懐っこそうな笑顔を浮かべた彼女は──

「……ふにゃっ」

　ぼんっ！　と火でも噴き出しそうな勢いで、頰ほおを真っ赤に染め上げてしまいました。

　まぁ、その、あれです。何度もお書きしている通り……

　あなたは、全裸ですからね。




「──ふにゃぁあああぁあっ」

「ば──ばかものぉおぉおっ」

　猫族フエレースの甲高い鳴き声が、吸血鬼アルテリアの叫び声と重なって、男子寮に響き渡りました。

　頭のてっぺんの猫耳まで真っ赤になった少女は、あまりのショックに目を逸そらすこともできず、深い紫水晶色アメシストパープルの瞳で、あなたのあなたを見つめたまま立ち尽くします。

「ああああああ　ちょっ、ど、どうすれ……はッ」

　当然あなたは股間を隠そうとしますが、しかし人としての尊厳を保全しようとすると、短刀ナイフを隠す方法が無くなることに気づきました。先述の通り吸血鬼は死刑です。

（くそっ、どっちだ!?　僕はどっちを隠せば良いんだッ）

　あなたは社会的尊厳と生命活動のどちらを優先して守るべきか迷いに迷った挙げ句……混乱のために決断を下すことができず、結果そのまんま棒立ちしてしまいました。

　一応言っておきますと、あなたはもう尊厳も生命も失ってますけどね。既に。

「にゃっ、にゃふ、ふにゃにゃぁ……」

　委員長と名乗る猫耳少女の方も、深い混迷に吞のまれているのか、掌てのひらで口を押さえたままふにゃふにゃと言い続けています。口ではなく目を覆った方が、よほど役に立つだろうと思うのですが……尋常な判断力を喪失してしまっているようです。

「いっ、いっ、いつまで晒さらしておるつもりじゃあ！　ええい、あっちを向かぬかぁ！」

　混こん沌とんを極める寮室で、最初に冷静さを取り戻したのは、最強種たるアルテリアでした。吸血鬼アルテリアはあなたから目を逸そらしつつ、猫族フエレースの少女に駆け寄って……

　その首筋に、鋭い吸血歯を突き立てます。

「ぎ──ぎにゃあっ　ぎゃふっ、ふにゃーっ」

　喉笛に食らいつかれた女の子は、バネのように全身を跳ねさせて、アルテリアの腕から逃れようとします。しかし少女の腕力では、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの膂りよ力りよくには敵かなわなかったのか、それとも吸血鬼ヴアンパイアが備え持つ、何らかの超常的な力に冒されてしまったのか──

「にゃ、ふぅ……」

　わずか数秒の後にくたりとくずおれて、完全に意識を失ってしまいました。

「ぷちゅ、はむ、っちゅ……ぷはっ」

　アルテリアは少女の血液を貪るように吸い尽くし、そしてゆっくりと身体を離しました。細い首筋と唇の間に繫つながった唾液の橋が、朝日を反射しながら静かに途切れます。

「……な、んな……っ！」

「んむっ、これくらい啜すすっておけば十分かのぅ？」

「ばっ……吸血鬼ヴアンパイアっ！　いきなりなんて真ま似ねしてんだよ!?　その娘の血を吸っちゃったら、僕みたいに吸血鬼化して……って、まさかそれが目的で『薬草院アポセカリア』に」

「はぁ？　何を言うか、ただの亜人の小娘なんぞ、この妾わらわが眷けん族ぞくにするわけないじゃろ？　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの血を受けた人間は、後にも先にも汝うぬだけじゃ」

「け、眷族にしたのは僕だけって、だったらどうしてこの娘の血を!?」

「決まっておろう。この小娘のちを吸い、その正体を曝あばくためなのじゃ」

「血を吸ったのは解わかってるよ！　だけど吸血とこの娘の正体なんて関係ないだろっ!?」

「……汝、もしや妾のことを、『血を吸う鬼』じゃと勘違いしておらぬか？」

「はぁ!?　勘違いも何も、『吸血鬼』って単語に、それ以外のどんな意味が……!!」

「妾は確かに『血ち』も吸うがの、簒さん奪だつするのは『知ち』の方じゃぞ？」

「えっ？」

　──細い指先が宙を切り、あなたの前に二つの文字を描きました。

「血ち」と「知ち」。

「血ち潮しお」と「知ち識しき」。

　音はよく似ていても、本質はまったく異なる、二つの文字を。

「吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー。不死の王族、死なずの姫君。カインの末まつ裔えい、明けない宵闇。禍か殃おうの王女、図書迷宮の銀の夜──妾わらわを指す名は色々あるが、わかりやすいのはこれじゃろう」

　禍まが々まがしいほどに美しい微笑ほほえみを浮かべて、アルテリアは自らの異名なを呼びました。




「『人の知識を喰らうものタレントイーター』。名は体を表す、とは良い言葉じゃの」

　──タレントイーター、「能力喰くらい」、と。




「た、能力喰らいタレントイーター……知を吸う能力、だと……!?」

「然しかり。妾は血を吸った相手の記憶を喰らい、増幅し、自らの能力とすることができる。例えば人の血を一滴でも啜すすれば、その治癒力を数億倍して、瞬時に再生できるわけじゃ」

「!!　ま、まさか昨日の再生は、僕の自然治癒力を奪い取って……!?」

「吸知の対象は、何も治癒速度に限らぬ。殺人鬼を撃退したときの膂りよ力りよくとて、元を辿たどれば汝うぬから奪い取ったものじゃ。腕力も知力も魔力でさえも、この真祖わらわの能力は強奪できる。ゆえに妾は吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー──迷宮最強の吸血種、図書迷宮の銀の夜、というわけじゃ」

「っ……！」

　アルテリアの赫かく色しよくの瞳に、邪悪な光が映った気がして、あなたは生唾を飲み込みました。純白の掛衣カシユクールを身に纏まとった可か憐れんな少女は──しかしやはり、化物なのです。

「まぁ、色々あって能力が制限されておるでの。昔ほどの茶ちや目めつ気けはできなくなったが……それでも血の一滴もあれば、汝の過去を知る程度は朝飯前なのじゃ。……あむっ」

　アルテリアは指先に残っていたあなたの血を、ぺろりと綺き麗れいに舐なめ取ると、




「のぅ、『奥おく月つき綜そう嗣し』？」

　一度も教えた記憶のない、あなたの名前を呼びました。




「っな……！」

「吸知したのは名に限らぬぞ。誕生日は十月十六日で、今年で齢よわい十六となる。遠き日本に母と妹を残し、父の死の真相を知るため、そして父の跡を継ぎ『偉大な博士ドクトルマグナ』となるため、アレクサンドリアへと単身留学。……この五年、ずいぶん苦労したようじゃの」

「ほ……本当に、僕の記憶を……！」

　図書館都市では留学先校の『薬草院アポセカリア』にしか伝えていない情報を、吸血鬼は事も無げに話して見せます。これが知を吸う鬼、能力喰らいタレントイーターの力なのです。

「……じ、じゃあ、お前が僕を知っていたのは、あのとき流れた僕の血から……」

「吸知した。第一考えてもみよ、妾がどうやって汝を寮室まで運び入れたと思うのじゃ？　妾が留学生の部屋番号や『薬草院アポセカリア』の男子寮なんぞ知っておるわけないじゃろ？」

「そ、それはそうだけど……じゃあお前、どこまで僕のこと知ってるんだ？」

「深い記憶の底まで吸おうとなると、致死量の吸血が必要じゃがの。表層の記憶程度なら数滴の血で事足りる。まして昨日の失血なら、汝うぬについて知らぬことはないのじゃ」

　深い心の奥底を見透かすような──いいえ、既に隅々まで知り尽くしてしまった物語を静かに読み返しているような視線が、あなたに注がれました。

「……わらわは、憶おぼえておるぞ、そーし」

　細められた血けつ色しよくの瞳は、とても判別しがたい、複雑な感情を湛たたえているようでした。




「……ま、妾わらわが汝のことを知っておる理由は、これで理解できたじゃろ。この小娘の血を啜すすったのも、手っ取り早く知を吸うためなのじゃ」

「……い、嫌がらせでドアノブ吹っ飛ばしたんじゃなかったのか。……いやっ、いちおう助かりはしたけど、そうならそうと事じ前ぜんに言ってくれないと反応に困るよ！」

「いやぁ、慈じ善ぜんどころか九割方嫌がらせじゃったがのぅ？」

「って、ほぼ全部悪意じゃねーかっ!?　きさっ、貴様のせいでなぁ！　僕はとてもとても大変な部分を見られ……って、ウォアァアアアッ」

　先程から下半身がすーすーする理由（全裸）をようやく思い出し、あなたは凄すごい勢いでベッドに飛び込み、毛布で股間部を覆い隠しました。

「うぅう……初対面のクラスメイトに、大変なモノを見せつけてしまったぁあぁ……!!」

「……な、なんでちょっと膨らんでおったのじゃ……？」

「朝だからだよ！　言わせんなよ！　っていうか観察してるんじゃないよっ！」

　あなたは毛布の中で頭を抱えてさめざめと泣きながら、自らの愚かしさを悔やみます。アルテリアはそんなあなたを慰めるように、わざとらしい声で言いました。

「……まっ、まぁ、その件は気にせずともよいじゃろ。記憶なら妾が吸うてやったし……それに初対面でもない。この女子、汝のことを見知っておるようじゃぞ」

「……え？　僕のことを……知ってる!?」

　あなたはベッドの上で半身を起こすと、気絶して転がっている少女に目を向けました。先述の通り、あなたの正体を知る人物は、図書館都市アレクサンドリアではごく少数しか存在しません。

（……いつ逢あった？　昨日港に着いてからか？　それともまさか、五年前の僕を……？）

　あなたは少女の外見を、注意深く観察します。

　一六〇センチ弱の身体を覆う濃藍色のローブは、『薬草院アポセカリア』の制服に相違ありません。左肩から左上腕までを覆う板金鎧プレートメイルの表にも、絡み合う橄欖オリーブの紋章エンブレムが刻まれていますから、あなたのクラスメイトだというのは真実でしょう。

　問題は、茶髪の上で可愛かわいらしく自己主張する猫耳に、まったく見覚えがないことです。この図書館都市では、猫族フエレースも珍しい存在ではないですが……

「……思い出せない。服装からして、『薬草院アポセカリア』の生徒だとは思うけど……」

「忠告しておくがの、他人を外見で判断するというのは、悪癖どころか自殺行為じゃぞ。極東の島国ならともかく、ここは図書迷宮の都なのじゃからの」

「っ……！」

　外見年齢十代半ばの「最強の吸血鬼ハイ・デイライトウオーカー」は、皮肉っぽい笑顔を作って言いました。小さく曲がった唇から、鋭い吸血歯がちらりと覗のぞきます。

「しかし汝うぬが忘れてしまっておるのは厄介じゃのー。一度吸った知は他人に与えることも困難じゃし……仕方ないの。妾わらわが口で喋しやべってやるから、その〈本〉で記憶するのじゃっ」

　アルテリアはそう言うと、猫っぽい少女の情報を話し始めます。

「この小娘の名は『カルミア・ロードトクソン』。汝の編入先のクラス委員長とやらで、昨日アレクサンドリア港で汝を出迎えた、二人の人間の内の一人なのじゃ」

「僕を出迎えた、ってことは、このカルミアって娘は、僕と父上の関係を知ってるのか？」

「否いな、吸知する限りは知らぬようじゃ。仇かたきの仲間ならば五年前の事件は知っておろうし、父御の仇とは無関係じゃろうな」

「……いやまぁ、そんなに簡単に五年前の事件の手掛かりが見つかるはずもないか……」

「しかしこの娘、常人にしては強きよう靱じんな魔法抵抗力レジスタンスを持っておるようじゃの。ものの数分で目を覚ましそうじゃ、早く服を着て、この状況を誤ご魔ま化かす噓うそでも考えた方がよいぞっ？」

「目覚めそうって……えぇえええぇっ!?　ちょっ、言うのが遅いよ！　急に誤魔化しとか思いつかないよ！　っていうか着る服もないよっ!!」

「ふふん？　ところで汝、この〈本〉の機能を忘れてはおらぬかのっ？」

　アルテリアは面白そうに〈折り紙マイスターになるための折り紙セット〉を取り出し、ページをびりりと破って「『薬草院アポセカリア』のローブ」と唱えました。

〈折り紙〉は瞬時に新品の制服ローブへと変化します。

「……初めから〈折り紙それ〉使ってれば、僕いろいろ見られなくて済んだんじゃないか？」

「だって使いたいとか言わんかったじゃろ」

「ぐ、ぐぬぅ……」

　あなたは唇を嚙かみ、恨みを込めてアルテリアを見つめました。ひとつ忠告しておくと、早く〈本〉を活用する術を学んだ方が身のためですよ。

　ここは図書迷宮の都。人の想像が及ぶ限り、ありとあらゆる書物が眠る遺跡書庫の街。図書館都市アレクサンドリアなのですからね。






◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り九三六ページ】






「にゃっふふー……いやー、ホントに面目にゃいにゃあ……」

「いやいや、気にしないでよ！　寝坊しちゃった僕が悪かったんだからさっ！」

『薬草院アポセカリア』の主講義塔へと続く空中回廊。気恥ずかしそうに頰ほおをかく猫耳少女──クラス委員長「カルミア・ロードトクソン」に、あなたは冷や汗をかきながら答えました。

「まさか開いたドアにぶつかって気絶しちゃうだにゃんて。はにゃー……」

「ほ、本当に気にしなくて良いってば。僕も気にしてないからねっ！」

　あなたは苦笑しながら言いますが、内心は断崖の上を綱渡りしているような気分です。彼女に吹き込んだ噓うそがバレれば、吸血鬼化の露呈（死刑）にも繫つながりかねません。

（……ふー、なんとか誤ご魔ま化かせたみたいだな……）

　あなたが濃藍色の制服ローブに袖を通して、肩鎧シヨルダーメイル型のブックバインダーに〈本わたし〉を収めた瞬間、カルミアは十数分間の記憶を失って、吸知による昏こん睡すいから目覚めました。

　あなたはその記憶の隙につけ込み、言葉巧みに「部屋を飛び出したとき、開いたドアを彼女にぶつけて気絶させてしまったのだ」と吹き込んだのです。

（わざわざ起こしに来てくれたんだし、きっと良い娘こなんだとは思うけど……吸血鬼化が『薬草院アポセカリア』にバレたら、二度と蘇そ生せいできない感じに処刑されること確実だし……）












　あなたは処刑される自分の姿を想像して、こくりと生唾を飲み込みました。

「そっ、そんなことよりカルミア……さん？　僕のクラスについて教えてくれないかな？　どんな人がいるのかなって、内心ちょっと不安なんだよね」

「にゃむむ、カルミアでいいって昨日も言ったにゃ！　……むにゃー、じゃーおくつきに介抱させちゃったお詫わびとして、くらすめーとを紹介してあげよーじゃーにゃいか！」

　カルミアは他人行儀な呼び方に怒った後、にこっと朗らかな笑顔を作って言いました。ころころと表情が変わる娘で、気まぐれな猫みたいな雰囲気を感じさせます。

「おくつきが編入するクラス、つまりあたしのクラスは、『薬草院アポセカリア』の十年生にゃのだ。えーと、昨日おくつきが言ってた日本の制度では……こーこう？　だったかにゃ？」

「うん、新学制だと高等学校の一年生くらいかな。クラスは何人くらいなの？」

「おくつきを入れて四三人なのにゃ。純人と亜人が、だいたい半分ずつくらいかにゃー？　アレクサンドリアでも亜人の多いとこだから、はじめは戸惑うかも知れないにゃ」

　ダークブラウンの髪の上で、三角形の耳がぴくんと動きました。

　それは彼女が人間とは異なる起源を持つ存在──図書迷宮の原生生物の系譜に連なる、「亜人デミ・ヒユーマン」であることの証明です。

「大丈夫。僕はそんなに頭固くないつもりだよ」

　あなたは紫水晶アメシストパープルの瞳を見据えて、真摯に答えました。

　亜人に対して差別的な純人もいますが、あなたは人種差別主義者ではありません。

「そりゃ良かったにゃ。昔は獣耳が生えてるとか尻尾が生えてるだけで、虐いじめられちゃうこともあったらしーからにゃあ……まっ、あたしはイジメは見逃さにゃーけどにゃっ！」

　純人と亜人は、確かに少しばかり違っていますが、人の心を持つことは変わりません。『薬草院アポセカリア』の理想にならい、互いの個性を平等に尊重することが大切です。

「にゃふふ。『学ぶ意志を持つものならば、悪魔でも死神でも受け入れる』ってゆーのが、この『薬草院アポセカリア』の理想だからにゃー」

　カルミアは空中回廊の行方を見つめて、静かな声で囁ささやきました。その端正な横顔には、憧憬にも似た理想の心が浮かんでいるようでした。

「……うん、僕も素晴らしい理想だと思うよ。……ところでちょっと聞きたいんだけど、その理想って、『学ぶ意志を持つ吸血鬼ヴアンパイア』も受け入れてくれたりは……」

「吸血鬼ヴアンパイア？　そんなの死刑に決まってるにゃ」

　ただし、どんな理想にも限界はつきものでした。

「え？　で、でも今、悪魔でも死神でも受け入れるって……吸血鬼はダメなの？」

「そりゃそーにゃ。悪魔とか死神と違って、吸血鬼化は強感染性だからにゃあ。吸血鬼にされちゃうかも知れにゃーのに、一緒にべんきょーするわけにはいくまいにゃ？」

「……吸血鬼ヴアンパイアの立場って、死神以下なんだ……」

　図書館都市アレクサンドリアには無数の亜人種が生活し、かつて対立はあったものの、今では基本的には純人種と変わらぬ人間と見なされています。

　純人と亜人が共生社会を築くためには、亜人と迷宮生物を明確に区分する必要があり、その「人の条件」に見合わぬ者は、化物モンスターとして排斥される定めにあるのです。

「人間の言葉リングア・ラテイナを解げすること。人間の血肉以外を糧かてとすること。法と契約を遵守すること。この三条件を守れにゃー限りは、人と生活を共にするのは無理にゃ」

「……た、確かに僕も吸血鬼は危険な化物だと思うけど……」

「まっ、そんな吸血鬼も十数年前の対吸血鬼戦役で、ほとんど殺されちゃったはずにゃ。もしも吸血種が生き残ってたとしても、処刑するなり治療するなりすればいーにゃ」

「ち、治療っ!?　その……あのさ！　これは僕個人や実在の人物とはまったく関係のない、いわゆる空想フイクシヨンに基づくたとえ話なんだけどっ！　吸血鬼化って、治療できるのか」

「んにゃ！　〈吸血鬼化を治療する本〉を手に入れるか、あるいは三九年ほど火で炙あぶったあとで、硫酸と過酸化水素水で煮詰めながら五五年間祝福すれば……」

「……ぜ、前者はともかく後者って、その、死にますよね……？」

「そーなるにゃあ。吸血鬼化が解除された瞬間に引き上げにゃいと、硫酸風呂でとろけた黒こく炭たんに変換されちゃうと思うにゃ。まー、吸血鬼なら別に死んでも構わんけどにゃっ！」

「そ……そうだよな、ははっ！　吸血鬼なんて死んでも問題ないよな、あはははは!!」

　楽しげなカルミアの声が、なぜだか極めて酷薄に聞こえて、あなたは脂汗を流しながら無む理り矢や理りに笑顔を作りました。

（これはもう絶対に吸血鬼化を知られるわけにはいかない……！　なるべく平凡な学生を装って、どんな小さな疑念も抱かれないようにしないと……！）

　黒炭死の恐怖に怯おびえながら、内心に悲壮な決意を固めていると……

《……この駄だ描びよう、吸血鬼を何と思っておるのじゃ。汝うぬ、パンチして懲らしめてやれ！》

「処刑されるよっ」

　突如として耳元に響いた声に、つい大声で返答してしまいました。




「はにゃ!?　お……おくつき？　どうかしたのかにゃ？　だ、誰に言ったのにゃ……？」

　カルミアはびくっと反応して、そしてあなたの顔を心配そうに見上げてきます。

「いっ、いやぁ急に、その、幻聴がね!?」

《ほれ、パンチじゃパンチ！　この小娘に教育してやるのじゃっ！》

「だから硫酸風呂で処刑されるってばっ!?」

「おくつき……長旅で疲れてたんだよにゃ、うん。あたしはわかってるのにゃ」

「いやいや違うんだよカルミア！　僕は別に頭が変なんじゃなくってっ!!」

　青紫色の宝石アメジストみたいなカルミアの瞳が、可哀かわい想そうなものを見るそれに変わってゆきます。

　まぁ、あなたが他人には知覚できない声を聞いているのは紛まぎれもない事実なのですが。

（……おい吸血鬼ヴアンパイア、いきなり人の耳元で話しかけるな！）

《じゃったら普通に喋しやべって良いのかのー？　この生意気な猫娘に聞かれてしまうがのぅ？》

（黙ってろって言ってるんだよっ!!）

　あなたは脳内に叫びました。いえ、精神病的な感応力テレパシーを手に入れたのではありません。姿形は見えずとも、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリアは、あなたの傍にいるのです。

（むー、黙ってろとはなんじゃー黙ってろとは！　妾わらわは知恵を貸してやろうというにー！）

　あなたの制服ローブのフードから銀白の蝙コウ蝠モリが顔を出し、後ろ髪をがじがじと囓かじりました。

　吸血鬼ヴアンパイアの能力の一つ、『蝙コウ蝠モリへの変へん化げ』を使用したアルテリアは、あなたの服に潜んで行動を共にしているのです。さらにあなたの体温を吸知して、周囲を知覚しています。

　そして眷けん族ぞくたるあなたには、主の言葉なら何なに語ごでも（超音波でも）理解できるのです！

「おくつきー……たいちょーが悪いなら、今日は休んじゃってもいーんじゃにゃいか？」

「い、いやっ、大丈夫！　なにも問題はないから！　なにもっ!!」

《なんじゃ汝うぬ、授業に出るのかの？　この吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの力を以もつてすれば、迷宮探索なぞ庭園を歩くがごとくに簡単なのじゃぞ？》

（……吸血鬼おまえの力を借りるつもりはない。それに『薬草院アポセカリア』の学生じゃなきゃ、迷宮には簡単には降りられない。探索の知識を得るためにも、授業はちゃんと受けておきたいし）

　先述の通り、あなたの記憶は一千ページしか保ちません。記憶容量を空費してしまえば、待っているのは忘却の檻おりに囚とらわれた哀れな末路だけです。

　しかし現状のあなたに迷宮深層へ到達できるだけの能力があるかと言えば、答えは否いな。『薬草院アポセカリア』の授業や設備を利用し、探索効率を上げる方が、最終的には得でしょう。

（……僕が図書館都市アレクサンドリアに戻って来たのは、吸血鬼ヴアンパイアにさせられて記憶を失うためじゃない。五年前の真実を取り戻すために、そのために僕はここにいるんだ……！）

　あなたは制服の布地越しに、御お父とう様さまの護符に指先を重ねて、この空中回廊の果てに待つ『薬草院アポセカリア』での新生活を想おもいます。

　すると地中海を渡る潮風が、あなたの想いに呼応するように、回廊の行方を覆っていた層雲を吹き払いました。

「あっ、ほらほらおくつき、あっち！　主講義塔が見えてくるにゃっ！」

「え？」

　雲間に隠されていた『薬草院アポセカリア』の講義塔が、その偉容を、あなたの前に顕あらわします。

「……っ、うわぁ……っ!!」

『薬草院アポセカリア』の総本山、アレクサンドリア大薬草院は、天に伸びる大たい樹じゆのようでした。

　天てん元げんを指す幹のごとく屹きつ立りつする主要講義塔から、無数の空中回廊が枝のように広がり、その枝に連なる小植物園の緑が、『薬草院アポセカリア』全体を一樹の巨木のように彩っています。

　図書迷宮に横たわる神の叡えい智ちを吸い上げ、人類と共に成育する「知恵の樹」。

　アレクサンドリア大薬草院、『薬草院アポセカリア』という探索ギルドは、人類の努力の結晶であり、危難にありて寄よる辺べを与える、人工石の大たい樹じゆなのでした。

（……戻って来たんだ。父上がいた探索ギルド、『薬草院アポセカリア』に……!!）

　空の蒼に悠然と佇たたずむ、植物園に生い茂る樹木の緑。アレクサンドリア大薬草院の雄大な光景が、吸血鬼化や記憶障害の不安さえも忘れさせます。

　この『薬草院アポセカリア』を築き上げたのは、人類の発展と未来を願う、無数の人々の努力です。諦めることなく図書迷宮に挑めば、記憶障害を癒いやすことも、記憶と魔法を取り戻すことも、そして五年前の真実へと辿たどり着つくことも、きっと努力が可能にしてくれるはずです。

（……そうだ、ここは図書迷宮の都なんだ。人の夢と努力が及ぶ限り、どんな魔導書グリモワでも探し出せる、神の遺産の都市なんだ……！）

　図書館都市アレクサンドリアに群雄割拠する探索ギルドは、迷宮探索者同士の互助集団であると同時に、神の遺産たる技術や文化を収集し、人類全体に共有する役割も果たします。

　図書迷宮から発掘され、この知恵の樹を環流する科学技術は、やがて勢力下のギルドに民間転用され、何十万もの人々の生活を支えているのです。

　図書迷宮上層から、海抜一〇〇〇メートル近くまで伸びる人造の大樹。

　御お父とう様さまが人生を捧ささげた『薬草院アポセカリア』は、人類の進歩と叡智の象しよう徴ちようなのでした。

（……取り戻してみせる。図書迷宮から〈本〉を探し出して、記憶と魔法を取り戻して、そしてきっと、父上みたいな魔法使いになるんだ……！）

「……にゃふふ。おくつき、偉大な博士ドクトルマグナになりたーいって顔してるのにゃ！　まっ、そー思ってにゃーなら、博士候補生コースに編入して来はしにゃーだろーけどにゃっ！」

　カルミアは腰に両手を当ててふんぞり返り、むふーっと鼻息を吐きながら言いました。

「さーてっ！　おくつきも元気でたみたいだし、さっさと教室に向かうのにゃっ！　ほら、ユズせんせーの首が伸び切る前に──よーい、どんっ!!」

「え!?　あっちょっ、待ってよカルミア!!　僕教室の場所知らないからねっ!?」

「にゃっはっはー！　最外殻で迷ったらー、餓死するしかないのにゃー！」

「餓死っ　ま、待って僕まだ死にたくないよっ!!」

　カルミアはきまぐれな猫のようににゃはと笑って、空中回廊を駆け出します。あなたはその背中を追って、眼がん前ぜんにそびえる『薬草院アポセカリア』へと走り出しました。





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り九二七ページ】






　煉れん瓦が造づくりの巨大な講義塔へと辿たどり着ついたあなたたちは、幅広い大回廊を数度曲がると、無数の扉が並んだ、細い廊下へと辿り着きました。

　立ち並ぶドアの木枠には数字が刻まれていて、クラス番号を表すものだと思われます。カルミアはその扉の一つの前で立ち止まると、朗らかに笑いながら振り向きました。

「……にゃっふふー！　とーちゃーくっ、にゃ!!」

「はー、はーっ……え、ええと、一〇三二番教室、で良いのかな？」

「うんにゃ！　きょーからおくつきと一緒にべんきょーする、一〇三二ホームだにゃー！　おくつきが編入してくるって話はユズせんせーがしてくれてるはずだからー、おくつきは自己紹介の準備をしておくにゃ！」

　カルミアはそう言ってにこっと笑うと、一〇三二番教室へと入っていきました。廊下にひとり残されたあなたは、運動の負荷に揺れる鼓動を落ち着かせようと呟つぶやきます。

「はぁ、はぁ、ふー……吸血鬼化してるはずなのに、まだ心臓がドキドキするよ……」

《……妾わらわの不死性を分けたとはいえ、汝うぬはまだ七割ほどは人間じゃからのう。……しかし汝の鼓動を速めるは、運動の負荷よりむしろ、精神的な緊張の方じゃろう》

「吸血鬼……そりゃまぁ、五年ぶりの『薬草院アポセカリア』だし、確かに緊張もしてるけど」

　扉の先に待つ未来を想像すると、静まりかけていた動どう悸きが再び速まります。

　先述の通り、あなたは五年以前の記憶をほとんど失っていますから、再編入と言っても実質的には転校と同じです。新しいクラスに馴な染じめるか、心配になるのも当然でしょう。

（……でも、今はやっぱり期待の方が大きい。かつて父上が魔法を学んだ『薬草院アポセカリア』に、僕も立っているんだから……！）

　あなたは胸元の護符に触れて、御お父とう様さまの面影を想おもいます。

「記憶と魔法を取り戻して、誰かを救える人間になりたい」。

『薬草院アポセカリア』への編入は、その願いを叶かなえるための、人生譚たんの始まりプロローグなのです。

「……にゃっふふー！　たっだいまーなのにゃユズ先せん生せー！」

「にゃっふふーですカルミアちゃん！　奥おく月つきくんは見つかりましたかー？」

「見つかりましたのにゃ！　今どあーの向こうで待ってくれてるにゃー！」

《……汝、この声の主が汝の担当教諭、『ユズリハ・ダフニフィーラム・ウァーラ』じゃ》

　ドアの向こうで響いた会話に、アルテリアが低い声で耳打ちします。

（え？　この舌っ足らずの子供みたいな声が……担当教諭？）

《然しかり。一聴すると幼女の声にしか聞こえぬが、紛まぎれもない偉大な博士ドクトルマグナの一員じゃぞ》

「えぇ!?　どっ、偉大な博士ドクトルマグナだって!?」

　担当教諭の職位を聞いて、あなたは動揺の声を上げました。

「偉大な博士ドクトルマグナ」とは図書館都市アレクサンドリア四大ギルドの第三位、『薬草院アポセカリア』でも最優の探索者にのみ与えられる、ギルド最高位の学位・職位であり称号です。

　つまり「ユズ先生」は、迷宮探索・魔法戦闘・書籍研究・後進の育成と、万事に秀でた超人であり、吸血鬼化が露見した瞬間、冴さえ渡わたる魔導で滅殺されること確実なのでした。

《声を聞いても知れる通り、汝うぬの担任教諭とやらは、教師となるにしては相当無理のある外見年齢をしておる。じゃからといって『幼女だぁ!!』とか驚くでないぞっ？　実際には昨日港で汝を出迎えた『薬草院アポセカリア』の窓口役なのじゃ、おかしな言動をすれば……》

（記憶喪失から吸血鬼化を疑われて、処刑される可能性がある……！　こわいぃ……！）

「……残りの連絡事項は、編入生の紹介です！　奥おく月つきくーん、入ってきてくださーい！」

　あなたが恐怖に震えていると、幼げな声がドア越しに呼びかけました。

（ひっ、先生に呼ばれたっ！　……吸血鬼、教室では絶対にいきなり話しかけるなよ）

《むむっ、話しかけるなとは不ぶ躾しつけなっ！　せっかく助言してやったというにっ、汝なんぞ自己紹介に失敗して、人間どもの前で赤っ恥かいてしまえばよいのじゃ！》

（し、失敗したって平気だよ。僕が『薬草院アポセカリア』に戻ってきたのは、学園生活を楽しむとかじゃなくて、記憶と魔法を取り戻して、偉大な博士ドクトルマグナになるためなんだから……！）

　不安を煽あおるような吸血鬼の言葉に、あなたは心の中で反論します。

　ま、八時間で記憶を失ってしまうことに比べれば、クラスの雰囲気やクラスメイトとの関係は、確かに重要度の低い問題かも知れません。

　あなたは自分を鼓舞するように「よしっ」と呟つぶやいて、教室のドアを開けました。

（……っ、ここが世界最高の高等学術院、『薬草院アポセカリア』の講義室……！）

　踏み入った教室の内側は、日本の寺子屋がつこうとは比べものにならないほど開放的でした。

　呪紋ルーン強化建材で造られた教室内は、部屋奥の教壇に向かって、階段状に下っています。横幅五メートル近い黒板は、複数枚が滑車で繫つながっていて、自由に昇降させられるような構造になっているようです。

　二人に一卓の配分で並べられた長机もまた、教科書を積めるよう幅広に作られており、採光窓から差し込んだ陽の光と、天井の〈自己発光する本〉から降り注いだ人工の光が、部屋全体を明るく照らしています。

（……って、今は観察してる場合じゃない、正体を疑われないように挨拶しないと！）

　あなたは好奇と期待の入り交じった眼まな差ざしを浴びながら、机の間の階段通路を降ります。そして教壇に上がって、クラスメイトたちに振り返りました。

「えっと……初めまして、奥月綜そう嗣しと申します！　五年間図書館都市アレクサンドリアを離れていたので、まだいろいろ不慣れなところはありますが、どうかよろしくお願いします！」

　恭うやうやしい一礼の後、教室を見渡しながら、朗らかに挨拶したあなたは、




　──がっしゃーん!!　っと、

　蹴り飛ばされた椅子が、激しく倒れる音を浴びました。

「え？」

　あなたに注がれていた視線が、一斉に騒音の源みなもとを振り返りました。教室の右奥を向いた彼らとあなたが目にしたのは、凍いて付いたように立ち尽くす、一人の少女の姿でした。

　──さて、あなたが絶対に記憶しておかなければならない情報を記し置きましょう。

　クラスの雰囲気とかクラスメイトの人柄は、どんな状況においても重要です。

　たとえ半分吸血鬼化していようが、一千ページで記憶がなくなるかも知れなかろうが、いかなる場合であっても絶対に軽んずるべきではありません。

　なぜかって？

「あっ、あな、あなた……！」

「ちょっ、おま……まさかッ」

　あなたのクラスメイトに、殺人鬼や吸血鬼が存在するかも知れないからです。




「あなたは昨日の吸血鬼ッ」




「おまえは昨日の殺人鬼ィ」




　あなたと少女の絶叫が、『薬草院アポセカリア』の講義塔に響き渡りました。












「なんで……っ、なんで貴様がここにいる!?」

　見間違えるはずもありませんでした。

　着衣こそ黒衣カソツクから濃藍の制服ローブに替わっていますが、豊かに渦巻く金髪や禍まが々まがしい巻角、そして氷刃のごとく睨にらみ付つける群青の双そう眸ぼうは、絶対にあなた殺しの犯人のものです。

「そ……それはこちらのセリフですわ！　確かに殺し尽くしたはずなのに!!」

　殺人鬼の方もまた、殺し損ねた獲物の顔を忘れてはいなかったようです。右の肩を覆う板金鎧プレートメイルに手を差し入れ、魔導書グリモワを抜けるように身構えて吼ほえ返します。

「まさか殺人鬼が『薬草院アポセカリア』で学生やってるとはな！　……なるほど、そうやって身分を偽ることで、『聖堂カセドラ』の魔法犯罪審問官から逃げ延びてきたってわけだ！」

「何をおっしゃっているか解わかりませんが、編入生の皮を被った吸血鬼に誹そしられる謂いわれなど、このわたくしにはありませんわ！　この薄汚い血吸い鬼っ！」

「誰のせいでこうなったと思ってんだよ、この無差別殺人鬼！　貴様のせいで僕は人生を棒に振る羽目になったんだぞ!?　貴様の罪は必ず白日の下に晒さらしてやるっ!!」

「元々生きてもいないくせにっ、さも人間のように『一生』などという言葉を使わないで頂けますこと!?　わたくしは人と英霊に仇あだなす害獣を駆除しようとしたまでですわ！」

「あ、あのー……おくつき、えりー？　二人ってもしかして、お友達なのかにゃあ……？」

「「はぁぁ」」

　今にも取っ組み合いを始めそうなあなたたち二人に、カルミアがおずおずと訊たずねます。委員長として振る舞おうとしたのでしょうが……火に油を注ぐ結果となりました。

「友達だって!?　冗談じゃないよカルミア！　こいつは凶悪無比な無差別殺人鬼なんだ！　今すぐ正義の法廷に引きずり出して、厳正なる審判を下す必要があるッ!!」

「カルミアさん、そのような戯たわ言ごとになど惑わされないで下さいましっ！　そこなる男は、人の皮を被った化物！　この地上より即刻除くべき、邪悪の権化たる吸血種ヴアンパイアなのですわ！」

　聞くに堪えない罵倒合戦となったあなたたちの会話に……




「──る、学則ルール違反なのですよ!!」

　幼女のようにしか聞こえない、舌っ足らずな声が割り込みました。




「!!」

「い、いきなり吸血鬼とか殺人鬼とか罵りあうなんて、『薬草院アポセカリア』の生徒として恥ずべき態度なのですよ！　先生、ぷんぷんですからねっ!?」

　両手をぶんぶん振り上げて怒りを表明したのは──外見年齢十歳の偉大な博士ドクトルマグナでした。

「ゆ、ユズ先生……!?」

　あなたのクラスの担任教諭、ユズ先生の見た目は、完璧に幼女そのものでした。

　腰近くまで伸びた栗くり毛げは、幼い子供に特有の、さらさらな光沢を保っています。真紅の外套ローブから覗のぞく手足も、どこからどう見たって幼児体型のそれです。カルミアから吸知した情報がなければ、彼女を先生だと認識することは、絶対に不可能だったでしょう。

《……汝うぬ、落ち着くのじゃ。この場で戦闘になれば、流石さすがの妾わらわも庇かばいきれぬぞ》

　しかし最強種アルテリアには、幼げな肉体に秘められた魔力が感じ取れるようです。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーをして「庇いきれぬ」と言わしめるほどの魔法使いですから、吸血鬼化が露呈してしまえば、眷族あなたごときは一瞬で消し炭にされるでしょう。

「い、いや、これはその……」

「で、ですが先生っ、この男は……！」

　自らを惨殺した殺人鬼との再会で、頭に血が上っていましたが……ここは『薬草院アポセカリア』の講義塔、圧倒的な戦闘力を誇る迷宮探索者たちの巣窟です。この場で事を荒立てるのは、とても賢明な行動とは呼べません。

「お、おい、吸血鬼って……」「殺人鬼なんて罵られて、エリカは何をしでかしたのよ？」「まさかとは思うけど、本当に吸血種ヴアンパイアだー、なんてことは……」「……あやしい……」

「むぐ……！」

　あなたたちの問答を聞いていたクラスメイトたちも、編入生の正体についてざわざわと言葉を交わし始めます。このままでは本当に、正体がバレてしまうかも知れません。

（く……！　吸血鬼化が露呈したら、硫酸風呂で死ぬよりひどい刑に処せられてしまう！　僕を殺した無差別殺人鬼が、『薬草院アポセカリア』にいるっていうのに……！）

　正直言って殺人鬼と同じ教室になんて一秒だっていたくありませんが……ここは感情を押し殺してでも保身を計るほか、生存の手段は残されていないようです。

　あなたは殺人鬼の魔導書グリモワを警戒しつつ、ユズ先生に頭を下げました。

「その……すみませんでした、僕が浅はかでした」

「てきとーな謝罪はダメなのです。奥おく月つきくん、えりちゃんにしっかり謝るのですよ」

　先生は頰ほおを膨らませて、殺人鬼に詫わびるよう促します。

　何が悲しくて自分を殺した人間に謝らなければならないのかと思いましたが、今ここで吸血鬼化がバレれば、もう絶対に蘇そ生せいできない感じで処刑されるかも知れません。

　あなたは仕方なく、「えりちゃん」と呼ばれた少女に向き直ります。

「……すまない、僕が悪かった。ええと……」

「……『エリカ・Ｋ＝Ｋ・アウストラル』ですの。……こちらこそ、無礼を致しましたわ」

　あなたが謝ると、殺人鬼は苦虫でも嚙かみ潰つぶしたかのような苦く悶もんと嫌悪の表情をしながら「エリカ」と名乗りました。

　この場で吸血鬼化を暴露されるのではないかと、とっても警戒していたのですが──

「……」

（……あれ？　な、何も言ってこない……？）

　殺人鬼エリカは、俯うつむいて押し黙ったまま、殺意の籠もった視線を向けてくるだけです。内心あなたを再殺したいと考えていること確実ですが、行動に移す様子はありません。

（なんでだ？　吸血鬼化をバラせば、今すぐ僕を殺せるのに……）

《……もしや此こ奴やつ、本当に仇かたきの……？》

「冷静になれたみたいですね。では奥おく月つきくん、席に座ってくださいです」

「って、うぇえっ!?」

　殺人鬼の行動を訝いぶかしむ間もなく、先生が着席を促します。

　気付くと、ここは教室のど真ん中で、あなたは学友クラスメイトたちの視線を一身に浴びていました。

「あっ……す、すみません先生！　すぐ席に──」

　あなたは教室を見回しました。……空席は、殺人鬼の隣にしか存在しません。

「……あのぅ、先生？　空いている席が一つしか無いんですが？」

「さっさと座るです。編入生は奥月くん一人だけなのですよ」

「でも、僕って椅子に座ってはならない宗教の教徒だったりするんですけど」

「珍しい教義ですね。でも背はい教きようしてくださいです」

「しかも……ええと、あの席に座らないための言い訳を、まだ思いついてないんですよ」

「しっかり座ってゆっくり考えていただいて結構ですよ？」

　先生の言いくるめに失敗しました。

　あなたは理不尽な運命を悲嘆しつつ、よろよろと教室を渡って、殺人鬼の隣に座ります。




「……ふん。人生最後の数時間、せいぜい楽しむといいですわ」

（す、座った瞬間に殺害予告と余命宣告が飛んで来たんですけどっ！）

「にっこりです。ではみなさん、奥月くんが困っていたら助けてあげてくださいです」

　今まさに困っていますし、是ぜ非ひとも助けて欲しいのですが、しかし教室のどこか前方で「にゃっふふー」という声が上がっただけで、救いの手は差し伸べられないようです。

　あなたは腕組みするフリをして、右肩の〈本わたし〉を即座に抜けるように身構えます。

「授業が終わったら覚悟なさい。今度こそ冥府に送り届けて差し上げますの」

　だってほら、あなたの左半身に、刺し貫くような殺意の雨が降り注いでいますしね。

（……吸血鬼。隣の奴やつが変な動きしたら、すぐ僕に教えてくれ）

《安心せよ、妾わらわとて元よりその腹積もりなのじゃ》

　こうしてあなたの記念すべき留学二日目は、最悪の始まりを迎えたのでした。





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り九一五ページ】






「えー、ではでは気を取り直して、今学期初めの、魔法理論の授業を始めるのですっ」

　ユズ先生は舌っ足らずではありますが、静かな威厳を帯びた声で語り始めました。

　一般的に、編入生が来た日の授業は、どこか浮ついた雰囲気が拭えないものですが……流石さすがは天下の『薬草院アポセカリア』。生徒のほぼ全員が、授業に集中しています。

「前からお伝えしてることではありますが、魔法は極めて厳密な理論に基づく術式です。しっかりお勉強して、人を助けられる魔法使いになって欲しいのですよ」

「……どうやって殺したものでしょうか。尋問の手段は、証拠の隠滅は……」

（魔法理論学の授業中に、なぜか完全犯罪の計画が聞こえてくるんですがそれは）

　隣人を殺そうとしている女子生徒と、殺されそうになっている男子生徒は別ですが。

《授業なんぞぼーっと聞いておれる状況ではあるまい。汝うぬ、常に警戒を怠るでないぞっ。周囲の目があるとはいえど、この小娘が何をしでかすとも限らぬのじゃ》

（……教こ室こで騒ぎを起こせば、勝っても負けても命取りだからな……）

　昨晩の戦闘と同様、吸血鬼アルテリアが本気を出せば、殺人鬼エリカに後れを取ることはないでしょう。しかし偉大な博士ドクトルマグナがいる限り、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーを表に出すことはできません。

　もしも戦闘になってしまったら、あなた一人で戦うしかないのです。

（……それに吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは、人類の天敵とさえ言われる化物だ。……信用はできない。助力はないと考えて、この殺人鬼から身を守る方法を考えないと……）

「ノートを開いてください。今日はまだ初日なので、復習もかねて『魔力回路マジツクヴエイン』の運用について話そうと思います。では教科書の五三九ページを……あ、奥おく月つきくんはまだ教科書をお持ちでないようなので、隣の人に見せて貰もらってください」

（って、隣に座ってるやつ、僕を殺した殺人犯なんですけどっ!!）

　あなたはおそるおそる、首を左に向けました。般はん若にやのごとき鬼面がありました。

「……汚らしい眼球でこちらを見ないでくださいますこと？　視線が不潔ですわ」

「僕の眼球は大量の涙で洗われてとっても綺き麗れいさ！　お前のおかげだよっ!!」

　逆立ちしたって教科書を見せて貰えそうな様子ではありません。それどころか、迂う闊かつに刺激してしまえば石いし槍やりが飛んでくること請け合いです。

（仕方ない、今日は教科書なしで……って、しまった、筆記具も部屋に置きっばなしだ！）

　慌ただしい朝だったので失念していましたが、筆記具もあの巨大な旅行鞄トランクの中でした。〈折り紙〉で制服ローブを作った時に、一緒に製造しておくべきだったでしょうが……

（……吸血鬼。〈折り紙セット〉、今出せるか？）

《汝に貸すのは構わぬが……偉大な博士ドクトルマグナが見ておる間は無理なのじゃ。影の領域との魔力干渉を察知されれば、まず間違いなく吸血鬼化が露呈してしまう》

「く……」

　魔導書グリモワを使うことも不可能なようです。

　殺人鬼の脅威を考えれば、この魔法理論学の授業はしっかりと受講したいものですが、しかし魔導書グリモワを使うより他に、筆記具を手に入れられそうな方法なんて……

（……この殺人鬼に頼んだところで、鉛筆を貸してくれたりは……）

「イヤに決まっていますの。誰が好きこのんで吸血鬼に物を貸したりするものですか」

「まだ頼んですらいないだろっ!!」

　誰が好きこのんで殺人鬼に物を借りたりするものか、と言ってやりたいところですが、水掛け論になることは火を見るより明らかです。

《……汝うぬ、ものは試しじゃ。『貸さねば『薬草院アポセカリア』に正体をバラす』と言うてみよ》

（えぇ……？　間違いなく拒絶されるし、てゆーか石いし槍やり飛んできそうなんだけど……）

　制服ローブの中から鼻先を覗のぞかせた銀の蝙コウ蝠モリが、あなたに（超音波で）耳打ちします。

　しかしあなたの隣に座っているのは、極めて凶悪な殺人犯。脅迫なんてしようものなら、いったいどれだけ酷ひどい反撃が待っているかわかりません。

《否いな。妾わらわの推理が正しければ、おそらく脅しが利くはずじゃ》

（……吸血鬼の推理なんてぜんぜん信用できないけど……とはいえ、筆記具が欲しいのは確かだし、いちおう試すだけ試してみるか……？）

「……か、貸すつもりがないなら、お前の素性を『薬草院アポセカリア』中にバラしてやるぞ？」

「く……っ！」

　果たせるかな。アルテリアの言うとおり、殺人鬼を脅迫してみると……殺人鬼は敵意に満ちた顔で筆箱を手探り、一本の鉛筆を取り出しました。

　鉛筆と言っても〈木と黒鉛で作る六角鉛筆の作り方〉が発掘されてから一般に普及した手の汚れない新商品ではなく、鉛を棒状に尖とがらせただけの、古式ゆかしき「鉛の筆メタルポイント」です。

（な……ど、どうなってるんだ？　こんな簡単に鉛筆を貸してくれるなんて……！）

《やはり、じゃな。この小娘、おそらくは『薬草院アポセカリア』と事を起こしたくないのじゃろう。となると此こ奴やつの正体は、『薬草院アポセカリア』と表面上協力関係にある組織かの……？》

　アルテリアの謎めいた助言には、しかし何らかの根拠が存在したようです。脅迫された殺人鬼はとっても殺人鬼らしい顔（般はん若にや）をしつつ、鉛の筆メタルポイントを差し出します。

　こんな古いこと以外には手指が汚れる程度の特徴しかない旧式鉛筆を使っているのは、脳細胞が化石化した『聖堂カセドラ』の連中くらいです。この女は石頭に違いありません。

「……ふ、ふん、殺人鬼にしてはしおらしいな。でも僕は貴様と違って、礼節ってものをわきまえてるから、一応礼ぐらいは……って、おいっ!?」

　使いづらいとはいえ筆記の用には足るのだし、借りられるものなら借りてしまおう……と思って差し出した掌てのひらの上を、鉛の筆メタルポイントはすいっと通り過ぎました。

　ぶすり。

　鋭く削られた鉛筆の先端が、あなたの脇腹に深々と突き刺さりました。

「──カユゥィ!!」

　脇腹から湧き上がる猛烈な痒かゆみに、あなたは叫び声を上げました。

　教室が一挙に静まり、ユズ先生が困ったような顔をして、あなたをじっと見つめます。

「……た、たぶん今のは奥おく月つきくん、ですよね？　い、いきなり奇声を上げて、まさか……」

「い、いえっ、これは違うんです！　ただ左脇腹に強烈な痒みが発生してっ!!」

「な、なるほどですっ。先生てっきり、カルミアちゃんが言っていた幻聴が……いえっ、生理現象なら仕方ありませんが、あまり大きな声は出さないようにしてくださいです」

「……すみません、以後気をつけます……！」

　周囲から注がれる哀れみの視線に、あなたは切なくて堪たまらなくなりながら着席しました。中断した授業は、多少のぎこちなさを残しつつ再開されます。

「……やってくれたな殺人鬼。僕に恥をかかせて、周囲から孤立させる策略か……！」

「あら、吸血鬼にも恥を気にする知能くらいはありましたのね。そのザマでも自殺せずに居られるのですから、さぞ厚顔無恥な方だと思っておりましたのに」

「お前のせいで自殺さえできない身体になったの！　僕はっ!!」

　あなたは突き刺さった鉛筆を引き抜きながら言いました。なぜか鉛筆がヌルヌルすると思ったら、纏まとわり付いた膵すい液えきが、あなたの皮膚をどろどろに溶かしています。

《……破裂した膵すい臓ぞうから消化液が漏れて、汝うぬの肉体を溶解しておるようじゃのう……》

（ぐぅう……痒みの原因はそれか……！）

　どうやらあなたの内臓器官は、漏れ出した膵液によって自己消化されているようです。普通の人間なら腹膜炎を起こして苦しみながら死にますし、不死者でも痒くて堪りません。

「くそッ外道悪魔め、後で『聖堂カセドラ』の魔法犯罪審問官に通報して……カユゥイ!!」

　二本目の鉛筆が突き刺さりました。

　どうやら殺人鬼なだけあって、かなりの地獄耳のようです。

「……あ、あの、奥月くんっ？　こんなこと言いたくないのですが、奇声を上げられるとって、えぇえ!?　お、奥月くん、どうして何か変な覇気オーラを纏っていらっしゃるですか!?」

「え？」

　先生に言われて自分の身体を見下ろすと、濃藍色のローブのあちこちから、うっすらと赤色の煙が立ち上っています。

　傷口の再生に伴って沸騰した血液が、布地の間から漏れ出して、ユズ先生には燃えたつ気炎のように見えているのです。

（ま、まずいっ！　『沸騰した血です』とか答えたら、間違いなく吸血鬼化がバレる!!）

「こ……これはそう！　感情の昂たかぶりにより発生した生体エネルギーの奔流です！　皆に迷惑をかけたことへの反省、授業への極度の集中により、覇気オーラとなってしまいました!!」

　はっきり言って頭イッてる言い訳でしたが、それが通ってしまうのが図書館都市です。

「ら……落涙ものなのですよ!!　覇気オーラを出す生徒さんは何人かいましたが、こんな濃度の気を纏まとう子は初めてです！　……うぅ、奥おく月つきくんがマトモでホッとしたですよ」

　どうやら割とマジで頭脳が可哀かわい想そうな子だと思われていたようです。あなたを振り返ったクラスメイトたちの視線も、「ちょっと見直したゼ！」なんて気配を帯びています。

（えっ、『薬草院アポセカリア』って覇気オーラ出せる奴やついるの……？）

《……け、怪け我がの功名と言ったところかのぅ？　これでまた出血したとしても、『おー、またオーラ出してるなー』と思ってくれそうなのじゃ》

（それって僕これから先ずっとオーラ出せる奴だと思われるってことだよね!?）

「感激なのです……！　よーし、奥月くんの頑張りには応えてあげなきゃいけませんね！　それでは……あ、そういえばちょうど問題を当てようと思っていたところなのでした！　ではでは奥月くんお答えください、『魔力回路マジツクヴエイン』はどうして重要なのでしょーかっ？」

（あ、これ完ッ璧に言い訳失敗してるや）

　あなたの脳細胞は、瞬時に　①問題を間違う→②本当に集中していたのかと疑われる→③血の件から吸血鬼化がバレる→④死　という未来を導き出しました。

（き……吸血鬼、教えてくれっ！　魔力回路マジツクヴエインってどうして重要なんだ!?）

《し、知らぬぞっ！　魔法なぞドリャーっと唱えてバコーンと撃ち放つもんじゃろ!?》

（そんな吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー以外には理解できない解答してみろ、即刻正体バレるだろ!!）

　人間の常識に関する問題に対しては、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーも無力なようです。無詠唱魔法さえ感覚的に編めてしまう最強種には、魔法理論の話は無理でしょう。

「え……ええと、すみません先生！　ノートを確認する時間をください！」

　あなたはそう答えて、右肩のバインダーに挟んでいた〈本わたし〉を取り出しました。

「えーと、確かこの辺に予習した範囲のメモが……！」

　あなたはわたしを捲めくりますが、予習した範囲など存在しません。ただの時間稼ぎです。その懸命の姑こ息そく戦術も、最こ新のページに辿たどり着ついて、呆あつ気けなく終わってしまいます。

「……メモは見つかりませんかー？」

（ぐっ、ま、まずい……！　ユズ先生の表情が、明らかに怪け訝げんな感じに……っ！）

　……やれやれ、このまま放っておくと、本当に殺されてしまいそうです。

　ま、わたしとしても、物語の主人公にこんな間抜けな理由で死なれるのは困りますし、なにより先程から紙面ページに染み込んでくる脂汗が、非常に不愉快極まりないので……




　ほんの少しだけ、力を貸して差し上げることにいたしましょう。




（ッ!?　こ、これは『僕の記憶』じゃない……!?）

　この〈千一頁ページの最期の祈り〉は、あなたの記憶そのもの。憶おぼえていらっしゃいますね？

（あ……ああ、憶おぼえてるけどっ！）

　ちょうど都合良く鉛筆もあります。消化液をよく拭って、それを右手に持ってください。

　さぁ、わたしの力を御覧に入れましょう。まずは左の文章を、取消線で綺き麗れいに消し、




【】─1.




　そして次の空欄に、全く逆のことを書き込んでください。




【僕は魔法理論に関する深い知識を持っている】─149pgs.




　鉛の筆から崩れ落ちた破片が、まっさらな空白に一行の文章を綴つづった瞬間、

　あなたの脳の奥底を、雷の如き閃せん光こうが駆けました。




「……魔力回路マジツクヴエインとは、世界に満ちる魔マ素ナを精錬する、精錬路リフアイナリのことです。人類は一般に、神経系を基盤とする一本の『主要回路メイン・ヴエイン』を持っています。一つの回路には一つの魔法しか装そう塡てんできないので、効率良く回路を運用することが、魔法戦闘の鍵となります」

　一瞬前まで、どうしても思い出せなかった知識が、

「……自習はバッチリですね。では、魔法は魔力回路マジツクヴエインをどのように走るのでしょう？」

「まずは魔導書グリモワの呪文ページを開き、書き込まれている呪紋ルーンと、魔力回路マジツクヴエインを接続します。次に呼吸して魔マ素ナを吸引し、詠唱しながら回路に流します。詠唱チヤントは数種類のキーワード、つまり呪文から成り、呪文を唱え終えることで、魔法が回路に装塡チヤージされます」

　次々に言葉と紡がれて、湧水のように溢あふれ出だします。

「はい、正解です。ではでは次の問題です、装塡チヤージの後に来る操作とはなんでしょう？」

「発行エクセキユート、つまり装塡チヤージされた魔法の解放です。発行タイミングは任意に設定できますから、戦闘前に先行詠唱して隙を減らすか、回路を空けて適応戦術を取るかの選択も重要です」

「……はーいっ、基礎はしっかりとできているようですね。座ってよろしいのです」

　あなたが流りゆう暢ちように答えると、ユズ先生は柔らかに微笑ほほえみます。

　脳に突如として巻き起こった情報の奔流は、しかしあなたが咄とつ嗟さに考えた妄想ではなく、正確にして詳細な、魔法理論学の知識だったのです。

（っ……　な、なんだ、今の……っ!?　僕が学んだ魔法理論の知識は、五年前の記憶と一緒に、あの惨劇の夜に失われてしまったはずなのに……！）

「……実は答え足りなかったりしますか？　では、先生ちょっと意地悪しちゃうのです。奥おく月つきくん、『魔法を打ち消せる魔法』について、何か聞いたことありますか？」

「え、は、はいっ!?」

　あなたが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、先生が新たな問いを投げ掛けます。それを聞いた同級生たちが、ざわっと響どよめきました。……どうやら先程まで答えていた基礎問題とは、明らかに難易度の違う問いのようです。

「真の博士ドクトルを目指す者として、みなさんにも知っておいて欲しいです。極めて高度な術式ではありますが、魔法そのものに対抗することも可能なのですよ。〈魔法を使える本〉があるなら、〈魔法を打ち消せる本〉があるのも不思議ではないで──」

「『対魔法アンチマジツク』、ですよね？」

「……す、よね、っ？」

　黒板に文字を綴つづろうとしていたユズ先生が、驚いたように振り返りました。

「魔法とは魔マ素ナと魔導書グリモワと魔力回路マジツクヴエイン、そして呪文詠唱チヤントがなければ構築できないものです。だったら敵の詠唱チヤントを阻そ止しする魔法や、魔マ素ナの流れを阻害するような魔法を撃てばいい」

「で、ですです！　……よろしい、もっと難しい問題です。魔法を打ち消す対抗呪文カウンタースペルは、回路を占有してしまいます。ならば通常魔法ソーサリーで対抗しない理由はなんでしょーかっ？」

「理由の一つは詠唱速度スペルスピードです。敵の方が詠唱が速く、通常の魔法で対抗すれば打ち負けてしまうような状況でも、対抗呪文カウンタースペルなら詠唱・発行が間に合い、能力の差を埋められます」

「……能力の差を詠唱速度スペルスピードで埋める、と。理由の一つと仰おつしやいましたね。では、もう一つの理由は何ですか？」

「『技後硬直テイルトウエイト』の短さです。魔力回路マジツクヴエインは魔法発行後、絶対不能時間……つまり隙ができてしまいますが、魔力消費の小さい対抗呪文カウンタースペルなら、敵より早く技後硬直テイルトウエイトから回復できます。魔導において上を行かれても、技後硬直テイルトウエイトの隙に、敵を倒せるかも知れません」

「……い、いままで聞いた回答の中でも一番なのです！　すばらしいのですよ!!」

　あなたがそう答えると、ユズ先生は嬉うれしそうに頷うなずいて、教科書を置きました。

「なんと先生が用意していた答えとぴったり同じなのです！　あれほど濃いオーラを発散していただけあって、完璧に近い立派な回答でした。奥おく月つきくん、いーこいーこなのです！」

「「「……！」」」

　教室の空気が静かに、しかし明らかに、歓心プラスの方向へ動きました。

　あなたを窺うかがう眼まな差ざしが、今まで（病人へ向けるそれ）とは正反対の色を帯びています。能力を示したことで、多少なりとも良い評価を勝ち取ることができたようです。

「課題は以上です。奥月くん、今度こそ座ってよろしいのですよ。あなたには少々簡単な授業でしょうが、何か疑問や発見があるかも知れません。しっかり聞いてくださいです！」

「は……はい」

　あなたは何が起こったのか解わからないまま、気の抜けた返事をして着席しました。

　ま、せっかく〈本わたし〉の真の機能を披露したのですから、このくらいは驚いていただけなければ、こちらとしても面目が立たないのですけれど。

（さ……〈最期の祈り〉の、真の機能……!?）

　思い出して下さい。わたしは確かにお書きしたはずですよ？

「記憶を取り戻したい」と願うあなたこそ、この物語わたしの主人公にぴったりのお方だと。




　だってわたしは、〈千一頁ページの最期の祈り〉。

〈本わたし〉はあなたの記憶そのものゆえに、




　わたしの記き録ろくを改かい編へんすれば、

　あなたの記き憶おくを改かい竄ざんできるのです。




（き、記憶を……〈記憶を改かい竄ざんする本〉、だって!?）

　はい。わたしはあなたが書き込んだ記憶に対し、その記憶を得るために必要なシーンを創作して、あなたの脳細胞に書き込みます。ゆえにあなたは、記憶残量ページを消費することでいかなる知識をも獲得することができるのです。

（記憶改竄による、知識の獲得……っ！　僕は、もしかしてとんでもない魔導書グリモワを……!!）

　ええ、とんでもない魔導書グリモワを摑つかんでいます。なので一刻も早く、その汗に塗まみれた小汚い手を離してください。ページが湿し気けってしまうじゃないですか。

　さ、ネタばらしも済んだことですし、まずは必要な知識を叩たたき込んでしまいましょう。授業の内容を逐一書き込んでいては、記憶容量なんていくらあっても足りませんからね。

　いいですか？　左の文字を綺き麗れいになぞってくださいね？




【僕は十年生までに履修する授業の知識を、全て身につけている】─77pgs.




　はーい完璧です！

　七七ページと引き替えに、十年間で習う知識を、一瞬にして学習し終えましたよ！

　さぁて、これで授業シーンを書く必要はなくなりました。次にあなたがなすべきことは、殺人鬼の魔導を斥しりぞけ、自らの身を守るための作戦を考えることです。

（……さ、殺人鬼から身を守る、作戦……！）

《うむ。此こ奴やつがただの無差別殺人犯じゃとしても、目撃者うぬは逮捕に繫つながりかねぬ頭痛の種。汝うぬの口を封ずるために、魔法戦を仕掛けてくる可能性は高いじゃろう》

（……確かにこの殺人鬼は、危険極まりない魔法犯罪者だ。正体を知る僕を消すために、昨日みたく襲い掛かってくるかも知れない……！）

《……それに、此こ奴やつが血と戦闘のみを求める殺人者であるとは、妾わらわにはどうにも思えぬ。そもそも昨夜の襲撃からして、初めから汝が標的だったのではないのかの？》

（え？　僕が標的って、どうしてそうなるんだよ？）

《考えてもみよ。この殺人鬼が単なる快楽殺人狂ならば、魔獣が跋ばつ扈こする迷宮ではなく、アレクサンドリア市街の裏路地にでも潜む方が、獲物だって多いはずじゃろう》

（それは……『薬草院アポセカリア』の知り合いに顔を見られないように、とか？）

《人目を避け、物もの盗とりや辻つじ斬ぎりを目的に潜むには、あの階層は深すぎる。探索が目的でも、あそこはとうの昔に発掘が終わっておる。尋常の人間には、あの階層に赴く理由はない。偉大な博士ドクトルマグナの嫡子たる汝うぬのような、特別な事情でもない限りはの》

（……僕みたいな特別な事情って……）

　暗示めいた吸血鬼の言葉に、あなたはこの五年間ずっと帰還を願い続けた、図書迷宮の深き闇を脳裏に描きます。

　偉大な博士ドクトルマグナの書斎アトリエ──『薬草院アポセカリア』最優の迷宮探索者、御お父とう様さまが構築した探索拠点ベースキヤンプを。

《然しかり。探索ギルド『薬草院アポセカリア』の最上位職であった汝の父御は、迷宮深層への拠点として書斎アトリエを構築しておった。おそらく前の汝も、そこに向かおうとしておったはずじゃ》

（そ、それはそうだと思うけど……待て、じゃあ、まさか……！）

《汝や父御と無関係の者にとって、あの場は謎めいた魔法扉があるだけの階層に過ぎぬ。しかし五年前の惨劇を知るものにとっては話が違う。なぜなら──》

（──父上が暗殺された書斎アトリエに、仇かたきの手掛かりが残されてるかも知れないからか……!?）

　そう。あなたと殺人鬼の出で逢あいは、もしかしたら偶然ではないのかも知れません。

　彼女は五年前の真実へと繫つながる存在で、御父様の仇が監視のために差し向けた刺客で、奥月綜嗣あなたが亡父の死場所を訪れるという、必然を待っていたのかも知れません。

　──図書館都市アレクサンドリアに戻って来た五年前の目撃者を、今度こそ抹殺するために。




（こ……この殺人鬼が、五年前の真実に繫がる、父上を殺した仇の仲間……!?）

《ま、今のところは推論じゃがの。物証があるわけでもなし、憶測に過ぎぬ公算も大きい。此こ奴やつが外見通りの年齢なら、五年前の事件の直接の犯人ではなかろうしの。……じゃが、真祖としての直感を語れば、此こ奴やつとの再会は偶然ではない》

（い、言われてみれば、二日続けて殺人鬼と逢うなんて、不運すぎるとは思うけど……！）

《然り。これは何者かが編み上げた必然、秘ひそやかに仕組まれた陰いん謀ぼうやも知れぬ。そして今、汝を殺あやめた殺人鬼が、ふたたび汝の前に現れたということは……》

　吸血鬼はそこで言葉を切り、そして低く重い声で、その推理の結論を導きました。

《──それが父御の仇の謀略シナリオであることを、強く肯定するものじゃろう》

　能力喰ぐらいの囁ささやきは、あなたの未来を暗示するように、教室の大気を搔かき乱みだしました。

　あなたを殺した殺人鬼は、五年前の真実へと繫がっている。

　図書迷宮の銀の夜、迷宮最強の吸血鬼は、あなたにそう告げるのです。

（……だとしたら、望むところだ……！）

　無意識に握り締めた護符の金かな鎖ぐさりが、服の中でちりんと揺れました。

　昨夜惨殺された時とは違って、今のあなたには、不死身の肉体と吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの知恵、そして〈記憶を改かい竄ざんできる本〉があります。その力を最大限に引き出す作戦さえあれば、あなたは殺人鬼の魔導をも撃ち破り、身の安全を確保できるだけでなく……

　仇かたきの情報を奪い取って、五年前の真実へと辿たどり着つける可能性さえあるのです。

（……この殺人鬼が仇の刺客だって証拠はない。……だけど仇と無関係だとしても、昨日あの階層にいたってことは、五年前の僕か父上に関わりのある人間の可能性は高い……！　こいつの魔導を凌しのぎきって、血から知を吸うことができれば……！）

《うむ。此こ奴やつと父御の関連を曝あばき、真実へと迫ることができるかも知れぬのじゃ……！》

　殺人鬼と仇の繫つながりは、今はまだ疑惑に過ぎません。ですが知を吸う鬼の能力は、その疑惑を一瞬で撃ち砕き、真実を奪い取るだけの力を持ちます。

（不死の肉体、記憶改竄、知を奪う力と〈本〉。……十分とは言えないかも知れないけど、殺人鬼と戦う武器はある。その武器を組み合わせて戦術にする作戦があれば……！）

　そしてその作戦さえも、この〈千一頁ページの最期の祈り〉になら御用意できます。

　魔法を失ったあなたと、魔導冴さえ渡わたる殺人鬼とでは、戦闘能力に天地の差があります。しかし記憶改竄という力を以もつてすれば、魔法や戦闘経験の有無さえ覆すことが可能です。

（……そうだ、今の僕には〈最期の祈り〉がある。どんな魔法よりも強力かも知れない、『記憶を書き換えてしまえる力』が……!!）

　自らの記憶を改竄することに、薄ら寒い恐怖を感じないではありません。

　脳髄に鉛筆を突き刺し、神経を弄いじり回まわすような行為には、たとえペンを握っているのが自分自身だとしても、生理的な嫌悪感を覚えるものでしょう。

　しかしそれでもなお、「記憶の改竄」という行為は、悪魔的な魅力を帯びています。

　紙面ページにわずかにペン先を滑らせるだけで、忌まわしき過去を塗り潰し、願望に思い描く理想の自分になれるとしたら──それはまさしく、神にも類する力なのですから。

（……記憶残量ページを消費して、自分の記憶を改竄すれば、殺人鬼の魔導を撃ち破れるだけの作戦を用意できるかも知れない。……だったら、僕は……！）

　あなたは鉛筆を握りなおし、そして〈本わたし〉のページに、一行の文を綴つづります。




【僕はこの授業の終わりまでに、殺人鬼に勝つための策を考え出す】─32pgs.




　そして記憶を刻まれたあなたの脳は──深い思索の海へと沈み始めました。





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り六三九ページ】






「……はい、今日の範囲はここまでです。何か質問はありますかっ？」

　短くなった白墨チヨークを教卓に置き、ユズ先生が教室を振り返りながら言います。

　その瞬間、あなたは深く速い思考の激流から、浮上するように覚醒しました。

（──はっ　僕は今までいったい何をっ!?）

　主観記憶上、一瞬にして一時間もの授業を終えたあなたは、驚きよう愕がくしながら顔を上げます。

　自分自身の記憶を改かい竄ざんしたあなたは、中枢神経の限界ギリギリ、脳細胞の極限状態まで思考を集中させ、殺人鬼に対抗するための作戦を考え尽くしたのです。

（じ、時間が飛んで……意識には残ってないのに、戦略が頭の中に渦巻いてる……！）

　神経伝達物質アドレナリンの過剰放出のため、記憶中枢における記き銘めい処理が追いつかなかったのか、無数の戦略の一つ一つを意識することはできませんが……

　あなたの識しき閾いき下かには、殺人鬼への対策を生み出す、深遠な知識の海が生じたようです。

（これが記憶改竄の力……！　今の僕なら、殺人鬼こいつの魔導を撃ち破ることだって……！）

《ふふん？　この吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが手伝ってやったおかげで、それなりの策になったのではないかのっ？　……まぁ副作用として、周りに注目されてしまったようじゃが》

「え？」

　アルテリアに耳打ちされて顔を上げると、クラスメイトたちが不自然に視線を逸そらして手元のノートを片付けようとします。……あなたを見ていたようです。

（……え、えっと、僕なんかマズいことした？）

《逆なのじゃ。汝うぬがあの教師の問いを予想外に解き、また極限の集中力で対殺人鬼作戦を考え込んでたもんじゃから、デキる奴やつじゃと勘違いされたようじゃのぅ》

　記憶改竄による極限の集中状態は、人間の思考能力の限界を引き出すことになります。それは周囲の生徒から見ても、あなたの意志の強さを確信させる気迫だったのでしょう。授業中の時間を有効活用できて、作戦を練り上げられたのは良いのですが……

（……注目を浴びても、吸血鬼化バレの危険が大きくなるだけだ。気をつけないと……）

「では、今日の授業はおしまいなのです。しっかり復習しておいてくださいねっ？」

　ユズ先生がそう言って微笑ほほえんだ瞬間、窓そう外がいの遠く彼方かなたからチャイムが響き渡りました。

　教室の緊張が緩み、筆記具を整理する音や雑談の声が、ざわざわと周囲に飽和します。

《ふむ、どうやら授業は終わりのようじゃの》

（……問題は、これからどう行動するかだけど……）

《いずれにせよ、こう注目されては迂う闊かつに動けぬ。汝、まずは一旦廊下に出て──》

「な……なぁ！」

「うぇえっ!?」

　アルテリアが言い切る前に、何者かがあなたの肩を叩たたきました。

　驚いて背後を振り返ると、どこか犬っぽい風ふう貌ぼうをした、小柄な男子生徒が立っています。

「え、あ、えっと……？」

「奥おく月つき……でいいんだよな？　すげーじゃん、どこであんな知識身につけたんだ？」

「え？　あ、じ、実はその、図書館都市を離れてる間に、少し勉強しててさ？」

　唐突に話しかけられたあなたは、しどろもどろになりながらも答えました。当然ながらそれは咄とつ嗟さに考えた噓うそなのですが、男子生徒は興味深そうに質問を重ねます。

「へぇー、五年もこっち離れてたーって言ってたもんな。……あ、それじゃ『薬草院アポセカリア』の中なんかも忘れてるだろ？　俺ら学食行く予定なんだけど、奥月も一緒にどうだ？」

「え……学食？　いっしょに？」

　犬っぽい男子がちらりと視線を動かすと、数人の男女が小さく微笑ほほえみました。どうやら謎めいた編入生の正体に、クラスメイトたちは興味津々のようです。

（……た、確かに『薬草院アポセカリア』の構造は全然わからない。食事の誘いは渡りに船だけど……）

　記憶を失ってしまったあなたにとって、『薬草院アポセカリア』の内部はいわば小規模な迷宮です。殺人鬼さえいなければ、喜んで誘いに応じているところですが……しかし今のあなたには、敵の排除こそが最優先事項。昼食を楽しむような余裕はありません。

（……殺人鬼と戦うとしたら、この昼休みだと思ってたけど……！）

《むぅ、殺人鬼の排除を最優先すべきは道理じゃが、こうも注目されては迂う闊かつに動けぬ。汝うぬ、今はこの犬ころの誘いに乗っても良いのではないかの？》

「……いいのかな？」

「いいも何も、俺が誘ってんの。穴場の食堂教えっからさ、一緒に食おうぜ？」

　蝙蝠アルテリアへの言葉を自分に向けられたものだと思ったのか、犬系男子が爽やかに答えます。

　吸血鬼化を知られまいとして周囲を拒絶しても、逆に疑念を生むこともあるでしょう。ここまで注目されてしまったからには、積極的な人間アピールも必要かも知れません。

「な、いいだろ？　クラスの奴やつらにも紹介したいからさ！」

（……仕方ない。殺人鬼との戦いは、放課後まで持ち越しか……）

「うん、誘ってくれてありがと。今ノート片付けるから、ちょっと待ってて？」

「よっしゃ！　奥月と飯いくやつ集合ーっ！」

　あなたは男子生徒の誘いに乗ることに決めました。〈最期の祈り〉を肩鎧シヨルダーメイルの間に収め、殺人鬼と目が合わないように気をつけながら立ち上がります。

「よし、準備完了！　これで一緒に学食に……」

　あなたは男子生徒を振り返り、朗らかな笑顔を作ろうとして──




「残 念 で す が」

　何者かに左肩を摑つかまれました。




「奥おく月つきさんは、これからわたくしと食事を取る予定ですの」

「カユゥウィッ」

　みしっ！　と肩甲骨が軋きしみました。猛烈な痒かゆみに襲われながら、背後を返り見ると──顔面に絶対零度の笑顔を貼り付けた、金色の殺人鬼が立っています。

「さ……殺人鬼ッ、貴様ぁ……!!」

「ねぇ、その予定だったでしょう？　わたくしと、二人っきりで、昼休み中じーっくりと食事を取る約束でしたわよね？　大丈夫、人目につかない秘密の場所がありますの」

　完璧すぎて違和感しかない微笑ほほえみを浮かべながら、殺人鬼はゆっくりと語りかけます。まるで死刑囚に懺解を促す、処刑人のごとき表情です。

「っ、おい今の聞いたかよ!?」「まさか……あの鉄面皮ならぬ石面皮女にお相手が!?」

「じゃあ、今朝のエリカたちの言い争いは……！」「ラブコメの始まりを感じますっ！」

　殺人鬼の言葉を聞いたクラスが、ざわっと一挙に沸き立ちます。

　文章の表面だけを読み取れば、彼氏を男友達に取られそうになって会話に割り込んだ、嫉妬深い彼女の言葉のようにも聞こえますが……

＊主音声＊「まさか、わたくしとの約束をすっぽかすなんて、仰おつしやいませんわよね？」

＊副音声＊（授業が終わったら殺すと言ったはずだ。潔く殺されろ）

　彼女は死の宣告を行っているだけなのです！　圧壊しかけている左肩がその証拠です！












「え……エリカさん？　もしかして奥おく月つきとお前って、そーゆーカンケイだったり……？」

「そういう関係？　……何を仰おつしやっているのかは分かりませんが、わたくしとこの男は……そうですわね、吸われたり刺したりする関係ですわ」

「スわれたりサしたりするゴカンケイっ」

　教室の響どよめきが一層大きくなりました。殺人鬼の言葉を「（唇を）吸われたり（アレを）挿さしたりする関係」だと曲解した一部の女子が、頰ほおを染めて嬌きよう声せいを上げます。

（……どうする!?　このまま殺人鬼に従って、こいつと戦うべきなのか!?）

　しかしあなたの脳は、肩の痒かゆみと死の脅威によって、戦闘状態に切り替わっています。当然、（血を）吸われたり（石いし槍やりを）刺したりする関係という以外の解釈は行えません。

（正体をバラすって脅しが通用したんだから、人の多い場所で襲われることはないはず！　この男子の誘いに乗った方が、安全なのは確かだけど……！）

「ねぇ奥月さん、もう行きましょう？　（暗殺に）とてもいい場所がありますの」

（……でも、こいつは父上の仇かたきに、五年前の真実に繫つながる存在なのかも知れない）

　汗が滲にじんだ掌てのひらを、あなたはぎゅっと握り締めます。

　殺人鬼の魔導は恐るべき脅威ですが……彼女を撃ち破り、血を吸うことができたなら、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーから受け継いだ吸知能力により、その正体を曝あばけるはずです。

　もしかしたら五年前の真実を知る、御お父とう様さまの仇の情報も。

（……僕が五年の時を超えて図書館都市に戻って来たのは、記憶と魔法を取り戻すため。『真実』を奪還し、父上のような魔法使いになるためだ……！　父上の遺志を継ぐ僕が、こんな無差別殺人鬼を相手に逃げ続けることはできない……！）

「……ああ。こっちこそ、誘ってくれると思ってたんだ」

　あなたは戦う覚悟を決め、殺人鬼の手首を摑つかんでゆっくりと立ち上がりました。

「行こう。人目につかない秘密の場所があるんだろ？」

「ええ、期待していて下さいまし。きっと（墓場として）気に入って貰もらえますわ」

「そいつは楽しみだな。誰にも邪魔されない場所で、ゆっくりと（吸血歯または石槍で）吸ったり刺したり闘ヤりまくろうじゃないか」

『薬草院アポセカリア』の教室に、再びの歓声が上がりました。






◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り六三〇ページ】






　あなたの教室の番号が一千を超えることからも想像できる通り、『薬草院アポセカリア』の講義塔は無数の学級を擁しており、したがって膨大な数の学生が存在します。

　その学生たち全員が一斉に教室を出て、学食に向かって大移動を開始するのですから、昼休みの混雑度は推して知るべし、と言ったところでしょう。

「ち……出遅れましたわね。このままでは、人混みを抜けるのに何分かかるか……」

　あなたの先を歩く殺人鬼が、忌々しげに呟つぶやきます。講義塔内の各階を繫つなぐ螺ら旋せん階段が、黒くろ山やまの人だかり（金髪や茶髪や、それ以外の髪色が大半ですが）に埋もれているのです。この学生の大移動こそ、『薬草院アポセカリア』に一時間半もの昼休みがある所以ゆえんなのでしょう。

（さ、さすがは天下の『薬草院アポセカリア』、学生だけでも凄すさまじい人の数だ……）

《見える範囲だけでも数百人はおりそうじゃの……真祖わらわが出て闘うことは難しそうじゃ》

（いや、この場所で戦闘になる可能性は低いはずだ。吸血鬼ぼくを告発しなかったってことは、たぶんこの殺人鬼の目的は、僕を尋問するか、拷問して従わせることなんだろうし）

　教室での言い争いの際、殺人鬼はあなたの正体を暴露しませんでした。ということは、彼女にはまだ、あなたを生かしておく理由があるかも知れません。だとしたら、魔導ではあなたの数段上をゆく彼女も、尋問対象あなたを即死させるような魔法は使えないはずです。

（……それに、僕には吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの不死性と、護符に込められた絶対防御魔法がある。攻めきれずに勝ちを逃すことはあっても、負けて死ぬことだけはない……！）

　あなたは胸元にそっと手を重ね、護符の水晶クリスタルの感触を確かめます。

　最愛の息子を護まもるため、偉大な博士ドクトルマグナが持てる技術の粋を集めて造り上げた魔導具アーテイフアクト。

　もはや世界にただひとつしか存在しない御お父とう様さまの形見には、『薬草院アポセカリア』最優の魔法使い奥おく月つき戒かいの絶対防御魔法が封入されています。

（……とはいえ、この護符を使えるのは一回だけ。父上の魔法は、本当に最後の手段だ）

《うむ。それに吸血鬼化の露呈のリスクはあれど、いざとなれば妾わらわが戦うこともできる。吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの名にかけて、愛する汝うぬを傷つけさせはせぬぞっ！》

「……っ、吸血鬼ヴアンパイアの助けなんて必要ない、戦うのはこの僕だ」

　超音波で囁ささやかれた愛の告白に、あなたは低い声で拒絶を返しました。いくら色恋沙汰に耐性のないあなたでも、吸血鬼が語る愛を信用するほど愚かではありません。

　殺人鬼との敵対という一点では、あなたと吸血鬼の立場は一致していますが……しかしそれは利害の一致を条件とした、脆ぜい弱じやくな協力関係に過ぎません。吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの語る愛が真実であるとも思えませんし、アルテリアの戦闘力を頼り過ぎるのは危険です。

（……吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが理由もなく人間を救うとは思えない。吸血鬼は人類の天敵種、僕を利用しようとしてる可能性もある。……こいつの力を頼るわけにはいかない）

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは人類の天敵種、図書迷宮最強の化物です。彼女がどうして人間に不死を与えたのかはわかりませんが……いずれにせよ、その助力を期待することはできません。どうせ吸血鬼が助けてくれるなんて楽観は捨て、本気で殺人鬼と戦うべきです。

「……おい殺人鬼、あとどのくらい歩くつもりなんだ？」

「吸血鬼が気安く話しかけないでくださいますこと？　耳が腐りますわ」

「ふん、耳の代わりに牛角が腐れば良いのにな。外見だけは人間に戻れるかも知れな……カユイッ!!」

　殺人鬼の反応を窺うかがおうとして話しかけた瞬間、右の人差指が突如として消滅しました。周囲の人目もあるというのに、殺人鬼の凶行はお構いなしです。

《ひ、人目のないところでは襲われぬのではなかったのかのぅ……？》

（くそっ、殺人鬼に常識を期待した僕がバカだった！）

　あなたは右手を懐に突っ込んで、消し飛んだ指先の再生を待ちます。肉体の一部が欠損しただけあって、脇腹を刺された時よりも血煙の量が増えているようです。

（……まずいな、周りの人たちが僕のオーラに気付かなきゃ良いんだけど……）

　あなたは吸血鬼化を疑われないよう、周囲の気配を警戒します。

「……おい見えるか？　編入生、また赤いオーラを身に纏まとい始めたぞ……」

「わ、わたしにもはっきり見えますっ！　あれほどの密度で具現化するなんて……！」

「これはもう確実にヤる気でしょうね、感情が昂たかぶった時に出るって言ってたし」

「や……ヤるってそのっ、あのっ、アレをしちゃうって事ですかぁ!?」

「そう考えて間違いないわ！」

　間違いしかない会話が、後方数メートルの位置で行われていました。あなたと殺人鬼の関係を誤解した級友クラスメイトが、逢おう瀬せを覗のぞき見みしようと尾行しているのです。

　しかし人垣と殺人鬼への警戒心に邪魔され、あなたは彼らに気づくことができません。

「ほら、左に曲がりますわよ。逃げたければ右に進んでいただいても構いませんが」

「この位置から右にズレたら、僕はもう空中にいることになるんですけど？」

「あら、吹き抜けから落ちて死ねと言っているのが解わからないのかしら」

「解ってるの！　死にたくないって言ってんの！」

『薬草院アポセカリア』の主要階段は、迷宮の上層から塔の最上部までの一キロメートル近くを繫つないでいますから、中央の吹き抜けに転落すれば、墜落死は免れません。

　ま、あなたの場合は墜落では死なず、死ななかったことを理由として吸血鬼審問裁判に掛けられ、硫酸風呂に沈められて黒炭になって死ぬことになるのですが。




　死の恐怖に怯おびえつつ二〇分近く歩いたあなたは、やがて塔の最外殻へと踏み出します。主講義塔の中腹から外側に張り出した、露台バルコニーのようになっている場所です。

（……っ、いつの間にか講義塔の外側まで辿たどり着ついてたのか……）

　あなたは熾し烈れつな陽ひ差ざしに目を細めて、周囲の様子を見渡しました。迷宮から発掘された高度な建築術で築かれた露台バルコニーを、日乾煉瓦アツドウーブを組んで作った、小さな水路が巡っています。

　天使の彫刻に飾られた吐水口や、蔓つる蓪あけびを支柱に絡ませた緑の屋根。ときおり風にそよぐ植しよく樹じゆの若葉は、男女の逢おう瀬せにぴったりの雰囲気を醸し出していますが……

（……周りに人の気配がない。ここを戦場にするつもりか……！）

　殺人鬼が隣にいる限り、穏やかな昼休みが訪れることは絶対にないでしょう。

（……足場はけっこう広いけど、遮蔽物が少ない。昨日みたく石塊の異形を召喚されたり、石いし槍やりを乱射されたら厄介だ……！）

「あら、闇の中で生まれた吸血鬼には、日の当たる世界は物珍しいかしら？」

　バルコニーの中央まで歩んだ殺人鬼が、鮮やかな陽差しに振り返りながら訊たずねました。眼下に広がる市街地から、講義塔に沿って吹き上げた地中海の潮風が、殺人鬼の黄金色の髪を揺らしてきらきらと輝かせます。

「ふぅ、潮の香りが心地いいですわ。吸血鬼は死臭と闇の方がお好みなのでしょうけど」

「っ、僕だって普通に潮の香りの方が好きだよ！　……日光は若干焦げるけど」

　露出している手の甲や顔に、ヒリつくような温熱を感じはしますが……幸いなことに、一般的な吸血鬼のように、灰かい燼じんと化す気配はありません。

「……で？　僕をこんな所まで連れてきたのは、戦うつもりだったからじゃないのか？」

　二人きりになった瞬間槍が飛んでくると思っていたあなたは、敵の態度を訝いぶかりました。これまでの言動から察するに、殺人に快楽を感じる狂人かと思っていたのですが……

「……率直に申し上げますわ。わたくし、情報を欲しておりますの。大人しく口を割れば、命だけは見逃してあげてもよろしくてよ？」

　なんと意外なことに、情報と引き替えに助命すると言ってきたではありませんか！

（噓うそだ）

《噓じゃの》

　噓ですね。

　群青の瞳の奥で光る冷徹な殺意が「情報を搾り取って殺す」と告げています。

《……じゃが、これでまたひとつ、此こ奴やつと仇かたきとの関与の疑いが深まったのじゃ》

（ああ。ただの殺人狂が、獲物と二人っきりの状況下で、『殺さないでおいてやる』とは言わないだろうからな……！）

　はい。昨夜のように問答無用で襲い掛かってこないということは、やはり殺人鬼には、情報を欲する何らかの理由が存在するのです。

　つい昨日出で逢あったばかりの彼女にではなく──殺人鬼を操る何者かに。

「……もし、答えたくない、って言ったらどうする？」

　あなたは肩鎧ブツクバインダーと脇腹を手探り、鉛筆と魔導書グリモワを抜けるよう身構えました。

「……当然、無む理り矢や理りにでもお話し頂きますわ」

　殺人鬼もまた、右肩の肩鎧バインダーに手をかけます。魔導書グリモワを取り出す構えです。

《う、汝うぬ！　このような開けた場所での戦闘は、偉大な博士ドクトルマグナに発見される可能性が大きい。妾わらわが出て戦うことはできなくなるぞっ！》

（……吸血鬼おまえの力なんて必要ない。こいつを倒さなきゃ、情報を奪うことはできないんだ。大丈夫、〈最期の祈り〉の記憶改かい竄ざんがあれば、殺人鬼の魔導に対抗することは可能なはず！　それに今の僕は不死身だ、負けて死ぬことだけは絶対にない！）

　まぁ、今のあなたには〈本わたし〉という超強力な味方がついていますからね。

　呪文を詠唱しなければ行使できない魔法の特性上、攻撃を受ける前に記憶を綴つづる時間はあるでしょう。記憶改竄と不死があれば、簡単に致命傷を受けることもないはずです。

（……こいつを、打倒する。自分自身を守るために、〈最期の祈り〉の力を試すために、そしてもしかしたらこいつが知る、五年前の真実を取り戻すために！）

「いくぞ、殺人鬼……！」

　あなたは魔導書グリモワを抜き放ち、覚悟を込めて叫びます。

「──五ページでケリをつけてやる!!」

　開戦の號ごうを告げる、宣戦布告の雄お叫たけびを。

「ふん、吸血鬼ふぜいが吼ほえますわね！　望み通り冥府に送って差し上げますわ!!」

　殺人鬼も肩鎧シヨルダーメイルから魔導書グリモワを抜き放ち、ページを捲めくって呪文を編みます。

「始動キーJc102k!!　小さき王　八足の蜥蜴とかげ　冠を戴いただく蛇の主よ！」

《汝っ、これは『石蛇の突牙』の詠唱！　此こ奴やつが魔法を編み上げる前に！》

（吸血鬼に言われるまでもない！　記憶を……改竄する!!）

　あなたは響き渡る詠唱を聞きながら、自らの記憶に一つの文を綴ります。




【僕は白兵戦闘の達人だ。】─193pgs.




「発行エクセキユート──石蛇の突牙っ!!」




　あなたの鉛筆が文を綴ったと同時、バルコニーを構成する焼砂の煉れん瓦がが隆起しました。神の遺産たる魔法が現実をねじ曲げ、建材を鋭い槍へと変換して撃ち出します。

　紙面ページから顔を上げた瞬間、投槍の穂先が猛烈な勢いで眼がん前ぜんに迫り──

《避けるのじゃっ！》

「ずぉおっ!!」

　一瞬前まであなたの脳があった制服ローブの頭巾フードを、轟ごう音おんと共に貫きました。

「な……なぁあ!?」

「避けた……避けられる！　昨日僕を殺した魔法を!!」

　凄すさまじい速度で射出される石いし槍やりの豪雨を、しかしあなたの肉体は滑らかに回避します。今や格闘の極意に目覚めたあなたが、この程度の攻撃を見切れぬはずもありません。

　殺人鬼が発動したのは、魔力回路マジツクヴエインが解除されるまで機能し続ける、典型的な永続魔法。秒間三～四発の射出速度は、達人の槍使いに匹敵しますが、殺人鬼が照準を定めた後は、五メートル近い距離を直線的に飛んで来ることしかできません。

（……そうだ。いくら魔法の槍だって、狙いを定めているのは人間だ！　殺人鬼の照準を読み切ることさえできれば……）

「こんな魔法、槍兵を相手にするのと変わらない!!」

　ゆえに記憶を改かい竄ざんすれば、魔法の投槍だって躱かわすことができるのです！




「身体が反射的に動く……！　これが記憶改竄による『経験の獲得』!!」

「く……っ、昨夜の戦闘では、これほどの回避能力はなかったはずですの！」

　一撃で動きを止めるつもりだったのでしょう、殺人鬼の表情に焦りの色が浮かびます。隆起した床から次々と槍が撃ち出されますが、あなたは全力で回避し続けます。

（昨日よりも弾幕の密度が薄い！　この程度なら捌さばききれる！）

《うむっ！　汝うぬを生きたまま拘束するため、魔力回路マジツクヴエインに注ぐ魔マ素ナを制限しておるのじゃ！》

「石蛇の突牙」のような永続魔法は、一度詠唱してしまえば再詠唱する必要のないことが利点ですが、機能維持には魔力回路マジツクヴエインに魔マ素ナを送り込み続ける必要があります。

　そして詠唱魔法に利用できる主要回路メイン・ヴエインが、人間には一本しか存在しない以上──それは致命的な隙に成りえるのです。

《汝！　槍の射出を止めぬ限り、彼奴あやつは他の魔法を詠唱できぬ！　その石槍を摑つかみ取り、攻勢に転じて勝負を決めるのじゃっ！》

（吸血鬼おまえに教えられなくても！　魔力回路マジツクヴエインが埋まってる間に攻撃しろって言うんだろ！）

　現状の戦局は互角ですが、殺人鬼が新たな魔法を編むためには、魔力回路マジツクヴエインにある魔法を解除し、技後硬直テイルトウエイトと詠唱が生む隙に身を晒さらさなければなりません。

　対するあなたは、魔法という遠隔・高威力の攻撃手段こそないものの、疲れを知らない不死の肉体を持ち、回避行動を継続しながら別の行動を取ることができます。

　その対応力の差が生む戦術的優位を、利用しないでおく手はありません！

「『魔法をコントロールしてる間、回路を別の用途に使うことはできない』……大丈夫、対魔法使い戦闘の基本は忘却しちゃいない!!」

　あなたは降り注ぐ槍の雨を躱しながら、鉛筆を制服ローブの裾に突き刺して右手を開けました。そして飛来する石槍の軌道にタイミングを合わせると、それを空中で摑み取ります。

《よくやったっ！　汝うぬ、その槍を彼奴あやつめがけて投げ放つのじゃ！》

「っ、うぉおっ!!」

　あなたは露台バルコニーの煉れん瓦がを踏み締め、右腕を大きく振りかぶって投とう槍そうします。

　放たれた槍は大気を穿うがち、鋭い放物線を描いて殺人鬼に迫り──




「む、無駄ですわっ!!」

　──ぎぃん!!　っと透明な壁に弾はじき飛とばされ、明後日の方向に逸そらされます。




「っ、論理障壁ロジツクウオールだって!?」

《こ……此こ奴やつ、主要回路メイン・ヴエインと副次回路サブ・ヴエインの同時併用を!!》

　発散した魔マ素ナの干渉光が、虚空に複雑な魔法陣を描きます。

「論理障壁ロジツクウオール」とは魔力回路マジツクヴエインを用いた自動展開式の防御魔法の総称で、図書館都市アレクサンドリアにおける最も一般的な個人防御手段の一つです。

〈論理障壁ロジツクウオール用の本〉を副次回路サブ・ヴエインとして装備し、あらかじめ詠唱を行って装塡チヤージしておけば、術者の危機に対応して、瞬間的に防御魔法を展開してくれます。

　そして普遍的な魔法であるからこそ、熟達の術者が練り上げた論理障壁ロジツクウオールは極めて強固で、あらゆる物理的・魔法的干渉を斥しりぞける、堅けん牢ろうな盾となるのです！

「か……っ、回避力は大したものですが、攻撃力には欠けているようですわね！　やはり昨日のうちに、迷宮から魔導書グリモワを回収しておいて正解でしたわっ！」

「ッ！　貴様っ、僕が日本から持ち込んだ魔導書グリモワを!?」

「あなたが上位吸血種ヴアンパイア・ロード級の真祖でもない限り、〈本〉という魔法発唱体の補助なくして、詠唱魔法を行使することはできないはず！　わたくしの障壁は貫けませんわっ!!」

「く……っ、強盗殺人みたいな真ま似ねを！」

《汝！　会話している場合ではない！　回避運動をっ！》

　殺人鬼は石いし槍やりを摑つかみ取られぬよう、あなたを追い立てるように照準を動かし始めます。あなたは露台バルコニーを蹴り飛ばして距離を取りつつ、論理障壁ロジツクウオールへの対策を考えます。

（論理障壁ロジツクウオールは自動・瞬間展開型の永続魔法！　殺人鬼の隙をつく方法は使えない……！）

《しかも障壁貫通性能のない石槍では、彼奴あやつの防御は貫けぬ！　別の策が必要じゃっ！》

「く……！　確かにさっきの攻撃でも、魔マ素ナはほとんど発散しなかったけど!!」

　先程あなたの攻撃を弾いたとき、魔力回路マジツクヴエインから放出された魔マ素ナが干渉光を放ちました。自動展開された論理障壁ロジツクウオールが、石槍の軌道を変えるために魔マ素ナを消費したのです。

　しかし干渉光の強度から考えて、その魔力消費量はごく僅か。殺人鬼の魔導の冴さえなら数秒で再充塡できる程度の魔マ素ナしか使われなかったでしょう。石の槍の衝撃力では、あの論理障壁ロジツクウオールを貫くことはできません。

（考えろ……！　記憶に刻まれた魔法理論学の知識を思い出せ！　論理障壁ロジツクウオールみたいな自動展開型の魔法は、誤作動した時の傷害を避けるために、術者から数メートル離れた場所に影響範囲を設定するもの！　あいつの障壁も至近距離では発動しないはずだ……！）

　はい。加えて言えば、論理障壁ロジツクウオールは視界外からの攻撃をも防止するため、術者に接近する高脅威物を自動的に判別して迎撃します。しかし逆に言えば、ゆっくりと接近する物体やもともと障壁内にあった物体は、論理障壁ロジツクウオールでは防御不可能なのです。

（……ってことは、あいつの懐まで間合いを詰めて接近戦に持ち込めば、障壁を抜ける！　記憶改かい竄ざんで得た白兵戦の技術と、吸血鬼の膂りよ力りよくをもってすれば！）

　あなたは回避運動を支える強きよう靱じんな身体能力を、敵への接近に用いることを画策します。

　平常時、人間は自らの筋力で骨や腱けんを損傷してしまわぬよう、筋出力に無意識の制限をかけています。訓練を受けていない一般人の場合、意識的に発揮できる力は、本来の二割程度しかありません。

　仮に一〇割の力を出してしまったら、筋繊維や骨や腱に不可逆的な損傷が生じてしまい、即座に継戦能力を失うでしょうが……不死者あなたにとって、それは問題にはなりません。

　跳躍した脚の腱が弾はじけ飛とび、殴りつけた腕の骨が砕け散ろうとも、

　最強種の不死性が、一瞬にして肉体を再生させてしまうのですから。

（記憶残量はキツいけど、出し惜しみしてる場合じゃない！　記憶を──書く!!）




【僕は筋出力の制限を、一時的に忘れ去ることができる】─24pgs.




　鉛筆の先から崩れ落ちた鉛が文を綴つづった瞬間──ぶちんっ!!　と音が響きました。

　強大な筋力が左アキレス腱と三角靱じん帯たいと前十字靱帯を完全断裂させ、

　それと引き替えに、あなたの肉体を秒速三〇メートルまで加速させます！

「う、あぁッ」

　ふぉん！　という風切り音と共に一〇メートルを横飛びしたあなたは、靴底で砂煉れん瓦がの露台バルコニーをガリガリと削り取りながら減速します。

　記憶改竄で自壊の恐怖を忘れた肉体が、人間としての限界を突破し、吸血鬼の領域へと足を踏み入れたのです！

「な!?　ま、まさか吸血鬼、身体強化の魔導書グリモワを」

「跳んだ……魔法を使えない僕が、まるで魔法を使ったみたいに!!」

　あなたは自らの機動性を確かめるように、両脚を交互に踏み締めて左右に跳躍します。肉体は破壊と再生を繰り返しながら急加減速し、殺人鬼の照準を完全に振り切りました。記憶改竄と不死性の組み合わせが、敵を圧倒する力をもたらしたのです！

「あ、有り得ませんのっ！　呪文の詠唱もなしに、どうやってこれほどの高機動を!!」

「ぐうぅ……っ、跳ぶたびに筋肉がちぎれて、脚の内側が猛烈にカユイっ!!　……だけど闘える！　この身体能力なら!!」

　あなたは石いし槍やりの軌道を読み切ってタイミングを合わせると、飛来した槍の重心を正確に摑つかみ取って受け止めます。あとは投槍を回避しながら、障壁の内側へと踏み込むのです！

「ち、近寄らせませんのっ!!」

（さっきより弾幕が厚い……！　だけど慎重に間合いを詰めてから跳べば……！）

　あなたは跳躍回避を行いながら距離を詰め、一跳びで懐に踏み込める位置を探ります。

（よし……行ける！　ここで大きく跳んで、殺人鬼の照準を狂わせればッ!!）

　あと一歩踏み込むだけで、間合いに入れると思った刹那、




《──待てっ、前進するでない!!》

「ッ」

　制服ローブの中から響いた声が、ギリギリのところで制動をかけました。




「──回路開放ヴエインズ・オン・二番テトラリクス!!　おお地の底に横たわる太古の霊厳!!」

「!?　まっ、多重詠唱マルチチヤントだって」

　大気を震わせたふたつめの詠唱に、あなたは反射的に後ろに跳んで距離を取ります。

（ば、馬鹿な！　人間は一度に一種類の魔法しか装塡チヤージできないはずなのに!!）

　激しさを増してゆく石槍の雨を回避しながら、あなたは心中に叫びます。

　魔法理論の授業で学んだとおり、魔法発動中の魔力回路マジツクヴエインの再使用は絶対に不可能です。それは技術や鍛錬では覆すことのできない、物理的な制約なのです。

《あ、有り得ぬ……！　高度な魔力運用能力さえあれば、主要回路メイン・ヴエインと副次回路サブ・ヴエインとの併用は可能じゃがっ、それでも『魔力回路マジツクヴエイン一本につき魔法一つ』という原則は破れぬはず！　こ、こやつ、もしや……っ！》

　一般的な人間は、神経系を基盤とする一本の主要回路メイン・ヴエインしか持ちません。つまり無詠唱で使用できる副次回路サブ・ヴエインを除けば、一度に一種類の魔法しか詠唱・運用できないはずなのです。

《──間違いない、此こ奴やつは『二重回路デユアルヴエイン』じゃ!!》

　すなわち、この殺人鬼は一般的な魔法使いでも、一般的な犯罪者でもありません。

　何らかの手段……種族としての先天的特質か、一般には知られない特殊な技術によって二本目の魔力回路マジツクヴエインを与えられた、極めて特異な魔導戦闘者。

　人殺しのためだけに魔導を研ぎ上げた──たとえば、御お父とう様さまの仇かたきの刺客なのです。

「大地は震え聞くだろう！」

《地の底、太古の霊厳、大地……っ、これは物質形成系中位魔法、『古王の戦せん鎚つい』じゃっ！　あと二〇秒程度で詠唱が完了する！　汝うぬの力では受けきれぬぞっ!!》

「ちぃいッ!!」

　あなたは詠唱を完成される前に攻撃を行おうとしますが、格闘戦の達人としての本能がこれ以上の接近を許しません。石いし槍やりの発生源に近付けば近付くほど、槍を回避するまでの時間的猶予が減ってしまうのです。

　急激に密度を増してゆく石の弾雨──これが、殺人鬼の全力の魔導です。

（さ、さらに射出速度が上がっていく……今まで力を隠していたって言うのか!?）

《……追い詰められて本気を出したか……汝うぬ、思考を切り替えよ！　此こ奴やつはもう今までの相手とは違う！　汝を殺あやめんとする『敵』なのじゃっ!!》

（く……っ、詠唱を完成されたら打つ手がない!!　今は攻撃を忘れて──書く!!）

　あなたはいったん攻撃を中止し、防御を固めることに決めました。

　大きく間合いを取り、制服ローブから鉛筆を抜き放って、〈本わたし〉に文字を綴つづります。

（……そうだ、『筋力の制限リミツター』を忘れることができるなら、心的外傷トラウマも忘れられるはず！　今ここで魔法を取り戻せば、副次回路サブ・ヴエインの論理障壁ロジツクウオールを起動できる!!）

　論理障壁ロジツクウオールは図書館都市でも最も一般的な防御魔法です。五年前までは将来を嘱望される魔法使いだったあなたにも、当然〈障壁用の副次回路本サブ・ヴエイン〉が埋め込まれています。

　心的外傷トラウマの記憶を改かい竄ざんすることで、魔法運用能力を取り戻せるとしたら──

（この殺人鬼の魔法を、障壁で防ぐことができるはずだ!!）




【僕は心的外傷トラウマの記憶を忘れ、魔法運用能力を取り戻した】─1.




　懸命の高速筆記が、〈最期の祈り〉に一文を成した瞬間、

　──ずくん、と神経が疼うずきました。




「……え、っ？」

《う……汝？》

〈本〉から迸ほとばしるように広がった黒い霧が、あなたの思考を灼やき焦がしてゆきます。

「ぅ、がっ」

《お、おかしいのじゃ！　この膨大な魔力……っ、人に扱える魔力量ではないっ!!》

　真祖の声が急速に遠ざかり、意識がどこか脳髄の奥底に向かって吹っ飛んでゆきます。視野がぐんぐん狭きよう窄さくして闇に飲まれ、あなたはいつの間にか五年前の迷宮へと遡行します。

　御お父とう様さまが殺された、あの惨劇の夜に。

「……か、は」

　深紅のローブから冗談のように突き出た■■■■とか、

「ふ、ぐ……ッ」

　幼いあなたの顔に降り注ぐ、べたべたの■■や■■や■■とか、

「や、めろ」

　大好きだった御お父とう様さまの身体から、無残にこぼれ落ちる■■と■■■とか、ぶちゅうっと破裂した■■■とか、倒れたカンテラの光に照らされた、■■の■■とか、床をころころ転がる■■とか、正月に遊んだ福笑いみたいな■■とか■■や■■■とか■■なんて■■■■■■■■■が■■■■■■■■吸血■■■■■■■■■■■■絶対■■■■■■■■■■■■■■死■■■■■■■■■■■■■■鬼■■■■■■■■■■■■■■■■■■




「発行エクセキユート──古王の戦せん槌ついっ!!」

　闇に飲まれようとする思考に、凍えるような詠唱が響いたかと思うと、

　瓦が礫れきを撒まき散ちらしながら現れた巨大な岩盤が、あなたを猛烈に殴りつけました。

「が……っ」

　みしみしっ！　と、骨の軋きしむ音が響きました。

　あなたの脳は殺人的な加速に襲われ、心的外傷トラウマが引き起こした記憶遡行フラツシユバツクから無む理り矢や理りに現実へと引き戻されます。

　半覚醒した思考を──圧倒的な運動力を伴った岩石の塊が、叩たたき潰つぶしました。

「っはあぁあっ」

　あなたの骨格は鉄てつ槌ついに打ち据えられた砂糖菓子の如く、木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕されました。行き場のない衝撃力は〈本わたし〉とあなたを撥はね飛とばし、『薬草院アポセカリア』の外壁に叩きつけます。

「ぐはぁッ!?　かっ、ば……な!?」

（吸血鬼なのに……痛い！　体中が痛いッ!!）

　都合半日ぶりとなる、「痛覚」でした。圧倒的な肉体再生能力を持つ吸血鬼にとって、大抵の外傷は痛くも痒かゆくもないはずなのにもかかわらず、です。

《汝うぬ、うぬっ!!　早く起きよ、逃げねば拷問されて殺されてしまうのじゃっ!!》

（馬鹿な……っ、僕は確かに心的外傷トラウマの記憶を改かい竄ざんしたのに……!!）

　衝撃に砕き散らされた思考を、あなたは懸命に束ねようとします。

（記憶の改竄が……失敗したって、言うのか……!!）

　はい。あなたが書き込んだのは、【僕は心的外傷トラウマを忘れた】という文です。その一文を記憶するだけでは、深い心的外傷トラウマの記憶を踏み越えることなどできません。

　思い出して下さい。この〈本〉が有する機能は、「記憶の保存と改竄」です。

　わたしに記憶を書き込むと、わたしはその記憶を得るために必要なシーンを創作して、あなたの脳に書き込みます。だからこそわたしの記憶改竄には、「その記憶を得るための方法」を知っていることが必要不可欠なのです。

（な、んだ、って……っ!?）

　わたしの記憶改かい竄ざんが与えられるものは、物理的な変化を伴わない、一般情報だけです。たとえば魔法運用能力を付与しようとする場合、魔力回路マジツクヴエインを授けなければなりませんが、それはわたしには不可能な、「現実の改竄」を伴います。

　したがって、「特定の〈本〉や人物の居場所を知る」、「魔法運用能力を取り戻す」、

「筋肉量を増強する」などの改竄は、この〈最期の祈り〉には行えないのです。




　わたしは〈千一頁ページの最期の祈り〉。

　わたしはあなたの記憶そのものゆえに。

　わたしの頁ページに、もしも【僕は五年前の真実へと辿たどり着ついた】と書き込んだとしても──

　あなたは依然として、真実を知らないままでしょう。




「が、っぐ……っ!!」

「……はーっ、はーっ……随分とまぁ、梃てこ摺ずらせて下さいましたわね、吸血鬼ヴアンパイア」

　両肩を荒々しく上下させて呼吸しながら、殺人鬼が呪じゆ詛そを吐きます。

　中上位の物質生成魔法を、それも超高密度の弾幕を形成しながら並列詠唱マルチチヤントしたために、魔力回路マジツクヴエインにかなりの負荷がかかったようですが……

　技後硬直テイルトウエイトが終われば、彼女は間違いなく、あなたを惨殺するでしょう。

《う、汝うぬっ!!　しっかりせよ、起きるのじゃっ!!》

　酩めい酊ていする脳内にアルテリアの声が響きますが、骨格を失った身体が起き上がれるはずもありません。最強種の眷けん族ぞくといえど、半身の粉砕骨折には回復速度が追いつかないのです。

（ま、ずい……っ、このままじゃ、本当に殺され……っ!!）

　もはや敵の正体を曝あばこうとか、仇かたきの情報を得ようとか考えている余裕などありません。あなたは辛うじて骨が残った左半身で、這はうように移動しようとして──

「逃がしませんわよ、先生の仇」

「ぐぁあッ」

　ひゅぼっ！　という風切り音と共に石いし槍やりが飛来し、あなたの脚を露台バルコニーに縫い止めます。

　自力で左脚の腱けんを引き千切らない限り、逃げ出すことも出来なくなりました。

《こ、此こ奴やつっ、吸血種わらわたちの弱点を正確に……！》

「あなたがた吸血種は、杙よく創そうに弱いのでしたわね？　肉体を何かが貫通していようとも、その異物を押し出して再生することは、吸血鬼の不死性にはできませんもの」

　殺人鬼は氷のような殺意を放ちながら、倒れ伏したあなたに歩み寄ってきます。手には魔力を帯びて灰色に輝く魔導書グリモワが、処刑人の斧おのの如く握られています。

「これ以上無駄に抵抗されても困りますし……まずは頭だけ石化させて、必要な情報は、首から下の方でじっくり収集することにいたします」

「ぐ、うぅう……っ!!」

「──滅ぼして差し上げますわ。『筆者シナリオライター』の邪悪なる陰謀シナリオごと」

　凍いてついた碧眼の奥底で、猛烈な怒りと殺意の炎が揺らめきました。




「おお　地上を統べる邪眼の王よ！」

　ヴン！　と魔導書グリモワが唸うなりを上げます。

　殺人鬼が膨大な魔マ素ナを注いで編み上げ始めたのは、先程のように敵対者に打撃を与え、継戦能力を殺そぐための魔法ではありません。

《こ、この詠唱は……っ、物質変化系中上位石化魔法、『万象穿うがつ石化の毒牙』かっ!?》

　吸血鬼あなたを不死性ごと石化させて葬り去るための、処刑用魔法です。

《此こ奴やつ……っ、汝うぬを殺すだけではない！　不死性ごと滅ぼし尽くす気なのじゃ!!》

　打撃・刺突攻撃で肉体を損壊されるだけなら、吸血鬼の不死性による再生が可能です。しかし脳を石にされたら、思考が即座に石化して、精神的に即死することになります。

（こ……ここで脳を石にされたら、僕の人生は間違いなく終わる……ッ!!）

「八足の蜥蜴とかげ　冠を戴いただく蛇の主よ！」

《汝、汝っ!!　頼む、立ち上がって逃げるのじゃっ！》

（ぐっ、くそッ!!　骨格が粉砕されたせいで、筋肉に力が入らない!!）

　殺意を帯びて響く詠唱が、激しい焦りの熱で、あなたの思考をチリチリと焦がします。

（……身体が、動かせないっ！　魔法も使えない！　父上の護符も、魔力回路マジツクヴエインを持たない僕じゃ一瞬で効力が消失する！　ダメだ、打つ手がない!!）

　死の恐怖に晒さらされたあなたの脳は、どうしても打開策を考え出すことができません。

（考えろ、考えろ、考えろ！　じゃないと、僕は、ここで……っ！）

「許されざる命の鼓動に……！」

　絶体絶命です。殺人鬼の魔法が完成した瞬間、あなたは思考ごと全身を石に変換され、今度こそ永遠に死んでしまうことになります。

（……ここで、終わるのか？　邪悪な魔法犯罪者が、真実へと繫つながるかも知れない敵が、いま僕の目の前にいるのに、なのに僕は、こ こ で 死 ぬ の か ？）

　死の恐怖に曝さらされたあなたは、今になって始めて、戦いというものの本質を悟りました。

　勝てば得られるものがあるということは、負ければ失うものがあるということを。

　そして命を失えば──もう、永遠に取り戻せなくなってしまうことを。

「い……イヤだ、こんなところで死ねない！　僕はまだ何も取り戻せていないんだ!!」

「猛毒なる顎門あぎとと！」

「……ひ、っ！」

　あなたは震える左腕を、無意識に護符に重ねていました。

　殺人鬼を倒すためではなく、恐怖に晒さらされた精神が、御お父とう様さまに縋すがろうとしたために。

（死にたくない……っ、僕はまだ、殺されるわけにはいかない……!!　考えろ、考えろ、考えるんだ!!　この状況を切り抜けられなければ、僕は……っ）

「永と久わに目覚めぬ眠りの呪いを!!」

「……ッ、イヤだ、死にたくない！　終わりたくない!!　──ちちうえぇっ」

　究極の喪失、「死」の絶望に直面し、あなたは父の亡霊に救いを請おうとして──




「発行エクセキユート──万象穿うがつ石化の毒牙」




　どしゅっ、と。

　万象を石化させる猛毒の黒くろ杭くいが、アルテリアの左胸に突き刺さりました。




「……え、っ？」

　傷口から噴き出した鮮血が、風に翻る銀髪に、真紅の飛沫しぶきを散らしました。

　本来の姿を取り戻した吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、石化の黒杭を、その肉体で受け止めていました。

「……今度こそ。……今度こそ、失ってたまるか、なのじゃ」

　猛毒の杭を伝った血潮が、ぽたりと垂れて、露台バルコニーの煉れん瓦がに触れる寸前に石化しました。

「……吸血ヴアンパイ、鬼ア……？」

「な、にを呆ほうけておる、ばかもの、め……」

　彫像へと変異し始めた吸血鬼は、硬化していく筋肉を軋きしませて、あなたを振り向きます。

「この技後硬直テイルトウエイトの隙に、脚を千切って……」

　口の端から血を吐きながら、最強の吸血種はゆっくりと傾かしいでいって──

「……妾わらわを捨てて、逃げるのじゃ」

　どしゃり、と。荒い焼砂の煉瓦の上に、崩れ落ちました。




　あなたは、理解できませんでした。

　何が起こってしまったのか、あなたには、まったく理解できませんでした。




　だって、吸血鬼が人間のために命を懸ける理由なんてなくて。

　石いし槍やりの群れを一撃で叩たたき落とせる最強種が、石化の杭ごときを躱かわせぬ道理もなくて。

　彼女があなたに向ける好意は、化物が餌食を惹ひき寄せるための欺ぎ瞞まんに過ぎないはずで。

　明けぬ夜と謳うたわれる吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、数十秒の詠唱で滅ぼされるわけもなくて。

　能力喰らいタレントイーターたる彼女が、眷族あなたを庇かばって死ぬはずもないのに──

　アルテリアの肉体は、ぴしぴしと音を立てて、石塊いしくれへと変わってゆくのです。

「……どう、して……？」

　あなたは何も理解できないまま、絞り出すような声で訊たずねます。

「く……っ、銀白の吸血鬼、なぜ眷けん族ぞくを庇かばって邪魔立てなど……！」

　昨夜吸血鬼と出で逢あったとき、何なに故ゆえ彼女が傷付いていたのかも。

「……うぬ。……愛いとしい、わらわの、けんぞく……」

　昨夜出逢ったばかりの吸血鬼が、どうしてあなたに愛を語るのかも。




「──なんでお前が死にそうになってんだよ、吸血鬼ヴアンパイアぁッ!!」

　最強の吸血鬼が死に瀕ひんしている理由も、あなたには、理解できません。




「……はぁっ、はぁ……っ！　く、魔力回路マジツクヴエインの焼損が……っ、ですが吸血困難な状況で、石化の毒牙を撃ち込みましたの……っ!!」

「っ」

　連続詠唱による魔力回路マジツクヴエインの焼損に喘あえぎながらも、殺人鬼は魔導書グリモワを構え直します。

「肉体の再生が可能でも、その肉体ごと石化させられれば滅ぼせる……！　いくら不死の吸血鬼といえど、ここまで力を失っている状態なら……!!」

（っ!?　こ、こいつが……吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、力を失っている、だって……）












　殺人鬼の呟つぶやいた言葉が、脳のどこか奥底に、電撃のごとき思考を散らします。




　図書迷宮の銀の夜、能力喰ぐらいのアルテリア。

　彼女はあなたの前で二度、最強種と謳うたわれる、その力の片へん鱗りんを垣かい間ま見みせました。

　脇腹を貫かれた致命傷から、一瞬にして再生したあのときと、

　襲い掛かる殺人鬼の石いし槍やりを、腕の一振りで斥しりぞけたあのとき。




　不死の王たるアルテリアが、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの力を振るったのは──

　決まって、あなたの血を吸った直後だけだったはずです。




「……吸血鬼ヴアンパイア、もしかして、おまえ」

　灰かい黒こくの病魔に身を蝕はまれ、急激に石塊いしくれへと変わりゆく、最強の不死者の後姿に、

　あなたの思考は、致命的な結論へと辿たどり着つきます。




「真祖の力を、失っているのか」




　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリアは、その不死性を喪失しているのです。

「……だったら、どうして、僕を……」

　困惑と驚きよう愕がくに震える唇から、問い縋すがるように声が漏れました。

　アルテリアは頸けい骨こつをぎしりと鳴らし、ゆっくりとあなたを振り返ります。

「ばか、ものっ。……妾わらわは何度も、勇気を振り絞って、告白してやったと、いうに……」

　灰色の死に覆われゆく頰ほおに、虚勢を張るような傲慢な笑みを浮かべ、

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは、石化した肋ろつ骨こつを軋きしませて、あなたに答えを返します。




「汝うぬに救われた刹那より……汝を、好いておったから、じゃと」

　あなたのことが好きだから、あなたを救いたかったのだと。




「……わかんないよ、吸血鬼っ」

　あなたには、理解できませんでした。

「吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーのお前が、どうして人間の僕を庇かばったりするんだよ……？」

　最強種の力を失い、死の脅威に曝さらされ、それでも吸血鬼アルテリアが人間あなたを救う理由も。

「自分で最強種とか言ってたくせに、なんで石化魔法なんて受けてんだよっ!?」

　昨夜初めてあなたと出で逢あい、血潮を啜すすっただけの彼女が、どうしてこれほどまで深く、あなたを想おもっているのかも。

「昨日出で逢あったばっかの僕を、そこまで好いてくれる理由は何なんだよっ」

　アルテリアがあなたに語る愛情も、あなたには、理解することができません。




　あなたが理解できたのは、たったひとつの未来だけ。

　このままではアルテリアが死んでしまうということだけでした。




「……死なせて、たまるか……！」

　あなたは荒い砂煉れん瓦がを搔かき毟むしるように、拳を固く握り締めました。

「僕には解わからない。だけど、だからこそ、お前を死なせるわけにはいかない……！」

　そう。何もかもが理解不能だとしても、この吸血鬼を死なせることだけはできません。

　だってアルテリアが死んでしまったら、あなたは彼女が語る「愛」の理由も、吸血鬼が人間を救った所以ゆえんも、なにもかも永遠にわからなくなってしまうのです。

（……五年前の十月十六日、父上が殺されてしまった夜、僕は確かに決めたんだ……！　僕はもう二度と、僕の手の届く場所で、誰も死なせはしないって……っ！）

　深い絶望と失意の闇、忘却に閉ざされた記憶の奥底。

　偉大な博士ドクトルマグナに救われたあなたは、御お父とう様さまの死に誓ったのです。

　心的外傷トラウマの檻おりに囚とらわれた記憶と魔法を取り戻し、誰かを救える人間ドクトルマグナになるのだと。

「僕、は……！」

　だからあなたは、砕けた肋ろつ骨こつを軋きしませて息を吸い、

　潰れかけた心臓を脈動させ、全霊の力を振り絞って、叫びます。

「──僕は、魔法使いドクトルマグナになるって誓ったんだ!!」

　アルテリアを死なせるわけにはいかないと。




「死なせて、たまるかぁああっ!!」

　あなたは嗚咽おえつするように叫んで、床に縫い止められた左脚に、全筋力を注ぎ込みます。

　引き絞られたアキレス腱けんが、ばつん！　と弾はじけ飛とんで、あなたの肉体を解放しました。

「っ!?　に、逃がしなどするものですかっ!!」

　逃走を察知した殺人鬼は、魔導書グリモワに魔マ素ナを流し込み、石いし槍やりの雨を形成しようとします。あなたは〈折り紙セット〉を瞬時に抜き放ち、ページを毟むしり取とって振りかぶります。

「滅びなさい、吸血鬼ッ!!」

「僕は死なせない……誰も死なせたくないんだ!!」

　あなたが〈折り紙〉の束を投げ放つと同時、立ち並ぶ石槍の残ざん骸がいが大きく歪わい曲きよくしました。神の遺産たる魔法が現実を捻ねじ曲まげ、焼砂の瓦が礫れきを鋭い槍へと変換して撃ち出します。

　身を貫かんと迫る槍そう衾きんに、あなたは小さく息を吸い込むと、

「『土ど囊のう』に変化しろ、〈折り紙セット〉!!」

　折り重なった〈折り紙〉に、一斉に命令を下しました。

（……『変換前は紙である』『瞬間的に折り畳まれて物質に変化する』のなら）

　主の命を受けた〈折り紙〉の束は、瞬く間に折り畳みを開始して──

「『防壁』を生み出すことができるっ!!」

　大量の土囊へと変化し、瞬時に防壁を形成します！

「な、あぁあっ」

　降り注いだ大量の土砂が、殺人鬼の魔法を受け止めました。

　急速に深化してゆく思考が、〈折り紙セット〉と〈最期の祈り〉の機能とを結びつけ、防御戦術へと応用したのです。

（【あの石いし槍やりのような投射型の魔法は、術者との間に十分な遮蔽物があれば阻害できる】。記憶に書き込んだ魔法理論の知識が、僕に教えてくれている！）

「助けるんだ……！　僕はそのためにここにいるんだっ!!」

「く……っ、吸血鬼風情が生意気なっ、さっさと殺されなさい!!」

　殺人鬼が鋭く叫んだと同時、石槍の射出速度が跳ね上がりました。投槍は豪雨のごとく降り注ぎ、土囊の袋を引き裂いて、防壁を破壊し始めます。

（……この〈最期の祈り〉の冒頭部プロローグ、僕の血液を吸った吸血鬼は、瀕ひん死し状態から蘇よみがえった。僕の記憶が確かなら、あいつに血を吸わせれば、石化の毒から救えるはずだ!!）

　崩れゆく防壁の裂け目から、あなたは吸血鬼の居場所を確認します。

　眷族あなたを庇かばって黒くろ杭くいを受けた真祖アルテリアの肉体は、もはや九割近くまで灰かい黒こくに飲まれていました。

（……っ、もう【完全石化まで一分もない】！　考えろ、あそこまで行く方法を!!）

「ふん、隠れていたって無駄ですわ！　解オ放ン・一番アウストラリス！　おお地の上を統べる邪眼の王!!」

　あなたが思考を巡らせる中、殺人鬼はついに技後硬直テイルトウエイトを脱し、再び詠唱を開始しました。波打つように響き渡る冷徹な呪文が、脳に書き込まれた記憶を呼び覚まします。

（……【これは『万象穿うがつ石化の毒牙』、詠唱完了まで二〇秒】。今ある〈本〉だけじゃ、直撃を防ぎきることはできない！）

「だったら……〈折り紙セット〉、起動!!」

　殺人鬼の詠唱に隠れるように、あなたは新たなページを起動します。

「長い物もの干ほし竿ざお」と命じられた〈折り紙〉は、あなたの手の中で急激に長さを増し──

「弾幕を、抜けるっ!!」

　倒れ伏す吸血鬼に向かって、あなたの肉体を棒高跳びのごとく射出します！

「八足の蜥蜴とかげ　冠を戴いただく蛇のある……なぁっ」

　一瞬にして十メートル上空まで飛ひ翔しようしたあなたは、驚きよう愕がくする殺人鬼と、灰かい黒こくに蝕むしばまれた吸血鬼の姿を視界に捉えます。

「さ、再照準──」

「させない!!」

　照準を修正された石いし槍やりが、あなたの肉体に到達するより早く。あなたは硬く握り固めた二枚の〈折り紙〉を、殺人鬼に向けて投げ放ちます。

　小石のように飛んだページは、殺人鬼の上空、約一メートルに到達すると──

「『ランプ油』と『燃えている石炭』!!」

　あなたの命令に従い、燃え盛る油の雨となって、殺人鬼に降り注ぎます。

「な……きゃああぁあっ」

「うぉおおぉっ!!」

　あなたは干ほし竿ざおの先端で床を突き、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに向けて身体を押し出します。

　重力加速した肉体は石槍の雨を貫いて落下し、砂煉れん瓦がの露台バルコニーに叩たたきつけられました。

「がはっ!!　ぐ……うッ!!」

　ごしゃっ!!　と衝撃が駆け抜け、再生したばかりの両脚が折れ飛びました。

　あなたは落下の速度を利用して瓦が礫れきの上を転がり、吸血鬼の塑そ像ぞうの傍に辿たどり着つきます。

　ぐしゃぐしゃに潰れた脚の痛みに耐えながら、全霊の力を両腕に注ぎます。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーとの距離は、一メートル以下。

　激しく損壊した肉体でも、這はい寄ることはできるはずです！

「……待ってろ、吸血鬼ヴアンパイア……っ!!」

「く……っ！　たとえこの身を焼かれようとも、あなただけは逃がしませんわ!!」

　殺人鬼は副次回路サブ・ヴエインから論理障壁ロジツクウオールを展開し、炎の渦を遮断しながら叫びます。

　詠唱完了まで十数秒。それがあなたとアルテリアに残された、最後の時間です！

「許されざる命の鼓動に　猛毒なる顎門あぎとと！」

　あなたは焼砂の煉瓦に爪を立て、灰色に染まる血の海を泳ぎ、

（……吸血鬼ヴアンパイア。僕は今までお前のこと、ただの吸血鬼なんだって思ってた。不死の永遠に飽いた最強種が、気紛れで命を救ってくれただけだと思い込んでたんだ……！）

「永と久わに目覚めぬ眠りの呪いを!!」

（吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの不死を失ったことを、お前が黙ってた理由は知らない。誰かに奪われた能力ちからを取り戻すために、人ぼ間くを騙だましてた可能性だってゼロじゃない……！）

　爪が弾はじけ飛とぶのも構わず、全霊の力を振り絞って、肉体を前へと押し出し続け、

（僕はお前の考えなんて、これっぽっちも理解できない！　昨日出で逢あったばっかのお前が、なんで『愛してる』なんて言うのかも解わからない!!　だけど、僕は……っ）

「発行エクセキユート!!」

「お前を死なせたくないんだ……！」

　ついにあなたは、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの許もとへと辿り着きます。

　そして震える指先で、護符の水晶クリスタルを握り締めると──

「万象穿うがつ石化の毒牙ッ」

「アル、テリ、アぁああっ」

　吸血鬼の名を叫んで、御お父とう様さまの魔力を解き放ちました。




　──ギィイィイン　と、激しい干渉音が響きました。

　瞬間的に展開された無数の魔法陣、曼まん荼だ羅らを思わせる超々高密度の論理障壁ロジツクウオールが……

　奥月戒ドクトルマグナの絶対防壁が、石化の黒くろ杭くいを咬かみ砕きます。

「こ……この呪紋ルーン様式、この超高密度の論理障壁ロジツクウオールは、先生の……ッ」

　それは空間内の敵性物質・魔法作用を分解し、この世から消滅させる最強の防御魔法。

　偉大な博士ドクトルマグナが息子に遺のこした、深き愛の護まもりの盾。

「……死なないでくれ、アルテリア」

　深い青せい紫しに輝く魔法の残ざん滓しを浴びながら、あなたは吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに呼びかけます。

　人間あなたに愛を語り、人間あなたを救うために命さえ差し出した、この愚かで優しい吸血鬼を、

「……お前が吸血鬼でも構わない。お前が語る愛の真偽も、人ぼ間くに不死を与えた理由も、どうだっていい」

　あなたが持つ全てと引き替えに、石化の檻おりから救い出すために。




「お前を信じる。だから──僕の血を吸え、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー」




　あなたは護符の水晶クリスタルの先端で、自らの掌てのひらを刺し貫きます。

　滴り落ちた血液が、彫像となりゆく吸血鬼の唇を、潤しました。

「……この、おおばかものめ」

　灰色の肌に、ぴしりと亀裂が走ります。

「妾わらわは逃げよと言うたじゃろうに、汝うぬはとことん人の話を聞かぬ奴やつじゃのぅ」

　硬直した関節が、ぎしりと軋音を鳴らします。

「相も変わらず無む茶ちやばかりしおって、ほんとにほんとに馬鹿なのじゃ」

　閉ざされていた目蓋が、ゆっくりと上がります。

　血液を閉じ込めたような真紅の瞳が、あなたを見つめてぱちぱちと瞬きました。

「汝という奴は本当に、ほんとうに頭の悪い愚か者じゃのぅ」

　本当に嬉うれしそうな囁ささやきが、大気にふわりと広がったかと思うと、




「ますます好きになってしまうではないか、ばかものっ♡」




　──かしゃあん！　と小気味よい破砕音を響かせて、

　迷宮最強の吸血鬼ヴアンパイアが、石塊いしくれの柩ひつぎから目覚めます。




「えへへっ♪　これほど心地よい死からの目覚めは、ゆうに五年ぶりなのじゃ♪」

　翻る髪は銀の風。絹の如き光沢を帯びた長髪は、白い肌を覆い隠すように広がります。

　輝く瞳は血の宝玉。鮮血の紅あかに染まる双そう眸ぼうは、磨かれた紅鈺ルビーのごとく透き通ります。

「そぉーかそぉーかっ、汝うぬは妾わらわを信じると申すかぁー♪　むっふっふー、えっへっへー、とゆーことは、つまり汝は妾のことが好きなのじゃなっ♪」

　銀髪を染めていた血ち糊のりは消え去り、肉体を貫き石化させていた黒くろ杭くいは消きえ失うせ、砂すな埃ぼこりにまみれていた皮膚は、磁器のような冷たい白に輝きます。

　死より蘇よみがえった吸血鬼は、ありったけの喜びを発散させるように笑いました。

「これで汝と妾は両想おもいという奴やつなのじゃ！　想いには応えてやらねばなるまいのぅっ!!」

　その笑顔は傲慢で、不遜で、自信と喜びに満ちあふれていて、




「この吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリア、汝の愛に全力で報いようぞ、そーしっ♡」

　陽ひ差ざしの中に燦さん然ぜんと輝くようでした。




「さぁーて、調教の時間じゃ。妾の眷けん族ぞくを虐いじめた輩やからに、誅ちゆうを下してやらねばならぬのぅ」

「な……、ぁっ、じ、従僕っ、串刺しなさい!!」

「ふふん、無駄じゃあ！」

　アルテリアの再生を見て取って、殺人鬼が愚かにも石いし槍やりを放ちます。しかし射出された無数の槍そう衾きんは、アルテリアの遙か前方で、論理障壁ロジツクウオールに打ち砕かれました。

「そ……そんなっ!?　まさか論理障壁ロジツクウオールまで吸収を!!」

「能力喰らいタレントイーターを舐なめるでない！　副次回路サブ・ヴエイン三九本、計九三七層からなる論理装甲じゃっ！　障壁貫通性能も付与されぬ石槍なぞ、一〇〇〇兆本持ってこようが貫けぬわ!!」

「く……っ、こ、こうなったら、この切札を使うしか……!!」

　そう呟つぶやいた殺人鬼の指先が、胸元へと伸ばされます。偉大な博士ドクトルマグナに通報して、吸血鬼あなたたちを処刑させるつもりかも知れません！

「む。……小こ癪しやくな真ま似ねをっ、ならば『銀の夜』の真の力を見るがよい!!」

　アルテリアが叫ぶと同時、彼女の肉体から蝙コウ蝠モリの群れが迸ほとばしり、銀の風へと変へん化げします。爆発的に増殖した翼膜が、バルコニーに巨大な影を落としました。

「っ　こ、この蝙コウ蝠モリの大群は、もしかして……!!」

《うむ！　露台バルコニー全体を覆うように領域を広げた！　これで万一目撃者がおったとしても、外部からは霧の魔法にしか見えぬはずじゃっ！》

　霧状の領域へと変化したアルテリアが、大気全体を振動させて答えます。

　天を覆い尽くす銀白の蝙コウ蝠モリと、その翼が作り出す漆黒の暗闇。

　これぞ吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの絶対領域。図書迷宮最強の吸血種、アルテリアの異名なの由縁──図書迷宮の「銀の夜」です。

「ぐ……こ、呼吸が……っ!?　吸血鬼、いったい、何を……ッ！」

　濃密な霧に視界を奪われた殺人鬼が、息苦しそうに喘あえぎます。

「銀の夜」とは真祖アルテリアそのもの。暗闇を見通せぬ者は視力を失い、領域内にある生者は尽く知を吸われ、真祖の血脈を継ぐ不死の眷けん族ぞくのみが、その能力を倍加されます。

《……もはや汝うぬも悟っておるじゃろうが、妾わらわは不死の力の大半を失っておる。全盛の頃の『銀の夜まほう』には遠く及ばぬが……それでも、汝を癒いやすことはできようぞっ！》

　美しく輝く宵闇が、あなたの耳元に囁ささやきます。

　銀白の霧が慈しむように包み込んだ瞬間、傷付いた肉体が、一瞬にして再生しました。

（っ!?　千切れた脚が、砕けた骨が繫つながった！　身体に、力が漲みなぎっていく……!!）

　降り注ぐ純白の宵闇が、吸血鬼あなたの不死性を活性化させ、肉体を強化してゆきます。




　──「夜」は吸血鬼の領域。

　なれば魔力を帯びた「銀の夜」は、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが支配する、究極の夜ノクス・ポラーリスなのです。

（……これが『図書迷宮の銀の夜』、最強種の力の片へん鱗りん……っ！　……たしかに感じる！　アルテリアの『夜まほう』が、僕の身体を巡っていく!!）

　恋人を愛あい撫ぶするかのような優しい魔力が、あなたの肉体を満たしてゆきます。

　それは吸血鬼の語る愛が、偽りではなかったことの証明。

　アルテリアがあなたに捧ささげる、深き慈愛の証です。

（……今なら信じられる。吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの魔導を……アルテリアの心を！）

《この『銀の夜』の内にある限り、吸血鬼わらわたちは真の不死を得る！　其そ奴やつの魔導なぞ恐るるに足りぬ！　さぁ、反撃の時間なのじゃっ！》

「く……っ、回路解放ヴエインズ・オン・二番テトラリクス！　おお地の底に横たわる太古の霊れい巌げん！」

　超音波が鼓膜を叩たたくと同時に、殺人鬼が三度の詠唱を開始します。

　あなたは吸血鬼化した瞳で闇夜を見通し、視界の中央に敵の姿を捉えて、言いました。

「アルテリア、力を貸してくれ。不死をなくしたお前を、死から護まもれるだけの力を」

《……う、うぬ……！》

　真祖アルテリアの眷族として、彼女に与えられた力を、彼女を護るために使うと。

《う……うむっ!!　この真祖アルテリア、汝の信頼に報いてみせようぞっ!!》

「ああ。僕たち二人で、この殺人鬼を打ち倒そう」

　アルテリアを信じて戦う、と。

《汝うぬっ！》

「わかった!!」

　あなたが地を踏み締めると同時、純白の闇に青き閃せん光こうが走ります。

　その瞬間、あなたの視界はふぉんと加速し、一瞬にして間合いを詰めました。

（っ!!　肉体の運動性が、桁違いに向上してる!!）

《この『夜』は吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの魔力回路マジツクヴエインそのもの！　無詠唱魔法など朝飯前なのじゃ！》

　真祖アルテリアがそう叫ぶと、再び閃光が夜を駆け、あなたの手中に一振りの刀を形成します。

（っ……了解!!　あいつの論理障壁ロジツクウオールを斬り開く!!）

　あなたは降り注ぐ石いし槍やりの雨を貫きながら加速し、殺人鬼の懐へと飛び込みます。

「ッ!?　ひゃ、百の豪腕の──」

「遅い!!」

　振り下ろした銀白の刃が、自動展開された論理障壁ロジツクウオールを、縦一文字に斬り裂きます。

　論理障壁ロジツクウオールも魔法の一種である以上、回路の技後硬直テイルトウエイト、つまり破壊後の隙は免れません。

　あなたはその隙を突いて間合いに踏み込み、掌てのひらの中で刀を返すと──




「はぁあああッ!!」

　殺人鬼の脇腹に、強烈な峰みね打うちを叩たたき込みます！

「が……ッ！」

　ごきんっ！　と、銀の鋼の刀身が、濃藍色の制服ローブに沈みました。

　近接戦闘の達人と化したあなたの一太刀が、殺人鬼の肉体を、くの字にへし折ります。

「はぁっ」

　振り抜いた刀の峰が、殺人鬼を思いっきり弾はじき飛とばします。

　殺人鬼は露台バルコニーを二、三度跳ねて横に飛び、砕けた天使の彫像に叩きつけられました。

「げふっ、か、っふ……」

　殺意を帯びた詠唱が止み、殺人鬼の指の間を、灰色の背表紙が滑り落ちます。

　詠唱魔法の行使には、〈本〉を魔力回路マジツクヴエインに接続し、呪文を読み上げることが必要不可欠。魔導書グリモワを失った魔法使いは、もはや脅威ではありません。

「わ……わたくし、は。こんな、ところで……っ！」

「……偉大な博士ドクトルマグナを継ぐ者が、最強の不死者ハイ・デイライトウオーカーの眷けん族ぞくが、殺人鬼きさまごときに負けはしない」

「く、うぅう……ッ」

　殺人鬼は激痛に思考を灼やかれながら、それでも魔導書グリモワを摑つかもうと身体を起こし……

「僕たちの、勝ちだ」

　戦闘の消耗に耐えかねて、荒い砂煉れん瓦がの露台バルコニーに、どしゃりと崩れ落ちました。




「……はぁっ！　はぁっ、はぁっ、はぁ……っ！」

　極限の緊張状態から解放されたあなたは、荒々しく肩を上下させて酸素を求めます。

　息つくこともできぬ劣勢、呼吸さえもままならぬ苦戦を、しかしあなたは覆しました。

〈本〉の機能を限界まで引き出し、殺人鬼の魔導を撃ち破って、石化の猛毒に侵食されたアルテリアを、死の淵ふちから救い出したのです。

「はぁ、はぁ……！　アルテリア、石化は大丈夫か!?」

《……うむむ、流石さすがにちいと疲れたのじゃ。もはや『銀の夜』が維持できぬ……！》

「ッ!?　あ、アルテリア」

　銀白の霧の奥から声が響いたかと思うと、「夜」に一陣の風が吹き抜けました。

　この領域を支えていた吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、魔力の供給を断ったのでしょう。銀白の宵闇は急速に濃度を失い、大気に溶けて崩壊してゆきます。

「『銀の夜』が……！　あ、アルテリア!?」

《動ずるな、魔力が衰えただけのことじゃ！　妾わらわのことなら心配要らぬ》

　あなたが吸血鬼の名を呼ぶと、晴れ渡った戦場に、一羽の蝙コウ蝠モリが羽撃はばたきます。どうやらあなたから吸知した魔力が衰え、夜を支えられなくなっただけのようです。

「アルテリア、よかった……！」

《汝うぬ、今は妾のことよりも、真実を取り戻すことが重要なはずじゃ！》

　制服ローブのフードの中へと舞い降りた最強種は、超音波であなたを促します。

　アルテリアが危険リスクに身を晒さらし、石化の毒を浴びたのは、「真実を取り戻したい」というあなたの意志を護まもるため。

　その献身に報いたいと願うなら、殺人鬼から知を奪う絶好の好機を、無駄にしてしまうわけにはいきません。

「……わかった」

　あなたは千切れた護符を制服ローブの懐に収め、殺人鬼に向き直りました。

　魔導書グリモワを失い、論理障壁ロジツクウオールを砕かれ、魔力回路マジツクヴエインをも消耗させた殺人鬼は、しかし群青色の瞳に鋭い戦意を宿し、あなたを睨にらみ続けています。

「……吸血、鬼。……あなた、だけは……っ！」

《……昨夜あの書斎アトリエの近くにいたということは、此こ奴やつは汝の父御と何らかの関係がある。そして汝の命を奪わんとしたことは、その関係が邪悪なものであるとの疑いを深める！》

（ああ。あんな迷宮の深層にいたのも、書斎を訪れる人間を殺すためならおかしくない。こいつは五年前の事件を知っていて、だから目撃者ぼくを殺そうとしたんだ……！）

《かつて図書館都市を逃れた汝を、五年間も待ち続け、暗殺さえも企てるほどの『敵』。それは偉大な博士ドクトルマグナを謀殺した仇かたき以外に有り得ぬ！　つまり此こ奴やつの知を吸えば……！》

「父上の仇の情報を奪い取れるはずだっ!!」

　あなたは殺人鬼に覆おおい被かぶさり、膝で両脚を押さえつけ、馬乗りの体勢を作ります。

　殺人鬼が抵抗しようと思っても、もう無駄です！

「……殺し、なさい。吸血鬼にされて、虜囚の辱めを、受ける、くらいなら……っ！」

「愚弄するな、殺人鬼。僕が仇きさまに求めるのは、復ふく讐しゆうではなく真実だ!!」

　殺人鬼に舌を嚙かまれぬよう、あなたは襟元を摑つかんで絞り上げます。

「ふ、ぐ……っ!!」

「……五年前のあの日から、僕は真実を求め続けてきた。魔法も記憶も失って、それでも真実を取り戻すために、図書館都市に戻って来たんだ!!」

　あなたは殺人鬼の群青の瞳を、鋭く睨にらみ付つけて問とい質ただします。

「──答えろ殺人鬼!!　五年前に父上を……奥おく月つき戒かいを殺したのは誰なんだっ」

　御お父とう様さまの死の真相。あなたが希こいねがう、五年前の真実を。




「……父上、ですって？」

　深い藍色の双そう眸ぼうが、内心の疑念を映すように、かすかに細まりました。

「……ちちうえ、奥月姓？　しかし吸血の贄にえであるはず……まさか『筆者シナリオライター』の？」

　殺人鬼はあなたを見据えたまま、狂人の譫言うわごとのように、意味不明の単語を並べ立てます。……あなたが真実から遠いと知って、虚きよ言げんで惑わせようとしているのかも知れません。

「……白々しい真ま似ねを……！　仇かたきには似合いの浅薄な手段だな!!」

　魔法戦に敗れ、あなたに組み敷かれてなお、欺ぎ瞞まんと虚飾で真実を覆い隠そうとする仇。あなたは卑劣な暗殺者の襟を引き絞り、低い声で呟つぶやきます。

「ぐっ……は、放しなさい吸血鬼！　あ、あなたとわたくしには、大きな誤解が……っ」

「容赦しない……！　お前が僕から真実を奪うって言うのなら……！」

　この殺人鬼の背後にいるのは、あなたから全てを奪った仇。力ずくで人命を奪い去った人間に、言葉で真実を問うても詮無きこと。

　交渉や拷問に意味は無いと判断したあなたは──吸血歯を剝むき出だしにして言いました。

「奪い返させて貰もらうぞ、殺人鬼……！」

　あなたが吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーから継承した「吸知能力」。それはいかなる虚構も破壊できる、真実を取り戻すための力。

　敵が口を割ろうとしないのなら、血液から情報を奪い取るまでです！

「貴様の血潮に溶け込んだ、五年前の知識のすべてを!!」

　首筋に歯を突き立てるために、邪魔するブラウスの胸元を乱暴に引き裂くと、




　──ちりん、と涼やかな金かな鎖ぐさりの音を立てて、

　あなたのものと全く同じ、水晶クリスタルの護符が揺れました。

「……は？」

　護符は殺人鬼の肌を滑り、豊満な乳房の谷間で小さく揺れて、止まります。

　キラキラと陽ひ差ざしを反射する、黄こ金がね色のヴェネツィアン・チェーンも、

　魔力を閉じ込めて青紫色に輝く、ルーロー・トライアングルの水晶クリスタルも、

　それは御お父とう様さまがあなたに遺のこした護符と、まったく同じものでした。




「な……んで、貴様が、この護符を……」

　理解不能な展開に、あなたは呆ぼう然ぜんと呟つぶやきます。

　だってこの水晶クリスタルの護符は、偉大な博士ドクトルマグナ奥おく月つき戒かいが、愛する息子のために製造した魔導具アーテイフアクト。この世にたった一つしか現存しない、絶対防御の魔力回路マジツクヴエイン。

　御父様があなたに遺した、深き愛情の縁よすが。

　ゆえに偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒が、その護符を殺人鬼に与えることなどありえません。




「貴様、どうして……っ、この護符は父上にしか造れない魔導具アーテイフアクトのはず!!」

「っ！　こ、この護符の素性を知っているということは、先程の論理障壁ロジツクウオールは……まさか、あなた本当に奥月先生の……!?」

「　お、奥月先生だって!?」

　薄紅色の唇から零こぼれた言葉に、あなたは制服ローブの襟元を引き絞る力を強めます。

　殺人鬼は御父様の敵、あなたから全てを奪い去った仇かたきの仲間。

　護符があなたの眼がん前ぜんに曝さらされ、正体を偽る意味を失った今、彼女が奥月戒を「先生」と呼ぶ理由など存在しないはずです！

「し、『筆者シナリオライター』の刺客が奥月戒の息子を騙かたり、わたくしを消そうとしていたのでは……」

「父上の息子を騙った、って……っ、ふ、ふざけるな殺人鬼！　貴様は僕と父上の関係を知って、だから僕を殺して、真実を闇に葬るつもりだったんだろっ!?」

　あなたは燃え盛る憤怒に叫びながらも、嚙かみ合あわない会話に苛いら立だちを強めます。

「殺人鬼は仇の仲間であり、あなたを殺そうとする暗殺者」。

　ありとあらゆる状況証拠が、その推論を支えていたはずなのに……

　彼女が御父様を「先生」と呼ぶことだけが、説明不可能な矛盾となってしまうのです。

「……き、貴様は、一体……!?」

　あなたの思考に渦巻く疑念が、殺人鬼の正体を暴くよりも早く、




「……奥月さん。わたくしは偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒の……あなたの御父様の弟子ですの」




　絶望と失意に震える声が、その正体を自白しました。

「……は？　奥おく月つき戒かいの……父上の弟子、だって？」

　燃え盛っていた憎悪が、張り詰めていた緊張が、瞬く間に失われてゆきます。どうやらあなたと殺人鬼の間には、重大な誤解が存在していたようです。

「き、きさま、僕を暗殺するために放たれた、父上の仇かたきの仲間じゃ……!?」

　あなたが仇の仲間だと思い込んでいた殺人鬼は、実は御お父とう様さまの弟子であり、

「わっ、わたくし、なんて大それた過ちを……！　先生の死の真相に近付いたわたしを、仇が暗殺するために送り込んできた吸血鬼だとばかりっ、こんなの、うっ、う……」

　彼女もまた、偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒の死の真相を、独自に調査していたのです。

　つまり先程の戦闘シーンは、ぜーんぶ無意味な茶番劇だったということになりますね。

「──えぇええぇええぇえッ」

「──噓うそですのおぉおおぉっ」

　重なり合う二つの絶叫が、『薬草院アポセカリア』の最外殻に響き渡りました。

「じゃ、じゃあ貴様が持ってるこの護符は、父上がお前に与えたものだってことか!?」

「そうですのっ!!　命の恩人である奥月先生から賜たまわった、何よりも大切な……な、なのにわたくし奥月さんに、なんて大それた過ちをぉおぉぉ……っ!!」

「っ、だ、大それた過ちすぎるだろ　僕いっかい死んじゃったんだぞ」

「と、いうことは……あなた、もしかして人間だったんですのぉっ!?」

「気付く順番が逆だろ!!　教室で会った瞬間からそう言い続けてきただろうがっ!!」

「だ、だってあの時はっ!!　わ、わたくしも驚いて、気が動転していて……！」

「気が動転してたら他ひ人と様さまの身体に鉛筆刺すのかよ、お前はっ！　僕の膵すい臓ぞう返せよっ！」

「あの論理障壁ロジツクウオール、確かに見覚えがあると思ったら……あなたが先生の御ご子し息そくだったなんて、わ、わたくしわたくしなんとお詫わびしたら良いか……!!」

「言葉で謝って足りるか！　僕お前のせいで半人半鬼の半ハン端パイアになっちゃったんだぞ!?　つーかアルテリアがいなけりゃお前、正真正銘の殺人者なんだからなぁっ!?」

「ごめっ、ごめ、ごめんなさい……」

「だから謝って済むような問題じゃない！　お前僕に何しでかしたのか覚えてないのか!?　三九本も槍刺して膵臓に鉛筆刺して指消して骨砕いて石化させかけたんだぞ」

　あなたは迸ほとばしる激情に身を任せ、殺人鬼を思いっきり罵倒します。

　よりにもよって御父様の弟子に襲われ、アルテリアと一緒に石化されて殺されてしまうところだったのですから、あなたには激怒する権利というものがあるはずです。

　死の恐怖の反動に押されるように、殺人鬼への痛罵を重ねようとして、

「……ぅ、く……っ」

　はらり、と。

　殺人鬼の群青の瞳から、一ひと雫しずくの涙が零こぼれました。

「っ……殺人鬼、おまえ……!?」

「……ごめんなさい、ですの。わたくしはただ、ただ先生の御ご恩おんに報いるために……っ、なのに先生の御ご子し息そくを、『筆者シナリオライター』の刺客と間違えてしまうだなんて……っ！」

「『筆者シナリオライター』？　ま、間違えて殺そうとした、って……!?」

　後悔に震える涙声に、あなたははじめて、殺人鬼が戦おうとした理由に思い至ります。

　殺人鬼は言いました。「奥おく月つき戒かいの死の真相に近付いた自分を殺しに来たのだろう」と。あなたと仇かたきの刺客を「間違えて」、魔法戦を挑んで撃ち破ろうとしたのだと。

　……でも、それは辻つじ褄つまの合わない話なのです。

　殺人鬼があなたと誰かを間違え、勘違いの果てに魔法戦を挑んで殺しかけるためには、あなたと取り違えられた何者かが。

　あなたと殺人鬼以外の第三者が、どこかに存在していなければならないのですから。

「ま……待て、殺人鬼。まさかお前、僕ら以外の誰かに襲われて……!?」

　そう考えたあなたは、殺人鬼の言葉の意味を問おうとして──




「ふ……っ、ふにゃあああああっ」

　超どこかで聞いた憶おぼえのある、猫っぽい叫び声に阻まれました。




　……さて、あなたは殺人鬼と連れ立って教室を出て、まったく人気のないバルコニーに辿たどり着つき、魔法戦した後、彼女を組み伏せて胸元を暴きました。

　これらの行動を思春期の不健全な色眼鏡で見ると、以下のように表現できます。

　恋人との昼食の約束を忘れていたあなたは、怒る恋人を暴力でねじ伏せようと魔法戦を仕掛けたものの、あっさりと敗北。

　怒りの収まらない恋人に追撃されると、浮気相手の銀髪少女（しかも全裸）を召喚し、攻撃を肩代わりさせて致命傷を与えた上に、どこかに転移させました。

　そして今度は銀色の霧に包まれたかと思うと、一転攻勢を開始。恋人を乱暴に組み伏せ、彼女の衣類を剝はぎ取とって──

　肉体言語（意味深）を以もつて、痴ち話わ喧げん嘩かに強引な終止符ピリオドを打とうとしているところです。

「あ……なっ、こっ、これは違っ！　違うんだよ話を聞いてカルミアさ──」

「おくつきの、ド変態にゃあぁああああっ」

　猫族フエレース特有の甲高い鳴き声が、『薬草院アポセカリア』の最外殻に響き渡りました。

「おっ、おい委員長っ！　良いところなんだから邪魔しちゃ悪……うぉおっ!?」

「放すにゃあっ!!　こ、こ、こんな不純異性交遊、見過ごすわけにはいかないにゃ!!」

　講義塔へと続く出入口から、耳と尻尾の毛を逆立たせたカルミアが飛び出してきます。頰ほおが真っ赤に染まっているのは、きっと激しい怒りと羞恥心の複合作用でしょう。

「か……カルミアさんっ!?　それにクラスメイトの……こっ、来ないで下さいまし!!」

　殺人鬼は豊満すぎて手に余る胸をブラウスで隠そうとしながら、慌てた声で叫びます。傍はたから聞いていると、強ごう姦かんされかけて泣きべそかいてる少女の声にも聞こえますねぇ……

「ま、まずいわ顔を見られた！」「くそっ、おい委員長、いいから逃げるぞっ!!」

「ふぎゃ！　ちょっ、乗るにゃー！　重いーっ!!」

　更に犬っぽい男子生徒まで飛び出してきて、あなたたちに割り込もうとしたカルミアを、強引に捕まえて制止します。

　彼はとても朗らかに笑うと、親指を立てて宣言しました。

「安心しろ奥おく月つき、エリカ！　俺たちは何も見てないし、誰にも何も話さないからさ!!」

　確信をもって申し上げますが、彼の言葉が遵守されることは絶対にないでしょう。

「ま、待って、これは誤解だよっ！　ていうか君たちいつから見てたんだよっ!?」

「逃走用魔法を詠唱しろ！　編入生に捕まったら、腹いせに血祭りに上げられるぞ!!」

「上げないよぅ」

「どっ、どど……っ、どいてくださいですの、奥月さんっ」

　あなたは涙目で叫びました。と同時、殺人鬼の膝蹴りがあなたの背中に突き刺さります。

「うげぶ!?」

「詠唱完了っ！　発行するわよ、委員長捕まえてて！　発行エクセキユート・旋風の双翼」

　あなたが面白い声を上げていると、クラスメイトたちが疾風と共に消滅します。流石さすがは『薬草院アポセカリア』の十年生、逃走用魔法なんて朝飯前と言ったところでしょう。

「わ、わわっ、く、口止めしなければ！　魔法戦を行ったことを広められる前に!!」

『薬草院アポセカリア』の学則では、生徒同士の魔法戦闘は厳禁です。腰椎と坐ざ骨こつ神経とを破壊されたあなたがのたうつのを尻目に、殺人鬼が目をぐるぐるさせながら立ち上がります。

「きゅっ、吸血鬼！　……じゃ、じゃなくて奥月さん！　詳しい話は後にしますわよっ！　わたくしはあの方たちを止めて、あなたの秘密を守ってみせますの!!」

　殺人鬼はそう叫ぶと、防壁区画の中へと慌ただしく駆けてゆきます。

　後には下半身不随にされた半ハン端パイア、蝙コウ蝠モリ姿の吸血鬼、そして最外殻の壁面いっぱいに突き刺さった石いし槍やりの群れが残されるばかりとなりました。

《……やれやれ、どうやら行ったようじゃのぅ。これ、いつまで這はいつくばっておるか。早う腰骨を再生させて立ち上がるのじゃ》

「ぐぅう……っ、脊髄を破壊された上、編入そうそうクラスメイトにとんでもない誤解を受けてしまったぁ……！」

　あなたは猛烈な痒かゆみと羞恥心に苛さいなまれながら、なんとか身体を起こします。

　とても数分前まで命懸けの魔法戦を演じていたとは思えない、ひどく不格好な為体ていたらくです。あなたの人生にはシリアスになりきれない呪縛でも掛かっているのでしょうか？

「ふーっ、ふーっ……あ、あの殺人鬼、僕を『仇かたきの仲間と間違えた』って言ってた……！　僕と殺人鬼以外にも、他の勢力が存在してるってことなのか……!?」

《……あの殺人鬼の小娘が、こともあろうに汝うぬの父御の弟子じゃったとはの。……じゃが汝、今は逃げる方が先決じゃ。このままじゃと処刑されてしまいかねぬぞ》

「えぇ!?　しょ、処刑されるって、あの殺人鬼にか!?」

　いいえ、偉大な博士ドクトルマグナの魔導にです。

　思い出してください。ここは四大勢力の第三位、『薬草院アポセカリア』の総本山。圧倒的な魔導を誇る迷宮探索者たちの巣窟です。

　いくら人目の少ない最外殻とはいえ、目撃者もいる中でこんな大規模な魔法戦を演じてしまったら、偉大な博士ドクトルマグナに通報されるのは、至極当然の帰結でしょう。

「や……やばいっ！　魔法戦のことがバレたら、偉大な博士ドクトルマグナに殺される!!」

　あなたは死の恐怖に飛び起きて、荒れ果てたバルコニーから、全速力で逃げ出します。

　偉大な博士ドクトルマグナに見つかって処刑される前に、寮の部屋まで逃げ帰るのです！
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　つかまりました。

「……付かぬ事をお訊ききしますが、不純異性交遊の噂うわさが、先生の耳に届いているです」

　生徒指導室の椅子に深く腰掛けた偉大な博士ドクトルマグナが、とても低い声で問いかけます。

　逃走開始からわずか八行、渡り廊下を走っていたと思ったら連行されていたあなたは、何が起こったのかも解わからないまま、目を白黒させながら答えます。

「あ、あれぇ……？　僕、たしか一瞬前まで廊下にいたと思うんですけど……??」

「緊急の用件なので、失礼ながら空間転移魔法で呼び出させて貰もらったです」

　どうやら空間を操る超強力な魔法により、生徒指導室まで連行されて来たようです。

「転移テレポート直後に恐縮ですが、お二人の不純異性交遊の噂について聞かせていただきます」

「そ、そのー……先生？　その噂っていうのは、一体誰から……？」

「四、五人の生徒さんです。先生が知ってるくらいですから、学年中に広まっているです」

『薬草院アポセカリア』の長い昼休みが仇となりました。魔法戦を目撃したクラスメイトたちにより、超壮大な伝言ゲームが行われたようです。

「噂の内容についてですが……そりゃーそりゃーお二人もお年頃なのですし？　これだけ沢山の男女が一緒にいるのですから、恋愛に発展することだってあるでしょう」

「……殺されますの。先生に説せつ教きよう殺ごろされますの……っ！」

（せ、説教殺されるって何だよ!?　いったい何されちゃうんだよっ!?）

「どうしても若い男女の仲、その、えと、そーゆーコトもあるかもです。でもっ、学校で致すというのは問題です！　そゆコトは二人っきりでしなきゃダメなのです！」

「あんな魔導に敵かないっこないですの、一瞬で拘束されましたの殺されますの……!!」

（たしかにアレはこわいけど！　ふと気付いた瞬間に空間転移させられてたけどっ！）

　殺人鬼は恐怖にガチガチと歯を鳴らして震えています。魔導に長たけた彼女だからこそ、偉大な博士ドクトルマグナとの力の差というものが想像できてしまうのかも知れません。

「肉情に駆られた交際はもっての外です！　噂うわさが本当だったら、先生も不本意ですけど、かなり重めの罰を与えなければなりません。お二人から、なにか釈明はありますか？」

「……わたくしは、何もしておりませんの。何もしておりませんのに……っ」

「ぼっ、僕も天地神明に誓って、不純な行為はしていません!!」

「……とつぜん奥おく月つきくんがえりちゃんに跨またがり、胸元をはだけさせたというお話は？」

「誤解ですわっ！　胸元をはだけさせたのは、お、奥月さんが……」

「急に鼓動が不安定になったと殺じ……彼女が言ったので、僕が診ようとしただけです！」

「……鼓動が、それは大変ですね。では魔法を痴ち話わ喧げん嘩かに使用したという噂については？」

「痴話喧嘩などではありませんわっ!!」

「はい！　正真正銘の殺しあ……模擬戦闘です!!　絶対に間違いなくッ!!」

「学則ルールにはこう書いてあるのです。『緊急時を除き、学内での魔法使用は禁止する』と。イタズラ程度の魔法も原則禁止、魔法戦闘なんてもっての外なのですよ。なのに……」

　ユズ先生は悲しげに目を細め、失望に満ちた声色で続けます。

「あろうことか奥月先生の息子さんとお弟子さんが、あんな魔法戦を演じるなんて……」

「っ……お、奥月先生の、御ご子し息そく……！」

（……ゆ、ユズ先生がこう言うってことは、やっぱり殺人鬼は殺人鬼じゃなくて、本当に父上の弟子だったのか……）

　あなたは偉大な博士ドクトルマグナに怯おびえながらも、ちらりと殺人鬼の横顔を窺うかがいます。

　御お父とう様さまの護符を目にしても、まだ信じることができませんでしたが……御父様の同僚、ユズリハ・ダフニフィーラム・ウァーラ先生までもが言うのです。

　この殺人鬼……もといエリカは、本当に奥月戒かいの弟子なのでしょう。

「あの……っ、せ、先生！　あの魔法戦は、わたくしの責任なんですのっ！　奥月さんは悪くありませんの、ただわたくしが勘違いして……!!」

（元）殺人鬼のエリカは、あなたを庇かばい立だてするように呟つぶやきます。

「でも学則ルールは学則ルールなのです。悪いことしたら罰を受けなきゃダメなのですよ」

「……っ、ご、ごめんなさいですの……」

　元殺人鬼は申し訳なさそうに俯うつむき、両手で巻まき角づのを隠すように握って縮こまります。

　殺人鬼だと思っていた頃からは想像もつかない怯おびえようですが……彼女も彼女なりに、あなたを殺して鉛筆刺して指消して石化させようとしたことを悔いているのでしょう。

（……こいつ、まともに反省できたんだな……）

　元殺人鬼の神妙な横顔を見つめて、あなたは不思議な感情が湧いてくるのを感じました。

　御お父とう様さまが殺されてから五年、あなたは真実を取り戻すことだけを願って生きてきました。……奥おく月つき戒かいの弟子を称する彼女が、もしもあなたと同じ真実を求めていたのだとしたら、彼女が過ごした五年もまた、あなたと同じ絶望に苛さいなまれていたのかも知れません。

（……昨日僕が殺されたのは、父上の書斎アトリエのある階層だった。……あんな迷宮の奥深くにいたのは、もしかして、父上の死場所を参ってくれていたからなのか……？）

　先記の通り、あなたが殺された階層は、一般の探索者が立ち入る場所ではありません。奥月戒と深い縁ゆかりのある人間でなければ、あなたと出で逢あうことはなかったはずです。

　あなたが忘れ去ってしまった過去、殺人鬼と御父様に何があったのかはわかりません。ですが奥月戒を「先生」と呼び慕い、その暗殺の真相を五年間も調べ続けるというのは、並大抵の恩義に対する行動ではないでしょう。

　偉大な博士ドクトルマグナが弟子と認め、息子あなたと同じ護符を与えた少女。

　彼女はあなたが失った過去と、深い関わりのある存在なのかも知れません。

「不純異性交遊は不問としますが、えりちゃんにはバルコニーの修繕をしてもらうです。奥月くんも、魔法は使ってないでしょうけど、お咎とがめ無しという訳にもいかないのです」

「え？　あ、は、はい……」

　既に記した通り、あなたの心は一切の魔法を受け入れられません。『薬草院アポセカリア』で学ぶにあたり、担任教諭であるユズ先生には、一通りの事情を報しらせてありました。

「ええと……そうですね。奥月くん、教科書類はまだお持ちじゃありませんでしたよね？」

「そ、そうですが……」

「少し厳しい罰ですが、今週は金曜が祝日なので、迷宮探索の日が繰り上がって、明日になるです。明日の探索時間を使って、自分の教科書を発掘してきてください」

「え……」

『薬草院アポセカリア』は潤沢な奨学金制度を運用しており、学費と生活費は無料です。（卒業後には迷宮から得た本の大部分を納める義務があるので、前借りという方が正しいですが）

　当然、教科書類や副読本などの写本レプリカ類も無償配布されるので、それを自力で用意しろというのは、あなたが普通の学生であれば、軽めの罰にはなるのでしょう。

「ということは……『昇降機エレベーター』は、使わせて頂いていいんですよね？」

「えと、教職員用のは使わせられませんよ？　それ以外の使用は、自由ですけれど」

（……こ、これは、ユズ先生はもしかして……）

《うむ、汝うぬに気を利かしてくれたのかも知れぬのぅ。魔法を使えぬ汝にとって、魔導書グリモワの発掘と拡充は喫緊の課題じゃし、なれば昇降機エレベーターの使用は必要不可欠じゃからの》

　あなたが一千枚という貴重な余命を割いて授業に出たことには、もちろん探索に必要な知識を得る目的もありますが、昇降機エレベーターの存在が非常に大きかったのです。

「頑張ってくださいなのです。……それとも、迷宮に入ることに、不安があるですか？」

「い、いえ、わ、分かりましたっ！　必要な教科書類は、必ず見つけ出してきます！」

　あなたは先生の厚意を悟って、深々と礼をしました。おそらく教科書の発掘は建前で、先生は魔法を使えないあなたに、魔導書グリモワを揃そろえる機会を与えてくれたのでしょう。

「異論なしですね。では噂うわさの拡散が落ち着くよう、本日終日までの謹慎も命じるですよ」

「わ、分かりました、自室に戻って謹慎しております」

「家か祖その名誉に恥じぬよう、しっかり反省するですよ」

「……ありがとうございます。……ご迷惑をおかけしました、ユズ先生」

　あなたは深く頭を下げ、そして古い黒こく檀たんのドアを開きます。

　申し訳なさそうな殺人鬼の横顔を背後に残し、あなたは生徒指導室を後にしました。
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「……ふー、なんとか無事に戻ってこれた……」

『薬草院アポセカリア』第三寮塔の自室に辿たどり着ついて、あなたは安あん堵どの溜ため息いきをつきました。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの不死性を得たあなたは、本来肉体の疲労とは無縁の存在なのですが……張り詰めていた緊張の糸が緩んでしまったのか、急に身体が重く感じます。

「……はぁあ。今朝この寮室を出たのが、遠い昔のことみたいだよ……」

《むむー、あまり顔色が良くないのぅ。……まぁ汝にしてみれば、吸血鬼化や記憶障害に殺人鬼の小娘との再会と戦闘と、怒ど濤とうの一七五ページじゃったからのぅ》

「たった半日で起きる事件にしては、ちょっと濃密すぎるよ……はぁ、今日は自宅謹慎で出歩けないんだし、少し休憩することにするか……」

　そうですね。考えなければならないことは山積みですが、それはそれとして戦闘の間にボロボロになってしまった制服ローブだけは着替えておきましょう。

　あなたは疲労した思考を中断し、もうほとんど襤ぼ褸ろ切れと化してしまった制服ローブを脱いでベッドにぽいっと投げつけました。

《わ、ちょっと待……ぷぎゃ》

「あっ」

《ななっ、何をするか、ばかものーっ！》

　アルテリアが制服ローブに隠れていることを、完全に忘れていました。

　銀白の蝙コウ蝠モリはあなたの服から抜け出してきて、恨みがましくあなたを見つめます。

「ご、ごめんアルテリア、いろいろ考えごとしてて！　大丈夫か？」

《ぐぬぬ……鼻が痛いのじゃ、元の姿に戻るのじゃ、さっさと妾わらわの服を広げるのじゃっ！》

「え？　服って……あーっ!?　こ、こんなところに詰め込んでたのかよ!?」

　なぜか脱ぎ捨てた衣服が膨らんでいると思ったら、制服ローブに付いているフードの中から、アルテリアが着ていた薄絹の掛衣カシユクールが出てきました。蝙コウ蝠モリからの変へん化げに伴う体積量の変化に備えて、着替え用の衣服を用意していたのです。

《し、仕方ないじゃろっ？　いくら真祖の妾とて、服と一緒に変へん化げはできぬのじゃし……》

「だからって僕の服を収納スペースにするなよ！　いつも〈本〉を取り出す時みたいに、影の収納使って、物陰とかで着替えればいいじゃんか！」

《ななっ!?　わ、妾の生着替えを見たいと申すかぁ》

「申さないよ！　僕はそんな変態じゃないよ！　つーか戻るならさっさとしろよっ！」

「……ふーんだ、どーせ妾は絶壁なのじゃぁ……」

　ところどころ石いし槍やりに貫かれた布地シフオンを広げると、蝙コウ蝠モリが飛び込んできて煙を上げます。

　しゅるりと滑らかな衣きぬ擦ずれの音を立てて、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが本来の姿を取り戻しました。

「はふー……わらわも縮こまったまんまで疲れたのじゃ」

　アルテリアは背後のベッドに倒れ込むと、敷布の感触を楽しむように手足を伸ばします。

「おおっ、人間の寝床も悪くないのぅ。ごくらくごくらくー、なのじゃー……」

「……ベッド使うのはいいけど、あんまりその格好で暴れるなよな」

　あなたは掛衣カシユクールの隙間に見える肌色から目を逸そらしつつ、椅子に腰を降ろしました。




「ふー……」

（……今日は、いろいろ大変だったな。船の中で想像してた『薬草院アポセカリア』の留学生活とは、かなり違う一日だった）

　ええ、そうですね。なにせ朝目が覚めた瞬間から、殺人鬼に殺されて吸血鬼に救われて、記憶を失ったまま全裸の真祖と全裸で同どう衾きんしている状態でしたし……

　それに御お父とう様さまの仇かたきとの戦いを想定してはいても、本当の殺し合いは初めてでした。

「……もう少しで、死ぬところ、だったんだよな」

　ぽつりとそう呟つぶやいて、あなたは先の魔法戦の恐怖を、今さらのように思い出しました。戦場における死線、人生を一瞬にして終わらせてしまう魔法の恐ろしさを。

（……誰かを救える人間になるって、僕は誓ったはずなのに。……なのに父上の元弟子と戦って……アルテリアを、死なせかけた）

　五年前の惨劇の夜、御父様を喪うしなったあの日、あなたは誓いを立てたはずでした。

　もう二度と、自分の手の届く場所で、誰かを傷つけさせはしない、と。

（……父上を暗殺した仇かたきは、魔法犯罪者である可能性が高い。目撃者の僕が図書館都市アレクサンドリアに戻れば、命を狙われる危険もある。……魔法戦闘は覚悟の上で、だから僕は、誰も傷つけさせないために、強くならなきゃいけないはず、だったのに）

　なのに身体は恐怖に動かず、精神は記憶遡行フラツシユバツクに囚とらわれ、覚悟は戦鎚に容易たやすく砕かれて、あなたは御お父とう様さまと同じように、アルテリアを死なせてしまうところでした。




（……窮地に陥った僕を、アルテリアは命懸けで救ってくれた。……アルテリアだって、真祖の力を失って、自分が死ぬかも知れないって、理解してたはずなのに）

　ベッドに横たわって目を瞑つぶるアルテリアは、まるで死んでいるのではないかと錯覚するほどに、冷たい静せい謐ひつを帯びていました。

　頰ほおにかすかに差した朱あかと、呼吸に合わせて上下する細い肩が、かろうじて彼女の生存を証明しているだけで。

　天使のように無む垢くな横顔からは、最強種の名が示す威厳は、まったく感じ取れません。

（……当然だ。……だってアルテリアは、不死を失っているんだから）

　あなたは椅子の肘掛けに掛けた指を、無意識に握り締めます。

（……理由はわからないけど、アルテリアは最強種としての能力を、ほぼ喪失している。……僕の血を吸うことでしか、石化の檻おりを抜け出せないほどにまで）

　この〈最期の祈り〉の冒頭部プロローグのように、石いし槍やりを一撃で叩たたき落とせるほどの力があれば、アルテリアが石化の黒くろ杭くいを受けることは有り得なかったでしょう。致命的な内臓挫滅さえ瞬時に再生させる不死性があれば、石化の猛毒にも抵抗レジストすることができたはずです。

　もしも吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、全盛期の能力を残していたならば。




（……もし、『吸血鬼』なんて言葉で決めつけずに、アルテリアを知ろうとしていたら。こいつが不死を失っていることに、僕は気付けていたんだろうか）

　ぎしり、と。椅子の木材を接ぐ枘ほぞ穴あなが、あなたを責めるように軋きしみました。

（……だったら、僕のせいだ。吸血種は人類の天敵だ、危険な化物なんだって決めつけて、吸血鬼が人間を救ったことには、邪悪な意図があるんだって思い込んで、殺人鬼との戦いばかり考えて……そのせいで僕は、アルテリアを死なせかけた）

　胸のどこか深い場所が、ずきん、と痛みを放ちます。

　もし、あなたの推察通り、アルテリアが最強の不死者だったなら。彼女が与えた不死が退屈を慰めるための稚気に過ぎず、彼女の語る愛が弱者への憐れん憫びんでしかなかったのなら。あなたは命を救われたことに感謝はしても、罪悪感に苦しむことはなかったでしょう。

　だって吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリアは、人類に仇あだ為なす化物で、

　誰かを想おもう「心」など、彼女には存在しなかったはずなのですから。

（……だけど、違った。アルテリアは不死じゃなくて、優しくて、僕を想おもってくれていて。死ぬかも知れないってわかっていたのに……それでも、僕のために石化の杭くいを身に受けた）

　あなたは後悔に苛さいなまれながら、横たわる吸血鬼の姿を見つめます。

　未いまだ幼さを残す肩の輪郭。肋ろつ骨こつが浮いて見える薄い胸。強く抱き締めたら折れてしまいそうなほど、細く華きや奢しやな骨盤と腰。

　あなたが吸血鬼の語る「愛」を信用せず、吸血鬼を理解しようともしなかったせいで、アルテリアは石化の猛毒を浴び、冷たい石塊いしくれにされてしまうところだったのです。

「……アルテリア。……どうして、お前は……」

　迷いに言葉を詰まらせながら、あなたは吸血鬼の心を問おうとして──

「……む？　な、何を見ておるのじゃ、えっちな視線を感じるのじゃがっ!?」

「っ!!」

　アルテリアの羞恥の声に、言葉を遮られてしまいました。




「ひ、昼じゃからと微睡まどろんでおったら、わらわと二人きりの状況が、汝うぬの獣欲を刺激してしまったというかっ!?」

「っち、違うよアルテリア！　僕はただ、お前に……！」

「う、噓うそをついたって無駄なのじゃっ、わらわを見る目がなんか変だったのじゃーっ！」

　アルテリアは気恥ずかしさに頰ほおを染め、薄いブランケットをかき抱きます。

　自らの弱さのせいで傷つけてしまった身体を、後悔に苛まれながら見つめていたことが、性的な興味によるものだと勘違いされてしまったようです。

「わ、わらわの天使もかくやという可愛かわいらしき寝顔が、眷けん族ぞくを惑わしてしまうとはっ！」

「自分で可愛いとか言うなっ、だから違うんだってばアルテリア！　僕はただ、ちゃんと傷が再生してるか気になっただけで!!」

「傷じゃとっ!?　ま、まさか若い欲望に身を任せ、わらわを押し倒してキズモノにっ!?」

「断じて違うからなっ!!」

「そそそんな不ふ埒らちなことを考えおったら、真祖の力で血を吸い尽くしてやるのじゃっ！」

「っ……今のお前に、そんな力なんて無いんだろっ!!」

　混乱のあまり暴れだそうとした真祖アルテリアを、あなたはとんっと押し倒しました。迷宮最強の吸血種、「銀の夜」の肉体は、呆あつ気けないくらい簡単にベッドへと押し返されます。

「ぷぎゃ！　い、いったい何をするつもりじゃ、はーなーすーのーじゃー！」

「うるさい、いー加減に落ち着け、ばか吸血鬼っ！」

「あうっ!?　くぬっ、痛いのじゃ、もう怒ったのじゃ、血を吸ってやるのじゃーっ！」

　こてんと転がされたアルテリアが、あなたを非難するように叫びます。あなたは真祖の暴走を止めるため、彼女の細腕をベッドの木枠に押さえ付けます。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは手て籠ごめにされると勘違いしたのか、言葉でこそ大げさに脅迫するものの、あなたを振ふり解ほどこうとはしません。

　……だって、彼女は知っているのです。

　その外見年齢に等しい、十歳そこらの少女の腕では、十五歳のあなたの筋力と体重を、押しのけることなんてできないことを。




「……どうして、黙ってたんだよ、アルテリア」

「な、何のことを言っておるのかさっぱりわからぬのじゃ！　いいから放すのじゃっ！」

「吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの力を失ってることを、どうして、僕に黙ってた」

「ふゅ……っ!!」

　あなたが低い声で問とい質ただすと、迷宮最強の吸血種は、怯おびえたように喉を鳴らしました。

「……な、なんのことか、わ、わらわぜんぜんわからぬのじゃ」

「だったらなんで振り解かない。石いし槍やりの滝を砕き割り、衝撃波でドアノブを吹き飛ばせるほどの膂りよ力りよくがあれば、僕の身体くらいは簡単に弾はじき飛とばしてしまえるはずだろ」

「……ぅ、そ、れは……」

　鮮血を閉じ込めたような真紅の瞳に、不安の色が滲にじみます。

「銀の夜」と謳うたわれる不死者の王が、ただの人間の力に、怯えているのです。

「……お前は真祖の力を失って、外見同様の人間レベルの能力しか持たないんだろ……！　あの石化の猛毒に抗あらがう手段なんて、お前には存在しなかったのに……っ!!」

「っ、痛いた……っ!?」

　後悔のあまり手首を握り締めてしまうと、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは痛みに身体を強こわ張ばらせます。真祖に何段も劣る眷けん族ぞくのあなたさえ、心臓を刺されて痒かゆみしか感じなかったというのに。

「……傷を受ければ痛いのに、身体を貫かれれば死んじまうのに……っ、なのにどうして僕なんか庇かばって、石化の黒くろ杭くいを受け止めようとなんてしたんだよ!?」

「……ち、ちがうのじゃ、う、汝うぬを騙だまそうとしたのではないのじゃ……」

「だったら答えろアルテリア！　どうして不死を失ったことを黙ってたんだっ!?」

　幼児のように言い逃れしようとするアルテリアに、あなたは詰問を重ねます。

　だって、あなたは悔しいのです。許すことができないのです。

　吸血鬼の愛を疑い、傷つけ、石化させて死なせかけてしまった、自らの愚かしさが。

（……アルテリアは命懸けで僕を護まもってくれた。僕に噓うそをついてまで命を救ってくれた。なのに都合よく誤ご魔ま化かされ続けているなんて、絶対できない……！）

「……教えてくれ、アルテリア。……どうして吸血鬼おまえは、人ぼ間くを……！」

「……だって、汝は馬鹿なのじゃ。妾わらわを救うために、命さえも省みず戦ってしまうような大馬鹿者なのじゃ！　汝がアホじゃから、噓ついたって仕方ないのじゃっ!!」

「っ、あのなアルテリア、僕は真面目に訊きいてるんだ！　だからお前も真面目に──」




　──ちりん、と。

　差し出された護符の金かな鎖ぐさりが、小さな金属音を立てました。




「っ、あ……」

　脱ぎ捨てられた制服ローブの内側から、アルテリアが取り出した水晶クリスタルの護符は、

「……そうしないと、汝うぬはきっとこんな風に、自分を犠牲にしてしまうと思ったのじゃ」

　封入された魔マ素ナの輝きを失って、虚むなしく透き通っているだけです。

「……ごめん、なのじゃ。この父御の形見の護符が、汝にとってどれほど大切なものか、妾わらわは知っておったはずなのに」

　丸みを帯びた逆三角形の水晶クリスタルを、アルテリアの指先が撫なでます。

　それは護符に付属する追加機能、御お父とう様さまとの動画通信を開くための操作でした。しかし魔マ素ナの輝きを失った水晶クリスタルは、もはや永遠に、遺影としての機能を果たすことはありません。

　アルテリアを石化の黒くろ杭くいから救うために、御父様の魔力を、使い果たしたからです。

「……汝はアホなのじゃ。妾が不死を失ったと知れば、心配するに決まっておるのじゃ。真実を告げてしまえば、汝のようなアホは、どうせまた無む茶ちやをするはずなのじゃ……っ！」

　アルテリアは毛布に鼻先を埋めたまま、消え入るような声で囁ささやきました。

　最強種には似合わない不安げな言葉が、あなたの心を刃のごとく斬り苛さいなみます。

「……あのな、いいかげん怒るぞアルテリア。……お前は僕を救ってくれた恩人なんだ。お前が力を貸してくれたおかげで、僕は殺されずに済んだんだ。だから僕は……！」

「──その力とてっ!!」

「っ!!」

　放たれた悲痛な叫びが、あなたの言葉を遮ります。

　アルテリアは懺ざん悔げするように目を瞑つぶり、シーツを固く握って、震える声で呟つぶやきました。

「……汝を救ったその力とて、元々は汝から簒さん奪だつしたものなのじゃ。じゃから妾は、誰の知も吸わずに汝を救ってみせようと、そう心に決めたのに……っ、結局のところわらわは他者から奪い取らねば何もできぬ、吸血鬼ばけものでしかなかったのじゃ」

「……僕のために、吸知を諦めて……」

　告解にも似た独白に、あなたは吸血鬼の心を悟ります。

　能力喰らいタレントイーターアルテリアは、あなたが彼女を化物だと思っていることを知っていました。あなたが吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーを信用していないことを、その吸知能力を通じて悟っていました。

　だからこそアルテリアは、その愛の真正を、あなたに証明するために、

　他者あなたから力を奪うことをせず、不死を失った身体を、石化の黒杭に曝さらしたのです。

「……だから、僕が護符の魔力を使わされて、怒ってると思ったのか」

「だってっ、だって妾わらわは知っておるのじゃ。汝うぬが父御の護符を肌身離さず持ち歩くのは、その護符が父御の教えの縁よすがだからじゃ。それを知っていながら妾は、妾は……っ！」

「……話を聞け、アルテリア。確かにお前の言う通り、僕はこの護符を大切に思ってた。二度と父上の顔を見られないのも、悲しいことではある。だけど僕は……」

「や、やっぱりなのじゃ！　汝はその形見の護符を、妾より大切に思っておったのじゃ！　じゃからその〈本〉の冒頭部プロローグ、汝は護符に封じられた魔法を使わなかったのじゃろっ!?」

「っ、それは、あのときは思いつかなかっただけだ！」

　この物語の冒頭、殺人鬼に襲われたあなたは、護符の機能を使いませんでした。

　魔力回路マジツクヴエインを持たない状態で護符を発動しようとも、状況は覆らなかったと思いますが……彼女はそれを、御お父とう様さまの護符よりも低等に扱われたからだと考えているようです。

「……っ、わ、妾が悪かったのじゃっ！　ごめんなのじゃ、この通り謝るのじゃ……っ！」

「話を聞けアルテリア！　僕はもう、お前のことを化物なんて……！」

「謝るから、じゃからっ！　じゃから頼む、妾を嫌いにならないで欲しいのじゃっ!!」

　真紅の瞳に涙を湛たたえ、必死に縋すがり付ついてくる吸血鬼を見て──

「ああもう……わかったから落ち着け、ばか吸血鬼っ!!」

　あなたはアルテリアの額ひたいを、びしっと指で弾はじきました。

「あぅっ!?　……い、痛いのじゃ！　妾のおでこになんてことするのじゃっ！」

「お前がアホなことばっか言うからだっ！　お前を助けたいと願ったことに、僕は少しも後悔なんてしてない！　これは僕自身が決めたことなんだ、お前に責任なんてない!!」

「う、汝……ふみゅっ!?」

　あなたは怯おびえるアルテリアの肩を摑つかんで、真正面から宣言します。

「僕は父上の遺影より、お前が大切だって思ったんだ！　だから護符の魔力を使った！　お前のせいじゃない、僕がそうしたいって思ったからだ！」

　この世界に二つしかない御父様の遺影が、あなたにとって大切だったことは事実です。しかしその姿が記憶から失われても、彼の教えまで消え去るわけではありません。

　あなたは奥おく月つき戒かいの教え通り、アルテリアの信頼に、信頼で報いようと決めたのです。

「うぬ……っ、わ、妾は、わらわは……っ！」

「言葉にしなきゃ解わかんないなら言ってやる！　言葉を信じられないなら僕の血を吸え！」

　あなたはアルテリアを乱暴に抱き寄せて、彼女の口元に、無防備に首筋を晒さらします。

　他人の血潮と知識を喰くらう「能力喰らいタレントイーター」に、あなたの心を伝えるために。




「アルテリア。僕は、お前を信じるって決めたんだ」




「……っ、汝うぬぅうぅ……っ」

　彷徨さまようように揺れていた細腕が、あなたの背中を、ぎゅうぅっと抱き締めました。

「──妾わらわだってっ！　妾だって汝を信じてるのじゃ！　汝に救われたあの時から、ずっとずーっと信じておったのじゃっ！　うぐ、うぇえぇぇ……っ！」

「……泣くなよ、ばかアルテリア。シャツに鼻水ついちゃうじゃんか」

「うるさいのじゃ！　か、かわゆい妾の鼻から出るのじゃ、鼻水だって可愛かわいいのじゃっ！　それに〈折り紙〉で新しいのを作るのじゃ、この服はもーダメにしてもいいのじゃー！」

　アルテリアはあなたの服シヤツに鼻先を沈めたまま、むいむいと頰ほおを擦りつけます。

　……図書迷宮の銀の夜、能力喰ぐらいのアルテリア。不死という永遠の孤独を生きてきた彼女にとって、他者からの信頼というものには、きっと特別な価値があるのでしょう。

「汝、うぬぅ……っ！」

「……これで解わかっただろ、アルテリア。お前のためなら、僕は護符なんてどうでもいい。お前から受けた恩に報いるためなら、父上の魔力を失ったって構わない。それでも護符が気になるって言うなら、いっそこの窓から投げ捨てたって構わないくらいなんだから」

「っ、だ、ダメなのじゃ！　捨ててしまうくらいなら、この妾が貰もらい受けるのじゃっ！」

「貰い受けるって……僕はともかく、お前がそれ持ってたって仕方ないだろ？」

「仕方あるのじゃっ！」

　あなたが寮室の採光窓を見み遣やると、アルテリアは焦ったように叫んで護符を抱き締め、あなたに奪われないように、胸元にそっと重ねました。

「……かつて、妾が汝から奪い取ってしまったもの。この程度で返しきれるとは思わぬ。じゃが、それでも受け取って欲しいのじゃ」

　呟つぶやくようにそう言って、アルテリアは護符の水晶クリスタルに優しく唇くち接づけると、

「……今日、この刹那よりこの護符は、わらわの愛の縁よすがなのじゃ」

　きんっ！　と高い音を立て、あなたから奪い取った魔力を注ぎ込みました。

「っ……護符に、魔力を注いで……」

「うぬ。……妾を信じると言ってくれるなら、もうちょっと首を下げて欲しいのじゃ」

　千切れてしまった金かな鎖ぐさりの両端をつまんで、アルテリアはそっとあなたに呼び掛けます。彼女はあなたから吸知した銀白の魔力を、御お父とう様さまの護符に注ぎ直してくれたのです。

「これは、証なのじゃ。妾が汝を愛し、汝が妾を信じるという、証」

「……アルテリア。……うん、わかった」

　あなたはアルテリアの意図を察して、恭うやうやしく真祖に傅かしずきました。

「……僕はもう二度と、お前の信頼を疑ったりしない。たとえ記憶が尽き果てようとも、どんな困難が僕を試しても。それでも僕は、お前に受けた恩を忘れはしない」

　命懸けであなたを救った、この優しい吸血鬼の、深き愛情に報いるために。

「アルテリア。僕は、お前を信じるから」

「……うむっ!!」

　アルテリアはあなたの返答に、心底満足したように肯うなずくと、

　銀白の魔マ素ナに輝く水晶クリスタルの護符を、あなたの首筋にしっかりと結わえ付けました。




「……むふ、むふふっ♪　これで汝うぬは妾わらわのもの～♫　なのじゃっ♡」

「……ま、記憶にあるだけでも、二度も命を救われてるわけだからな。僕は受けた恩にはちゃんと報いるつもりだよ」

　あなたはアルテリアを優しくベッドに返して、そして胸元に結わえ付けられた護符を、指先で確かめるようになぞりました。

「吸血鬼になっちゃったこと、初めは絶望してたけど……お前が真祖だって言うのなら、僕は眷けん族ぞくでも構わない。……今度は僕が、お前を救える人間になるから」

「むふー♪　嬉うれしいこと言ってくれるのぅ、このこのっ♪　汝は幸運なのじゃっ♫　汝のことを一番深く想おもう存在は、このアルテリアをおいて他にないのじゃぞー♡」

「い、一番かどうかは別だと思うけど……でも、この命はお前に救って貰もらったものだから。お前が僕を信じてくれるなら、きっと信頼に応えてみせるよ」

「えへへっ♪　妾を忘れなぞしようものなら、制服ローブの中から金かな鎖ぐさりをぐいって引っ張って、その首ぎゅーぎゅー締めてやるのじゃ！　覚悟しておくがよいのじゃー♪」

「……はいはい。大切な記憶として、〈本〉に忘れないように記憶させとくよ」

「むっふっふー♡　そうと決まれば〈記憶障害を癒いやす本〉を探し出して、ずーっとずっと妾と一緒にいてもらうのじゃ♪　さぁさぁ汝、明日の探索に備えて眠るのじゃー！」

「いやいや、いくら吸血鬼化してるって言っても、この時間から眠気なんて来ないから。自室謹慎中だから出歩くことはできないけど、明日の装備を確認することは……って、あ、アルテリア？　なんで棺かん桶おけなんて取り出してるんだ？」

　アルテリアはあなたの言葉を無視して、自らの影からきゅぽんと棺桶を取り出します。どすんと寮室を揺らした巨大な柩ひつぎが、衝撃でかぱりと蓋を開きました。

「んむ？　そりゃ棺桶といったら寝るための場所じゃろう、何を言うておるのじゃ？」

「……あぁ、吸血鬼の睡眠って、そういえばそういうことだったっけ……」

　はい。人間と吸血鬼の「睡眠」の定義には、かなり重大な齟そ齬ごが存在します。

　人間の場合、睡眠は脳の活動を休止させ、その疲労を回復する行為であるのに対して、吸血鬼の場合、睡眠は自分の生せい地ちの土を媒介に、魔力を回復する行為なのです。

「ほれ、汝も自分の棺桶があるじゃろ？　早うそれに横たわるのじゃ♪」

「棺桶なんて持ってないよっ。っていうか吸血鬼の場合、自分が生まれた場所の土の上で眠らないと、魔力は回復できないんじゃなかったっけ？」

「そりゃまぁ土には劣ろうが、ようは生せい地ちとの魔力的な結合の媒介となれば良いのじゃ。汝うぬの場合は……ほれ、そこの旅行鞄トランクとかが良いと思うがのっ？」

「いくら僕の鞄かばんが大きいからって、トランクに入って眠れるわけないだろ！　……あっ、ちょ、待てアルテリア、なんで僕の肘関節を──カユイっ！　カユ、やめてぇっ!!」

　さきほど護符を結びつけるとき、あなたに触れて体温経由で膂りよ力りよくを吸知したのでしょう。全身に痒かゆみが迸ほとばしったかと思うと、あなたは瞬く間にお手軽サイズに折り畳まれました。




　ごきごき、ぼきん。

＊あなたにとって重要な知識＊　吸血鬼あなたは生きたままトランクに詰めることができる。




「うううぅ……！　旅行鞄トランクで眠る羽目になるなんて、殺人鬼を恨んでやるぅ……！」

　コンパクトに収納されてしまったあなたは、狭い棺かん桶おけの中でさめざめと涙を流します。いくら真祖の不死の代償とはいえ、全身の関節を無む理り矢や理り外されて折り畳まれるなんて、運命の女神はあなたに恨みでもあるのでしょうか？

（これはもう〈記憶障害を治す本〉だけじゃなくて、〈吸血鬼化の解除本〉も必要だッ！　明日は朝イチで迷宮に降りて、父上の書斎アトリエに行ってやるぅ！）

　あなたは（なぜか）足首と耳の間にある拳を、ぎゅうっと握り締めて誓います。

　関節の痒みから解放され、ベッドの上で安らかに眠るためには、吸血鬼化の解除が必要不可欠です。偉大な博士ドクトルマグナだった御お父とう様さまの探索拠点ベースキヤンプ、迷宮深層の書斎アトリエになら、もしかしたら〈あなたを人間に戻せる本〉が残されているかも知れません。

　とはいえ自宅謹慎中の今日は昇降機エレベーターも使えませんし、迷宮探索は明日に持ち越しです。先生に見つかる危険を考えると、準備のために『薬草院アポセカリア』を歩き回ることもできません。明日のためにできることと言えば、睡眠を取って体力を回復するくらいです。

（……まだ眠気がくるには早すぎる時間だけど……残りの記憶ページを考えれば、明日の探索は絶対に失敗できない。……アルテリアの恩義に報いるためにも、〈記憶障害を癒いやす本〉を手に入れて、この呪縛から抜け出さないとっ！）

　あなたは心にそう誓って、旅行鞄トランクの中で目を閉じました。

　明日は迷宮探索日、きっと忙しい一日になるはずです。しっかり休養して体力を回復し、図書迷宮の闇の底から、御父様の蔵書を回収しましょう。






◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り三三一ページ】






　明朝、六時。

　あなたは迷宮探索に必要な物資を片端から背囊バツクパツクに詰め込んで、第三寮塔から最寄りの、古めかしい機械式昇降機エレベーターの扉の前へと辿たどり着つきました。

　図書迷宮に眠る御お父とう様さまの書斎アトリエへ、〈記憶障害を治す本〉を探しに行くためです。

「……はーっ、はーっ、ふー……ようやく、昇降機エレベーターまで、登ってこれた……」

　肩に食い込む旅荷を降ろして、あなたは大きな溜ため息いきをつきました。主観記憶上初めての迷宮探索に張り切りすぎて、すこし荷物を増やしすぎたようです。

「ふー……さすがに装備多すぎたかなぁ。影の世界を収納に使えてたら、まだ持ち運べる量だったはずなんだけど」

《にゃむむ、むにゅー……》

　あなたの制服ローブのフードの中で、銀白の蝙コウ蝠モリが眩まぶしさに憤むずかります。

　宵闇を住処すみかとする吸血鬼の体質か、アルテリアも朝にはめっぽう弱いようです。

「……はぁ。影の収納は使えそうにないし、魔導書店ほんやを探して〈荷物をしまえる本〉でも買うべきだったかな……」

　そうですね。迷宮深く潜るほど物資や食糧の確保は困難になりますから、〈収納本〉は探索者にとって必須の装備です。できることなら事前に購入しておきたかったのですが、残念ながら極東の島国では、〈本〉を買える機会も希少でしたからねぇ。

「そして図書館都市についてからは、殺人鬼に殺されたり吸血鬼にされたりしたせいで、魔導書店ほんやに行く時間もありませんでした……っと！」

　あなたは昇降機エレベーターの安全扉を押し開けて、荷籠に荷物を放り込みました。これで終着駅に着くまでの間は、肉に食い込むような肩かた紐ひもの痒かゆみから解放されそうです。

「ふー……寮室から一番近いのはいいんだけど、それにしても古い昇降機エレベーターだな」

　あなたは金属棒を組んだ蛇じや腹ばら扉とびらを後ろ手に閉めて、昇降機エレベーターの中を見回します。

　手狭な荷籠の床には、うっすらと埃ほこりが降り積もっていて、靴底の跡が残ります。青銅ブロンズの操作盤にはところどころ緑ろく青しようが浮いており、重ねられた歳月を想おもわせるようです。

　主講義塔の大型昇降機エレベーターに比べ、この昇降機エレベーターはあまり使われていないのかも知れません。

（……階数表示が番号灯じゃなくて歯車式だし、非常停止装置も足で蹴り飛ばす形式だ……鍵は掛かってなかったから、ちゃんと動くやつだとは思うんだけど……）

「……うーん、そこはかとなく不安だなぁ」

　あなたは一抹の不安を覚えつつ、錆さび付ついた蛇腹扉のロックを再確認して、古めかしい▼さんかくの下降ボタンを押しました。

　ぎぃい……と軋音が響いたかと思うと、軽い衝撃と共に、昇降機エレベーターが降下を始めます。

　古いだけあって低速な機械昇降機エレベーターは、講義塔内の階層を何度か通り抜けたかと思うと、長く長く続く暗闇の区間に突入します。

　断続的な振動に揺られていると、あなたの制服ローブの襟元が、もぞもぞと動き出しました。

《にゃむにゃむ……うぬー、もう迷宮の底に着いたのかのー……？》

「……おはようアルテリア。さっき昇降機エレベーターに乗ったとこだから、まだ寝ててもいいよ？」

《うにゅー……むー、せっかくじゃから起きるのじゃー……》

　銀白の蝙コウ蝠モリは鼻先をくしくしと擦って、超音波で呟つぶやきます。昇降機エレベーターを塗り潰す暗闇が、吸血鬼アルテリアにとっては目覚めの朝日となったようです。

《……にゃむむ、うぬー、わらわはいつの間に制服ローブに入れられたのじゃ？　この昇降機エレベーター、いったいどこに向かっておるのじゃー？》

「ええと、迷宮に繫つながってることは確かなはずだよ。この速度からすると、迷宮深層まで一気に降りられるルートではなさそうだけど」

《なんじゃー、浅層までしか行かぬやつか。……うー、よーやく目が覚めてきたというに、同じ暗闇ばかりでつまらぬのじゃ。『薬草院アポセカリア』の昇降機エレベーターのくせに遅すぎるのじゃ》

「仕方ないよ。講義塔の高速昇降機エレベーターならもっと速かったかも知れないけど、この大荷物を抱えたまま、あの空中回廊を渡るのは地獄だったと思うし」

《むー、いよいよ汝うぬの迷宮探索が始まるというに、なーんか感動が足りぬのー……》

「……いやまぁ、僕ももう少しくらい感動的な帰郷を想像してはいたけど、観光のために迷宮に降りるわけではないからね？」

　まだ半覚醒状態の蝙コウ蝠モリは、退屈そうにあなたの首筋を甘あま嚙がみします。……確かに蝙蝠アルテリアの言う通り、昇降機エレベーターの縦坑シヤフトの内部はかび臭く冷えていて、迷宮探索への期待をかきたてると言うよりも、陰鬱な不安感を募らせるようです。

　これからあなたが赴く先は、偉大な博士ドクトルマグナが拠点としていた書斎アトリエ。発掘中の最深層よりはいくらかマシですが、危険な階層であるのは間違いありません。

（……それでもあの書斎アトリエには、五年前の真実へと繫がる何かが残されてるかも知れない。父上が遺のこした蔵書の中には、記憶障害や吸血鬼化を治療できる〈本〉があるかも知れない。図書迷宮は危険な場所だけど、きっと踏み入る価値はある……！）

　胸元の護符に指先を触れて、あなたは不安に翳かげる心を鼓舞します。

　あなたが遙か故郷を離れ、家族と別わかれてまで図書館都市アレクサンドリアに戻って来たのは、図書迷宮に過去を願うから。御お父とう様さまが殺されたこの地に、あの惨劇の夜の真実を求めるから。

「……取り戻してみせる。失った記憶と魔法も、五年前の真実も」

　この図書迷宮の闇の最さい奥おう、奥おく月つき戒かいが暗殺された彼かの書斎アトリエに、〈記憶障害を癒いやす本〉が、〈真実を取り戻す本〉が、〈偉大な博士ドクトルマグナになるための本〉が待っているのなら。

　あなたはいかなる危局をも踏み越えて、〈本それ〉を摑つかみ取らなければなりません。

《うむ、その意気じゃ！　この妾わらわの眷けん族ぞくたるもの、闇に怖おじ気けづくようではいかぬぞっ！》

「ああ。ようやく図書迷宮に戻って来たのに、真実にも辿たどり着つけないまま、記憶を失って死ぬわけにはいかないからな。……それに、お前を孤独にすることもできないし」

《ふみゅ！　……そっ、そーじゃぞっ？　汝うぬは妾のものなのじゃから、勝手に記憶喪失になるなど許されぬのじゃ！　ほれ、しかと探索の準備を整えよ！　この鈍間のろまな昇降機エレベーターとて、そろそろ迷宮の闇の底に……うむ？》

　アルテリアが不意に言葉を切り、昇降機エレベーターの床に視線を向けます。

《……な、なんか明るくなってきてないかのっ？》

「え？」

　アルテリアにつられて下を向くと、暗い縦坑シヤフトの闇の底から、微かすかな光が漏れています。迷宮の闇へと降りゆく昇降機エレベーターが、下方からの光に照らされるというのは異常です。

「お、おかしいな、ちゃんと迷宮に繫つながってるはずなんだけど……カユイッ」

　荷籠の隙間から差し込む光に、吸血鬼化した肌がぴりりと反応します。

　日光です。

「に、日光だって!?　もうとっくに地下にいるはずなのに！」

《う、うぬ、変なのじゃ！　迷宮の底で陽の光など差し込むはずが──》

　突然の陽ひ差ざしに慌てた吸血鬼が、あなたに何か言おうとして──




　ごおぉっ!!　と、

　薄暗かった視界は一気に開け、天に輝く太陽が、あなたの網膜を焼きました。




「っ　こ、ここは……!!」

　眩まぶしさに閉ざされた目蓋を、あなたは強引に開きます。虹こう彩さいが収縮して光量を絞り──あなたの瞳は、空中に浮かぶ壮麗な島々を映し出します。

「……と、『図書館』、だ……!!」

　眼がん前ぜんに広がる雄大な光景に、あなたは息を忘れて呟つぶやきました。

　なによりもまず、地下に空が存在していることが驚きでした。太陽が燦さん然ぜんと輝く天井は、果てのない蒼に消えていて、霄しよう漢かんという形容さえ似合うほどです。

　その空の青を背景に、純白の雲を纏まとった美しい群島が、遙か彼方かなたまで連なっています。島々は長い石橋で繫がれ、鳥族の翼や立ち並ぶ家屋が、遠く下方に視認できます。




『浮ふ嶽がくの図書館』。図書迷宮の底に眠る、多種多様な『図書館』の一つ。

　地上と図書迷宮とを繫ぐ、物流と商業と文化の中継地。

　探索ギルド『薬草院アポセカリア』の心臓、麗しき浮遊島の都が、空の果てまで続いていました。












「……あ、あの薄暗い『閲覧室』に着くとばかり思ってたのに……！」

　図書迷宮の大部分は正六角形をした『閲覧室』に占められていますが、しかし稀まれながら『図書館』と呼ばれる大規模書庫が発掘されることがあります。

『図書館』はそれぞれ固有の特色を持っており、『刃は鉄がねの図書館』や『黒森の図書館』、『滝の図書館』と二つ名で呼ばれます。そして〈本〉の発掘が落ち着き、遊閑地となった『図書館』は、この『浮ふ嶽がくの図書館』のように、人々の生活の場となるのでした。

「……『薬草院アポセカリア』の講義塔の下に、こんな大空間が存在してたのか……！」

　昇降機エレベーターを支える鉄骨のシャフトの向こう、家か禽きん化された鷹竜グリフオンが荷物を運んで飛ぶ空を、あなたは感嘆しながら見上げます。

　一般に、窒素や酸素を主成分とする空が青色に見えるためには、レイリー散乱を起こす濃密な大気が三〇キロメートル上空まで続いている必要があります。

　しかし年代物の低速昇降機エレベーターが、十数分でそれだけの高低差を降くだれるはずもありません。つまりこの『図書館』では、「距離」という物理法則が成立していないのです。

《……超音波ピンが帰って来ぬ。この『図書館』、どうやら空間が歪ゆがんでおるようじゃのぅ》

「ぴ、ぴん？　空間が歪んでるって……？」

《……汝うぬのようなアホにも理解できるように言い換えるとの、図書迷宮という神域では、地上のせせこましい常識など、一切通用せぬということじゃ》

「むぐ……と、とにかく広い空間だってことだよなっ？」

　疑問をそのまま口にしたせいで、アルテリアに馬鹿にされてしまいました。空の青さを語るには物理学の知識が足りないようなので、視線を下に向けてみます。

　昇降機エレベーターが向かう先、浮遊する島々には、移動商店の色鮮やかな屋根が建ち並んでいます。時刻はまだ七時にもなっていないというのに……いえ、この時間帯だからなのでしょう。迷宮深層を目指す学生や探索者たちが、街全体に溢あふれています。

　家畜化された迷宮生物モンスターが荷物を運搬し、広い街路を人々の波が行き交う様子は、まるで「都市」という巨大な生命を巡る、血液の流れを思わせます。

　地上の講義塔が『薬草院アポセカリア』の頭脳なら、ここは『薬草院アポセカリア』の心臓部。

『浮ふ嶽がくの図書館』は、図書迷宮の叡えい智ちを人類に広める、経済活動の中心地なのです。

《汝！　これだけ書店の多い島なら、もしかすると〈記憶障害を癒いやす本〉も……！》

「うん！　父上の書斎アトリエまで直行するつもりだったけど、ちょっと店に寄ってみよう！」

　あなたは高まる期待を抱きつつ、『浮ふ嶽がくの図書館』を見下ろし続けました。





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り三二二ページ】






　古めかしい昇降機エレベーターは、ときおり『図書館』の風に煽あおられながら、ゆっくりと降下します。雲が遠ざかるのと同じ速度で大地が近付き、都市の喧けん噪そうが大きさを増してゆきます。

　そして終着点へと辿たどり着ついた昇降機エレベーターは、ぎいぃ……と軋きしみながら停止しました。

　あなたは高低差百数十メートルの旅を終え、ついに『図書館』へと降り立ちます。




「……ついに……ついに帰ってきた！　僕は図書迷宮に帰ってきたぞーっ!!」

　魔力によって浮遊する島の端、空に突き出した発着駅エレベーターホールの石畳を踏み締めて、あなたは静かに叫びました。

　五年間願い続けた図書迷宮に、あなたは、ようやく帰り着いたのです。

《おぉおー……!!　うぬっ、うぬっ、ここは魔導書グリモワを鬻ひさぐ島のようじゃぞ！》

　大通りの入口のアーチ屋根を見上げて、アルテリアは楽しそうに叫びます。焼砂煉れん瓦がの土台に支えられた看板には、「書店島メルキオールにようこそ」と書かれていました。

　図書館に浮かぶ大小様々な浮遊島──浮ふ嶽がくは、売買される商品によって大まかに区画が分けられていて、ここは魔導書店が建ち並ぶ、「書店島メルキオール」と呼ばれる島のようです。

（浮ふ嶽がく『書店島メルキオール』……地上の『薬草院アポセカリア』に負けず劣らず、すさまじい人の数だ……！）

《図書迷宮の中だけあって、亜人の割合も多いようじゃのぅ！　……おおっ！　見よ汝うぬ、翼馬ペガサスが荷車を引いておるのじゃ！》

　露店が建ち並ぶ書店島メルキオールの大通りを、大勢の人々が流れを作りながら行き来しています。

　鉄の大剣を背負った屈強な探索者。書物を安く仕入れようと、店員と交渉する行商人。家畜化された八本脚の巨きよ大だい蜘ぐ蛛もが、大量の本を積載しながら歩いてゆきます。

（迷宮の中なのにこんなに……いや、迷宮の中だからこそ、魔導書店ほんやが多いのか……！）

《すごい人出じゃのー。……んむ、これだけ活気ある市いちならば、〈記憶障害を治す本〉も流通しておるやも知れぬな！　汝、さっそく店を見て回るのじゃっ！》

（……ああ、まずは大通りを一巡してみよう！）

　あなたは人の流れに乗るように、美麗なロカイユ模様に飾られたアーチ門をくぐります。




　道幅十メートルはあろうかという書店島メルキオールの大通りには、色とりどりの表紙が山を成して積まれています。迷宮から出土した魔導書グリモワや、複製された写本レプリカたちの積本です。あなたは人垣の合間から、書店の軒先を順番に眺めて歩きます。

（……〈薪たき木ぎに使える本〉、〈生活雑貨になる本〉、〈可食本〉、〈移動用の本〉。……看板を見てる限りだと、日用の〈本〉が多いみたいだな。図書迷宮の中とは言っても、そんなに珍しい魔導書グリモワは見当たらないのかも）

《うむ、ここいらの露店は、どれも写本レプリカが中心のようじゃ。多少値の張るような魔導書グリモワは、店の奥の金庫にでも大事にしまわれておるのかも知れぬの》

　迷宮から出土する魔導書グリモワには、稀覯度ランクと機能により、一定の相場価格が付けられます。稀覯度ランクＢ以上の〈本〉ともなれば、金銀宝石より高い値が付くことも珍しくありません。そんな貴重な書物を軒先に置くのは危険ですし、珍しい魔導書グリモワが見られないのも道理です。

「……うーん、〈記憶障害を治す本〉や〈写本レプリカ用の本〉は無さそうかな」

《うむむ……希少な〈本〉を購あがなうためには、それなりの高級書店に行かねばならぬか。汝うぬ、どこかに知り合いの書店員はおらぬのかの？》

（え？　父上が贔ひい屓きにしてた書店なら、どこかに残ってるとは思うけど……五年前の記憶、ほとんど失っちゃってるからなぁ）

　偉大な博士ドクトルマグナと謳うたわれた迷宮探索者の御お父とう様さまは、誰も近寄れないような迷宮深層からも、希少な書物を発掘していました。そのうちの何割かは一般市場にも売られていましたし、奥おく月つき戒かいの息子になら、稀き覯こう本ぼんを安く譲ってくれる書店もあるかも知れませんが……

（……正体を秘匿する必要がある以上、父上の名は出せないわけだ）

《むぅ……どこの馬の骨とも知れぬ輩やからに、稀き覯こう本ぼんを見せてくれる店は少なかろうしのぅ。商取引というものは、どこまで行っても信用がすべてなのじゃ》

（お金さえ積めばいいって問題でもないからな。たしか僕の銀行口座には、『薬草院アポセカリア』が管理してくれてる父上の遺産が、毎月振り込まれることになってたはずだけど……）

《〈写本レプリカ用の本〉を買うのは無理、じゃろうなぁ》

　そうですね。〈写本レプリカを生み出す本〉のような稀き覯こう本ぼんとなれば、一冊で家が買えるほどの値が付きます。たとえ預金の額が足りたとしても、盗難や詐欺に遭う危険性を考えれば、一いち見げんの客では商談に乗っては貰もらえないでしょう。

《……仕方ないの。とりあえずは〈収納本〉だけでも買っておけばどうじゃ？》

（そうだな、そろそろ荷物の重さによる痒かゆみに耐えきれなくなってきたし）

　あなたは〈収納本〉が積まれている山に近寄り、ぐるりと周囲を見回します。

　重量別に〈５㎏まで入る本〉、〈20㎏入る本〉、黒光りする山羊のような巻角、〈液体でも濡ぬれずにしまえる本〉が売られているようです。

「……ん？」

　あなたは何かおかしなものが視界を横切った気がして、もう一度周囲を見回しました。

〈５㎏まで入る本〉、〈20㎏入る本〉、超どこかで見た記憶のある黒々とした角、〈液体でも濡れずにしまえる本〉が売られているようです。




「……おい殺人鬼、そこで何してる」

「ぴゃ!?」

　積本の影から鳴き声が漏れたかと思うと、覗のぞいていた角がぴょこんと引っ込みました。あなたは角が消えた場所につかつかと歩み寄って、そこに乱暴に腕を差し入れます。

　ゴツゴツとした棒状の物体を摑つかんで強引に引きずり出すと……

「──あうぅっ!?　な、なにをなさるんですの奥おく月つきさんっ、痛いですのーっ!!」

　果たせるかな、積本の影に隠れていたのは、あなたを殺あやめた殺人鬼でした。




《さっ、殺人鬼の小娘じゃとっ!?》

「やっぱり貴様か……！　おい殺人鬼、こんなところで何やってんだ!?」

「はなっ、はなはな、放して欲しいですの！　角が曲がりますの！　痛いーっ!!」

　殺人鬼はぶんぶんと頭を振ってあなたの右手を振ふり解ほどくと、勢い余って地面にぺたんと座り込みました。もしかしたら角が弱点なのでしょうか、あなたを恨みがましく見上げる群青の瞳には、じわりと涙が滲にじんでいます。

「うぅーっ、酷ひどいですの、角を摑まれましたの何するんですのっ！」

「『何するんですの！』はこっちのセリフだ！　どういうつもりだよ殺人鬼、何の目的で物陰から僕を監視してたんだ!?　つーか、どうして僕の居場所がわかったんだよ!?」

「そ、それはその、あなたの寮塔から一番近い昇降機エレベーターで待ち構えて尾行して……」

「アルテリア逃げるぞ!!」

「っち、違いますの!!　もう戦うつもりはありませんのっ!!」

　尾行ストーキングを自白されたあなたが即座に逃げようとすると、殺人鬼が慌てて戦意を否定します。

　戦うつもりがないと言うなら、一体なぜあなたを尾つけたりしたのでしょうか？

「お、お願いですからわたくしの話を聞いて下さいましっ！　あなたを尾行していたのは、そのっ……あ、あなたに謝罪しようと思っていたんですのっ!!」

「は？　シャザイ？」

《……何を言い出すかと思えば、謝罪じゃと？　馬鹿にしおって……！》

　殺人鬼に最も縁遠いであろう「謝罪」の二文字に、あなたたちは呆あきれて息を吐きます。まさか彼女は、ほんとうに罪を詫わびるために、あなたを探していたのでしょうか？

《否いなっ！　汝うぬ、此こ奴やつは一昨夜このアルテリアを襲い、昨日も汝を死の寸前まで追いやった敵じゃ。いくら父御と縁があるとはいえ、信用できるような相手ではない！》

（……ああ、僕も同意見だ。父上とどういう関係だったかは知らないけど、たとえ五年前父上に認められた人間だったとしても、今も信用に足る人間だって保証はないっ！）

　あなたは魔導書グリモワを抜けるように警戒しつつ、殺人鬼を見下ろして答えます。

「殺人鬼、貴様の言葉は信じられない。今さら謝りたいとか言われたって──」




「ごめんなさいですのっ!!」

　殺人鬼はあなたの言葉を遮って、『図書館』の路地の上に、その額を突きました。




「なっ!?」

「ごめんなさいですの……っ、ごめんなさいですのっ!!」

「え、さ、殺人鬼……!?」

　殺人鬼の鬼気迫る土下座を前にして、あなたは動揺を隠せません。てっきり迷宮の底で出で逢あったときのように、石いし槍やりが三九本は飛んでくると思っていたのですが……

「ごめんなさい奥おく月つきさん、ごめんなさい……っ！」

「ちょっ、殺人鬼!?　こんな所で土下座されても僕が困るんだけど!!　魔導書店ほんやの店先で地に手をつかせて謝らせるとか、むしろ僕の方が悪人扱いされるからな!?」

「しっ、しかしそれではわたくしの気が済みませんの！　わたくしは奥月先生に救われた大恩ある身、それなのに先生の御ご子し息そくを、この魔導で傷つけてしまうなんて……っ!!」

「いや肉体の傷は再生するからまだいいけど、こんな往来の激しい場所で女の子に土下座させる奴やつだと思われてみろ！　社会的に再生不能な傷になっちゃうだろ!?」

「うわっ、あの男子学生こんな場所で女に土下座させてるよ……」「……最低のクズね」

「ほーらこうなっちゃうんだからっ!!」

「で、ですがこの土下座スタイルこそ、日本国における最上級の謝罪スタイルであると、きのう書店で買った怪しげな文献に……！」

「それ詐欺だよ、怪しいと解わかってて信じるなよ!!　ああもう、ちょっとこっち来い！」

「え……わ、きゃあっ!?」

　あなたは殺人鬼に歩み寄り、左腕を摑つかんで強引に立たせると、人目につかない路地裏に引きずり込みました。殺人鬼の真意を推し量ろうにも、周囲の冷たい視線を浴びていては落ち着いて話もできません。

「はぁはぁ……あのな殺人鬼、形だけ真ま似ねした土下座より、重要なのはお前に詫わびる心があるかどうかだろ！　ほんとに謝る気があるなら、スタイルより行動で示すもんだ！」

「……こ、行動で示せと仰おつしやるのは、つまり『脱げ』と言うことですのね……」

「違うよっ!?　どーしてそう変な方向に思考が行くんだよ、路地裏に連れ込んだからか!?　道行く人に誤解されたら、僕の社会的生存があやうくなるだろっ!!」

　あなたは（社会的な）死の恐怖を感じ、殺人鬼の言葉を遮りました。

　昨日の魔法戦の時点で、半ば察していたことではありますが……どうやらこの殺人鬼、いちど気が動転すると、とんでもなく思考力が低下するようです。

「あーもー……本当に謝る気があるなら、まずは説明しろ殺人鬼！　父上に救われたって言ってたけど、そもそもどういう事情があるんだよ？」

「っ……は、はいですの……」

　殺人鬼は胸元のボタンを外すべきか外さぬべきかと指を動かしつつも、あなたの質問にゆっくりと答えます。

「……六年前。生家を追われ、迷宮を彷徨さまよっていたわたくしは、先生に救われましたの」

「は？　家を追われたって……えぇ!?　お前もしかして孤児だったの!?」

「……はい。生家というのは、わたくしが生まれ育った『聖堂カセドラ』のことですの。おそらくあなたもご存ぞん知じの通り、『聖堂カセドラ』は亜人に対し、徹底的人種差別主義を取っていますわ」

「っ、か、『聖堂カセドラ』、って……!!」

　──『聖堂カセドラ』とは、この図書館都市に覇を競う、四大勢力の第一位。

　最も古く、最も強く、最も大きく、そして最も腐敗した迷宮探索ギルドです。

「亜人の血が一滴でも混ざった人間には、一切の人権を認めない」という極めて徹底した人種差別主義は、ごく一部の純人を除く全市民から嫌悪されています。

「その『聖堂カセドラ』に生まれて、六年前に家を追われたってことは……じゃ、じゃあお前は、自分の家族から差別されて、それで『聖堂カセドラ』を離れたってことか……？」

「……はい、ですの」

「っ……！」

　あなたは殺人鬼の過去を想像して、無意識に視線を動かします。

　殺人鬼の側頭から、金の髪を割って伸びる巻角。それは純人種とは異なる起源を持つ、亜人という「被差別人種」の証明です。

（……自分の家族から差別されるって、こいつは、そんな過酷な人生を……）

「……奥おく月つき先生に拾われていなかったら、わたくしはあの迷宮の闇の底、迷宮生物モンスターに身を喰はまれて、死んでしまっていたはずですの」

「……そこを、迷宮探索中に通りかかった父上が、ってことか……？」

「はい。奥月先生は、肉親に捨てられたわたくしを哀れみ、魔導の手て解ほどきを授け、果ては養子に迎えてもいいとさえ言って下さいましたの……」

「!?　父上の養子って……じゃあお前、僕の義妹いもうとになってた可能性あるってこと!?」

「……もしもそうなっていたら、っ、あなたを殺してしまうことはなかったのに……っ、で、ですが六年前の先生は、とても重要な任務を帯びていて、だからわたくしは、えぐ、その任務が終わるまで、『薬草院アポセカリア』に預けられることになったんですの……っ！」

（……ろ、六年前って、確かに父上が忙しくしてた時期と一致するけど……!!）

　なんと皮肉な運命でしょう。あなたを殺した犯人は、かつてあなたの御お父とう様さまに救われ、あなたの義妹になるはずだったというのです。

　五年前、偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒かいが、何者かに暗殺されていなければ。




「──わたくしはっ！　わたくしは偉大な博士ドクトルマグナに救われた身、奥月先生の御ご遺い志しを継ぎ、衆生を救わなければならない博士候補生ですのにっ！　なのにわたくしは、わたくしはっ、罪もない一般人あなたの命を奪い、吸血鬼にしてしまいましたの……っ!!」

「……父上の、遺志……」

　奥おく月つき戒かいの遺志、という言葉を聞いて、あなたの心臓が脈打ちました。

「偉大な博士ドクトルマグナに救われた自分には、偉大な博士ドクトルマグナのように人々を救う義務がある」。それはあなたが五年間繰り返し続けてきた自責と、まったく同じものだったからです。




（……父上の弟子が殺人犯になってるなんて、今までは信用できなかったけど……だけど今の言葉には、確かに父上の教えが遺のこされている気がする……）

　最愛の父を喪うしない、失意の底にあったあなたを支え続けて来たのは、偉大な博士ドクトルマグナが遺した教えでした。父の名に恥じぬ人間になりたいという想おもいが、絶望に暮れる夜、幾度となくあなたを励ましてくれました。

　あなたが御お父とう様さまの教えを大切に思うように──殺人鬼も殺人鬼なりに、奥月戒の教えに報いようとしていたのかも知れません。

（……さっきの話が本当なら、こいつは家族を……大切な拠より所どころを、二度も失ったのかも知れない。……その痛みはもしかしたら、僕よりも大きいものだったのかも知れない）

　御父様を喪ってなお、あなたには心の支えとなる家族がいました。

　あなたが奥月戒の死という絶望に耐え、五年間真実を求めて努力を続けられてきたのは、御お母かあ様さまや妹たちという精神的支柱が常に傍にいてくれたからでもあります。

　ですが彼女は──『聖堂カセドラ』を追われた亜人の少女は、誰も頼れず、ずっと独りで、深い孤独と絶望に耐えながら、魔導の研けん鑽さんを積んできたのでしょう。

　そうでなければ、彼女ほどの年齢で、中上位魔法を自在に操るほどの魔導の冴さえなんて磨き上げられるはずがないのです。

「……わたくしは、奥月先生の教えに、背いてしまいましたの。……奥月さん。あなたがわたくしを許さないと言うのなら、わたくしは、わたくしは……っ！」

「……」

　あなたは唇を結んで押し黙ったまま、涙に喘あえぐ殺人鬼を見据えます。

　家に捨てられ、寄る辺を失い、『薬草院アポセカリア』という未知の探索ギルドで魔導を磨くこと。まだ十歳の少女にとって、それは筆舌に尽くしがたき苦難の道だったのでしょう。

（……この殺人鬼も、僕と同じように、孤独に耐えてきたのかも知れない。喪失の傷跡に怯おびえながら、必死に虚勢を張り通して、真実を求め続けてきたのかも知れない）

　両手で角を隠すように握り締め、なにかに怯えるように身を縮めた少女の姿は、とても殺人を楽しむ狂人には思えません。

　二度も殺されかけたことは、許しがたき所業ではありますが……それが御父様を喪うしない、傷付きながら真実を求め続けた果ての失敗だったのだとすれば、あなたにはもう、彼女を責める理由はありません。

「……ほんとうに、罪を悔いているんだな？」

「悔やんでも悔やみきれませんの……っ！　先生に教え授かった魔導を、悪を斥しりぞける力を、罪もないあなたに向けてしまうなんて……！」

　殺人鬼は後悔に声を震わせ、師の教えに背いたことを懺ざん悔げします。

『薬草院アポセカリア』の一般生徒を、遙かに凌りよう駕がする魔導の冴さえ。それを磨き研ぎ上げた想おもいとは、きっと殺人の狂悦や力への渇望などではなかったはずです。

　奥おく月つき戒かいという偉大な師父、あなたと同じ理想に憧れて、

『聖堂カセドラ』を追われた少女は、あなたと同じ五年間を、懸命に生きてきたのでしょう。




「……お前の名前、何だったっけ」

　あなたは跪ひざまずいて慚ざん愧きする元殺人鬼に、不意に名前を問いました。

「ぅ、ぐす……っ？　わ、わたくしの名前って、わたくし、昨日ちゃんと教室で……っ」

「だから、もう一度名乗れ。……少なくとも、お前は殺人に快楽を覚えるような人間じゃないと思う。だったら『殺人鬼』なんて呼ぶのは、奥月戒の教えに反する」

「お、奥月さん……っ、ですがわたくしは、わたくしはあなたを殺してしまって……」

「当然、僕やアルテリアを殺しかけたことは、言葉だけの謝罪で許されるものじゃない。だけど偉大な博士ドクトルマグナの教えを継ぐ人間なら、きっと罪を償うために努力するはずだ」

　そう、人は時として望まぬ失敗をするものです。偉大な博士ドクトルマグナだった御お父とう様さまは、罪を悔い過ちを正そうと努める者を、なお責めることはしなかったでしょう。

　あなたは奥月戒の遺志を継ぐ者として、彼女の謝罪を受け入れるべきだと思ったのです。

「その名に誓え。『二度と同じ失敗を繰り返しはしない』って。……そしたら僕はもう、お前を殺人鬼だとは思わない」

「……奥月、さん……っ」

　かつて殺人鬼だと思われた少女は、あなたの言葉にわずかに瞳を揺らすと、滲にじんだ涙を両手で拭って、決然として顔を上げます。

「……エリカ・Ｋ＝Ｋ・アウストラルですの。……あなたを殺してしまった罪、かならず償ってみせますの……っ！」

　そして囁ささやくような、しかし確かな言葉で、自らの名を告げました。




「エリカ、か。……うん。それじゃ今後は殺人鬼じゃなくエリカって呼ぶから、おまえも僕のこと吸血鬼って呼ぶのやめろよな。僕は一滴だって血を吸ったことはないし、それに奥おく月つき綜そう嗣しってちゃんとした名前があるんだから」

「わっ、わかってますの、昨日から吸血鬼とはお呼びしてませんのっ！」

　あなたがそう言って微笑ほほえむと、（元）殺人鬼エリカは困ったように眉を寄せます。

　これであなたとエリカは、魔法で傷つけ合う「敵」から、同じ真実を求める「戦友」となりました。だとすれば彼女が贖しよく罪ざいを遂げられるよう、助けてあげるべきでしょう。

「……というわけで、アルテリア。こいつも悪かったと思ってるみたいなんだ。僕からも頼む、許してやってくれないか？」

「え？　お、奥おく月つきさん、一体どなたとお話を……」

《……むー、眷けん族ぞくが許すと決めたものを、真祖たる妾わらわが責めるわけにもいくまい》

　あなたが声をかけると、制服ローブから銀白の蝙コウ蝠モリが這はい出だしてきて、鼻をふんと鳴らします。それで正体に気付いたのでしょうか、エリカがとてつもない恐怖に顔を青ざめました。

「おっ、奥月さん？　ももっもっも、もしかしてその銀色のコウモリは……!?」

「え？　ああうん。昨日お前が石化させかけた、銀の夜のアルテリアだけど」

「っ」

　あなたがアルテリアの正体を告げると、エリカは目を白黒させながら、言葉にならない叫びを上げました。まぁ、力を失ってさえいなければ迷宮最強と謳うたわれる吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに喧嘩を売ってしまったのですから、恐怖するのも当然のこととは思いますが。

「はっ！　で、ですが今の真祖は力の大半を失っているはずですわ！　ここ、こここっ、殺そうとしても無駄ですわよ!?　わたくし血を吸ってもおいしくありませんもの!!」

「アルテリアはお前みたいにすぐ殺そうとしないよ……どんだけビビってるんだよ……」

　あなたは呆あきれ顔がおをしながら、アルテリアを頭巾フードの奥へと戻します。さて、停戦と和解も済んだことですし、探索用の〈本〉を探す作業に戻らねばなりません。

「……というわけでエリカ、僕たちは探索の準備があるから、また『薬草院アポセカリア』でな」

「おっ、おお、お待ちなさい奥月さん！　迷宮探索ならわたくしがお供いたしますわっ！」

「は？　お供って、お前が？」

「ええ！　わたくしがあなたを尾つ行けていたのは、あなたの探索を手助けするためですの！　わたくしの勘違いのせいで奥月さんが教科書を回収することになってしまったのですから、それをサポートするのは当然のことですわっ!!」

「わたくしの勘違いのせいでって……だから僕を待ち伏せしてたのか」

　どうやらエリカは、あなたへの謝意を示すため、あなたが使うであろう昇降機エレベーターの終点に早起きして張り込んでいたようです。

　寮室の最寄りの昇降機エレベーターを特定されて尾行されていたことは、恐怖そのものでしたが……あなたが迷宮探索に不慣れなこともまた事実ですし、彼女が罪を償いたいと言うのなら、エリカの力を借りるのも良いかも知れません。

「助けてくれるのはいいけど……でも、お前も自分の探索あるんじゃないのか？」

「構いませんわ。毎月の初日の探索日には、奥月先生の書斎アトリエに参ると決めていますもの。……奥月さんも、きっと目的地は同じなのでしょう？」

「……そっか、わかった、お前がいいって言うなら力を貸してくれ。さっき〈収納本〉を買おうとしてたんだけど、どれを選ぶか決めてなかったんだ」

「あっ、それならわたくしのをお譲りしますわ！　ちょうど装備品を整理したところで、一冊余っていましたのっ！」

「え？　あっ、ちょっとエリカ、いきなり〈本〉開いて何を……」

　あなたが止める間もなく、エリカは肩鎧シヨルダーメイルから〈収納本〉を取り出してページを開くと、あなたの背囊バツクパツクに押しつけます。しゅぽん！　という音と共に〈本〉が作動して、あれほど重かった荷物が、手帳ほどの〈本〉の中に収まってしまいました。

「うおっ！　……さ、さすが〈収納本〉、すごい収納力だな……」

「ふふん？　容量は大きくとも枚数は少ないのですが、よろしければ差し上げますわ！　あんな大荷物を背負ったまま、深層を歩くわけにはいきませんもの」

「……あ、ありがとな。文字通り肩の荷が下りた気分だよ」

　両肩の痒かゆみから解放されたあなたは、〈収納本〉を肩鎧シヨルダーメイルに挟んで飛び跳ねてみました。装備品の重量は魔法のように消え去って、いつも通りの軽快な動作が行えます。これなら迷宮生物モンスターの襲撃を受けたとしても、荷物の重さで逃げ遅れることはないでしょう。

（……うん。魔法が使えない僕には、やっぱり〈本〉が不可欠だ。〈収納本〉の容量にもまだ少しは余裕があるみたいだし、他にも何か買っておくべきかな）

《……むー。汝うぬはこの小娘と一緒に、あの商店街を歩きたいと申すのかっ？》

（え、商店街を歩きたいんじゃなくて買物がしたいんだけど……アルテリア、もしかして機嫌悪い？　僕なんか変なことした？）

《別に機嫌は悪くないのじゃっ。……汝はこの小娘を、ほんとに信用するつもりかの？》

（いや、完全に信用するわけでもないけどさ、僕の探索能力は〈本〉や装備品にほとんど依存してるわけだし、買物を手伝ってくれるのは助かるわけで……）

「奥おく月つきさん？　そういえば、探索中に食べる食料の用意はありますの？　いくら吸血鬼のあなたでも、動けば空腹を覚えるものでは？」

「え？　あ、ああそうだな。アルテリア、何か食べたいものとかあるか？」

《血液っ！》

「……うん、僕の血ちょっと飲ましてあげるから、他の人の血は吸わないでね？」

「い、今の会話で、だいたい答えがわかりましたの。……生鮮食品の市場なら、食料島ベネデイクトウスを探してみるのがよいと思いますわ」

　いくら『浮ふ嶽がくの図書館』の食料島ベネデイクトウスでも、購入できる血液はブラッドソーセージくらいが関の山だと思いますが……そうですね、他の島にも足を運んでみましょう。

　あなたは書店島メルキオールの目抜き通りを抜けると、『浮ふ嶽がくの図書館』の概略地図看板を確認し、書店島メルキオールを出て食料島ベネデイクトウスから雑貨島エクスタキウスまでを巡る、長いお買い物ルートを歩き始めました。




《……むー。どうやらこの先の食料島ベネデイクトウスとやら、ずいぶん楽しそうなとこらしいのぅ》

　巨大な石の橋の上、すれ違う人々の手元を眺めて、蝙蝠アルテリアは興味深そうに呟つぶやきます。

　長いアーチ橋の続く先、食料島ベネデイクトウスから渡ってきた人たちの手中には、三人に二人の割合でとても美お味いしそうな軽食の包装紙が握られています。

《……じゅるり。むむむ、うまそうなのじゃ……》

（この橋の先の浮ふ嶽がくには、昇降機エレベーターが集まってるみたいだからな。物流が活発なところには美味しい料理があるものだって、父上が言ってた記憶があるし）

　空に伸びる橋の先、雲の切れ間に現れた浮島は、白く輝く高荷重昇降機エレベーターの塔によって、空中に縫い止められているようにも見えました。

「……それにしても、とてつもない建築技術だな……」

「あら、奥おく月つきさんは高速昇降機エレベーターを見るのは初めてですの？　あの昇降機エレベーターのうちの一本は、『薬草院アポセカリア』の講義塔にも繫つながっていますのよ？」

「そうなんだ？　じゃあ、あの浮遊島が、この『図書館』と地上との中継地なのか」

　はい。この『図書館』でも最大級の浮ふ嶽がく、食料島ベネデイクトウスは、迷宮の浅層と深層とを橋渡しする無数の昇降機エレベーターの枢軸施設ネクサスでもあります。『薬草院アポセカリア』が叡えい智ちを結集して作り上げた超高速・超高荷重の昇降機エレベーター群が、図書館都市─図書迷宮間の莫ばく大だいな物流を支えているのです。

《……天てん涯がいを穿うがつ地上への昇降機エレベーターに、雲海を貫く深層への昇降機エレベーターか。……むー、たしかにこの吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーにさえ、畏敬の念を抱かせるほどの偉容なのじゃ》

（うん。昇降機エレベーターの建築の歴史は、そのまま人類の迷宮探索の歴史だからな）

　この階層に踏み入るまで、人類は六世紀もの時間と、無数の人命を費やしてきました。迷宮生物に万が殺され、巧妙な罠わなに十万が傷付き、入り組んだ迷路に百万が疲れ、そしてようやく七〇年前、昇降機エレベーターの一端を、この地に繫ぐことができたのです。

　昇降機エレベーターとは人の歴史の記念碑です。膨大な物資と人員を危険に晒さらすことなく運搬できる超高荷重高速昇降機は、迷宮探索の礎であり、全人類の至宝なのです。

（……よし、急ごう。図書館都市アレクサンドリア四大勢力の第三位、『薬草院アポセカリア』が誇る物流市だ。きっと美味しい食べ物があるはずだし、買い食いすればアルテリアの機嫌も良くなるだろうし）

《むっ！　わ、妾わらわはそんな子供じゃないのじゃ！　食事くらいで簡単に機嫌を直すと……くんくんくん……なんだか食べ物の匂いが濃くなってきたのじゃ！》

「ん？　……あ、ほんとだ。なんか小麦粉の匂いがする」

　聳そびえ立たつ昇降機エレベーターを見上げながら歩いていると、長いアーチ橋の端が近付いていました。銀白の蝙コウ蝠モリがすんすんと鼻を鳴らし、次いで吸血鬼化したあなたの鼻孔も、大気に溶ける食物の香りを感知します。

　あなたは『浮ふ嶽がくの図書館』最大の浮遊島──食料島ベネデイクトウスへと辿たどり着ついたのです。

《おぉー……！　書店島メルキオールも中々の活気じゃったが、この島は更に賑にぎやかじゃのぅ！》

「なるほど、匂いの源はここか……！」

　銀の蝙コウ蝠モリと一緒に橋を渡りきると、活気ある喧けん噪そうと炭火の煙が出迎えます。橋頭近くに陣取った屋台の群れが、木炭の火や〈炎本〉を使って、食物を調理しているのです。

　獣肉を鉄棒に巻き付けて焼き、長包丁で切りとって食べる焼肉料理。養殖された蛇鳥コカトリスの胴体部分に香草を詰め、ぱりぱりにグリルした大型ローストチキン。

　氷結魔法で水を凍らせ、細かく砕いて果物の煮汁をかけた欠かき氷ごおりに、小麦粉を水にといて鉄板で薄く焼き、牛系の迷宮生物モンスターの乳や果実を挟んだ麩菓子クレープ。

　スライムを小豆といっしょに煮込んだ甘そうな善ぜん哉ざい。無数の足を持つ海かい棲せいの軟体生物に魚ぎよ醬しようを塗って、香ばしく焼き上げた海鮮焼き。

　多種多様な屋台が犇ひしめき合う食料島ベネデイクトウスの入口は、雑然とした喧噪に満ちているからこそ、より強く人々の生活を感じさせます。

「……ここが食料島ベネデイクトウス、『薬草院アポセカリア』の食料庫……！」

（どっちを向いても見たことない食べ物ばかり……！　この浮遊島全体が食料品店って、どれだけ大量の物資が流通してるんだ……！）

「この辺りの店は、屋台が中心ですの。迷宮探索用の糧食と違って保存は利きませんが、そのぶん味は上だと思いますわよ？」

《う、うむむ……！　うまそうな匂いがいっぱいなのじゃー！》

　制服ローブの頭巾フードから顔を出したアルテリアが、真紅の双そう眸ぼうをきらきらと輝かせます。ですが人類の文明に疎い吸血鬼でなくとも、この食品流通網には驚嘆せざるを得ないでしょう。

『薬草院アポセカリア』傘下、八〇万のアレクサンドリア市民。その膨大な食料の流通と加工を支える超高度な食品流通網は、この『浮ふ嶽がくの図書館』に集中する昇降機エレベーター群と、迷宮から出土した「兵站学ロジステイクス」の知見がなければ、絶対に成立しなかったはずだからです。

《大地に満ちる人間の群れ、あの莫ばく大だいな人口をどうやって支えておるのかと思ったが……なるほどのぅ。『図書館』で得た糧かてを、ここから運び出しておったのか》

「図書館都市アレクサンドリアの栄華の秘密は、図書迷宮の中にあったってことか……！」

「ええ。『薬草院アポセカリア』の経済の優に六割は、図書迷宮に端を発しているそうですわ」

　図書迷宮内に点在する肥沃な『図書館』から、昇降機エレベーターを用いて集められた生活資源は、有翼種による空輸配送や超高荷重昇降機エレベーターを通じて、図書館都市の隅々まで行き渡ります。

　この島に建ち並ぶ食料品店の一つ一つが、人々の生活に密着した小売業者でありながら、総体として卸売業者の機能を果たす、食品流通網の中心点なのです。

「考えれば考えるほど壮大な話だけど……うーん、とりあえずクレープひとつください」

「あ、わたくしにもくださいですの」

「あいよ」

《なぬっ、クレープじゃとぉ》

　何百万人もの人々の生活を想像したためか、あなたの脳細胞は良質な糖分を求めます。甘い匂いにつられて銅貨を差し出すと、店員さんが瞬時にクレープを巻いてくれました。

「はむっ。……うーん、甘くておいしい！」

《あーっ！　妾わらわがどの店にしようかと悩んでおる隙にっ、汝うぬばっかりズルいのじゃーっ！　わらわにもひとくちー！》

　焼きたてのクレープの香りに嫉妬して、吸血鬼アルテリアがフードの中から口先を突き出します。しかし蝙コウ蝠モリの顎の大きさでは、大ぶりの果実を咀そ嚼しやくすることは難しそうです。

《はむぐっ、ふぐ、ふが！　むむー！　こやつ食べにくいのじゃ！　ただの果物ふぜいが吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーを馬鹿にしおってっ！　汝、わらわの服を広げるのじゃーっ！》

（む、無む茶ちや言うなって。こんな人通りの多い場所じゃ、吸血鬼おまえの姿は危険すぎるよ）

　憤慨して暴れ出した蝙コウ蝠モリの鼻先を、あなたは宥なだめるように押おし止とどめます。

《ぷきゅ！　むーむーむー！　妾もくれぇぷ食べたいのじゃーっ！　がじがじがじ！》

（カユイっ！　こら嚙かむな、仕方ないだろ、おまえ吸血鬼なんだから！）

　周辺には家畜化された迷宮生物や変わった外見の亜人も多く、銀髪の少女が出歩いてもそう目立つことはないでしょうが……それでも、ここは迷宮の内部。偉大な博士ドクトルマグナのような熟達の探索者とすれ違う可能性も、決してゼロではありません。












「図書迷宮の銀の夜」の再臨が世に知れれば、図書館都市アレクサンドリアの恐慌は必至です。可哀かわい想そうではありますが、アルテリアを出歩かせるわけにはいかないでしょう。

（……いくらお前は悪い吸血鬼じゃないって言ったって、普通の人は信じてくれないよ。それにお前が着てた服、昨日の戦闘で穴開けられちゃったし……）

《むーっ！　あの掛衣カシユクールにどんな問題があるというのじゃ！　妾わらわの可愛かわいさをもってすれば、どんな服を着たって似合うはずなのじゃっ！》

（いや、似合ってるからこそ問題なんだけど……）

　大穴の開いた薄絹シフオンでは、社会的な防御力が低すぎます。『図書館』の治安はそう悪くはなさそうですが、年頃の少女が着て歩き回るには、さすがに危険が大きすぎるでしょう。

（……それに、アルテリアの肌を他人に見られるのは、なんだかすごく腹立たしいし……）

《む？　……もっ、もしかして汝うぬ、ヤキモチをやいておるのかのっ？》

（っ、こら勝手に心を読むなっ、別に嫉妬してるとかそういうんじゃないからなっ!?）

（なぜか）嬉うれしそうな声色で訊たずねたアルテリアを、あなたは制服ローブの奥へと押し込みます。このままアルテリアと話していては、強引に言いくるめられかねません。

《ぷぎゃ！　むーむーむー！　汝ばっかりズルいのじゃ、不公平なのじゃー！　……わ、妾だって人間の娘のように、『恋人と食べ歩き』とゆーやつをしてみたいのじゃっ》

（い……いやいやいや、僕べつにお前の恋人とかじゃないからね!?）

《な、なにおーっ！　汝は妾のものなのじゃ、つまり妾の伴侶なのじゃー!!》

（伴侶になった覚えもないからっ！）

　そう言って拒絶はしたものの……アルテリアを制服ローブの中に押し込めたまま、自分だけが食事を楽しむというのは、たしかに不公平な気もします。

　図書迷宮の闇の中、血液だけを糧かてに生きてきた吸血鬼が、人間の豊かな食文化に触れて「食べてみたい」と思うのは、至極当然の反応でしょう。同じ吸血鬼なのにあなただけがエリカとクレープを食べていれば、ずるいと言われるのも仕方ありません。

（……そりゃまぁ、僕だってアルテリアにも楽しんで欲しいとは思うけど……）

　罪悪感から顔を背けると、街路をゆく男女の姿が目に映ります。この食料島ベネデイクトウスは昇降機エレベーターも飲食店も多いため、恋人たちの憩いの場となっているようです。

「……もしも恋人と一緒にいたら、ただ歩くだけでも楽しいのかな……？」

「え……お、奥おく月つきさんっ!?」

　よくわからない感情が胸をついて、あなたはぽつりと呟つぶやいていました。

　この壮麗な浮遊島、活気に満ちた商業都市のひとときは、きっとアルテリアにとっても穏やかな時間となるでしょう。雲に抱かれた美しい街路を、彼女と共に巡るというのは、なんだか魅力的な考えに思われます。

（……あんな風に、僕が、アルテリアと一緒に……？）

「お、奥おく月つきさん？　こ、こいびとって、いったい誰に……」

「──ダメだダメだ！　アルテリアをあんな格好で出歩かせるわけにはいかないしっ！」

「っ、あ……」

　あなたはぶんぶん首を振り、状況に流されかけていた思考を強引に修正しました。

　根本的な問題として、大穴の開いた服でアルテリアを出歩かせるわけにはいきません。それに不死を失った真祖が裸足はだしで歩くには、この石畳の街路は荒すぎます。〈折り紙〉を使って服飾品を作るにしても、あなたには女性向けの服のことなんてわかりません。

「うん、服がないから仕方ない！　女の子の服なんて、この島には売ってないしっ！」

「……そりゃアンタ、ここは青果店だからねぇ」

「って、うぇえっ!?」

　突然の声に振り向くと、年老いた女店主が、呆あきれたように息を吐きます。いつの間にか露店の軒先で考え込んでいたせいで、買物客だと勘違いされてしまったようです。

「ウチの商品眺めながら服のことを考えるとは、どうやら深い悩みのようさね。……隣の女の子のことでも考えていたのかい？」

「え、いや、ちが……!!」

　傍から見ると同行者を無視して一人会話しているアブナイ人物だとしか思えないことに気付いて羞恥にたじろぐと、老婆はあなたの右腕を摑つかみ、掌てのひらに何かを押し込みます。

　指を開いて見てみると……「全品20％ＯＦＦ！」と書かれた紙片ページが現れました。

「え……これ、割引券、ですか？」

「みなまで言うでないよ。若人の悩みというのは、色恋沙汰じゃと決まっておるからね」

「こ、恋ですのっ」

「ちっ、違います!!　僕は別にっ、別にアルテリアのことなんて！」

「え、ぁ、アル……」

「……ふむ、隣の娘とはそういう仲ではないようじゃの。……なるほどの、ならば男か。好いた男の気を引くために、女装しようと思っておるのじゃな？」

「断じて違いますからね」

　どうやら独り言の激しい奇人ではなく、禁断の恋に悩むホモだと思われていたようです。図書館都市の性風俗は、日本よりもかなり開放的なようですね……

「ほほほ、冗談さね。愛まな娘むすめが服飾店に嫁いだでの、新婚記念セールをやっておるらしい。券の裏に書いてあるとおり、そこを右に行って突き当たりの橋を渡った先の店じゃ」

（セールって……ま、まずい！　この会話をアルテリアに聞かれてしまったら!!）

　あなたは勢いよくフードを閉じましたが、時すでに遅し。

《──うぬ、何をしておるっ！　せっかく割引券を貰もらったのじゃ、御老人の厚意を無下にするでない！　きちんと礼をして、そして服屋に向かうのじゃー!!》

（お前の方が何万倍も年上だろ……あっゴメン年齢のこと言って悪かった！　反省する！　僕が間違ってたから毛根イジめないでっ!!）

《がじがじがじー！　……次に歳としのことを言ったら、頭皮の血流を吸い尽くすのじゃ》

　あなたが心の中で謝罪を叫ぶと、後頭部を襲っていた猛烈な痒かゆみが消失します。

　毛根全てを人質にされてしまった以上、もはや抵抗もできません。それにアルテリアは命の恩人ですし、理由なく制服ローブに閉じ込めておくのも仁義に悖もとります。

「はぁ……仕方ない、この券はありがたく使わせて貰もらいます」

《むふふー！　最初からそー言っておけばよいのじゃ♪》

「……お、奥おく月つきさん？　あなたあの最強種のために、服を買うおつもりですの？」

「だって買わなかったらあいつ絶対に機嫌損ねるんだもん……。おばあさん、ありがとうございました。このお店にもまた今度寄らせて貰います」

「……吸血鬼に服を買うなんて……」

　エリカが何か言った気がしましたが、あなたはそれに気付かないまま青果店の老店主にお礼を言って、食料島ベネデイクトウスと雑貨島エクスタキウスを橋渡しする、長い空中橋に足を向けました。





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り二九三ページ】






「……え、ええと……この島、田舎者の僕には不釣り合いな気がするんだけど……！」

《ふふん、そんなことないのじゃー♪　わらわは都会派の吸血鬼なのじゃしのっ♫》

　石橋を渡って辿たどり着ついた雑貨島エクスタキウスは、食料島ベネデイクトウスの生活感に満ちた喧けん噪そうとはうってかわって、瀟しよう洒しやでおしゃれで洗練された、都会的な雰囲気が漂っていました。

　赤い粘土煉れん瓦がの街路にはきちんと清掃が行き届いていて、雑然とした露天商の代わりに剪せん定ていされた街路樹が植えられています。迷宮から出土した建築様式を真ま似ねたのでしょう、商店街には硝子ガラス張りの出窓ボウウインドウが並んでいて、装飾品が眺められるようになっています。

（うぅぅ、雰囲気がおしゃれすぎて落ち着かないよぅ……！）

　あなたは橋から流れ出る人並みに押され、商店街を歩き始めましたが……主観記憶上は人生初体験の都会の雰囲気に、どうしても窮屈さを感じてしまいます。

《おぉおーっ！　うぬっ、服がいっぱいなのじゃ！　すごいのじゃ、硝子ガラス窓なのじゃー！　これほど透明度の高いガラスを使えるとは、良い服屋のようじゃのぅ！》

「……どうやら、結構な高級店のようですわね」

「お、お金足りるか心配になってきたんですけど……」

　図書迷宮から新製法が発掘されるまで、ガラスの製造には大量の炭酸カリウム、つまり膨大な植物の灰が必要でした。『白亜の図書館』から産出する炭酸ナトリウムと石灰石を珪けい砂しやに加えることで、流通価格は一気に下落しましたが……

（それでも窓に使えるほど大型で透明なガラスは、かなり値段が張るはずだ……）

《一昔前までは宝石だったものが、こうして窓に使われるようになるとはのー。原価率の低い手工業品ゆえか、服飾はなかなか金になるようじゃ》

（これから僕もその売上に貢献しに行くんですけどね……）

　割引券の裏に描かれた地図を頼りに、あなたは商店街の中を歩き回ります。

　整然とした計画都市の街角を何度か曲がると、やや小さめながら、美しい蔓つる薔ば薇らの赤に飾られた、小粋なアーチフェンスの下へと辿たどり着つきました。

（……アルテリア、見るからに高級そうな店なんだけど……）

《だいじょーぶ、二割引の割引券があるのじゃ！　汝うぬ、さっさと入るのじゃー！》

　アルテリアに促されてドアを引くと、からんからん、とドアチャイムが鳴り響きます。

　店内は発光する魔導書グリモワによって温かく照らされており、人型をした木製のマネキンや、長い金属棒のついた移動台に、色とりどりの衣服が掛けられています。

（……すごい数の既製服レデイ・メイド……図書館都市の服屋って、中はこうなってるんだ……）

「いらっしゃいませー！　……あら？　ふふっ、かわいいお客さんたちね」

　店の奥から現れた若い女性が、あなたに柔らかく微笑ほほえみます。婦人服店なんて記憶上は来た経験のないあなたは、緊張に身体を強こわ張ばらせました。

「え、ええと、あの……」

「あら！　その割引券、もしかして食料島ベネデイクトウスの青果店で配ってたものかしら」

　あなたの手中に割引券を発見した女性店員が、人懐っこい笑みを深めます。見たところ二〇代中盤といった年の頃ですし、きっとあの青果店の店主の娘さんなのでしょう。

「ふふっ、ママが割引券をあげたってことは、気になる女の子へのプレゼントかしら？　そっちの金髪の娘？」

「いっ、いえ、わたくしは……！」

《なぬ!?　う、汝！　汝はこの小娘のことが好きなのかっ!?》

「ち、違います!!　さっきも同じこと訊きかれましたけど、そういうのじゃありません！」

「あら、だったら誰のためかしら？　それともキミ～、もしかして自分で着るための服を買いに来たのかな～？」

「それも言われましたけど違いますからねっ!!」

　同じからかい方をされました。間違いなくあの老婆の娘です。

「うふふっ、冗談よ。ママから聞いたかも知れないけど、今は新婚記念のセール中なの。良かったら～、キミに似合う服を探してみましょうかっ？」

　店員さんは楽しげな営業スマイルを浮かべて、抱えていた〈本〉のページを開きます。服屋で使える魔導書グリモワとは、いったいどんな機能を持つのでしょう？

「さ、さっきも言いましたけど、僕が着るための服ではないんですが……」

「ふーん？　……そっちの娘のためでもないのよね？　じゃ、お姉さんに教えてくれる？　キミの心を射止めちゃったのは～、どんな娘なのかな～？」

「で、ですから恋人とかそういうんじゃなくて！　……その、恋愛感情とかは別にして、恩人に服を買ってあげたくて……」

「ふふっ、『恩人』ね？　キミを助けてくれたってことは、きっと優しい娘なのかしら？」

　店員は手元の〈本〉をめくりながら、楽しそうに問いかけます。接客業が好きなのか、恋愛話が好きなのか、それとも携えた〈本〉の機能に必要なのでしょうか？

「……奥おく月つきさん、あなたは彼女のことを、どう考えているんですの？」

《う、汝うぬ、どーなのじゃ？　わ、わらわを優しいと思うのかっ？》

「や、優しい、とは思いますけど……アルテリアは、普通の人間とは少し違うんです」

「ふんふん、変わった娘なの？」

「……はい。僕より何万倍も大人びて感じたり、そうかと思うと急に子供っぽくなって、僕にわがままを言ったりして。……よく分かんない奴やつなんです」

《……む、むむー……！》

「あらあら、よく分かんない女の子に、服を贈ったりするのかしら？」

「っ、で、でも！　だけどあいつは、僕の命を救ってくれた恩人なんです！」

　お姉さんの声にアルテリアを貶けなすような響きが混ざって、あなたはとっさに反論します。

「アルテリアは命懸けで僕を救ってくれてっ、だから僕は、アルテリアが望むことなら、僕にできる限り、叶かなえてあげたいって思ってて……！」

「……ふふふっ、今のキミの反応だと、ただの恩人って風には聞こえないけどね～？」

「っ、か、からかったんですか!?」

　あなたはカマをかけられたのだと気付いて、羞恥に頰ほおを染めながら反はん駁ばくします。しかし店員さんはどこ吹く風と受け流して、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむだけです。

「うそうそ、冗談よ！　それにしても『命を救ってくれた恩人』なんてロマンチックね。すっごく優しい娘なのか……それとも、キミのことが好きだったりするのかもね？」

《ふみゅみゅっ!?　な、わ、わらわはその、う、汝を……》

「わーわーわー！　かっ、からかわないってくださいってばっ！」

「……吸血鬼が、奥月さんを……」

「うふふ、ごめんなさいね。でもお姉さんのお話に付き合ってくれたおかげで、その娘に一番ぴったりの服が見つかったわ」

「え？」

〈本〉のページをぴしりと弾はじいて、お姉さんは突然歩き出します。

　無数の既製服レデイ・メイドが吊つられた店内、ハンガーの間を泳ぐように搔かき分わけ、一切の迷いのない足取りで、一直線に歩いて行って……

「──〈誰かに似合う服を探す本〉。お姉さんと〈カタログ・タイアログ〉の見立てでは、キミの好きな女の子に、きっと似合うと思うわよ？」

　そして彼女は、何百着もの服の中から、一着のドレスを引き出しました。




「っ……!!　こ、この色って……！」

「『深緋色シヤルラツハロート』。迷宮に咲く血けつ色しよくの華から染料を取って染めた、特注品の布地なの」

　広げられたワンピースのドレスは、アルテリアの双そう眸ぼうと、同じ真い紅ろをしていました。

　極細の繊維を染め上げる、血液のごとき紅くれない。迷宮の闇を思わせるような、厳かな孤高を纏まとった極ごく黒こく。躍動と退廃、鮮やかさと暗さが渾こん然ぜんと混ざり合うその色は、幼い心と老ろう獪かいな知恵を併せ持つ、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの内面を暗喩するかのようです。

「ちょっと値が張るのが玉たまに瑕きずなんだけど、キミの可愛かわいさに免じて、履物や小物なんかもサービスしてあげる。あ、手持ちがなかったら魔法小切手ギアスチエツクでもお支払い頂けますよ？」

「え、ええと……」

　生地が高級なら仕立ても高級なようで、空中にたゆたうドレスの端には、黒い刺し繡しゆう糸いとで繊細なレースが施されています。その夕ゆう月づきのごとき紅と宵闇のような漆黒は、夜を統べる不死の王、「図書迷宮の銀の夜」そのものを映すかのようで。

　あなたはそれを纏う吸血鬼アルテリアの姿を想おもって、強く心を惹ひき付つけられます。

《……う、汝うぬ？　わ、妾わらわもべつに、こんな高そうな服でなくともよいのじゃが……》

　今さら遠慮し始めたアルテリアの声も、もう、あなたの耳には届きません。

　アルテリアがこのドレスを着たら、きっとすごく似合うだろう。

　そんな思考が脳を支配して、購買意欲が熱病のようにあなたを駆り立てます。




「おいくらですか」

「え、ええと、６ドラクマから20％を割わり引びいて……」

「買います」

　店員さんが暗算し終えるよりも早く、あなたは財布から金貨を取り出しました。

「あっ、うん、ちょっと待ってね？　このドレスに合う靴や小物も選びたいからね？」

　あなたの気迫に押されたのか、お姉さんは若干頰ほおを引きつらせながら後あと退ずさりしました。

　しかし良い買い物をしたものです。布地や仕立ての品質から比較すれば、決して割高な値段でもなく、むしろ格安と言ってよい部類ですし……

　それにきっと、この深い緋色のドレスは、アルテリアによく似合うでしょう。

「……ふふっ。キミの顔、『早くこの服を着て欲しい』って書いてあるみたいよ？」

「え？　……あっ、べ、別にそんなっ!?」

「……奥おく月つきさん、あなたは……」

　お姉さんに心の中を見透かされて、あなたは羞恥に頰ほおを染めます。アルテリアのことを考えすぎて、思考が表情に表れてしまったようです。

「……『服を着るのは人間だけ』よ。『迷宮生物モンスターは服なんて必要としない』もの」

「え？」

　突然ポエムめいたセリフを諳そらんじ始めた店員さんに、あなたは小さく身を引きます。

「『迷宮生物は服がなくても平気』だもの。『人間は弱いから、身を守るために衣服を纏まとう。女性に服を贈るというのは、特別な意味がある行為』、なんですって」

「な、なんの話ですか？」

「『異性に服を贈るのは、「あなたを護まもりたい」という意思表示なのだ』。……これね？　お姉さんが求婚プロポーズされたときの殺し文句。良かったら使っちゃっていいわよ？」

「ぅ、ぷ、ぷろ……っ!!」

　店員さんの優しくて穏やかな微笑ほほえみに、あなたの心臓が、ぎゅうっと収縮します。




「女性に服を贈るのは、『あなたを護りたい』という意思表示」。

　もしそれが真実だとしたら。あなたは最強の吸血鬼としてではなく、一人の異性として、アルテリアを意識し始めているのかも知れません。

（……僕は、アルテリアを『護りたい女の子』だって思ってるのか……？）

「……ふふふっ。命短し、恋せよ少年！　服と履物と小物、包んでおいてあげたわよ」

「っ、は、はひっ！」

　目の前に差し出された紙袋を受け取って、引き替えに数枚の金貨を手渡します。

　あなたはドレスが入った袋を大事に抱えて、店員さんに先導され、ドアの鉄チャイムをからんからんと鳴らして外に出ました。

「お買い上げありがとうございます。女装癖に目覚めたら、ウチのお店をご贔ひい屓きにね！」

「え、め、目覚めませんからねっ」

　若干テンポの遅いツッコミを残して、あなたは服屋を後にします。




　そのままふらふらと人通りのない路地裏に踏み込んで、あなたは周囲を見回しました。

　こちらの通りはウィンドウと反対側のため、まったく人目がありません。アルテリアが煙を上げて変へん化げしても、気付く人間は誰もいないでしょう。

「……で、アルテリアの服を買っちゃったわけなんだけど」

「……ええ、そうですわね」

《ふ、ふみゅっ、わ、妾わらわは別にっ、あの穴の開いた服で困っておらぬのじゃがの!?》

　あれほど催促してきたというのに、アルテリアは今さらになって照れているようです。あなたは狼狽うろたえる蝙コウ蝠モリを無視して、紙袋からドレスを取り出します。

「……ほ、ほら、着替えろよアルテリア。人間の姿で出歩きたいなら、この服を着るのが絶対条件だからなっ？」

《む、むー！　わ、妾わらわの生着替えを見たいとは、汝うぬはえっちなのじゃ、えっちなのじゃ！　ふみゅみゅ……ふにゅー、がじがじがじー！》

「こ、こらっ、後ろ髪を嚙かむな！　着替えって言っても煙あげて人の姿に戻るだけだろ!?　ほらっ、広げててやるから早くしろよ！」

　あなたは真紅のドレスの端をつまんで、蝙蝠アルテリアが入って来やすいように広げます。

《……にっ、似合わぬとか言いおったら、全身の血を吸い尽くしてやるのじゃっ！》

「言わないって！　いーから早くしろよ、ばか吸血鬼！」

《う、うみゅみゅー……！》

　銀白の蝙コウ蝠モリは躊躇ためらうように頼りなく飛びながら、そろそろとドレスに近付いてきます。そして一際強く羽撃はばたいて、そのまま滑空して布地に飛び込み……

「と、とりゃーっ!!」

　ぼんっ！　と煙と音を立てて、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー本来の姿を取り戻します。




　そして果たせるかな──その真紅のドレスは、アルテリアによく似合いました。




「……っ!!」

　銀色の煙の中から現れた少女は、まさしく絵画から抜け出してきた女神のようでした。

　冷たく光る肌の白と、燃えるように翻るスカートの紅あか。

　鮮やかな陽ひ差ざしが布地に反射し、肌色をかすかに朱に染めて、アルテリアの身体全体がほんのりと熱に浮かされているようにも見えます。

　やわらかな革を編んだサンダルも、すらりと伸びた細い足をいっそう華きや奢しやに感じさせ、おまけに付けて貰もらった黒い首輪チヨーカーが、不死者を縛る枷かせにも思えました。

（……き、れい、だ……）

　アルテリアはまるで──まるで、人間の少女のようでした。




「な、なんじゃっ。何とか言わぬか、ばかものっ」

　アルテリアは気恥ずかしげにあなたを見上げ、消え入りそうな声で呟つぶやきました。

　着慣れないスカートの裾を押さえ、もじもじと身体を隠そうとするアルテリアの姿が、心臓をどくんと鼓動させます。頰ほおにわずか差す朱あか色いろが、屍しかばねのようだった肌を染め上げて、彼女が人間とは異なる存在、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーであることを忘れてしまいそうです。

（……もしアルテリアが、僕と同じ人間だったら……）

　熱病に冒されたように定まらない思考が、決してありえない仮定を想像します。

（こいつが人類の天敵じゃない、ただの人間だったとしたら……）

　胸の奥が狭きよう窄さくするようにきゅうっと痛んで、あなたは無意識に護符に触れました。

　図書迷宮の銀の夜、能力喰ぐらいのアルテリアは、本来なら人類を脅かしうるほどの力を有していたのでしょう。無敵に等しい不死性と魔導、そして生きとし生けるもの尽くから知を奪う「究極の夜ノクス・ポラーリス」は、人類文明にとって最大の脅威となったのでしょう。

　しかし今のアルテリアは、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーとしての力を、失っています。

（……アルテリアが危険な吸血鬼なら、ただの人間に不死を分け、〈本〉を与え、命まで懸けて石化から護まもってくれるなんて、絶対に有り得なかったはずだ……）

　常識的な判断を語るなら、吸血鬼が人間を救ったのは、傀かい儡らいとして利用するためです。しかしアルテリアはその常識を幾度となく覆し、あなたを助けてくれました。

　その常識を超えた理由、吸血鬼が人間を救う由わけ。

　それはもしかしたら彼女の「愛」が、恋慕の情であることの証明なのかも知れません。




「……アルテリア……」

「な、なな、なんじゃっ？」

　アルテリアの細い喉が、こくん、と生唾を飲み込みます。

「う、汝うぬがどうしてもと頼むなら……その、き、聞くだけ聞いてやらんこともないがっ」

　血液を閉じ込めたような真紅の瞳が、なにかを期待するように瞬きます。

　透き通るその輝きに引き寄せられるかのごとく、あなたは乾いた口をゆっくりと開き、そして吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに、その心を問おうとして──




「 奥 月 さ ん ！」

　低く響いたエリカの声が、あなたの声を阻みました。




「うぇっ!?　ぁ、え、エリカ……？」

「い……いきなり何じゃあ小娘めっ！　せっかくいい雰囲気じゃったのにーっ!!」

「……奥おく月つきさん。わたくしたちの目的は、五年前の真実へと辿たどり着つき、先生のような偉大な博士ドクトルマグナとなることのはずですの。……あなたが何を言おうとしたかはわかりませんが、奥月先生のご遺志に背くような行動は慎むべきですわ」

「ち、父上に背くって、ぼ、僕は、別に……！」

　深い群青の瞳に心を見透かされたような気がして、あなたは目を背けます。

　五年前の真実を抱いた図書迷宮を前にしながら、あなたが迷宮探索用の物資ではなく、アルテリアのドレスを優先したという事実の所以ゆえん。

　まだあなたの心が知らない理由に、エリカは気付いてしまったような気がするのです。

（……僕はいま、アルテリアに何を訊きこうとしたんだろう……？　……僕が求める真実と、アルテリアは何の関係もないはずなのに……）

「……むぅむぅむぅ！　わらわ怒ったのじゃ！　ぷんぷーん、なのじゃっ！」

「わっ!?　あ、アルテリア、なんで怒ってるんだよっ？」

「うるさいわいっ、期待させるだけ期待させおって！　せっかく服を着てやったと言うに、どーせわらわには似合っておらんのじゃろっ!?」

「そっ、そんなことないよ!?　むしろ見み蕩とれてたっていうか……！」

「ふにゅっ!?　わ、妾わらわに見蕩れておったじゃと!?」

「いややっぱりそれも違う！　えとっ、あそうだ、たまたま珍しい形状の雲が……」

「雲ぉ!?　わらわの服より雲なんぞが大事というかっ！　汝うぬの馬鹿者、鈍感っ、朴念仁っ！　もー怒ったのじゃ、つーん、なのじゃ！」

「ご、ごめんってアルテリア！　僕は見蕩れてないけど、一般的に見て可愛かわいいと思うし！　僕は見蕩れてないけど!!」

「つーんなのじゃッ」

　あなたは吸血鬼の怒りを宥なだめようとしたのですが、なぜだか激怒されてしまいました。アルテリアはぷんぷんと怒りを発散しながら、路地裏を抜けて歩いて行こうとします。

「ま、待ってよアルテリア、なんだかわかんないけど謝るから！　僕が悪かったからっ！」

　あなたは風に舞う真紅のドレスを、あわてて追い掛けようとして、

「どっ、おーんっ!!」

　路地裏の陰から飛び出してきた謎の影に、猛烈なタックルを喰くらいました。

「へぶぅっ」

「……まーったく、よーやく見つけたのにゃ、おくつきそーしっ！」

「カユイィッ!!　鼻骨がとてもカユイッ……って、か、カルミアっ!?」

　あなたを強襲した謎の人物が、猫耳をぱんぱんに尖とがらせながら起き上がります。

『薬草院アポセカリア』の制服ローブのフードの下から現れたのは、クラス委員長のカルミアさんでした。

「う、うぬ、大丈夫かのっ!?」

「か、カルミアさん、ですの……!?」

「な、なんでカルミアがここに……!!」

「にゃんでって、わかんないなら自分の胸に手を当てて聞いてみるといいにゃっ！」

　あなたが鼻を押さえながら問いかけると、カルミアはふかーっと毛髪を逆立たせます。運動に適したホットパンツの後ろでぶんぶんと揺れまくる尻尾は、説明するまでもなく、猫族フエレースがものすごーく機嫌悪い時の仕草です。

「この変態、変態、ド変態っ！　おくつきがそーゆーやつだったにゃんて、あたしの目は節穴だったにゃっ！　この女たらしのスケコマシっ!!」

「へ……変態!?　ちょっと待って、何の話かわかんないんだけどっ!?」

「とっぼけるにゃーっ！　あたしはちゃーんとこの目で見てたんだからねっ!?　えりーがヤンデレで、おくつきがフタマタ男で、この銀髪の娘はペットにゃーでしょっ」

「はい!?　わたくしヤンデレですのっ!?」

「わ、わらわいつの間にペットにされたのじゃ!?」

「ぺ、ペットじゃないよっ！　どこをどー見てたらそんな認識になるんだよ!?」

「誤ご魔ま化かしたって無駄なのにゃ！　昨日みんにゃがそー言ってたのにゃっ!!」

「みんなって……ちょっ、ま、待って！　それってもしかして、昨日の魔法戦の話!?」

　そこまで言って、あなたはようやくカルミアの憤怒の原因を悟りました。

　昨日の殺人鬼との魔法戦、その一部始終を物陰から目撃していたカルミアは、

「そのとーりにゃっ！　わかったら罪を認めるにゃ、この女のてきーっ!!」

　あなたのことを、とても邪悪な女性の敵だと勘違いしているようです。

「ま……待って誤解だよカルミア！　それは噂うわさに尾ひれがついてるだけで！」

「ふかーっ！　おくつきは最サイ低テーなのにゃ！　えりーとの約束をブッチして泣かせたあげく、カラダを使って慰めようと上になったり下になったり……えっちえっちえっちっ!!」

「!?　わ、わたくしカラダを使って慰められましたのっ!?」

「慰められるのは僕の方だよ！　尾ひれが付くにも程があるだろっ!!」

「い、いきなり割り込んできて何をするか、この駄だ猫びようふぜいがーっ!!」

「キミも騙だまされちゃダメにゃっ！　この男はサイテーさいあくのド変態野郎なのにゃ！　きっと今だって、キミをめちゃくちゃに犯してやりたいと思ってるに違いないにゃ!!」

「ふにゅにゅっ」

　あなたを庇かばうように会話に割り込んだ吸血鬼を、カルミアがぎゅっと抱き締めます。

　体温経由でカルミアの思考を読み取ったのか、アルテリアはぼんっと真っ赤になって、目をぐるぐる回しながら叫びました。

「う、うぬーっ!!　妾わらわにドレスを買って、こんなエッチなことしようとしておったのか!?」

「しておらなかったよッ!!　何吸ったんだよ！　話がややこしくなるんだよっ!!」

　カルミアの記憶を奪い取った能力喰らいタレントイーターが、卑ひ猥わいな妄想に混乱させられて敵になります。最強種を名乗っているくせに、色恋絡みの話には全くもって役立たずです。

「まったくっ、女みたいな可愛かわいい顔して、とーんだド変態野郎だにゃっ！　あの石いし面めん皮ぴと名高いえりーを堕おとし、白昼堂々エロスに及ぼうとするにゃんてーっ！」

「及ぼうとしてないっ！　……いや、さっきはアルテリアにどきどきしたけど……とっ、とにかく誤解なんだ！　僕とエリカはそんな爛ただれた関係じゃなくて！」

「ふかーっ！　この期に及んで見苦しいにゃ！　えりーとの昼食の約束をブッチしてっ、実はこの女の子とフタマタしてて、裏切られたえりーは恋人を殺して自分も死のうとっ！　だけど極悪おくつきはこの娘を盾に、えりーの身体を貪って……ふにゃーっ!!」

「わ、わたくしいつの間に奥おく月つきさんに貪られましたの!?」

「なんでそんな認識になるんだよっ、ド変態なのは君たちの方だろっ!!」

　吸血鬼と殺人鬼の死闘も、思春期の思考では痴ち話わ喧げん嘩かに見えるのでしょうか……？

「うぅぅ、そんな変態おくつきの迷宮案内を、ユズせんせーに命じられてしまうなんて……きっとあたしなんて一瞬で頂かれてしまうのにゃ！　さよなら、あたしの膜まく……」

「変態じゃないよ！　頂かないよ！　てゆーか女の子が『膜まく』なんて言っちゃ駄目だよっ!!　はーっ、はーっ……最初から最後まで誤解なんだ！　僕たちはただ不幸な相互不理解から、喧嘩（殺し合い）になっちゃっただけで、恋愛感情は欠片かけらもないんだよ……」

「……ほ、ほんとにぃ？　あたしを食べるために噓うそついてるとか、にゃいぃ……？」

「ど、どーなのじゃ汝うぬっ!?　妾わらわにえっちなことするつもりとか、無いのかの……？」

「天地神明に誓ってないっ!!」

　軽蔑と怯おびえを帯びたカルミアの言葉と、ちょっぴり期待感を帯びたアルテリアの声に、あなたは天地を揺るがす叫びで答えます。

　カルミアは数秒の逡しゆん巡じゆんの後、アルテリアを抱き締める腕の力をそっと緩めました。

「にゃむむ……そこまで言うなら信じておくにゃ。おくつきの案内しなきゃだし」

「……し、信用して貰もらえて良かったよ。うん、とっても……」

「は、はなはな、放さぬかこのエロ猫っ！　うぬ、はやく此こ奴やつから逃げるのじゃっ！」

「まだダメっ！　おくつきを迷宮に案内しなくちゃいけないんだもん！」

「案内って……あ、ユズ先生から言われたって、探索のこと？　だけどカルミアだって、自分の探索の予定があるんじゃないのか？　案内はありがたいけど……」

「ふんっ、まだ嫌疑が晴れたわけじゃないのにゃ！　いくら探索ギルドのメンバーでも、この娘とえりーとハーレムうふふ♡な迷宮探索なんて、そーは問屋が卸さんのにゃ」

「い、いや、アルテリアはギルドの友達ってわけじゃ……」

　妄想たくましいカルミアは、あなたたちを「ギルドメイト」だと思っていたようです。

『薬草院アポセカリア』は一千近い提携ギルドを擁しており、教育上の観点からも、学外のギルドへの加入が奨励されています。卒業後の職業安定を意図した、社会科学習の一環です。

　学内では見慣れない銀髪の少女と出歩いていても、そう不審に思われずに済んだのは、カルミアが恋愛絡みの妄想で脳内補完してくれたおかげなのでしょう。

　だとすれば、下手に弁解しては「だったらこの娘は誰にゃ？」と疑われて、吸血鬼化が露呈するリスクが高まります。このまま勘違いさせておくしかありません。

「ほら、探索日なんだから迷宮行くのにゃ。相手がギルドメイトとはいえ、探索サボってデートしてたなんてユズせんせーが知ったら、おくつき八つ裂きにされちゃうにゃ」

「八つ裂きに」

　ええ。学外ギルドへの参加は授業の一環ですから、探索もせず遊び呆ほうけている者には、（八つ裂きほど重くはないにしても）ペナルティが科されます。クラス委員長としては、あなたを放置しておくことはできないでしょう。

「で、でも僕の目的地は、ちょっと特殊な場所にあって……」

「ふかー！　言うこと聞かにゃーなら、この銀髪の娘との関係バラすのにゃっ！」

「バラすというか捏ねつ造ぞうするんだろ！　それはそれで困るけどもっ！」

　脅迫されました。アルテリアと一緒に逃げ出したら、社会的に殺害されてしまいます。しかし無関係の部外者を、御お父とう様さまの書斎アトリエに近づけさせるわけにもいきません。

「ほら、昇降機エレベーター乗って深層いくにゃーっ!!」

　進退窮まったあなたの腕を、カルミアが強引に引っ張ろうとして──




「 残 念 で す が っ ！」

　真っ赤な顔をしたエリカが、あなたの肩を摑つかみました。




「ちょっ、え、エリカぁ!?」

「おっ、奥おく月つきさんはわたくしと一緒に迷宮探索に向かう予定ですのっ！　カルミアさんが世話好きなのは知っていますけれど、今はわたくしたちだけにして欲しいですの！」

　エリカはカルミアとの間に割り込むと、あなたの左腕を取って抱きしめました。

　まるで恋人にするような仕草と、左肘に感じる柔らかな肉圧が、あなたとアルテリアとカルミアの思考を混迷の渦へと叩たたき落とします。

「なっ、なな、ななっな!?」

「んなっ、わわ、妾わらわのものに何するのじゃ、この泥棒牛ぃーっ！」

「……おくつきそーしぃー？　キミ、さっき『彼女とはそんな関係じゃにゃいっ！』とかなんとか言ってなかったかにゃあー？」

「そうだよ!?　ちょっと前まで僕たちは殺したり殺されたりする関係だったんだよ!?」

「あっ、あら奥月さんったら酷ひどいですの！　『そんな関係じゃない』なんて、わたくしを捨ててカルミアさんと浮気なさるおつもりじゃあありませんわよね？」

「浮気って、そもそも僕とお前はそんな関係じゃ……！」

「むむむぅ……汝うぬ、何を鼻の下を伸ばしておるか、さっさと離れるのじゃーっ！」

「ちょっ、カユイ！　待て肩はずれる！　アルテリアそれは肩はずれちゃう関節技っ！」

「……ふーん、おくつきはあたしに噓うそついてたんだにゃ。いーにゃいーにゃ、それにゃらどーぞお二人で、キャッキャうふふな迷宮探索でもしてくるといいにゃっ!!」

　気分を害してしまったのか、カルミアはすたすたと歩き去ってしまいます。

　その背中が昇降機エレベーターの方角に消えたと同時、殺人鬼があなたの腕を解放しました。

「……ふー、なんとか誤ご魔ま化かせましたの……」

「わわっ、あ、ちょ、カユ……はぐぅっ!?」

「あ、なんか取れたのじゃっ!!」

　ゴキンっ！　と衝撃が身体を駆け抜けたかと思うと、猛烈な痒かゆみが右肩を襲いました。半身を支えていた力が急に消失し、無理に体勢を保とうとして肩関節が外れたのです。

「ぐぎぎぃ……！　せっかく朝起きたとき頑張って肩関節はめたのにぃ……！」

「う、汝うぬ、ごめんなのじゃ！　汝の腕が脱着可能だとは思わなかったのじゃ！」

「あ、あの……奥おく月つきさん、大丈夫ですの……？」

「大丈夫じゃないけど、まったく大丈夫じゃないけどっ、それよりもエリカっ、どうしていきなりあんなことしたんだよ!?　僕とこっ、恋人のフリするなんて……！」

　あなたは脱臼した肩関節を無む理り矢や理り押し込みながら問いました。

「か、カルミアさんを諦めさせるには仕方なかったんですのっ！　……無関係の彼女を、奥月先生の書斎アトリエに近づけさせるのは危険すぎますもの……」

「危険？　そりゃ、あの場所に無関係の人を近づけさせたくないってのは同意だけど……あの書斎アトリエのある階層って、そんなに危険な場所なのか？」

　あなたは褪あせた記憶を辿たどり、御お父とう様さまの書斎アトリエを思い浮かべます。あの階層はかなり深く、迷宮浅層よりは危険でしょうが、『薬草院アポセカリア』の十年生なら、踏破は可能な気もします。

「……当時は父上も一緒だったとはいえ、五年前の僕も通ってた場所だし、『薬草院アポセカリア』の博士候補生のカルミアでも危険すぎるってほどの階層だったっけ？」

「いえ、迷宮自体の危険もありますが……あの階層の危険は迷宮生物や罠わなの存在だけではありませんの。……あの階層に存在する危険とは……」

　エリカはそこまで言って、何者かの影に怯おびえるように、きゅっと制服ローブの裾を握ります。そして低く小さな声で、あなたに警告するように囁ささやきました。




「奥月先生を殺した魔法犯罪者──この謀略の、『筆者シナリオライター』ですの」




　この図書迷宮の闇の底には、五年前の事件を取り巻く陰いん謀ぼうの主が。

　邪悪なる「筆者シナリオライター」が存在するのだ、と。




「は……し、『筆者シナリオライター』、って……？」

　暗示めいたエリカの言葉を、あなたは困惑しながら繰り返します。

　偉大な博士ドクトルマグナを卑劣な計略に陥れ、あなたからすべてを奪い去った、邪悪なる陰謀の主。筆者シナリオライターという異称は──まるで主人公あなたの人生が、執筆されているかのごとく響きます。

「……陰謀術者、筆者シナリオライターか。……登場人物わらわたちの運命を歪ゆがめんと策謀する悪役かたきやくの異称にしては、いささか諧かい謔ぎやくが過ぎた名に思えるがの」

「……吸血鬼と意見が合うのは癪しやくですが、わたくしもそう思いますの。……ですがこれは、他ならぬ奥おく月つき先生が呼んだ名、先生の遺書に記された言葉なのですわ」

「は……はぁっ!?　父上の遺書だって!?」

　筆者シナリオライターという存在の暗示に戸惑うあなたを、更なる困惑が襲います。

　偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒かいは、あなたの眼がん前ぜんで暗殺されました。暗殺者の魔導から息子を庇かばい、卑劣なる計略に陥れられて、その命を奪われました。

　遺書を書き残す余裕など、あの惨劇の夜には、決して存在しなかったはずです。

「ち、父上が残した遺書って……っていうか、その遺書がどうしてお前の元に!?」

「……偶然、でしたの。……偉大な博士ドクトルマグナが第一線の迷宮探索者であると同時に、最上位の研究職でもあることは、奥月さんも御ご存ぞん知じでしょう？」

　あなたの驚きよう愕がくの声に答えるように、エリカは肩鎧バインダーの隙間から、一冊の本を取り出します。

「そのような研究者の性さがとして──自らの研究が散逸することのないよう、高度に多重化された分散情報蓄積システムを持つことも」

「っ!?　ま、まさかその〈本〉は、父上が研究日誌ログブツクとして使っていた──」

「〈常記書エヴアーノート〉。かつて先生が使った、〈書いた内容が自動複写される本〉ですの」

　細い指が割り開いたページには、御お父とう様さまの筆致で、探索日誌が書き付けられていました。




　──十月十三日（金）　午後十時二九分





■作業内容・進捗




　・筆者シナリオライターに関する調査

　　この数ヶ月追い続けてきた陰いん謀ぼうの核心に、ようやく調べがついた。

　　どうやら「筆者シナリオライター」が仕組んだ計略は、想像以上に根深いものであったようだ。

　　しかし後述の理由から、その全容を書き記すことは控える。







■明日の課題




　・「筆者シナリオライター」の攻勢への対策

　　調査の結果が正しければ、私は数日の内に、「筆者シナリオライター」と相あい対たいすることになるだろう。

　　あれの魔導に対抗するには、今の戦力では不足に過ぎる。

　　早急に〈本〉を揃そろえる必要がある。

　・情報の保全

　　「筆者シナリオライター」の謀略シナリオと我の戦力を鑑みるに、勝率は極めて薄いと言わざるを得ない。

　　私が敗れて殺されたときのため、情報を保全しておくこととする。



「ち……父上が仇かたきの陰いん謀ぼうに──筆者シナリオライターに気付いていたって言うのか……!?」

　ありえない、とあなたは思いました。

　偉大な博士ドクトルマグナ奥おく月つき戒かいは、『薬草院アポセカリア』の最大戦力、人類の守護者とさえ謳うたわれた魔法使い。その御お父とう様さまに殺意を悟られてなお暗殺できる人間が、この世に存在するはずがないのです。

（だ、だけど日付は父上が暗殺される三日前、筆致も父上の肉筆に酷似している……！）

「……〈常記書エヴアーノート〉は複数冊で一組の〈本〉。一冊に書き込んだ内容を、他の本に共有する機能を持ちますの。そしてこの〈本〉はユズ先生の研究室に厳重に保管されていた一冊。先生の死後に改かい竄ざんされた可能性は、皆無と言ってよいでしょう」

「情報保存用に用意していた研究日誌ログブツクが、そのまま遺書になったってことか……!?」

「……はい。この日誌を読む限り、奥月先生は筆者シナリオライターと呼ばれる敵に命を狙われていて、そして筆者シナリオライターの陰謀に対抗するために、何らかの情報を残してくれているはずですの」

「ッ……!!　そうか、この〈常記書エヴアーノート〉が本物なら、父上はどこかに情報を保全してる！　だとすればその中には、筆者シナリオライターの正体が記されている可能性が……！」

　偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒は、たとえ死が眼がん前ぜんに迫ろうとも、決して正義に殉ずることを諦めはしなかったでしょう。筆者シナリオライターの謀略に斃たおれるとも、自らの遺志を継ぐものがあると確信し、その陰謀を撃ち破るための、最大限の研究成果を遺のこしてくれているはずです。

　筆者シナリオライターの陰謀さえも決して侵せぬ、どこか安全で神聖な場所に。

「……エリカ。一応訊きくけど、このページって他の誰かには……」

「当然、あなたにお見せしたのが初めてですの。……こんな日誌のページ一枚では、筆者シナリオライターの正体を探ろうにも、手掛かりにはなりませんもの」

「……だろうな。父上も、この頁ページだけで筆者シナリオライターへの対策になるとは考えてなかったはずだ」

「ええ。この〈常記書エヴアーノート〉が真正ならば、先生は筆者シナリオライターの陰謀に抗あらがうために、切札となる情報を遺されたはず。……わたくしはその情報の存在を信じ、調査を続けてきましたの」

「調査……ってことはもしかして、お前が一昨日迷宮の底にいたのは……」

「ええ。理由の一つは、奥月先生の書斎アトリエを調査するためでしたわ。……そしてもう一つ、わたくしが迷宮の闇の底にいた理由は──」




「──自らの命を撒まき餌えに、筆者シナリオライターを誘おびき寄よせるため、じゃな？」

　黙って会話を聞いていた吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、エリカの言葉に割り込んで言いました。




「っ、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー……！」

「あ、アルテリア？　筆者シナリオライターを誘き寄せるためって、どういう……？」

「その〈常記書エヴアーノート〉の内容が正しければ、汝うぬの父御を殺あやめたのは筆者シナリオライターなる者の謀略じゃ。なれば父御が遺した情報は、筆者シナリオライターとやらにとっては致命的となるじゃろう」

「……ええ。わたくしが『情報』を探求すると同様、筆者シナリオライターもまた『情報』を探し出して闇に葬り去ろうとしているとすれば……筆者シナリオライターはわたくしを、消そうとするはずですの」

「筆者シナリオライターが、エリカを……！」

　どうやらあなたが殺された夜、あなたとエリカが御お父とう様さまの書斎アトリエの近くで出で逢あったのは、ただの偶然ではなかったようです。

　筆者シナリオライターが証拠隠滅を図っていたと仮定すれば、強固な多重結界で要塞化された書斎アトリエは、決定的な証拠が残されているかも知れない危険な場所。そこに奥おく月つき戒かいの弟子が近づけば、筆者シナリオライターは真実を隠蔽するため、排除行動を強いられるでしょう。

「……その考えは正しかったようで、わたくしはこれまでに三度、筆者シナリオライターの刺客と思おぼしき何者かの襲撃を受けていますの。……一昨日、あなたを殺害してしまう直前にも」

「な……なんだって」

「なるほどの。貴様が妾わらわたちを攻撃したのは、筆者シナリオライターを斥しりぞけた直後じゃったというわけか。そこで妾と汝うぬが現れたがために、敵じゃと勘違いして迎撃したというわけじゃな」

「ちょ……ちょっと待てよ！　エリカが襲われたってことは、父上の書斎アトリエのある階層は、今でも筆者シナリオライターに監視されてるかも知れないってことか!?」

「おそらくはの。偉大な博士ドクトルマグナを殺あやめたほどの存在なら、五年間監視を続ける程度は造作もないじゃろう。その警戒の網に獲物が掛かれば、秘かに消し去ってしまうこともの」

「け、消し去って、って……!!」

　アルテリアが暗示した事実に、あなたは恐怖を覚えて息を吞のみます。

　あなたから魔法と記憶と御父様を奪い去った、五年前の惨劇。

　筆者シナリオライターが編み上げた陰いん謀ぼうは、今もなお、続いているのかも知れないのです。

「……汝。此こ奴やつの話が真実ならば、書斎アトリエに近付くのは危険じゃ。奥月戒の弟子を殺めんと欲する輩やからは、奥月戒の息子だって殺そうとするじゃろうからの」

「……だけどそれは逆に言えば、筆者シナリオライターの刺客が現れる確率も高いってことだろ。そしてその刺客から吸知できれば、真実へ到いたる手掛かりになる可能性も高い、ってことだ」

「お、奥月さん!?　あなたまさか、筆者シナリオライターに戦いを挑むおつもりですの!?」

「ああ。もしお前を襲った人間が筆者シナリオライターの刺客なら、最大の標的はこの奥月綜そう嗣しのはずだ。吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーから吸知能力を受け継いだ僕なら、敵の情報を強奪できる」

「き、危険すぎますのっ！　わたくしでも逃げるのが精一杯だったんですのよ!?」

「危険だと思うなら僕一人で行く。これは奥月の人間の問題だからな」

「っ、わ、わたくしの問題でもありますのっ！　奥月先生に受けた大恩、忘れることなどできません！　い、一緒に行かせないと仰おつしやるのなら、この〈本〉燃やしてしまいますの!!」

　殺人鬼は肩鎧シヨルダーメイルの隙間から〈収納本〉を抜き放って、付箋に沿ってページを割り開くと、それをびりりと破り取り、切断面を下にして振りました。

　すると紙片ページの裂け目から、きゅぽん！　という音と共に〈本〉が飛び出します。

　エリカの掌てのひらに転がり落ちたのは、あなたにとって見覚えのある、二冊の魔導書グリモワでした。

「っ、その〈本〉、僕が日本から持ってきた……!!」

　それは〈本の一ページを機能も含めて複写する本〉──〈映し鏡の写し紙〉と、

　そして〈答えが是ＹＥＳとなる問いに強制解答させる本〉──〈恒真タウトロギアの尋問書〉。

〈映し鏡の写し紙〉は、それが接触した他の魔導書グリモワの一ページを、魔法的な機能も含めて一回だけ複製レプリケートすることができる魔導書グリモワです。つまりその紙片ページがあれば、複写された魔法を一度に限って詠唱・発行することが可能になります。

　そして〈恒真タウトロギアの尋問書〉は、そこに書き込んだ質問への返答がＹＥＳだった場合に限り、いかなる相手にも返答を強要できる強制尋問書ギアスペーパーです。敵対者の尋問に有効なだけでなく、詠唱中に尋問を行えば、呪文を破綻させて対魔法アンチマジツクとして使用できます。

「どうですのっ!?　先の魔法戦から考えて、あなたは魔導書グリモワを中軸とした戦闘スタイルを得意とされているはず！　特にこの『破刃の暴風槍』の呪紋ルーンが複写された〈写し紙〉は、何としても欲しいページのはずですのっ！」

　破刃の暴風槍とは、魔法を失う五年前まで、あなたの切札だった魔法です。

　直線状に魔力を放出する、風系中上位の武装解除魔法エクスアルマテイオ。その暴風に抱かれた敵対者を、あらゆる武装・障壁・魔導書グリモワを強制解除して拘束するという必勝の神槍。

　その呪紋ルーンが刻まれた魔導書グリモワの一枚を、あなたは御守代わりに持ち歩いていたのでした。

「ぐぬ……確かに魔導書グリモワのページは、今の僕には重要だけど……！」

　エリカが指摘したとおり、魔法を使えないあなたにとって、戦闘に応用できる魔導書グリモワは極めて重要です。その「戦闘に使える本」、しかも日本から持ち込んだ稀き覯こう本ぼん二冊を質に取られてしまっては、迂う闊かつに反抗することもできません。

「……奥おく月つきさん。わたくしも連れて行って下さいますわよね？」

「汝うぬ、その不死は妾わらわが与えたものじゃろう。今さら巻き込む巻き込まぬの話はあるまい」

　左右から（元）殺人鬼と（現）吸血鬼が語りかけます。説得の余地は無さそうです。

「……わかったよ、一緒に行こう、アルテリア、エリカ」

「うむ。この吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリア、汝に力と知恵を授けてやろうぞ」

「え、えとっ、わたくしも力添えいたしますのっ！」

　……かなりチームワークに不安のある人選ですが、それでも戦闘力は折り紙付きです。半人半鬼のあなたは吸血鬼と元殺人鬼を従えて、深層へと続く昇降機エレベーターに足を向けました。






◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り二六一ページ】






　図書迷宮第二階層・四階。地上から数えて十四階、直線距離にして八〇メートル余り。偉大な博士ドクトルマグナ奥おく月つき戒かいの書斎アトリエが眠る階層に、あなたたちは降り立ちました。

「……着いたな」

「ええ。奥月さん、警戒されない範囲で、なるべく早く通過しますわよっ」

　昇降機発着所エレベーターホール附属の衛兵舎バラツクの側を通り過ぎながら、エリカは小声で呟つぶやきます。

　昇降機エレベーターは重要な探索拠点であるために、迷宮生物モンスターや敵対的ギルドの襲撃の的となります。ゆえに『薬草院アポセカリア』は専門の兵員を組織して、各階層の監視と守衛を行っているのです。

（魔導書グリモワと長ちよう杖じようを帯びた武装衛兵、かなり厳重な警備だな……）

「ここを敵に抜かれてしまっては、昇降機エレベーターを通って人口密集地としよかんまで一直線じゃからのう。化物を通せば人類が危うい要よう衝しようとなれば、警護も当然に重厚となろう。今の真祖わらわの力でも強行突破には相当の吸血が必要そうじゃ、大人しくしておるほうが賢明じゃな」

「しっ！　わかっているなら物騒なこと言わないでくださいまし！」

　あなたたちは視界の端で衛兵を窺うかがいながら、足早にその場を後にします。

　壁ほんだなを崩して作ったエレベーターホールを抜け、衛兵の視界から離れると──そこはもう、闇と化物とが支配する図書迷宮の内部。無限の閲覧室が連なり合う、仄ほの暗ぐらい魔窟でした。

（……ここが図書迷宮第二階層。浅う層えの『図書館』とは、明らかに空気の質が違う……）

「気をつけて下さいまし。この漆黒の闇に沈む『閲覧室』こそ、本物の図書迷宮ですの」

　エリカは表情を引き締めながら呟つぶやいて、左肩の板金鎧プレートメイルから〈収納本〉を抜き放ちます。そして「携行装備」という付箋が貼られたページを破り取ると、逆さまにして振りました。ページからは小さな携行灯カンテラがきゅぽん！　と飛び出して、エリカの掌てのひらに転がり落ちます。

「〈収納本〉か。……なるほど、取り出すときにはページを破らなきゃいけないんだな」

「ええ。吸血鬼あなたの瞳には少し眩まぶしいかも知れませんが、犯罪者の類と間違われないように灯ともし火びは必須ですの。我慢なさって下さいまし」

　エリカは懐からマッチを取り出すと、カンテラの風防カバーの隙間から灯芯ウイツクに火を点ともします。携行灯の頼りない炎は、吸血鬼化した網膜に、迷宮の書架をくっきりと映し出しました。

「さ、行きますわよ奥月さん。わたくしに着いてきてくださいまし」

「いや、僕が先に行くよ。筆者シナリオライターが本当にこの階層に監視の網を張っているんだとしたら、一番危険なのは先頭だ。お前をそんな場所には立たせられない」

「む。昨日の戦闘から推し量る限り、あなたの不死も毒や即死罠わなには無力なはずですの。ここはわたくしが先行して、先生の書斎アトリエまで誘導しますわっ」

「うむ。単純な戦力で比較すれば、此こ奴やつも今の汝うぬよりは上なのじゃ。男女の別によらず、迷宮で先駆を務めるは、道に慣れた者じゃと決まっておる」

　そうですね。魔法の威力に性差はありませんから、迷宮探索者に男女の区別は希薄です。従って複数人で迷宮を移動する場合、その隊列は純粋に実力の順となります。

　パーティ全体の状況を把握できる最後尾に隊長リーダー、先頭には魔導と敵感知に長たけた副長サブリーダーを置くのが定石ですから、今回はエリカが先頭でアルテリアが最後、最弱のあなたは中央、というのが適切な配置になりますね。

「ぼ、僕がこの集団の最底辺なんだ……？」

「経験の差異というものは、図書迷宮では生死の差に直結する重大な格差じゃからのぅ。この三人で比べれば、汝うぬの最弱は揺らがぬじゃろうな」

「……吸血鬼と同意見というのは癪しやくですが、この階層はわたくしの方が慣れていますの。なにせつい一昨日にも、筆者シナリオライターの刺客と魔法戦を演じた場所ですもの」

「……わかった。エリカ、先頭は任せるよ」

　いくら真祖の不死性があるとは言っても、論理障壁ロジツクウオールを持たないあなたでは、危険な罠わなや犯罪者の不意打ちには対処できません。

　ここはエリカに任せて、御お父とう様さまの書斎アトリエへと急ぎましょう。





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り二五九ページ】






　殺人鬼と吸血鬼と半人半鬼からなる探索パーティは、罠や迷宮生物や魔法犯罪者からの急襲を警戒しつつ、迷宮深層をゆっくりと進んでゆきます。

（……『図書館』とは違って、ここは似たような景色ばっかりだな……）

　あなたは漆黒の闇と本棚の死角に怯おびえながら、周囲を見回します。図書迷宮の書架には常に魔導書グリモワが生まれ続けているため、どちらを向いても似たような景色しか見えません。一度でも方向感覚が狂えば、無事に脱出することはほぼ不可能になるでしょう。

（エリカが道を選んでくれてるからか、今のところは簡単な罠にしか出くわさないけど、闇の奥底から、かすかに獣の匂いが漂ってくる気がする……）

「……かなり薄まってはおるが、動物の血臭がするのぅ。人間の立ち寄らぬ領域ゆえか、肉食獣の通り道になっておるようじゃな」

「迷宮生物モンスターの通る道の方が、逆に致死性の罠や捕食性の〈本〉が少なくて楽ですわ。獣の足跡などが目印に使えますし、目に見える化物なら対処も容易ですもの」

「……なるほどな。ある程度の戦闘力があれば、まだ魔獣の方が安全ってわけだ」

　そうですね。気配も殺気もなく襲い掛かる機械罠や、現実をも歪ゆがめる魔導書グリモワとは違って、迷宮生物モンスターは遠距離からの感知が可能ですし、物理的に殴れば倒せる存在ではあります。

　御父様ほどの魔導があれば、人間社会に潜む犯罪者から距離を取れるために、かえって迷宮の底の方が安全だったのかも知れません。

（……僕の記憶が確かなら、父上の書斎アトリエは多重結界で要塞化されていたはずだ。魔法鍵が破られてない限り、あの書斎アトリエの中は、五年前の状態のまま保存されているはず……！）

　あなたはかつて御お父とう様さまに連れられ、書斎アトリエを訪れたときの記憶を想起します。

　多重結界により要塞化された御父様の書斎アトリエは、五年前あなたが最愛の肉親を失った地。あなたが魔法と記憶と夢を奪われ、それを取り戻すと誓った場所。

　もしかしたらその書斎アトリエには、探索の助けとなる魔導書グリモワが、記憶障害を癒いやせる〈本〉が、そして仇かたきの正体を示し、真実へと導く手掛かりが、遺のこされているのかも知れません。

「……エリカ。父上の書斎アトリエまで、あとどれくらいかかるんだ？」

「もうすぐ、着きますの。この本棚の罠わなの側を曲がれば……ほら、見えましたわ」

　巧妙に罠が隠された本棚の角を、エリカに続いて慎重に曲がると……携行灯カンテラの灯あかりが、閲覧室の回廊の奥に、巨大な鉄扉を照らし出します。

　図書迷宮の闇の最さい奥おう、長い直線状の閲覧室の先。魔法錠の呪紋ルーンを刻まれた両開きの扉は、時の流れに取り残されたかのように佇たたずんでいました。

「……あの、紋章は……」

「ええ。奥おく月つき先生がこの地に残した多重結界、その魔力回路マジツクヴエインの表層部分ですの」

　エリカに続いて歩みを進めると、複雑に絡み合う魔マ素ナの流路、偉大な博士ドクトルマグナ以外には解読不可能な呪紋ルーンと魔力回路マジツクヴエインが、灯りに照らされて浮かび上がります。

　強固な障壁と無数の魔導書グリモワを内包する、未到達深度フロンテイア探索用の前哨基地ベースキヤンプ。五年前あなたが父を喪うしない、そして御父様が何かを遺してくれたのかも知れない、筆者シナリオライターとの因縁の地。

　それは偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒かいの、かつての書斎アトリエの扉でした。

「……到着、ですの」

　エリカは鉄扉の門前で歩みを止めると、振り返ることなく静かに呟つぶやきました。

　あなたは彼女の感傷に寄り添うように、同じく静かな声で答えます。

「あの夜から、五年、か。……この書斎アトリエは、ずっと父上の帰還を待っていたんだな」

「……ええ。『薬草院アポセカリア』の捜査資料によれば、この扉を破ることは不可能だそうですの。血ち塗まみれの御ご子し息そくだけが転送魔法で地上に送られ、異常を察知した『薬草院アポセカリア』が救援部隊を派遣したところ……先生はこの扉の前で、既に事切れていたそうです」

「……だとしたら父上は、最期の力で、扉に鍵を掛けたのかも知れない。……たとえば、この書斎アトリエに隠された『筆者シナリオライターの陰いん謀ぼうへの対抗手段』を、ある特定の人間に託すために」

　あなたはそう呟きながら、首元に結ばれた護符の金かな鎖ぐさりを手繰ります。掌てのひらに転がり込んだ水晶クリスタルが、銀白の魔マ素ナの輝きを強めました。

「……！　奥月さん、まさか先生の護符が、この結界の鍵に……？」

「この書斎アトリエの内外には、偉大な博士ドクトルマグナの魔導機構が、一分の隙間もなく詰め込まれてるんだ。扉もその魔導機構の一部で、父上固有の魔力に反応して、起動するようになっている」

　あなたはエリカに答えながら、閉ざされた扉へと歩み寄り、鋼鉄に刻みこまれた呪紋ルーンに護符の先端を触れさせます。

「魔力回路マジツクヴエインの特性は人によって違うから、僕たちの魔力では、この魔法扉は開けられない。だけどこの護符の水晶クリスタルに見える部品は、父上の神経を模倣した、魔力回路マジツクヴエインの集合体なんだ」

「先生の神経を模倣した……ということは、その護符に注がれた魔力は……」

「ああ。回路を流れる魔マ素ナは、父上の魔力と非常に近い形で精錬される。つまり──」

　あなたは指先に意識を集中させ、御お父とう様さまの護符を起動します。

　五年間、主の帰還を待まち侘わびた魔導機構に、再び命を吹き込むために。

「魔法錠に父上の帰還を誤認させて、解錠システムを起動することができるんだ」

　ヴンッ、と。

　奥おく月つき戒かいの魔力を感知した呪紋ルーンが、淡い青紫に輝きました。

　瞬間、巨大な歯車機械が動くような重低音が床板を震わせ、どこかで太い螺旋ボルトが回転を開始して、厚さ十センチの鋼鉄扉を、ゆっくりと押し開き始めます。

「……五年前の十月十六日、この図書館都市を離れてから」

　あの惨劇の夜に固定されたまま、主の帰還を待ち侘びていた魔導機構が、

「僕はずっと、この書斎アトリエに戻ってきたかった」

　あなたを迎え入れるように、書斎アトリエの扉を開け放ちました。

「……ただいま、父上」

　微かすかな黴かびと埃ほこりの臭においが、むっとあなたの鼻孔を刺激しました。

　呼吸を止めてしばらく待ち、部屋の中へと踏み入って、執務机のランプに火を点ともします。炎はすぐに安定し、暗かった室内を照らし出しました。

　五年ぶりの書斎アトリエは、その主を失ったまま、時に忘れ去られたように静止していました。書類が散らばった執務机も、壁の本棚を埋める背表紙も、あなたの指定席だった椅子も、すべては五年前の十月十六日と、まるで変わっていないように思えます。

「……見覚えが、ありますの。わたくしが保護されたのは、この書斎アトリエでしたのね……」

　あなたに続いて書斎アトリエへと踏み入ったエリカが、室内を見回しながらぽつりと呟つぶやきます。かつて御父様に救われた彼女にとっても、ここは思い出深い場所だったようです。

「……まるで、時間が止まっているみたいですの……」

「ああ。……書架の本も、戸棚の茶葉も、机の書類も、五年前のあの夜のままだ」

「……奥月先生は、五年前、この書斎アトリエで……」

　エリカは書棚の背表紙を見上げて、ふらふらと足を踏み出します。

　あなたは彼女の腕をぱしりと摑つかんで、エリカの身体を引き留めました。

「はひゃっ!?　い、いきなり何するんですのっ!?」

「感慨に浸ひたるのもわかるけど、足下にも気をつけて。……そこだけ、色が違うだろ」

「え？　……あ、っ!?」

　あなたとエリカの視線の先、書斎アトリエに敷かれた絨じゆう毯たんの中央には、周囲と僅かに色が異なる赤黒い領域がありました。

　絹糸シルクの優美な光沢は、その部分だけ、まるで干ひ涸からびた死骸ミイラのように失われています。

「……この赤黒い染みは、では、もしかして……っ」

「……そうだよ。……血痕だ」

　あなたはエリカの手首を放すと、深紅と鉄赤との境界線に、そっと指先を触れました。五年の間に風化してしまった血液が、ぱりりと砕けて粉になります。

「五年前。父上は、ここで殺された」

「っ、ぁ……」

　あなたの声は、絶望の重圧に押し潰されてしまったがごとく、低く冷たく響きました。エリカはそれを聞いて絶句してしまい、ただ呆ぼう然ぜんと、床の染みを眺め続けます。

「……それでアルテリア、頼みたいことがあるんだけど」

「ふむ……この書斎アトリエに残された血液から、父御の記憶を吸い出せと言うのじゃな？」

　アルテリアはそう言いながら書斎アトリエに入ってきて、そして床の血痕を見下ろします。

　絨毯に染み込んだ御お父とう様さまの血液は、致死量を優に超えていました。図書迷宮の銀の夜、能力喰らいタレントイーターの力があれば、偉大な博士ドクトルマグナの知識を、吸い出すことができるかも知れません。

　エリカの〈常記書エヴアーノート〉の記述が真実なら、御父様は筆者シナリオライターの正体に辿たどり着ついていたはず。だとすれば彼の血潮には、筆者シナリオライターの陰いん謀ぼうに関する情報が溶存していたことになります。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの吸知能力を以もつてすれば、五年前の真実に、一気に近づける可能性も──

「……むむむ。すまぬ、これは無理じゃ」

　と思ったのですが、アルテリアの返答は、期待外れなものでした。

「む、無理って……もしかして、やっぱり生き血じゃないとダメだとか？」

「うむ、絶対的に鮮度が足りぬ。脳を離れた瞬間から、記憶情報は急速に劣化するからの。そうでなければ、わざわざ獲物に近付いて頸くびを嚙かむ必要はないじゃろう？」

「あ……そっか、言われてみれば……」

　血を吸うだけで知を吸えるなら、吸血鬼だって牙より弓矢を使うでしょう。獲物を軽く傷つけてから逃がしてやって、残された血液を舐なめ取ればいいことになりますからね。

「だからこそ、吸血鬼は不死でなければならぬのじゃ。刀剣に斬られたり魔法に焼かれた程度で血を諦めては、そのまま餓死してしまうからのぅ」

「……あのさ、吸血鬼って餓死するのか？」

「おなかがへって気が狂うことはある」

「……し、死ねない分だけ苦しそうですわね……」

「そういうわけで吸知は無理じゃの。全盛期の妾わらわならまだしも、吸知能力が全く足りん。吸知能力を取り戻そうにも、知を吸える相手もおらんしのぅ」

「吸知能力……あのさ、僕ってお前の眷けん族ぞくだし、吸知能力は僕にもあるんだよな？」

「……それはあるじゃろうが、汝うぬの能力なぞ、妾わらわの何万分の一以下じゃぞ？」

「真祖おまえに吸い出せないものが眷ぼ族くに吸えるとは思ってないよ。僕が考えてるのは、お前と僕とでお互いに血を吸い合えば、知を増幅できるんじゃないかってこと」

　あなたの考えはこうです。


　①アルテリアの知を吸い、その吸知能力を倍加します。

　②それを今度はアルテリアが吸って、また吸知能力を倍加します。

　③これを次々に繰り返して力を増幅すれば、風化した血からも知を吸えるほどの域まで吸知能力を高められるはず──



「それも無理じゃの」

　と考えたのですが、やっぱりアルテリアの答えは否いなでした。

「む、無理かぁ……理論上はうまくいきそうな気がしたんだけど」

「妾と汝では吸知効率が違いすぎるからのぅ。一滴の血を吸うたびに数万リットルの血を吸わせねばならぬとなれば、いかな不死者の妾でも干ひ涸からびてしまうのじゃ」

「……二人で知を増幅できれば、いろんなことができると思ったんだけど……いやまぁ、吸血鬼になりたての僕が、吸知能力でお前に敵かなうわけもないか」

「汝が吸血鬼として完成し、かつ妾が瀕ひん死しならば可能やも知れぬぞ？　二億年かかるが」

　残念ながら、二人の能力喰ぐらいによる能力増幅は、あなたが真祖アルテリアの眷族として完成し、なおかつ真祖アルテリアが極端に力を失っている状況でもなければ実現できないようです。

「……でも、気落ちするのはまだ早いよな。父上の記憶を吸えないとしても、この書斎アトリエに父上の残した情報が隠されてる可能性は高いはずだし」

「え、ええ。『薬草院アポセカリア』の監視情報では、この五年間、魔法扉の開閉が感知されたことはないそうですの。この書斎アトリエ内部は、五年前の状況に限りなく近いはずですわっ」

　彼女が独自に調査したものでしょうか、エリカは肩鎧バインダーから手帳を引き抜いて、メモ帳の内容を示します。偉大な博士ドクトルマグナを暗殺された『薬草院アポセカリア』は、ギルドの威信を護まもるため、この書斎アトリエの周辺を監視し続けていたようです。

「……しかし、これでこの書斎アトリエも安全ではなくなってしまったのぅ。父御の形見の護符で魔法扉を開けられると知れれば、筆者シナリオライターは汝を殺して護符を奪おうとするじゃろう。仮にこの階層が監視されているとすれば、筆者シナリオライターの刺客が現れる可能性は高い」

「……そうですわね。現にわたくしも、この階層で何度も襲われていますもの」

「うむ。……あるいは、筆者シナリオライターは貴様を追い立てることで、この書斎アトリエの扉を開けさせんとしておったのかも知れぬ。鍵の開け方さえ知れてしまえば、筆者シナリオライターの正体に繫つながる証拠を、秘密裏に隠匿してしまうことも可能じゃからの」

「なるほど……この書斎アトリエに証拠を残してしまったとしても、魔法扉を開けられない限りは証拠を消せない。だからエリカを襲って、扉を開けさせようとしたのかも、ってことか」

「然しかり。偉大な博士ドクトルマグナを暗殺したほどの敵が、ただの学生を取り逃がすはずもないからの」

「……し、筆者シナリオライターが、わたくしを利用していたというんですの……？」

　アルテリアの言う通り、筆者シナリオライターが五年前の事件を隠蔽しようとしているなら、御お父とう様さまの弟子であったエリカは、確実に殺害しておくべき最重要人物の一人のはず。

　その彼女を殺せる状況にありながら、あえて殺害せずに逃げ延びさせたということは、筆者シナリオライターはわざとエリカを生かしていたのです。

　となれば必然、そこには何らかの意図が存在しなければなりません。

「この事実から筆者シナリオライターについて言えることは、筆者シナリオライターに迫る術が存在するということじゃ。さもなくば、貴様やそーしに干渉する理由がないからの」

「……筆者シナリオライターに繫つながる証拠全てを隠滅できていれば、いくら真実を探し求める者がいても問題ない。逆に言えば、敵は全ての証拠を隠滅したわけではない、という理論ですわね？」

「筆者シナリオライターに繫がる証拠が、どこかに残されているかも知れないってことか……！」

「然り。さぁて、作戦会議の時間じゃ。この階層は筆者シナリオライターに監視されておるのかも知れぬ。偉大な博士ドクトルマグナが遺のこした蔵書に、攻撃を阻む無敵の要塞。安全を確保できるのはここだけじゃ。万全の準備を整えて、筆者シナリオライターの刺客を迎え撃てるようにせねばなるまい」

「では……わたくしはこの書斎アトリエの探索を提案しますわ。吸血鬼の言う通り、この書斎アトリエには筆者シナリオライターに繫がる情報が残されているかも知れませんもの」

「そうだな。もしかしたらその情報が、筆者シナリオライターから身を守るために役立つかも知れないし」

　あなたはそう呟つぶやいて、灯ともし火びに照らされた書斎アトリエをぐるりと見渡します。

　書類が散らばったままの事務机。乱雑に積み上げられた書物の山さん嶺れい。内扉で仕切られた書庫も、情報を保全するには適した場所でしょう。

「となると、誰がどこを担当するかだけど……」

「汝うぬ、妾わらわたちは書庫の調査に回るべきじゃ。魔法を持たぬ汝が真正面から挑んだところで、筆者シナリオライターの陰いん謀ぼうには打ち勝てぬ。〈本〉の拡充は最優先事項じゃぞ」

　そうですね。あなたが書斎アトリエを訪れようと決めたのは、少なくとも昨日の昼の時点では、御父様の蔵書から必要な〈本〉を回収するためでした。

　魔法を失ったあなたにとって、〈本〉の拡充は必要不可欠。書籍戦力の増強なくして、筆者シナリオライターの刺客を斥しりぞける作戦なんて考えようがありません。

「……それに、忘れたわけではあるまい。汝の記憶は、二四八ページしか残っておらぬ。忘却の檻おりに囚とらわれてしまえば、真実を取り戻すことは永遠に不可能になるのじゃぞ」

「……？　記憶が、二四八ページ、ですの……？」

「あ……そっか、エリカには説明してなかったっけ」

　あなたの記憶障害を知らないエリカは、アルテリアの言葉に怪け訝げんそうに眉を寄せます。

「……そういえば、あなたがなぜ吸血鬼になったのかも教えていただいていませんのっ。奥おく月つき先生の御ご子し息そくであるあなたが、どうして吸血鬼なんかに……」

「吸血鬼なんかって言うな。ってゆーか、僕が吸血鬼になったのはお前のせいだからな？　お前が石いし槍やり刺してくるから、アルテリアも僕を吸血鬼化するしかなかったんだろ」

「わ、わたくしのせいですのっ!?　で、でも、なぜ吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーと行動を共にして……!?」

「……えーと、実は憶おぼえてないんだよね。僕の記憶、八時間しか保たないらしいから」

「は、八時間っ!?　記憶が八時間しか保たないって、だ、大丈夫なんですのっ!?」

「あんまり大丈夫じゃないから、今まで〈記憶を保存できる本〉を使ってたんだけど……その〈本〉のページ数、もう二四七ページしか残ってないんだ。それで父上の書斎アトリエなら、〈記憶障害を治療できる本〉があるかも知れないって思って」

「……な、なんてことっ……お、奥月さん、今すぐ〈本〉を探すべきですのっ!!」

「ふん、貴様に言われるまでもない。小娘、そういうわけで役割分担じゃ。そーしと妾わらわは〈本〉を探さねばならぬが、筆者シナリオライターとの戦いを考えれば情報も欲しい」

「わっ、わかりましたの！　この執務室の資料は、わたくしが責任を持って調べますわ！　ですから奥月さんは、絶対に〈記憶を保存できる本〉を探し出してくださいましっ！」

「う、うん、わかったから僕を角で刺そうとするのやめてね？」

　あなたの吸血鬼化に責任を感じたのでしょうか、エリカは気迫のこもった声で、書庫の探索を促します。あなたはその迫力（とツノの先端）に気け圧おされつつ、アルテリアと共に書斎アトリエの内扉の奥へと踏み入りました。




「……っと。……この書庫も、やっぱり少し埃ほこりっぽいな……」

　ドアの開閉が起こした風に乗って、羊皮紙と硫酸二銅アトラメンタムの濃密な臭においが、あなたの嗅覚をぴりりと刺激します。

　大気中で緩やかに酸化された緑ろく礬しようインクの金属臭が、五年という時の流れを思わせます。静止した暗闇の中、書庫を埋め尽くすように立ち並ぶ無数の本棚が、吸血鬼化した網膜にあいまいな像を結びました。

「……よし、探索を始めよう。〈本〉から灯あかりを出さないと」

　あなたは肩鎧シヨルダーメイルの間から〈収納本〉を取り出すと、背囊バツクパツクをしまい込んだページを探して、それをびりりと破り取ります。

「!!　わわっ、汝うぬ、待つのじゃっ！　その〈収納本〉は……！」

「え？　待つって何を──ぶべらっ」

　その瞬間、〈本〉のページから飛び出してきた背囊バツクパツクに、強したたかに顔面を殴打されました。

「ぎゃあぁあああ!!　顎はごがっ、顎はご骨ほねがカユイぃい!!」












「……〈収納本〉から物体を取り出すときには、かなりの勢いが付くから気をつけよ、と言おうとしておったのじゃが……」

「ふぐぐ……アはルテへリア、言ひうのが遅ほそいよぉ……」

〈収納本〉に大荷物を詰め込んでしまったからでしょうか、ものすっごい勢いでページを飛び出した背囊バツクパツクは、どすんと床に落下して室内を揺らしました。

　下顎骨を粉砕されてしまったあなたは、口と鼻からもうもうと赤せき煙えんを吐き出しながら、携行灯カンテラを取り出して火を点ともします。迷宮の本か棚べを崩して複数の閲覧室へやを繫つなげた書庫には、あなたの身長の三倍強はありそうな書架が、迷路を作るようにして並んでいました。

「……ふー、やっと顎骨治ったよっ。……それにしても、これだけ大量の〈本〉の中から〈記憶障害を治すための本〉とか〈戦闘に使える本〉を探さなきゃいけないのか……」

「うむ。せっかく骨が治癒したというに、別の意味で骨が折れそうな作業じゃのぅ」

　壁面を埋め尽くす背表紙を見上げ、あなたは軽い眩暈めまいを覚えて呟つぶやきました。

　深層への足掛かりとして構築された前線基地ベースキヤンプの中とはいえ、ここは偉大な博士ドクトルマグナの書庫。保管されている蔵書の数は、少なく見積もっても数千は下りません。

「ひぃ、ふぅ、みぃ……ざっと計算したところでも、五千冊以上はありそうじゃな……。汝うぬと手分けをして探そうにも、尋常の方法では記憶残量が先に尽きるじゃろう。手持ちの〈本〉を用いて、『〈本〉を効率的に探す方法』を作り出さねばならぬの」

「じゃあ、〈本〉を探す前に、まずは今ある〈本〉を確認しなきゃいけないな」

　はい。魔法を使えない現状、あなたの探索能力や戦闘能力は、〈本〉にほぼ依存します。〈本〉を探す上でも、筆者シナリオライターの刺客に備える上でも、やはり手札の確認は不可欠でしょう。

「ええと、〈折り紙〉は探索向きじゃないし、エリカに返してもらった〈本〉は……」

「たしか〈恒真タウトロギアの尋問書〉と、〈映し鏡の写し紙〉の二冊じゃったか？」

「うん。僕が日本から持ち込んだ、一冊と一枚の魔導書グリモワだ」

　あなたは肩鎧シヨルダーメイルの隙間から、一冊の〈本〉と一枚のページを取り出します。

〈他者に回答を強制する本〉、〈恒真タウトロギアの尋問書〉と、

〈〈本〉を複写できる本〉、〈映し鏡の写し紙〉を。

「ふむ……探索に使えるかは怪しいが、筆者シナリオライターへの対抗策とはなりうるか」

「……そうだな。残念だけど、どっちも探索よりは戦闘向きの〈本〉だと思う」

〈恒真タウトロギアの尋問書〉は、〈問いへの答えが『是ＹＥＳ』ならば、強制的にそれを回答させる本〉、強制尋問書ギアスペーパーの一冊です。そのページに尋問文を書き記して始動キーを詠唱すれば、たとえどんな相手からでも、強制的に情報を奪取できます。

「……吸知能力を得るまでは、この〈尋問書〉が仇かたきに対する切札だったんだけど……」

「今となっては、敵を倒して吸知した方が話が早いか。必要な情報だけを尋問し、逃走に転じて戦いを避ける、という使い方はできそうじゃが」

「敵が筆者シナリオライターの刺客なら、そんな作戦を許してはくれないよなぁ……」

「ううむ、敵に尋問し続けて詠唱を阻む、という使用法も考えられそうではあるのじゃが、しかしそのページ残数では、戦闘への応用も難しそうじゃのぅ」

「もう五ページしか残ってないからね……」

〈恒真タウトロギアの尋問書〉のような〈心を調査する本〉は、商取引や犯罪捜査などに有用なため、写本レプリカにも極めて高い売値が付けられます。ましてやアレクサンドリアから遠く離れた島国日本で買い求めるとなれば、相当な額の財貨が必要です。

　あなたの御お家うちが大枚を叩たたいて手に入れたのも、何か別の目的に使われた〈本〉の残り、ただ五枚だけ紙片ページがくっついた、すっかすかの背表紙でした。

「……そして〈写し紙〉の方は、魔法を失った僕には無用の長物、と……」

〈映し鏡の写し紙〉は、それが接触した他の魔導書グリモワの一ページを、魔法的な機能も含めて一度だけ複製することができる魔導書グリモワです。

　つまりこの紙片ページがあれば、そこに複写された武装解除魔法「破刃の暴風槍」を一度だけ詠唱・発行することが可能になるのですが……

（……僕は心的外傷トラウマの記憶によって、魔法運用能力を失っている。魔力回路マジツクヴエインを必要とする詠唱型の魔導書グリモワは行使できない……）

「ふむ……なれば結局、〈本〉の捜索には〈最期の祈り〉を使う他ないか」

「……そうだな。残り記憶容量はかなり心許ないけど、【魔導書グリモワの目利きの技能】とかを書き込んで、地道に蔵書を確認していくしかなさそうだ」

「いや、それについては考えがある。うまくいけば、記憶容量の消費を抑えつつ、必要な〈本〉を探し出せるかも知れぬ」

「え、もしかして記憶改かい竄ざんに頼らない方法があるのか？」

「いや、記憶改竄は必要なのじゃが、魔導書グリモワの目利きを書くよりはページ消費が少ない。先に確認しておくが、汝うぬは五年前より以前、この書庫に入ったことがあるのじゃな？」

「う、うん、ほとんど忘れかけてるけど……」

「一度でも入ったことがあれば、原理上はなんとかなるはずなのじゃ。汝の脳細胞に眠る『書庫の記憶』を取り出して、探索を効率化できるかも知れぬ」

「しょ、『書庫の記憶』？　なんか特別な記憶改竄するとか？」

「うむ、ちゃんと順を追って教えてやるのじゃ」

　あなたの疑問の声に、アルテリアはこくんと肯うなずいて、説明の言葉を続けます。

「そうじゃのぅ……汝も経験があると思うのじゃが、遙か昔の記憶を突然思い出したり、あるいは絶対に憶おぼえているはずの記憶を、なぜかド忘れしてしまうことがあるじゃろ？　その理由を深く考えてみたことはあるかの？」

「え？　……うーん、頭の中が散らかってて、記憶をおいた場所が見つからない、とか？」

「うむ。実は『記憶を検索する部位』と『記憶を保存しておく部位』は、人の脳の中では分離しておるのじゃ。前者は側頭葉に集中し、後者は大脳新皮質全域に広がっておる」

「う……きゅ、急に話が難しくなったんだけど。それってもしかして、〈脳医学の本〉に載ってる、小難しい専門知識なんじゃないのか？」

「いや、実体験なのじゃ」

「実体験!?　おまえ側頭葉こわれたことあるのっ!?」

「ある。話を戻すが、記憶を保存する機能と検索する機能は、脳の中では分離しておる。検索すべき記憶は存在するのに検索できぬのじゃ。ちょうど、この書庫の本のようにの」

「あるんだ……なるほどな、本きおくそのものは書の庫うの中に存在してるのに、どこにどんな本があるのかわかんなくなっちゃってるってことか……」

　あなたは書架に並ぶ背表紙を眺めながら、自分の頭の中を想像してみました。

　膨大な数の日記が並べられているのに、書籍目録インデツクスがないために使えない巨大な図書館。何かを忘れてしまっているときの脳とは、そんな状態にあるのかも知れません。

「それが脳神経系であれ書庫であれ、大量の情報を管理するためには目録インデツクスが必要となる。つまりは汝の父御も〈本の情報を記した本〉、〈目録本〉を作成しておるはずじゃ」

「あ……そ、そっか！　父上が蔵書の目録を用意していたなら、五年前の僕がその場所を見てた可能性は高い！　そのときの記憶を、記憶改竄で引き出すことができれば……!!」

　はい。脳の目録を再構成リインデクスすることで、書庫の目録を探し出すことができるはずです。

　そしてこの記憶改かい竄ざんは、新たな記憶を創造する場合とは違って、ページをほとんど消費しません。検索機能の再構成リインデクスによる記憶の再生は、はじめから知っている情報を忘れたり思い出したりするだけで、情報を知るシーンを書く必要がないからです。

　何かを「思い出す」だけなら、〈最期の祈り〉は、わずか数行の文章で実現できます。

（……この記憶改竄は『思い出す』だけなんだから、僕が目録の場所を知らなかったり、そもそも目録が存在しなかった時には無意味になるはず。……だけどたった数行の消費で忘れてしまった記憶を引き出せるなら、試す価値は十分にある……!!）

　あなたは〈最期の祈りわたし〉と鉛筆を抜き放ち、ページを割り開いて筆記の構えを取ります。




【僕はこの書庫の目録の在処ありかを思い出し、それを使って有用な本を探し出した】─15.




　果たして、再構築された検索機能は、五年前の記憶を正しく想起し──

　あなたは書架から一冊の〈目録〉を抜き取って、〈本〉の捜索を開始しました。





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り二三九ページ】






　八時間が経過しました。

　ふと気付いた瞬間、あなたは自分が先程まで〈本〉を探していたことを思い出します。

「はっ!!　ま、また時間が吹き飛んで……!?」

　記憶改竄により書庫の探索を自動実行したのでしょう、いつの間にかあなたの手中には二冊の〈本〉が握られていました。




〈再さい製せい紙し用よう再さい生せい紙し〉：一度使った〈本〉を再使用できる〈本〉と、

〈滞てい時じ式 超速達封筒五〇〇枚〉：宛先まで超高速で届く封筒（切きつ手て貼付済）が。




「……ふ、封筒ぅ？」

　あなたは自分自身が記述したらしき説明メモを読み、訝いぶかしげに首を傾かしげました。

〈再製紙用再生紙〉──〈一度使った〈本〉を再使用できる本〉の方は、ページが減った〈最期の祈り〉を再製紙することで、記憶容量を回復させることができそうですが……

「……切手が貼付済だとしても、速達封筒に戦闘上の使用法があるのかな……？」

「ふみゅ……他でもない汝うぬが選んだ〈本〉なのじゃし、なにかの使つかい途みちはあるのじゃろ」

　積み上げられた〈本〉の座椅子から、アルテリアが退屈そうに呼びかけます。八時間も〈本〉の捜索を手伝い続けたことで、流石さすがの最強種もお疲れ気味のようです。

「……ま、まぁ、少なくとも〈再製紙用再生紙〉の方はちゃんと使えそうだし……って、この〈本〉中身がすごく少ない！　三ページしか残ってないよ！」

　異常に軽い表紙を開いて、あなたは愕がく然ぜんとして叫びました。〈本を再使用できる本〉があれば、〈記憶を保存できる本〉を再製紙して、記憶容量を増やせると考えていたのに、その〈本〉には、たった三枚のページしか残っていないのです。

「この程度の枚数じゃ、〈最期の祈り〉を再生したって数分の余命にもならない……！　父上の蔵書になら、〈記憶障害を治す本〉もあるかと思ってたのに……」

「むむむ……他の〈本〉にも使用可能なのであれば、応用法こそ無限に考えられるが……しかしこの〈再生紙〉だけでは、記憶障害の問題は解決不能じゃのぅ」

「……もう一冊の〈封筒〉は、そもそも何の使い道があるのかも不明だし……」

　記憶改かい竄ざんにより〈目録本〉を発見したあなたが、この膨大な蔵書の中から見つけ出した〈本〉なのですから、何か有効な利用法があるのだとは思いますが……しかし何の変哲もない〈速達封筒〉なんて、いったいどんな応用をすればよいのでしょうか？

「うーむ、実際に使ってみると有用な〈本〉じゃったりするのかのぅ？」

「……あんまり便利そうとは思えないけど、いちおう試しに使ってみるか」

〈滞時式〉とかいう謎めいた説明がついてはいるものの、それが〈封筒〉である以上は、きっと物品を誰かに送付するための〈本〉であるはずです。

　あなたは残数が比較的豊富な〈折り紙セット〉を取り出し、そのページを破り取って、〈速達封筒〉に挟み込みます。そして〈封筒〉の宛先欄に「アルテリア」と書き込んで、その裏に付属品の封ふう蠟ろう（封筒を閉じるための蠟ろう）で封をすると──

「……うぉっ!?」

　ぽふっ！　と封筒に翼が生え、あなたの掌てのひらからふわりと羽撃はばたきました。〈速達封筒〉は宙を鮮やかに滑空し、アルテリアの頭上へ舞い上がると、ぽんっと音を立てて開きます。

「ふわ!?　な、なんか妾わらわのとこに届いたのじゃ！」

「……なるほど、自動的に送付される〈封筒〉なのか……ちょっと驚いたけど、これって〈折り紙〉を丸めて投げるのと何が違うんだ？」

　ひらひらと舞い落ちるページを見つめて、あなたはげんなりしながら呟つぶやきます。封筒が自動的に配達されてくれるのは便利ですが、やはり戦闘に役立つとは思えません。

「う、うーむ……宛先人の正確な居所が分からずとも使える、という程度かのぅ」

「……だとしたら、この〈封筒〉どのくらいの距離まで届くんだろ？　たとえば『筆者シナリオライターの刺客』って書き込んで封蠟を押しても……」

　あなたは二枚目の封筒を取り出すと、「筆者シナリオライターの刺客」と書いて封蠟を押します。当然というか予想通りというか、封筒は翼を生じることもなく、あなたの手中に佇たたずむだけです。

「……まぁ、こんな方法で筆者シナリオライターを探せる訳もないか」

「む……汝うぬ、ちょっと気になるのじゃが、ならばなぜ先程は、『アルテリア』の名だけで宛先を特定できたのじゃ？　同名の人間の扱いはどうなる？」

「ぼ、僕に聞かれたってわかんないよっ。……でも、言われてみれば不思議だな。お前と同じ名前の人は他にもいるかも知れないのに、どうやって宛先を特定したんだろ」

「むむむ……考えられる理由としては、〈本〉が使用者の記憶や情報を読み取っておる、ということかのう？　汝と妾わらわは互いを見知っておるが、筆者シナリオライターの顔は知らぬじゃろ？」

「〈封筒〉が僕の記憶の中から宛先を探すから、『アルテリア』だけでも送れるってこと？　それなら『銀』くらいまで削っても送付できることにならないか？」

　あなたは半信半疑で三通目の〈封筒〉を取り出し、「銀」と書き記して封を押します。すると〈封筒〉は純白の翼を生じ、アルテリアの頭上まで飛ひ翔しようして、自動開封されました。

「え、こ、これだけでも届くんだ……？」

「……ふむ、もしかしたら割と使える〈本〉なのかも知れぬのぅ。翼がある分、敵が回避しようとしても追尾できそうじゃし、遮蔽物の陰からでも投射可能じゃ。送付対象の名を知らずとも、記憶の中から宛先を特定できれば送付できるようじゃしの」

「……なるほど。〈折り紙〉で炎や防壁を生み出す方法と組み合わせれば、一度出で逢あった相手なら、どこに隠れていても攻撃が通るってわけ……あ、れ？」

　あなたはそこまで呟つぶやいて、脳のどこかに、びりりと電撃が迸ほとばしるのを感じました。

　この〈滞時式速達封筒〉は、使用者の記憶から送付先を検索することで、極めて曖昧な宛名でも送付を可能にします。その検索性能は、「図書迷宮の銀の夜 アルテリア・アル＝アタナシア＝アムナシア＝アウサナシア」の内の一字のみでも送付可能なほど強力です。

　残念ながら、あなたの記憶にない「筆者シナリオライターの刺客」には、その優れた検索力もまったく効力を発揮できませんでしたが……




「……ちょっと待て。エリカは、『筆者シナリオライターの刺客』を知っているんじゃないのか？」




　隣の執務室にいるエリカの記憶には、「筆者シナリオライターの刺客」が存在しているはずです。




「ッ!!　汝っ、あの小娘は襲撃を受けた際、筆者シナリオライターの刺客と直接出逢っておるはずじゃっ！　もしも先の仮説通り、その〈本〉が使用者の記憶を基準に宛先を特定しているのなら！」

「ああ！　僕は発送できなくても、エリカになら〈封筒〉を起動できる!!」

　あなたは叫び声と共に駆け出して、本の山を蹴散らしながら、内扉へと向かいます。〈封筒〉が筆者シナリオライターの刺客に届くなら、その位置を推定することだって可能なはずです！

　黒こく檀たんのドアを蹴破るように叩たたき開け、あなたはエリカに成果を伝えようとして、

「エリカっ!!　たぶん大成果だ！　筆者シナリオライターの刺客を探す方法が見つかったかも知れ──」

「──発行エクセキユート、石蛇の従僕」

　解き放たれたエリカの魔法が、石いし槍やりの瀑ばく布ふを成して襲いました。

「え……うわぁっ」

　石塊いしくれの触手があなたの身体に絡みつき、書斎アトリエの宙空に固定します。背後でばたんと扉の閉まる音がして、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーとも分断されました。何が起こったかも理解できずにいるあなたに、執務机の椅子に深く腰掛けたエリカが、静かな声で語りかけます。

「……奥おく月つきさん。〈記憶障害を治す本〉は、見つかりましたの？」

「え、えぇえ？　そんなことより、なんで緊縛されたのか教えて欲しいんだけど……」

「……その反応からすると、〈本〉は見つからなかったようですわね。よかったですの、八時間かけて編み上げた『記憶障害を克服する方法』が、無駄にならずに済みますわ」

「え……なっ、き、記憶障害の克服だって!?」

　突如として告げられた記憶障害の解決策に、あなたは驚きの声を上げます。

　執務机に広げられた無数の書類に、俯うつむくように目を向けていたエリカは、それを聞いてゆっくりと視線を上げると、決然としてあなたを見つめました。

「……奥月さん。五年前の真実を求めると言った言葉に、噓うそ偽いつわりはありませんわね？」

「え、エリカ……？」

　深い海を思わせる群青の瞳には、気付けば、凜りん然ぜんとした決意の光が輝いてます。

　まるで秘められた真実を、その眼まな差ざしの奥に宿しているかのように。

「……まさか、エリカ。この書斎アトリエに、五年前の真実に繫つながる証拠が……!?」

　あなたは気付きます。記憶の上では一瞬のことでしたが、あなたが書庫を調べている間、エリカもまた御お父とう様さまの執務室を、八時間かけて調査していたのです。

　書庫を調査している間、〈最期の祈り〉にエリカの記述が一切なかったということは、あなたに報告すべき成果が、なにひとつ見つからなかったか──

　あるいは、決定的な真実を知り、その裏付けに必死になっていたかです。

「……だったら教えてくれ。僕は真実を知るためにここにいるんだ」

　あなたに残された記憶容量は、二三二ページと八時間。書庫から〈再製紙用再製紙〉を回収したとはいえ、かなり心許ない時間です。御父様の遺志を継ぎ、誰かを救える人間になるためには、記憶障害を癒いやすことが絶対に不可欠なのです。

「エリカ。記憶障害を克服する方法って、いったい何なんだ？」

「……その方法を実行するには、潤沢な清流、流れる水が必要ですの。奥月先生の資料によれば、この階層には『図書館』があり、汚染されていない清涼な水があるそうですわ。奥月さんと真祖には、そこで待っていていただきますの」

「え、待ってろって、なんで一緒に行かないんだ？　治療法を知ってるのはお前だけだし、もしかしたら筆者シナリオライターの襲撃を受ける可能性だって……」

「……ごめんなさい。わたくしには準備がありますの。それにあなたが真祖といる限り、筆者シナリオライターによる襲撃は絶対に有り得ませんわ」

「僕とアルテリアが一緒なら襲撃はない？　ま、まぁ銀の夜がいれば、いくら筆者シナリオライターでも迂う闊かつに手出しはできないだろうけど……」

　エリカはあなたに答えることなく、執務机の書類を集めてゆっくりと立ち上がります。一枚だけ机に残された羊皮紙のページは、『図書館』までの地図でしょうか。

「……その石の魔法は、一定時間が経たてば解けます。先に行って待っていてくださいまし」

「わかった。地図に従えば、その『水のある図書館』まで行けるんだな？」

「ええ。……お時間は取らせません、わたくしもすぐに向かいますの」

　静かな声でそう告げて、エリカは書斎アトリエの開扉装置に指を触れます。御お父とう様さまの組み上げた魔導機構が起動し、重厚な扉をゆっくりと押し開きました。

「……奥おく月つきさん。偉大な博士ドクトルマグナに救われた者として、あなたを忘却から救ってみせますの。たとえその救いが、あなたに残酷な真実を突きつけるとしても」

　エリカはそう言って踵きびすを返すと、迷宮の暗闇へと踏み出します。

　そして再び閉じ始めた魔法扉の向こうに、冷たい靴音を響かせながら消えました。





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り二三一ページ】






「……っと、ここの本棚を曲がれば、『図書館』までは一直線のはずだけど……」

　十数分後。エリカの言葉通り石塊いしくれの戒めを解かれたあなたは、彼女が残した地図に従い数十の閲覧室を踏破して、流水があるという『図書館』に向かっていました。

「……むー。……汝うぬ、その地図はほんとーにアテになるのかのぅ？」

「うん、この地図の筆致は父上のものと同じだし、信用できるものだと思うよ。あいつの魔法のせいで書庫の扉ドアに鼻ぶつけたのは同情するけどさ」

「むぐっ……ふん！　彼奴あやつとは最初っから馬が合わんかったのじゃ！　いきなり石の槍を連射してくるわ、魔法でドア閉めて妾わらわを攻撃するわ、そーいえば妾の眷けん族ぞくの腕に、卑ひ猥わいな肉の塊を押しつけてくれたこともあったのじゃ！」

「まぁまぁアルテリア……あっ、あの光が『図書館』かな？」

　不機嫌そうなアルテリアに答えると同時、迷宮の薄暗がりの中に、淡い光点が現れます。あなたが歩みを速めると、長方形をした白い光は、近付くほどに大きくなってゆき──

　そして、あなたの目前に広がりました。




「っ……ここは、『浮ふ嶽がくの図書館』とは別の『図書館』か」

　光に踏み入った瞬間、夕焼けの赤が網膜を焼きます。ゆっくりと目蓋を押し上げると、あなたの視界は一気に開け、茜あかね空に浮かぶ無数の木々と噴水とを映し出しました。

「ここも地下なのに空が……やっばり図書迷宮って不思議なところだな……」

「……むー、確かに潤沢な清水はあるようじゃが……」

『図書館』の空には、赤く燃える雲を背景に、灰色をした無数の円盤が浮かんでいます。

　円盤の上面は芝生や噴水、庭木に飾られ、空中階段が円盤同士を繫つないで、宙空に迷路を形成しながら空の彼方かなたへと続いていました。

「あ、入り口の石碑に名前が……『空庭の図書館』、か」

『空庭の図書館』。図書迷宮内に存在する、多種多様な『図書館』の一つ。

　ここにしか生息しない樹木や草花、動植物に満ちた、美しき空中庭園の迷路です。




「……それで、あの小娘の告げた場所に着いたわけじゃが？」

「うん、夕暮れは綺き麗れいだけど、他には特に見るものもないな……」

　大人しく移動しておいてなんですが、治療法に関する資料はエリカが持っている以上、あなたたちにできることはありません。彼女を待つためには、入口から遠く離れることもできませんし、ここで時間を潰しているしかないようです。

「うーん、見たところ、危険な動植物とかはいないみたいだけど……」

「あまり奥に進むのは止すべきじゃろうな。……しかしまぁ、記憶障害の解呪とはのぅ。ここまで来ておいて今更じゃが、彼奴あやつほんとうに信用できるのかの？」

「たぶんね。偉大な博士ドクトルマグナの書斎アトリエになら解呪魔法の資料があってもおかしくないだろうし、それにエリカは、奥おく月つき戒かいの遺志に背くようなことはしないと思う」

　そうですね。あなたを射殺そうとしたことはありましたが、奥月戒の名を穢けがす行為を、エリカが自ら望んで為なすことはないでしょう。御お父とう様さまの教えに背こうとでもしない限り、彼女はあなたの味方でいてくれるはずです。

「……それに、僕はお前を信じなかったせいで、お前を危うく石化させて、死なせかけた。だから今は、裏切られたときのことを考えるより、信じてみようって思うんだ」

「む、むぐ……」

「大丈夫、きっと忘却の呪縛は解けるよ。約束しただろ？　どんな困難が僕を試しても、お前に救われたことを忘れはしないって」

「ふみゅ……！　……ふ、ふんっ、そーやって言いくるめようとしたって無駄なのじゃ！　どーせ汝うぬはそーゆーこと意識もせずに言えちゃう朴念仁なのじゃっ！」

「言いくるめようとしてるわけじゃないよ。約束したよ、って言ってるだけ」

「う、うぐぐ……つ、つーんなのじゃ！　もしも約束を違えおったら、その護符の金鎖をぎゅーぎゅー締め付けて縊くびり殺してやるから、覚悟するがいーのじゃっ！」

「わかった。死ぬのは困るから忘れないでおくよ」

　あなたは小さく微笑ほほえみながらそう答えて、『空庭の図書館』の夕焼けを振り返ります。

「ほらアルテリア、まだエリカも来ないみたいだし、少し『図書館』を見て回らないか？　入口から離れすぎなければ、ちょっとくらい休憩してもいいだろうし」

「……ふ、ふんっ。……しょーがないから、行ってやるのじゃ」

　アルテリアはそっぽを向いたまま、あなたの制服ローブの裾をちょこんとつまみました。




「……ほー、なんか大きな噴水なのじゃー」

「おお……すごいな、アレクサンドリア中央市街の噴水より大きいんじゃないか？」

　真祖アルテリアを連れ立って空中階段を登ったあなたは、大きな噴水を持つ円盤に辿たどり着つきます。

　円形の岩盤の外周には、本棚の壁が立てられており、道幅二メートル弱の石畳をおいて、直径三〇メートルくらいの水場になっています。

「……水の透明度もかなり高い……この水、いったいどこから流れてきてるんだろ？」

「ふふん、図書迷宮では人間のせせこましい常識など通用せぬのじゃ。どこからともなく水が湧いても不思議はないし、どことも知れず流れていっても不思議はないのじゃぞっ」

「なんでお前が得意気なのかわかんないけど……それにしても、こんな綺き麗れいな場所なのに一人の探索者もいないんだな」

「この『空庭の図書館』はかなり前に探索され終えたようじゃし、他の『図書館』よりも危険じゃろうからのー。この円盤まで登ってくる時、汝うぬも下の雲海は見たじゃろっ？」

「え？　そりゃ見たけど、あの雲のどこが危険なんだ？」

　この円盤の下方には、ただ白雲の海だけが無限に広がっていました。田舎者のあなたは、それを美しくて不思議な光景としか思いませんでしたが……

「……汝。超音波ピンを打てばわかるが、この『図書館』には底がない。円盤や階段の上から滑落したが最後、何もない空を永遠に落ち続けることになるのじゃ」

「え？　お、落ち続けることになるの!?　永遠に!?」

　先程まで暢気のんきに眺めていた景色が、急に空恐ろしく思えてきました。不死者のあなたは墜落死こそしませんが、永遠に墜落し続けることは、死とほぼ同義ですからね。

「それに『図書館』はその特異な性質から、戦いくさ場ばとして選ばれることも多いからのぅ」

「……え、円盤から突き落とせば飛行種以外死ぬとなれば、そりゃ人ひと気けも減るよなぁ……うん、端っこには近付かないでおこう」

　あなたは円盤の外縁部からなるべく遠ざかることに決めました。深靴ブーツと靴下を脱いで、ズボンの裾を折り曲げて、噴水へと踏み入ります。くるぶしの上までしかない浅い清し水みずは涼やかに冷え切っていて、迷宮探索で溜たまった疲労が溶かされてゆくようです。

「ううーん、気持ちいい！　噴水の近くに行けばもっと涼しいかな？」

　あなたは円盤の中央から噴き上がる、流水の水膜ヴエールを眺めて呟つぶやきました。水と戯れるのは構いませんが、わたしを濡ぬらさないでくださいね。記憶改かい竄ざんして社会的に殺しますよ？

「おーい、アルテリアもどうだ？　おまえだって迷宮歩き回って疲れてるだろ？」

「む。……そーか、汝うぬはまだ平気なのじゃな」

　清流を両手に掬すくいながらそう言うと、アルテリアはちょっぴり不機嫌そうに呟つぶやきます。

「え、平気って何が？」

「……半人半鬼の汝はまだ問題なかろうがの、吸血鬼は流れる水を泳ぎ渡ることができぬ。全盛の頃ならまだしも、今の真祖わらわは流水中では即座に溺れ死んでしまうじゃろう」

「あ……そっか、吸血鬼ってわりと面倒な弱点多いんだったっけ」

「ふん、妾わらわは吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーじゃからの。血潮と不死を分けたとはいえ、眷けん族ぞくである汝とは別格別種の化物なのじゃ。……水遊びは汝一人でするんじゃの」

「……アルテリア……」

　夕陽に照らされた吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの顔が、ほんの少し翳かげった気がして。あなたはざぶんと波を立てると、清流をかきわけてアルテリアの元へと歩み寄ります。

「……ばかだな。お前は僕の真祖なんだから、『連れてけ』って命令すればいいんだよ。真祖おまえが流れる水を渡れなくたって、眷ぼ族くが運べばいいだけだろ？」

「汝？　わわっ!?　こ、こら、何するのじゃっ!!」

　あなたは真紅のドレスの腰に両手を回すと、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーをひょいっと抱き上げます。そして噴水の中の飛とび石いしの上に、その身体を優しく降ろしました。

「ひぅ、流水!!　こここれ汝っ、ぜったい妾を離すでないぞっ」

「あはは、怖がりすぎだって。流れる水なんてどうってことないよ」

　わたわたと振り回される両手をそう言って捕まえると、水への恐怖に震えていた指先が、きゅっとあなたの指を握り返します。

「……ほら、平気だろ？」

「ふ、ふにゅ……むぐっ、汝はこーゆーとこズルいのじゃ！　勝手に手なぞ握りおってっ、わ、わらわが溺れたりしたらどうしてくれるのじゃー！」

「飛石に乗っててどうやって溺れるんだよ。ほら、座って足つけてみたらどうだ？」

「……しゅ、〈収納本〉出すのじゃ。……ドレス濡ぬらしたくないから着替えるのじゃ」

「はいはい、真祖あるじの仰せのままに」

　そっけなく呟くアルテリアに、あなたは小さく微笑ほほえんで、彼女が立つ石灰岩の飛石に、そっと〈収納本〉を置きました。

「……よ、よいか？　目をつむったまま、掛衣カシユクールを広げて待つのじゃぞ？　わらわがよいと言うまで、絶対に目を開けてはならぬのじゃぞっ？」

「うん、僕の制服のフードの中の服だよね？」

　そう答えて目を閉じると、握っていた掌てのひらがぽんっという音と共に離れて、支える肉体を失った真紅のドレスが、しゅぽんと〈本〉に吸い込まれたのがわかりました。

　あなたは自由になった両手で服を広げて、蝙蝠アルテリアが飛び込んで来やすいように構えます。すると再びぼんっ！　と音がして、あなたの指先から布地の感触が抜き去られました。

「ん、アルテリア、戻った？」

　あなたがゆっくりと目を開くと──アルテリアの姿は、ありませんでした。

「……え？」

　どすんっ！　と、あなたの傍らの噴水から、何かが叩たたきつけられたような音がして、

　そして足下の流れが、真っ赤な血けつ色しよくに染まります。

「……あ、アルテリア？　お、おい、いったいどこに……」

　その異音の源、円盤中央の噴水を振り返ったあなたの視界に、

「ッ」

　血液のヴェールの向こう、両手を御み影かげ石いしの槍に貫かれた、吸血鬼の姿が映りました。




「あ……アルテリアっ」

「寄るでないっ！」

「くッ!?」

　水の奥に差し出そうとしていた手を無む理り矢や理り止めると、指の先を石いし槍やりがすり抜けます。床から発生した石の柱が絡まり合い、頑強な石格子を成して、吸血鬼アルテリアを捕らえました。

「アルテリア!?　なんだこの檻おりっ、アルテリアっ!!」

「吸血鬼は」

「!?　誰だ──っ、がぁああッ」

　背後から響いた声に振り向くと同時、飛来した石槍が両腿を貫いて地に縫い止めます。大だい腿たい骨こつから昇ってくる痛みに耐えて、両目をむりやり押し開けると──

「流れる水を渡ることができない、という性質がありますの。ゆえに『空庭の図書館』の噴水は、吸血鬼に対して最も堅けん牢ろうな檻として機能しますのよ」

　その手中に灰色の魔導書グリモワを携えた、金色の鬼の姿が映りました。




「な……っ、エリカぁッ!!　これはいったい何のつもりだ!?」

　ゆっくりと階段を登ってきたエリカに、あなたは吼ほえかかるように問いかけます。

「父上の遺志を継ぐって言ったのに……っ、これが奥おく月つき戒かいの弟子のすることか!?　こんな不意打ちみたいな真ま似ね、いったいどうしてっ!?」

「……あなたに真実をお話しするためには、こうでもするほかありませんでしたの」

「真実だと!?　両脚に槍ぶっ刺されて仲良くお話できる奴やつがいたら会ってみたいよ!!」

「あなたの脚を狙った理由を汲くんでいただきたいものですわ。最初から殺すつもりなら、魔導書グリモワを抜けぬよう、その真祖のように両腕を貫いていますもの」

「おまえっ、殺すつもりが無けりゃ他ひ人と様さまの脚貫いていいとでも思ってんのかよ!?」

　あなたは血液が沸騰するような怒りを覚えました。御お父とう様さまの仇かたきだという誤解も解けて、殺人犯と被害者ではなく、戦友としての信頼を築いてゆけると思っていたのに……

「……なのに、お前は裏切るんだな。殺人鬼と吸血鬼の関係に戻るって言うんだな……！　もういいアルテリア、噴水の基部を叩たたき壊せ！　それで水の幕は無くなるはずだ!!」

「無駄ですわ。今の真祖は、外見相応の少女の腕力しか持っていませんもの。吸知源から引き離してしまえば、銀の夜も瞬速詠唱インスタンスも使えない、無力な化物に過ぎません」

「んだと……お前っ、アルテリアに何をしやがった!?」

「……奥おく月つきさん。あなたは、何も教えられていませんのね」

「ッ、教えないのはお前の方だろっ、一体どうしてこんな真ま似ねを!?」

「──真祖の記憶が、三分二六秒しか保たないことも」

「は？」

　咎とがめの声を遮るように放たれたエリカの言葉に、あなたは虚を衝つかれて息を吐きます。

（……あ、アルテリアの記憶が、三分二六秒しか保たない、だって？）

「な……にを言ってんだ、おまえ……！」

「真祖に刻まれた忘却の呪縛は、三分二六秒ごとに、彼女の記憶をリセットしています。それが不死の輸血に伴ってあなたに伝染し、同じ呪いを与えているのです」

「記憶を、リセット、って……」

　エリカに感じていた激しい怒りが、動揺へと変化してゆきます。

　被術者の記憶を奪い去る「忘却の呪縛」。それはあなたの思考を捕らえる檻おりであって、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーとはまったく関係のない、あなただけの呪いだったはずです。

　アルテリアの記憶が三分二六秒しか保たないなんて──

　そんな話は、これまで一度だって聞かされたことがありません。




「……う、噓うそだっ！　一昨日おとといアルテリアに出で逢あったばかりのお前が、そんな重大な情報を知っているはずがない!!」

「……残念ですが、噓などではございませんの。お疑いでしたら証拠だってありますわ。何なら読み上げて差し上げても構いませんわよ？」

　あなたの困惑を完璧に無視して、エリカは手中の魔導書グリモワから、紙の束を取り出します。攻撃用の〈本〉かと考えて、あなたは右肩に手を伸ばしますが──




「迷宮暦六四三年、五月七日。『魔王アルテリア討伐に関する作戦試案』奥月戒 記」

　しかしその何十枚もの紙束は、ただの、報告書の草そう稿こうに過ぎませんでした。




「ッ」

「『吸血鬼化に伴う諸症状の観察経過と対策』奥おく月つき戒かい 記。『変異性アルタードショック緩和に関する薬草学的治験』奥月戒 記。『魔王アルテリアによるものと推定される歴史資料中の犠牲者』奥月戒 記。『時限式忘却呪術による不死者封印実験』奥月戒 記。『吸血鬼討伐戦役に係かかる諸費用 第四次試算』奥月戒 記。『吸血鬼化解除実験 第二次報告書』奥月戒 記──」

「お……『奥月戒 記』って、なんだよ、それ……っ！」

　震える声で訊きいたあなたに、エリカは資料の頁ページを繰る手を止め、冷たい声で答えます。




「これらの資料はすべて、わたくしが奥月先生の書斎アトリエで発見したものですの」

　その書類を書き上げたのは、『薬草院アポセカリア』最優の偉大な博士ドクトルマグナ、奥月戒なのだと。




「……噓うそ、だ……！」

「はっきり申し上げますわ。あなたはまだ吸血鬼ではありませんし、人間に戻れないわけでもありませんし、〈記憶を保存する本〉も必要としてはいませんのよ」

　いいえ、彼女の言葉は虚きよ言げんでなければなりません。エリカが否定したすべての事実は、あなたがこれまで行動の指針としてきた、最も根本的な情報だからです。

　それが欺ぎ瞞まんだったとしたら、あなたの三〇六ページは、ぜんぶ噓になってしまいます。

「今の反応で確信できました。……奥月さん。あなたは、真祖に騙だまされています」

「……騙されてなんていない……！　僕は絶対に騙されはしない!!」

　言葉を返す代わりに、エリカは手中の魔導書グリモワを閉じ、肩鎧シヨルダーメイルの隙間へと差し戻しました。これ以上あなたを傷つけるつもりはないという、一種の意思表示のつもりでしょう。

「奥月さん、あなたもしかして、こんな勘違いをさせられてはいませんの？」

　群青の瞳に哀れみを湛たたえたエリカが言葉を継ぎます。その声色は、殺そうとする相手に向けるには優し過ぎて──致命的な間違いが起ころうとしているような気配を感じます。

「例えば、吸血鬼に咬かまれると吸血鬼になってしまう、とか。吸血鬼になったら人間には戻れない、とか。〈記憶を保存する本〉を探さなければ破滅してしまう、とか」

「っ!?」

「あなた、そんな勘違いをさせられているのではありませんか？」

「な、何を、馬鹿な……っ！」

　エリカの語る言葉は、理解不能の戯たわ言ごとでした。

　彼女の言っていることは、どれもこれもあなたの知っている情報と食い違っています。勘違いをしているのは、あなたではなくエリカの方であるはずなのに……

「──そこで死にかけている、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに」

　その情報の源がアルテリアであるということだけは、決定的に正しすぎるのです。

「はっきり申し上げますわ。あなたはまだ吸血鬼ではありませんし、人間に戻れないわけでもありませんし、〈記憶を保存する本〉の捜索さえも、必要としてはいませんの」

「……違う、そんなの噓うそだ……！」

「重ねて、噓ではありませんの。ブラム・ストーカーを読まれたことはありませんの？　古い文献ゆえ時代遅れの点もありますが、そこで磔はりつけになった『由緒正しき不死の王ハイ・デイライトウオーカー』には十二分に適用できる、吸血鬼対策の必読書でしてよ」

「っ、ブラム・ストーカーって、ヘルシング卿きようの活躍を綴つづった、吸血鬼譚ヴアンパイアストーリーの発掘者の……」

「ええ。最近増えてきた低級吸血種レツサーブラツドには、『吸血した相手を即座に吸血鬼化する』という能力を持つものもいますが、それは吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの性質とは違いますの」

「!?　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに血を吸われても、吸血鬼化はしないだって……!?」

　エリカはあなたの言葉に肯うなずいて、「正統古典派の吸血鬼ハイ・デイライトウオーカー」に関する講義を続けます。

「吸血鬼と血が混ざった者は、『吸血の贄にえ』と呼ばれる状態に変異します。この段階では聖せい餅へいに肌を焼かれこそするものの、人としての生命活動を維持し、日光を浴びても疲れるだけで滅びはしません。ストーカーでいうミナ・ハーカーや、今のあなたのように」

「……ッ、じゃあ僕はまだ吸血鬼じゃなくて、『吸血の贄』だって言うのか!?」

「ええ。人が吸血鬼になるのは、解剖学的な死を迎えた瞬間です。人間は生しよう者じやであって、吸血鬼は死し者しやですわ。人間しようじやが吸血鬼ししやとなるには、死という通過儀礼が必要ですの」

「……いや、それだと僕の再生能力に説明がつかない！　僕はお前にあれだけ酷ひどい拷問を受けたんだぞ!?　僕がまだ人間だとしたら、こうして生き残ってるはずないじゃないか！」

　言ってて悲しくなりますが、確かに筋道は通りません。あなたは文字通り「死ぬほどの仕打ち」を受けたのですから、『吸血の贄』ならば、既に死んでしまっているはずです。

「ですから、あなたは『死んでいる』んですの。『死んで＋いる』という状態動詞でなく、死の途中にあるという動態動詞──つまり『dead』ではなく『dying』なのですわ」

「状態動詞じゃなくて……動態動詞、だと……？」

「つまりあなたの人間率は、ゆっくりと減少していってるんですの。わたくしとの戦闘で七割に減り、そして足りない三割を吸血鬼性が埋める。緩慢に、死きゆうけつきへと近付いてゆく」

「死きゆうけつきに、近付いていく……」

　エリカは小難しい言い回しをしていますが、その意味するところはこういうことです。


　①あなたは生死の境にある人間であり、ゆっくりと死に向かっています。

　②死の過程を『吸血の贄』と言い、それが終われば、あなたは真の死者きゆうけつきとなります。






「……吸血鬼化は普通、血液を失うほどに進行しますの。戦闘になってあなたを傷つけてしまったら、七割しか残っていない人間性を、更に減らしてしまう可能性もありました。ですからこうやって、初めにあなたの動きを封じる必要があったのですわ」

「……じゃ、じゃあ『人間に戻れないわけじゃない』って言うのは……！」

「ええ。吸血の贄にえとはいえ、あなたは歴れつきとした生者にんげんなのです。血液に混入した吸血鬼性を取り除きさえすれば、元の真っ当な人間に戻れますの」

　にわかには信じがたい話ですが、しかし真実だとすれば僥ぎよう倖こうです。死んで化物になり、二度と日の当たる場所には戻れないと思っていたのに、あなたはまだ人間だったのです。

（……人間に……僕はまだ、人間に戻れるって言うのか……？）

「どうです？　こんな話、そこで死にかけている真祖が語ってくれまして？」

「っ、それは……!!」

　言葉につられてしまった視線が──唇を嚙かんで押し黙る、アルテリアの姿を捉えます。

「……ぅ、汝うぬ。……わ、わらわは……っ！」

「……そんなわけありませんわよね。あなたは真祖にとって忠実な奴隷であり、非常用の食料なのですもの。家畜に知識を与えるような愚行、真祖がするはずありませんわ」

「……辻つじ褄つまは合ってるように聞こえる。でも、アルテリアが僕を騙だましていたとは思えない。だって僕はアルテリアに命を救われたんだ！　お前の話が真実だとしても、アルテリアが僕を救ってくれた事実に変わりはない！」

「吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーを信じると？　……日本人が忠義を美徳とすることは知っていますけれど、真祖は十数年前に呪いを受けるまで、五世紀ものあいだ人類を脅かしてきた化物ですのよ」

「違う！　こいつは、アルテリアは僕の……！」

「違いません。図書迷宮の銀の夜、能力喰ぐらいのアルテリアは──




　十万人以上を殺した、魔王ですの」




「……ッ」

　じゅうまんにんいじょうをころした、まおう。

　あなたはその言葉の意味を、すぐに理解することができません。




（アルテリアが……人を、殺した？）

「あなたはわたくしを殺人鬼とお呼びでしたが、魔王の方がよほど多くを殺しています」

（十万人以上を殺した……魔王、だって？）

　あなたはエリカが語った言葉を、懸命に理解しようとして、だから──

「だからこそ、図書館都市アレクサンドリアに覇を競う『聖堂カセドラ』『騎士団オルデル』『薬草院アポセカリア』『工房アトリウム』の四大勢力、すべてが魔王討伐の御旗に集い──奥おく月つき戒かいの指揮の下、対吸血鬼戦役を戦ったんですの」

「な……ッ」

　告げられた「奥月戒」の名に、あなたの心は、大きく揺さぶられてしまいます。












「父上が……奥おく月つき戒かいが、魔王アルテリアを討伐しようとしてたって言うのか……!?」

「事実ですの。銀の夜による殺人は、迷宮史資料のあちこちに確認できるほどだそうです。その全てを合算すると、被害者は十数万の規模に上のぼるとか」

　エリカは御お父とう様さまの遺稿を読み上げ、残酷な真実を突きつけます。

　図書迷宮の銀の夜は、能力喰ぐらいのアルテリアは、かつて奥月戒の敵だったのです。

（……じゃあ、僕は魔法犯罪者を……父上の敵を、護まもろうとしていたってことか？）

「先生は『薬草院アポセカリア』と四大勢力を率いて魔王討伐を成し遂げさせた、一番の功労者でした。もし彼が生きていたなら、全アレクサンドリアの尊敬を集めていたはずです」

（僕はもしかして、アルテリアを討ち滅ぼすべき側にいるんじゃないのか？）

「さあ、これでもまだ魔王を信用していられますかしら？　あなたをずっと騙だましていた、あなたの御父様の仇敵──迷宮史上最悪の吸血鬼ヴアンパイア、能力喰らいのアルテリアを」

（僕は……僕は、本当に、アルテリアに騙されていたのか？）

「……アルテリア。こいつが言っていることは、……本当、なのか……？」

「……っ、妾わらわは、わらわは……っ!!」

「無駄ですわよ。十余年前、『聖堂カセドラ』『騎士団オルデル』『薬草院アポセカリア』『工房アトリウム』の主力および数千の探索ギルドを投じた対吸血鬼戦役で、その化物は忘却の檻おりに閉じ込められたのですもの。『薬草院アポセカリア』最優の偉大な博士ドクトルマグナ──奥月戒の記憶呪縛魔法によって」

　そう。エリカの言葉が真実なら、アルテリアの記憶は三分二六秒しか保たないのです。

　彼女に真相を聞いたって、答えられるはずもありません。

「それで、魔王は滅びるはずでした。熟練の探索者、数千人の命と引き替えに」

「……でも、滅びなかった。……迷宮には〈記憶を保存できる本〉が存在するから」

「ええ。かつての力を失い少女同然まで衰えた魔王は、魔獣や罠わなや魔導書グリモワや忘却の牢ろう獄ごくに何度も何度も殺されながら──先生の予想に反し、〈本〉を手に入れてしまったのです」

　あなたの脳裏を、実際には見たはずのない、真祖アルテリアの地獄がよぎりました。少女同然まで成り下がった彼女は、ただ一つ残った不死性だけを頼りに、〈本〉を探し続けたのです。

　殺され忘れ蘇よみがえり、殺され忘れ蘇り──人類への復ふく讐しゆうだけを、折れそうな心の杖として。

「そしてその〈本〉こそ、あなたの三つ目の誤解を正す鍵なのです。奥おく月つきさん、あなたは八時間で記憶が消えるから、〈記憶を保存できる本〉をお探しなのですわよね？」

「……ああ。僕の記憶は、八時間と一千ページしか保たないから……」

「確かに〈本〉は必要です。吸血鬼から眷けん族ぞくへ感染する忘却の呪縛、その解呪法に関する資料集には、後から抜き去られたような奇妙な欠落がありました。ですが〈本〉を探して迷宮探索をする必要はありませんのよ」

　エリカが右腕を持ち上げ、その細指でアルテリアを差しました。

「だって、そこな魔王が持っているではありませんか──




〈図書迷宮の吸血奇譚〉を」




　──〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉。

　それはこの〈最期の祈り〉の原点にして、〈記憶を保管できる本〉の原典。

　偉大な博士ドクトルマグナの魔導により、忘却の檻おりに投げ込まれた吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、憤怒と憎悪に塗れ迷宮の闇を這はいずり、無限の死と再生の果てに摑つかみ取った──ランクＡの魔導書グリモワです。




「魔王の記憶は、三分二六秒ごとに消滅します。ですから原典を奪い取り、三分二六秒〈図書迷宮の吸血奇譚〉から遠ざけておけばいいんですの。そうすれば魔王は滅び去り、あなたは〈記憶を保存できる本〉を手に入れられますわ」

　確かに、それは人類とあなたを同時に救う、素晴らしい解決法でした。

（……アルテリアは、その記憶を呪われている。だから僕が〈本〉から八時間離れれば、すべての記憶を失ってしまうように……）

　アルテリアが〈本〉から三分二六秒離れれば、すべてを忘れてしまいます。

（〈吸血奇譚〉のことを忘れて、僕のことも忘れて、自分自身のことさえ忘れて……）

　そして忘却の檻に、永遠に閉じ込められたままとなるのです。

「……魔王は人類の存在をも脅かしうる最強種です。殺されなければなりません」

（僕はまだ人間なのかも知れない。……だったら魔王アルテリアは、人類である僕の敵だ）

　ずきん、と、あなたの左胸が痛みました。

「それに……あなたの記憶残量だって、そう多くはないのでしょう？　残り時間ページすべてを迷宮探索に費やしたとしても、〈本〉が見つかる保証は、どこにもありませんのよ？」

　ナイフで刺し貫かれても、なんの痛みも感じなかったはずの心臓が、

（……エリカの言う通り、僕の記憶容量は、あと二〇九ページしか残っていない）

「クラスＡ級の魔導書グリモワ、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉だって、あなたのものにできますわ」

　エリカの言葉を聞くたびに、ずきんずきんと、激しく暴れて泣き叫びます。

（……Ａ級の原典があれば、僕の心的外傷トラウマを治すことだって、十二分に可能なはずだ）

「さあ、魔王を殺しなさい」

　あなたは正しい判断を下そうとしているはずなのに、

（アルテリアを見捨てさえすれば……僕の問題は、全部解決できるんだ）

「能力喰ぐらいアルテリアは、奪うことでしか生きられない、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーなのですから」

（だったら僕は、アルテリアを殺してしまっても、構わないんじゃないのか？）

　ずきん、と。

　アルテリアを殺害し、彼女を永遠に忘れ去ってしまうことを想像して、

「……ごめん、アルテリア」

　あなたは固く拳を握って、囁ささやくように言いました。




「っ……！」

　その声を聞いたアルテリアの身体が、びくんと跳ねました。

　迷宮最強の吸血種は、涙を湛たたえた真紅の瞳に悟ったような笑みを浮かべて、言います。

「い、いいのじゃ。……どうせ、こんな終わりが来ると思っておった」

　取り繕ったような笑顔には、懺ざん悔げと悲壮と後悔と、精一杯の虚勢が張り付いています。

「……所しよ詮せん、妾わらわは吸血鬼じゃし。十万も殺した、魔法犯罪者じゃし。……なっ、なによりずっと汝うぬのことを、欺き続けておったんじゃから……っ」

　死の恐怖に震えながら、それでもアルテリアは、懸命に涙声を隠し通そうとします。

「……噓うそをついてて、ごめん、なのじゃ」

　閉じられた真紅の瞳から、ぽろりと零こぼれ落ちた涙を見て、




「──一瞬でもお前を殺して楽になろうとか考えた、最低な僕を許して欲しい」




　あなたは太ふと股ももに突き刺さっていた石いし槍やりを、砕けるほどに握り締めました。

「な……っ!?」

「う、ぬ……？」

（……今、理解できた。なんでアルテリアを殺そうとすると、こんなにも心が痛むのか）

「悪いけど、僕にはこいつは殺せない。そんな覚悟は僕にはできない」

　あなたは御み影かげ石いしでできた六角柱を、全霊の力を振りしぼって引っ張ります。

「あ……あなた何をしてますの!?　大だい腿たい動どう脈みやくから出血したら、七割しかない人間性が！」

「そうじゃっ、今ならまだ人間に！　それに妾わらわは、汝うぬを騙だまし続けておったんじゃぞ!?」

「関係ないよ。恩人おまえが磔はりつけにされてるって時に、脚刺されたままで黙ってられるか」

　噴水の底に突き刺さっていた穂先が、ゴキンと折れて外れます。

「お……奥おく月つきさん！　あなたわたくしの話を聞いていませんでしたの!?　そこなる魔王は奥月先生の仇敵！　十万人以上の人々を殺あやめた、史上最悪の魔法犯罪者なんですのよ!?」

「それでも僕の恩人だ。アルテリアが助けてくれなかったら、僕はあの薄暗い迷宮の底で、誰とも知れない遺棄死体の仲間入りしてたんだ！」

（アルテリアを護まもりたいと思うのは、アルテリアを忘れたくないと思うのは──）

「アルテリアは僕を救おうとしてくれた。寮室で、廊下で、教室で、露台バルコニーで、図書迷宮で、いつも僕の側そばにいてくれた！　アルテリアは僕の恩人なんだ!!」

（──きっと僕が、アルテリアを好きになりはじめているからなんだ）

　太ふと股ももから槍を引き抜くと、傷口は大量の血煙を吐き出しながら瞬時に再生します。

「……確かに真祖アルテリアは、かつて悪だったのかも知れない。真祖さえいなければ、吸血鬼討伐戦で命が失われることも、僕がお前に殺されることもなかったかも知れない」

「そ、それが解わかっていながら、なぜ奥月先生のご遺志に背くような真ま似ねを……！」

「それでもッ!!」

　あなたは血ち塗まみれの槍を投げ捨てて、エリカに真正面から反論します。

「それでも父上は、敵を殺して全てを解決しようとするような真似はしなかったはずだ!!　偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒かいは、敵さえも信じて救おうとする人間だったんだ!!」

　そう。あなたの御お父とう様さまは、どんな罪人に対しても、救いと許しを与えようとすることを諦めませんでした。冴さえ渡わたる魔導からではなく、深遠な知識からでもなく、人々に正しき道を示そうとし続けたからこそ、人は彼を「偉大な博士ドクトルマグナ」と呼んだのです。

「父上に教わった『恩の定義』は、恩人が悪人だと判わかったら殺すことじゃ絶対にない!!　アルテリアが罪を犯したんだとしたら、正しい道を踏み外してしまったんだとしたら──僕はこの命を賭してでも、アルテリアを日の当たる場所に連れ戻してみせる!!」

「っ、なぜ解らないのですか！　あなたは魔王に利用されているだけなんですわよっ!?　彼女はあなたの甘さに、覚悟の無さに付け込んで、盾にしようとしているだけなのです！」

「お前が言う『覚悟』ってのは、恩人を三分半の牢ろう獄ごくに閉じ込めて、自分だけのうのうと解放されることなのか!?　だったら僕は願い下げだッ！　たとえ八時間経たてば全部綺き麗れいに忘れられるとしても、僕はその八時間を耐えきれずに自殺する自信がある！」

「……奥おく月つきさん、あなたは……ッ!!」

「そうさ！　お前の言う通り、僕に『覚悟』なんてものは無い。誰かを殺す覚悟なんて、僕には一生決められない。……だけど!!」

　あなたは肩鎧シヨルダーメイルと左脇腹に手を伸ばし、〈本わたし〉と鉛筆を引き抜きながら叫びます。

「──誰も死なせない覚悟だけは、ずっと昔に決めたんだ」

　そう、あなたは誓ったのです。五年前の十月十六日、すぐ傍らで傷付いている御お父とう様さまに何一つできなかった無力な自分自身に、あなたは誓いを立てたのです。

　誰かを救える存在に──偉大な博士ドクトルマグナになってみせると。

「いくぞ、エリカ・アウストラル。お前がこいつを殺すって言うのなら──」

　あなたは自分自身の記憶に、誓いの文字を刻みつけます。




【僕はアルテリアを救ってみせる】─1.




「記憶の全てと引き替えてでも、僕がアルテリアを護まもり抜く!!」




「……わたくしにだって、覚悟はありますの。あなたを止めるためなら、戦う覚悟は!!」

　エリカは〈収納本〉に書類を押し込み、魔導書グリモワを引き抜いて詠唱の構えを取ります。

「投降しなさい奥月さん！　さもなくば両手両脚を刺し貫いてでも止めますわよ!!」

　ヴンッ!!　と魔導書グリモワが唸うなりを上げました。精錬された大量の魔マ素ナが、彼女の肉体に宿る魔力回路マジツクヴエインを巡って、淡く輝いているのです。このままだと魔法が来ます！

（〈本〉、僕に力を貸せ!!　アルテリアを護るためには、どんな記憶を書けばいい!?）

　足下が水場のため、彼ひ我が共に運動が制限されます。浅水での戦闘経験を書き込みつつ、十分な距離をとってください。回避能力向上と合わせて出血を避けるのです！

（わかった！　──【僕は流水中での戦闘訓練を積んでいる】─80pgs.）

「奥月先生の御ご子し息そくを……っ、あなたを魔王には渡さない！　〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を奪い取って、あなたを忘却の檻おりから救って見せますの！　発行エクセキユート・石蛇の突牙!!」

　鉛の筆メタルポイントが文章を綴つづった瞬間、エリカの周囲の水が破裂し、無数の石いし槍やりが射出されました。先ほど魔導書グリモワを収めたように見せかけて、抜け目なく永続魔法を装塡チヤージしていたのです。

「僕はそんな解決なんて望んでない！　僕はアルテリアに救われたんだ！　アルテリアが罪を犯したのなら、僕が一緒に償ってやる!!」

　空を裂いて飛来した槍の雨を、あなたは水面を流れるような動きで回避します。脳内に流れ込む記憶が、水場での戦闘能力を向上させているのです。

「っ……本気でわたくしに勝つおつもりですの!?　さっきの両脚からの失血で、あなたの人間性は一割以上削られているはず！　変異性アルタードショックを起こして死にますわよ!?」

「変異性アルタードショックだと!?　アルテリアっ、変異性アルタードショックって何だ!?」

「え……あ……っ、だ、ダメじゃ汝うぬ！　これ以上血を失ったら、吸血鬼化が一気に進む！　そうなれば自己免疫性アレルギーを誘発して、汝の精神こころが死んでしまう!!」

「そういや……前に血を失った時も、変異性アルタードショックがどうとか言ってたな！」

　吸血の贄にえであるあなたは、本来ならゆっくりと死に続ける存在です。しかし外傷などにより大量出血した場合、不足した人間性を、吸血鬼性が埋めることになります。その際に流入する吸血鬼性への拒絶反応が変異性アルタードショックであり、その発症は狂死と同義です。

「わかったらさっさと降参なさい！　開オ放ン・二番テトラリクスッ!!」

「！　二重詠唱マルチチヤントか!!」

　大気を揺らすエリカの詠唱に、あなたは二つめの魔法を警戒します。

　吸血鬼の不死性は切断や打撲にこそ強いものの、肉体を異物が貫く杙よく創そうは不得手です。一撃でも喰くらえば運動性が低下し、あなたの敗北が確定します。

（致命傷を受ければ発狂死、直撃を避けても速度が落ちたらジリ貧……！　反撃の糸口を摑つかむまでは、回避に全力を注ぐしかない!!）

　あなたは回避に専念するため、右肩の肩鎧シヨルダーメイルに〈本〉を押し込んで構えを取ります。

　そして移動速度を上げるため、水底をぎゅっと踏み込もうとして、

「あなたが回避に頼るなら──わたくしは止めるまでですの!!」

　エリカの周囲の水流が、びしびしびしっ！　と凍結してゆくのを見ました。

「なに!?」

　反射的に水面を蹴り飛ばすと、大きく跳ね上げられた波が、そのままの形状で凍ります。あなたとエリカの間、直線状三〇メートルの水域が、瞬時に凍いてついてしまったのです。

「み……水が、凍って!?」

「躱かわされた!?　ですが逃しませんの!!」

「くっ、避けきる!!」

　記憶に書き付けられた魔法理論学の知識が、あなたに直感的な回避運動を取らせます。直後、あなたが着地しようとした水域に向け、エリカの足下から氷河が伸びました。

　あなたは不死者の身体能力に任せて全身を捻ねじ曲まげ、凍結した水面を蹴ろうとします。しかし氷は一瞬で融解して水に戻り、ばしゃんと音を立てて足首に絡みつきました。

「凍りなさいッ!!」

「くあぁ!!　ぐっ、脚が!?」

　あなたは再凍結した水流に右脚を囚とらわれ、体勢を崩してしゃがみ込みます。

「捕まえましたの！　身を戒める氷水の蔓つる、逃れられはしませんわよっ！」

（あ……有り得ない！　詠唱も〈本〉も副次回路サブ・ヴエインもなく、こんな大量の水を凍結させたり溶かしたりするなんて!!）

「くそっ、こんな氷なんて叩たたき割って……割れない」

　強引に脱出を図るあなたを、しかし氷河の戒めは頑として束縛します。血液と人間性を失い、吸血鬼に近付いた今のあなたなら、氷壁程度は苦もなく粉砕できるはずなのに──

（……いや、違う！　記憶に書き込まれた魔法理論学の知識が僕に教えている！　これは凍いてついた水じゃなくて、むしろ……！）

「──石化した水かっ!!」

「『呪血能力バツドブラツド』ですのっ！　わたくしの肉体を流れる『悪魔の血潮』は、それが一滴でも混ざった液体を、選択的に石化させられますの！」

「!!　呪われた血バツドブラツド、血液石化能力だって!?」

「地の利を得て戦うは兵法の基本！　さぁ、行きますわよッ!!」

「っ、〈折り紙〉！　防壁にっ!!」

　エリカの魔導書グリモワが輝くのを見て、あなたは咄とつ嗟さに〈折り紙〉を投げ放ちます。瞬間的に展開された土ど囊のうが防壁を構築し、降り注ぐ石いし槍やりの雨を受け止めました。

「その防御法はもう知っていますの！　おお地の底に横たわる太古の霊れい巌げん!!」

（!!　この詠唱は『古王の戦鎚』！　僕を防壁ごと押し潰すつもりか!!）

　危機的状況です。〈最期の祈り〉があるとはいえ、変異性アルタードショックのため血液の消費を禁じられたあなたと全力のエリカとでは、魔法戦闘能力には数倍以上の差があります。

　相手は二重回路デユアルヴエインを有し、御お父とう様さまの遺稿から吸血鬼対策を修得しているであろう強敵です。さらに昨日の一戦で手の内を知られており、奇策に頼る作戦はもう通用しません。

　アルテリアを護まもるためには、エリカの魔導を上回るだけの「力」が必要なのです。

「大地は震え聞くだろう！」

（ち、『力』って言ったって、どうやってあの魔導に勝つ力を!?）

　あなたがエリカに勝るのは、この〈最期の祈り〉の存在と、アルテリアへの想おもいだけ。あなたに「力」を齎もたらす記憶は、最初から一つに決まっています。




【アルテリアを想うことで、あなたは肉体の限界を超えて強くなれる】─1.




（って、お前それは使えないんじゃなかったのかよ!?　改かい竄ざんできるのは僕の記憶だけで、物理的な変化を必要とするような改竄はできないって！）

　いいえ、あなたにだけは可能なのです。

　図書迷宮の銀の夜、能力喰ぐらいのアルテリアに救われたあなたにだけは。

「鉄てつ槌ついを以もつて鋼を打ち　礫つぶてを以て岩を砕く……」

　思い出してください。あなたは人間でも吸血鬼でもない、「半ハン端パイア」という存在です。

　人ならざる不死性と吸知能力を持ちながら、吸血鬼ならざる生命と生き血を残有する、昼にも夜にも属さない黄昏たそがれのような存在、「半人半鬼」なのです。

「古き鍛冶師の営みを!!」

　アルテリアを想おもう心は、あなたの肉体を物理的限界のわずか先へと押し上げています。ですがその差は微々たるもの。数倍の戦力差を覆し、エリカを撃ち破るには足りません。




　されどあなたの吸知能力は──自らの能力向上をも、奪い取って倍加できます。




「発行エクセキユート!!」

　さあ、奥おく月つき綜そう嗣しさん。

　あなたの血を、吸ってください。

「古王の戦鎚ッ」

（ッ、血を──吸う!!）

　エリカが詠唱を完成させた瞬間、眼がん前ぜんの水面が破裂しました。

　水を跳ね飛ばしながら現れた岩盤は、あなたの骨格を損壊しようと急激に接近し──




　ぶしゅりっ、と、

　あなたの犬歯が左腕の皮膚を裂いた瞬間、凍結したかのように動きを止めました。




（……止まっ、た？）

　世界から音が消失しました。視界全体が夜のように暗くなり、背中を流れる冷や汗が、まるで冷たい鉛の粒を押し当てられているように感じられます。

（なんだ、これ……？　もしや走そう馬ま燈とうか!?　世界の全部が……遅くなっていく!!）

　いいえ、あなたが速くなっていっているのです。

　物質系中位の放出魔法、古王の戦鎚が迫っています。岩盤の中央を思い切り殴りつけ、エリカの魔法を打ち破ってください。さぁ、早くっ！

「……っ、はぁあああッ!!」

　減速する世界の中、あなた一人が取り残されたかのように、本来の速度で運動します。打ち出した豪腕は、隆起した強固な岩脈を、まるで砂糖菓子の如く打ち砕きました。

「な、ぁ……っ!?」

　遅延してゆく世界の中、エリカがゆっくりと、驚きよう愕がくの表情を作ります。

（これは……もしかして臨死体験か!?　まさかさっきの出血が変異性アルタードショックをっ）

　物事は何でも正確にするべきですね。あなたのような間抜けな勘違いを生みかねません。

　お忘れかも知れませんが、あなたは迷宮最強の吸血鬼「能力喰らいタレントイーター」の眷けん族ぞく。

　まだ六割は人間で、吸血鬼としては圧倒的に劣った存在ですが、それでもアルテリアと同源同質の能力を有しています。

　血を吸った相手の能力──正確に言えば、相手と自分の力の差分を倍加する能力を。

（……え？　……ってことは、この減速世界は、もしかしてお前の──）

　わたしたちの能力です。〈本わたし〉の力では物理的な改かい竄ざんは行えず、身体能力をほんの僅か、数万分の一ほどしか増加させてあげることはできませんが……

（……その僅かな能力向上を、僕が自分自身から吸知することで倍加させれば……っ!!）

　結果として、十数倍程度の能力増幅は叶かなえられるのですよ。シナジー効果ってやつです。

「記憶改竄と、自己吸血。……これが、僕に与えられた『力』!!」

　あなたが全身に力を巡らせると、凍っていた水面に、ゆっくりと亀裂が入りました。

「選択的血液石化能力」。石塊いしくれの悪魔の血統が受け継ぐ異能の血潮──「呪血能力バツドブラツド」は、吸血鬼にとっては天敵とさえ呼べる強力な能力です。

　しかし呪われた血統は、あなたにとっても同じこと。能力喰らいタレントイーターの吸知能力を継承した半人半鬼の半ハン端パイアは、しかし、真祖も持たない強力な切札を秘めています。

　記憶改竄による能力獲得と、

　自己吸血による能力倍加という、「力」を。

「い……一音節の詠唱もなく、古王の戦鎚を……！　奥おく月つきさんっ！　まさか吸血鬼化して、魔王と同じ無詠唱魔法を」

「……魔法じゃない。僕は、アルテリアを信じているだけだ!!」

　アルテリアへの想おもいを口にした瞬間、あなたの思考速度がさらに加速します。吸血鬼を信じるという決意の強さが、物理的限界をも超越し、あなたに「力」を与えるのです！

　あなたは両脚に力を込め、水底を思いっきり踏み締めました。ドン!!　と激しい衝撃が円盤を揺らし、あなたは氷塊を破砕しながらエリカに突進します。

「く、っ！　ち か よ ら せ な ど …… ！」

　減速した視界の中央、エリカがゆっくりと叫びながら、永続魔法に魔マ素ナを注ぎ込みます。魔導書グリモワが術者の意志に呼応し、石いし槍やりの豪雨を形成しました。

（僕は、アルテリアを護まもるんだっ!!）

　しかし物理的限界を超越したあなたの前では、降り注ぐ弾雨も静止しているのと同じ。空中に浮かんでいる石の槍を、ぱしりと摑つかんで奪い取ります。

（この弾幕を躱かわすのは難しい……なら、この石槍でぶち抜く!!）

　あなたは右腕を振りかぶり、エリカのすぐ側の空間めがけて思いっきり振り抜きます。投げ放たれた石槍は衝撃波で弾雨を吹き飛ばし、障壁に突き刺さって一撃で粉砕しました。

「!?　き、き ゃ あ ぁ …… !?」

（それで……開いた風穴に飛び込む!!）

　あなたの身体能力は十数倍にもなっているので、二〇メートル弱など一歩で飛べます。一瞬で間合いを詰めたあなたは、エリカの側そばに着地して、彼女の腕を摑つかみました。

　あとは友達の手を引くような軽い力で、彼女の身体を引き寄せて──

「もう止めろ、エリカっ！」

　ばしゃあん!!　と巨大な水みず飛沫しぶきを上げて、エリカの身体は水中に沈み込みました。




「ぷはぁっ!?　げほっ、ごほっ」

　一秒さえない刹那の内に水中へと叩たたき落とされたエリカは、混乱しながら水を吐きます。勝利を確かにしたあなたは、彼女が溺水しないよう助け起こしてあげました。

「ごほっ、はぁっ、はぁっ……お、奥おく月つきさん、正気に戻って下さいまし……っ！」

「僕が正気なことくらい、お前はもうわかってるだろ。僕がアルテリアに洗脳されてて、殺してでも止めるべき状況なら、古王の戦鎚より石化の毒牙を詠唱するべきだ」

　そう、エリカは対吸血鬼の切札とも呼べる石化魔法「万象穿うがつ石化の毒牙」ではなく、岩盤の運動量のみを攻撃に利用する「古王の戦鎚」を詠唱してきました。

　接触するだけで石化させる猛毒の黒くろ杭くいは、たとえ身体能力を極限まで強化したとしても、御お父とう様さまの護符を使わなければ防御不能だったはずなのです。

「お前は本気を出さなかった。だからこんなにも簡単に僕に負けた。……それはお前も、アルテリアを殺すことに、迷いがあったからじゃないのか？」

「そ、それは、ですが……きゃっ！」

　あなたは顔を背けようとしたエリカを乱暴に引き寄せて、彼女を説得しようとします。

「だったら殺すな。ただ殺すことで問題を解決しようとすれば、僕たちは筆者シナリオライターとなんの違いもない『悪』になってしまう。……父上は、きっとそのことを望まない」

「そ……それでもっ、奥月先生と魔王が対立していたことは事実なのですわ！」

「わかってる。だけど僕は、僕を救ってくれたアルテリアを信じる」

　あなたはそう言ってエリカを放すと、水場の中央をゆっくりと振り返りました。

　噴水の基部に磔はりつけにされた、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに向かって。

「……アルテリア」

「っ……う、汝うぬ、寄るでない……！」

　噴水に歩み寄ろうとしたあなたを、揺れる水幕の向こうから、吸血鬼の声が制します。あなたに過去を告げなかったことを、彼女は負い目に感じているのかも知れません。

「馬鹿言うな、おまえ大おお怪け我がしてるんだぞ。僕の血を吸って自然治癒力を吸知しないと、肉体の再生さえできないはずだ。……過去のことは気にするな。エリカの話が本当でも、人を殺した十数年前の魔王おまえと、僕を救ってくれた真祖おまえは違う」

「……自然治癒など問題ではないのじゃ。我が身を障ささわる忘却の呪縛は、三分二六秒ごとにこの『アルテリアという存在そのもの』を巻き戻す。身に受けた傷も、流れ出した血も、そしてきっとかつて犯した、真祖わらわの知らぬ魔王わらわの罪も」

　石塊いしくれの触手に戒められた吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、ゆっくりと顔を上げました。途切れて繫つながり繫がっては途切れる、透明な水のヴェール越しに、深い紅あかの瞳と目が合います。

「……アルテリア、お前……」

「……妾わらわは知りたくなかったのじゃ。過去を恐れ続けてきたのじゃ。偉大な博士ドクトルマグナが与えた忘却の呪縛を言いわけに、自らの罪から逃げ続けてきたのじゃ」

　アルテリアは恐怖に抗あらがうように、そっとあなたを見返します。揺れ動く紅の双そう眸ぼうには、しかし自らの過去を知ろうという、決然とした覚悟の光が宿っています。




「そして今この刹那こそ、わらわが自分自身の過去と、向き合うべき瞬間なのじゃろう。この〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉に記された、真祖わらわの知らぬ魔王わらわの記憶と」




　──きゅぽん、と耳慣れた音を立てて、

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリアは、〈自らの記憶そのもの〉を、あなたの前に差し出しました。




　超越的な魔力でもって重力を拒絶し、自ら空中に浮遊する、一冊の〈本〉が。

　優雅な深紫に染められ、宝飾類の象眼に飾られた革表紙に、銀ぎん箔ぱくを圧して書いた美麗な文字で、その名を刻まれた魔導書グリモワが。

　あなたが求める〈記憶障害を解決できる本〉であり、〈真祖アルテリアの過去〉であり、そしてもしかしたら、〈五年前の真実〉が記されているかも知れない書物が。




「じゃから、どうか汝うぬに、この〈本〉を読んで欲しいのじゃ」




〈図書迷宮の吸血奇譚〉が、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの影の内から、顕現しました。




「〈記憶を保存する本〉の、原典……！」

「……汝。汝が妾を信じると言うなら、妾もまた汝を信じる。奥おく月つき戒かいの呪縛に囚とらわれた、妾の知らない過去の妾が、たとえ滅ぼされるべき人類の敵じゃったとしても」

　宙空に浮かぶ〈吸血奇譚〉が、まるで所有者の意に応えるように、音もなく虚空を滑りあなたの眼がん前ぜんで止まります。

「汝はこのアルテリアに、正当なる裁きを与えてくれると」

　その〈本〉に刻まれた記憶を、信じるあなたに読ませるために。

「……ああ、わかった」

　アルテリアの想おもいを悟って、あなたは静かに呟つぶやきます。

　かつて偉大な博士ドクトルマグナに記憶を呪われ、三分二六秒という忘却の檻おりに囚とらわれた吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー。無限の記憶喪失を繰り返す、最強の吸血種ヴアンパイアの半生の書。

〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉は、アルテリアの人格そのものなのです。

（……これは真祖アルテリアの過去の全てを記した、〈記憶を保存できる本〉の原典だ。その機能が〈最期の祈り〉と同じなら……僕はアルテリアが生きてきた時間のすべてを、この魔導書グリモワの記憶改かい竄ざんによって知ることになる）

　そう。この〈千一頁ページの最期の祈り〉が、奥おく月つき綜そう嗣しという存在そのものであるように、

　Ａ級の原典〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、アルテリアという存在そのもの。

　それを読んで欲しいという、なによりも深い信頼に、あなたは応えたいと想うのです。

「……アルテリア。僕は、お前を信じる」

　あなたは冷たい清流に一歩を踏み入れて、浮遊する〈本〉に歩み寄ります。

「だから、教えてくれ」

　原典と呼ばれる魔導書グリモワは、あなたに呼応するように、その魔マ素ナの輝きを強めました。

「お前が忘れてしまった、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの過去を」

　そして〈図書迷宮の吸血奇譚〉に、そっと指を伸ばしました。




『その〈本〉、読ませるわけにはいかないな』




　ざんっ、と。

　赫かく々かくとして燃え盛る、灼しやく熱ねつの槍が割り込みました。




「……え？」

　それは膨大な熱量を纏まとった、炎の槍でした。

　凄すさまじい魔力を内包した猛火の塊。その炎槍は石化した水の岩盤を牛酪バターのように貫き、周囲を溶岩へと変換しながらずぶずぶと沈んでいって──爆燃します。

「な……っ、がぁああああッ」

　刹那、視界に閃せん光こうが弾はじけました。

　激震があなたを殴りつけ、三半規管を猛烈な加速度で振り回して──なにか固い物体に思いっきり叩たたきつけます。

「きゃああぁあっ!!」

「がぁあッ!!　っはぁ」

　全身の骨という骨を、激しい衝撃が殴り砕きました。

　あなたは何が起こったのか解わからないまま、光熱に焼かれた目を剝むき開きます。

　不死性が再生させた網膜に、爆炎に弾はじき飛とばされて本棚に叩たたきつけられたエリカの姿が像を結びました。一瞬にして赤く焼け爛ただれたその脚は、あなたとエリカの肉体と衣服に、瞬間的に膨大な熱量が襲ったことを暗示しています。

「ぐふッ……！　な、何が……魔法　アルテリアっ」

　なにか致命的な危機が起きていると悟ったあなたは、反射的にアルテリアを想おもいます。その想いが思考を加速させ、不死性を増強して肉体を再生させました。

「アルテリア、無事か　アルテリアッ」

　あなたは『図書館』を焼き尽くす炎の壁の向こうに、真祖の姿を探そうとして、

　その視線を遮るかのように、紅ぐ蓮れんの影が舞い降りました。

「ッ!?　敵」

『再装塡リチヤージ・一番カロリナ』

　ひゅぼっ！　と炎が渦を成し、その爆圧を利用して、術者を落下の衝撃から保護します。

　全身を覆う漆黒の衣は、あなたが初めてエリカに会った時の黒衣カソツクとよく似ていました。しかし顔面は大きな頭巾フードに隠され、身に纏まとう炎の渦は強烈な威圧感を放っていて──

『発行エクセキユート・激痛の炎槍』

　一瞬で力量の差が理解できてしまうほどの、強敵です。

「り……、連装魔法リチヤージヤーだって」

　燃え盛る猛火が凝集し、先程あなたを襲ったのと同じ、紅蓮の槍を形成します。

　突如として現れた襲撃者は、魔法に不可欠な詠唱を、たった三句にまで圧縮しました。その凄すさまじい練度と魔力運用効率は、敵が尋常ならざる存在であることの証明です。

「い、いったい何者……!?」

『燃えろ』

　小さな囁ささやきが鼓膜を揺らしたと同時、黒衣カソツクの魔法使いが炎槍を振りかぶりました。今のあなたでも知覚できない運動能力、間違いなく身体強化の副次回路サブ・ヴエインを使っています。

「!!　エリカ危ないっ!!」

　あなたは本棚を蹴り飛ばし、炎槍とエリカの間に割り込みます。燃え盛る槍の穂先は、直撃を回避したにもかかわらず、輻ふく射しや熱ねつであなたの右腕を灼やき焦がしました。

「ぎっ、あ　う、腕がぁっ」

『……回路開放ヴエインズ・オン・二番ポリフオリア　神の娘　王の后きさき　三つの貌かおを持つ偉大なる女神よ』

（ッ、しかもこいつも二重回路デユアルヴエインだと）

　ぬるま湯となった水中を必死に転がると、頭上から二つ目の詠唱が降ふりました。もはや何が起きているのか、全く理解できません。〈吸血奇き譚たん〉を読もうとした瞬間、いきなり炎の槍が飛んできて、圧倒的な力を持つ襲撃者に殺されかけようとしているのです。

（なんだこの魔導の冴さえは!?　身体強化の副次回路サブ・ヴエインに、連装魔法リチヤージヤーに二重回路デユアルヴエイン!?　どうしてこんな魔法使いが、いきなり僕たちを襲撃して!?）

「お、奥おく月つきさん……！　この魔法使いは、わたくしを襲撃した、筆者シナリオライターの刺客ですの……!!」

「な……なんだって」

　エリカが痛みに喘あえぎながら呟つぶやいた言葉に、加速したあなたの思考が真実を悟ります。

　御お父とう様さまの書斎アトリエが眠るこの階層は、筆者シナリオライターに監視されていました。エリカを襲撃した筆者シナリオライターの刺客は、その襲撃の際に近くにいた、あなたの存在にも気付いていたはずです。

　そして筆者シナリオライターは、この戦闘の混乱に乗じて……

（もしかして──五年前の真実を追う人間を、ここでまとめて消すつもりか）

　あなたとエリカの存在を、この世から抹消しようとしているのかも知れません。




「ッ、エリカ起きろ!!　こいつが筆者シナリオライターの刺客なら、いったん退いて体勢を──」

『二番ポリフオリア・発行エクセキユート。終冬の劫ごう火か』

　エリカを抱き起こそうとした瞬間、背後から詠唱が響きました。とっさに振り返ろうとしたあなたの右半身に、太陽と見み紛まがう猛烈な光熱が降り注ぎます。

「ひ、っ」

　あなたはそれを視認できませんでした。赤しやく銅どう色に輝く光が視界に飽和したかと思うと、

「──がぁあぁあッ」

　猛烈な爆圧と共に、光に晒さらされたあなたの半身が炭化して粉砕しました。

　あなたは再び本棚に叩たたきつけられ、衝撃に息を吐こうとします。しかし右肺の右半分は炭に変わっていて、ひび割れた胸郭の隙間から灰かい燼じんと共に呼気が漏れます。

「ぅ、ぐ、ぎ……ッ！」

　幸運にも光を浴びずに済んだ左眼が、『図書館』を焼く炎の奥に、敵の姿を捉えます。右手に炎の槍を、左手に魔導書グリモワを構えた襲撃者は、あなたに止めを刺すために、溶融した岩盤の上をゆっくりと歩み寄って来ます。

（ま、ずい……!!　こいつが筆者シナリオライターの刺客なら、このままじゃ間違いなく殺される!!）

　あなたは焼け残った肩鎧に手を差し入れると、挟みこまれていた「筆者シナリオライターの刺客」宛て〈速達封筒〉を、炎熱で溶けこぼれた封ふう蠟ろうに押しつけます。

「ち、か、づくなぁっ!!」

『無駄だ』

　飛ひ翔しようした〈封筒〉が開封される間もなく、振り下ろされた炎槍がページを焼き切ります。その封筒に仕込んでいた〈折り紙〉が、はらりと襲撃者の前に舞い降りて、

「お、〈折り紙〉、水袋にっ!!」

　炎槍が放つ膨大な熱量が、革袋の中の水分を瞬時に沸騰させます。

『薬草院アポセカリア』なら三年生でも知っていることですが、一〇〇度の水と水蒸気との体積比は、優に一七〇〇倍を超えます。行き場のない水蒸気は、革袋を一気に破裂させ──

（──水蒸気爆発を引き起こすっ!!）

　猛烈な爆風を発生させると、魔導士の論理障壁ロジツクウオールに過負荷となって襲い掛かります！

「喰くらえぇッ」

　ぎぎぎぃん!!　という干渉音と共に白煙が爆はぜ、爆風が炎を吹き消しました。

　瞬間的に発生した衝撃波が敵の論理障壁ロジツクウオールと干渉し、複雑な魔法陣を描き出します。

（直撃した!!　これだけの衝撃なら、魔力回路マジツクヴエインにも逆負荷バツクフアイアが……！）

『無駄だ、と言っているだろう』

「ッ」

　しかし防御魔法に漸減された圧力波は、そよ風のように敵を撫なで、その黒衣のフードをほんのわずか押し上げることしかできませんでした。

　濛もう々もうと立ち上る白い湯気の中、現れた襲撃者の肩を、黒い頭巾フードがぱさりと叩たたいて──




『魔法を使えないキミじゃ、このカルミア程度の駒にすら勝てはしない』




　炎槍に照らされて恐ろしく浮かび上がる、カルミアの貌かおが現れました。

「……は？」

『やぁ、「初めまして」と言っておこうか、奥月綜嗣』

　紫水晶アメシストパープルの瞳を酷薄に歪ゆがませて、カルミアは嘲あざけるように笑いました。鈴を転がすような透き通った声には、しかし、はっきりとした侮蔑と嫌悪が滲にじんでいます。

　顔の造形も、声の色も、あの人懐っこいカルミアと、まったく同じだというのに、

　あなたはなにかおぞましい化物と、相対しているような感覚に襲われます。

「か……カルミア？　なんで、なんでお前が、ここに……!?」

『「カルミア」？　……ぷっ、くははは!!　流石さすがは下等種、まだ気が付いていないのか？　まさかこの期に及んで？　この状況を前にしてかい？　はっ、まったく傑作だな！』

　カルミアは──カルミアに見える何者かは、狂ったように笑いながら言葉を継ぎます。あなたはその声に根源的な恐怖を感じて、無意識に本棚に背を押しつけました。

『思い出してみろ。図書館都市に着いたキミを初めに出迎えたのは誰だ？　キミの寮室を最初に訪れたのは？　露台バルコニーでキミがそこの亜デ人ミから吸知するのを邪魔したのは？　迷宮に降りようとするキミを待ち構え、その会話に割り込んだのは──誰だ？』

「ッ」

　邪悪な快楽にうっとりと耽たん溺できするような、麻薬的な愉悦にくらくらと酩めい酊ていするような、あまりに破局的な笑みを浮かべて、それは言いました。

『偉大な博士ドクトルマグナ奥おく月つき戒かいの息子ともあろう者が、まさか考えたことも無かったというのかい？　キミが図書館都市を訪れれば、父の仇が接触を図ってくるだろう、とは？』

　自分こそが、この物語の筆者シナリオライターに繫つながる存在なのだ、と。




「カルミア……カルミア・ロードトクソン!!　貴様、まさか……っ!!」

『残念ながらそれは偽名さ。この個体はわれわれが用意した、諜ちよう報ほう用の端末に過ぎない。改めて自己紹介と行こうじゃないか、偉大な博士ドクトルマグナの忘れ形見よ』

「偽名!?　諜報用の端末だと!?　貴様ッ、いったい何を言っている」

『喚わめくなよ雑種。高貴なる純人様が、貴様らゴミカスの亜人に口を利いてやってんだぜ？　もっと敬意を表明したらどうなんだ、犬のクソにも劣る半人半鬼が』

「純人って……カルミアっ、お前は猫族フエレースの亜人だったはずじゃないのか!?」

『肉体は確かにそうさ！　しかし〈自分の記憶を改かい竄ざんできる本〉が存在しているのなら、〈他人の記憶を改竄できる本〉が存在しても、何もおかしくは無いだろう？』

「改竄だと　……き、貴様ッ、まさかカルミアの記憶を」

　それは狂おしいくらい邪悪に笑って、あなたの問いに答えます。

『そう、書き換えたのさ。──われわれ『聖堂カセドラ』がね』

　四大勢力第一位、『聖堂カセドラ』がカルミアの記憶を改竄し、あなたを監視させていたのだと。

「……な、んて、真ま似ねを……ッ！」

『くくく、記憶改竄とは素晴らしい力だろう？　知能の劣る雑種さえ、この個体のようにわれわれ『聖堂カセドラ』の駒として資源活用リサイクルできるのだからね』

「なぜだ……どうして『聖堂カセドラ』が僕を狙う!?　貴様らの目的は何なんだっ」

『なぜ？　愚問だなぁ雑種。『聖堂カセドラ』の役割とは、監視と調整だと決まっている』

「監視!?　調整だと!?　そんなことのために、カルミアの記憶を改竄したのか!?」

『そんなこととは不ぶ躾しつけな。他勢力の根幹に間かん諜ちようの根を巡らせ、秘密と謀略とを手札として操作する、まさに賢者の盤戯さ。キミのような下等種とは脳の使い方が違うんだよ』

　狂気を帯びた双そう眸ぼうが、下卑た喜色を浮かべながら言葉を継ぎます。

『脳ミソの足りないキミは、記憶改竄を「技能の修得」にしか使っていないようだけど、それは記憶改竄という力の本質とは程遠い。記憶改竄とは他者に偽りの記憶を植え付け、人格を捏ねつ造ぞうし行動を制御できる「筆者の全能シナリオライター」、人生をも執筆できる力なんだよ』

「……ゲス野郎……ッ！　そうやって他人の記憶に潜んで、悪事を為なしてきたんだな!?」

『何が悪い？　亜人は純人の家畜に過ぎぬ劣等種、記憶を改竄して躾しつけをしただけさ』

「黙れッ!!　もう一音節だって貴様の声は訊ききたくない！」

『やぁれやれ、「奥月戒に関わる人間を抹殺しろ」と時限記憶を植え付けただけなのに。流石さすがは奥月戒の息子だな、アメーバの死骸ほども価値のない正義感に溢あふれていらっしゃる』

「き、貴様ぁっ！　カルミアの人格のみならず、父上まで愚弄するのか!!」

『愚弄なんてとんでもなぁい！　むしろ『聖堂カセドラ』からしてみれば、最大級の讃さん辞じだよ。偉大な博士ドクトルマグナ奥おく月つき戒かいは、『聖堂カセドラ』の手にさえ余る駒だったのだからね』

「まだ言うか!!　父上は『聖堂カセドラ』の計画に踊らされるような人間じゃないっ!!」

『いいや、駒だったよ。キミの親父おやじってば、魔導は冴さえてるわ人望は厚いわ、金や地位に転ばないわ研究も熱心だわ、正義感に満ちあふれた聖人君子だっただろう？』

「な、何を……っ、貴様はいったい何を言っている」

『いやさぁ、キミ、まだ解わかんないのかな？　奥月戒のような正しい人間の存在ってつまり、『聖堂カセドラ』にとっては抹殺すべき「悪」以外の何物でもないじゃんかぁ？』

「……ッ」

『だから必要のない駒には、盤面ゲームから退場してもらったのさ』

　ぷっくはははっ、と、これ以上無いほど下劣な笑いが、あなたに投げかけられました。

「……殺した、のか？　貴様ら『聖堂カセドラ』が、僕の父上を奪ったのか」

『ヤだなぁ、『聖堂カセドラ』は監視し調整するだけ。君の父親を殺したのは我々じゃあない』

「っ、どの口がヌケヌケと!!」

『本当さ。『聖堂カセドラ』は監視してきた。五年前図書館都市アレクサンドリアを去るまでのキミも、『聖堂カセドラ』から追い出された後のエリカ・アウストラルも、偉大な博士ドクトルマグナ奥月戒が死ぬ瞬間もね』

「黙れッ!!　僕は差別主義者の妄言に惑わされたりはしない!!」

『違うなぁ！　キミは知りたくないだけだろう？　キミは真実なんて求めてはいない！　過去の絶望を否定するために、そのためだけにアレクサンドリアへ戻って来たのだから！　キミが本当に探していた〈本〉は、その〈記憶を改かい竄ざんする本〉に他ならない!!』

　響く声は次第に狂気を帯び、呪言の如くうねりを増して、果てには絶叫となります。

『──過去の否定だッ！　キミは過去の罪業を否定するためだけに、図書迷宮を彷徨さまよう!!　五年前の真実を思い出さないために！　「父が死んだのは僕のせいじゃない」と、自らの絶望を都合良く書き換えるために!!』

「ッ、違う!!　僕は真実を取り戻すために、そのために図書館都市に戻って来たんだ!!」

『違わないさ!!　キミは気付かないフリをしているだけだ！　偉大な博士ドクトルマグナの血を受け継ぐ聡そう明めいなキミなら、もう筆者シナリオライターの正体に考え至っているはずだ!!　こんなに単純な引き算を、キミは解けないフリをして忘れている！　真実を知ることから逃げているんだ！』

「な……何を言ってっ、貴様ら『聖堂カセドラ』こそが、父上を殺した筆者シナリオライターなんだろッ!?」

『くははッ、そうやってまた逃げようとするんだな!!　だったら考えてみるがいいさ！　五年前、キミの父は魔王アルテリアを追っていた！　そして奥月戒は死に、魔王アルテリアだけが生きている!!　いったい何が起こったかなんて、考えるまでもないことだろう!?』

「っ……き、貴様っ、うるさいッ!!」

『そう、キミは否定する!!　キミは過去の絶望を否定するためだけに図書迷宮を彷徨さまよう!!　残酷な真実を遠ざけ、優しい虚構に溺れるために！　その哀れなキミの姿は、『聖堂カセドラ』の憐れん憫びんと救済に値するッ！』

「違う!!　僕は、僕は五年前の真実を……ッ!!」

『ゆえにキミに教授しよう！　五年前のあの日、あの書斎アトリエで君の父を殺したのは──




　──吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーなんだよ』




　ぱさり、と、一枚のページが舞い落ちました。

　カルミアの黒衣カソツクの裾から現れた紙片ページは、まるで最初からそう仕組まれていたかのように氷床を滑り、あなたの足下で、ぴたりと動きを止めます。

〈本〉から破り取られた紙片ページに綴つづられた一文──より正確に言えば、その紙面の大部分を塗り潰す黒墨インクが、なにか運命的な引力でもって、あなたの瞳を釘くぎ付づけにしました。

　古ぼけた羊皮紙に、無意識に視線を走らせたあなたは、

『キミにあげるよ。『聖堂カセドラ』からの弔ちよう慰いの品さ』

　乱暴に引かれた黒線の間に、こんな一文を見つけてしまいました。




■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　──【アルテリアは奥おく月つき戒かいの胸を貫いて、彼を死に至らしめました】

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■




『……「噓うそだ」と思っただろ？　『聖堂カセドラ』がキミを騙だますために、証拠を捏ねつ造ぞうしたんだと。だけど奥月綜そう嗣し、それは確かに〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉から毟むしり取とられたものなんだ』

　うるさい、と、あなたは思いました。

『キミは記憶改かい竄ざんという力を誤解している。それはただ経験や技能を与える力じゃない。偽りの記憶を刻み、人格をも歪ゆがめ、行動や感情さえも支配できる「筆者の全能シナリオライター」なんだ』

『聖堂カセドラ』の語る不快な言葉が、停止した思考に、ガンガンと残響するのです。

　何も知らなかったのに、何も知りたくないのに、いつまでもペラペラペラペラと。

『そして記憶を改竄するのは、キミだけに与えられた特権ではない。改竄されているのはキミの記憶だけでもこの亜人の記憶だけでもない』

　だからあなたは、心の中で「黙れ」と叫びました。すると耳障りな声が突然に止み──

『だって『聖堂カセドラ』は、対吸血鬼戦役の昔から……がっ、ふ!?』

　カルミアの身体を、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの腕が貫きました。

「──『聖堂カセドラ』はこの魔王アルテリアと、密ひそかな協力関係にあるんじゃからの」

　カルミアの胸を貫いた、小さくて華きや奢しやな掌てのひらが、ゆっくりと抜き取られました。

『く、ははっ。この個体の命さえ、『聖堂カセドラ』の駒の一つだっ……ぐ、っ、がはぁあっ』

「協力ご苦労。貴様の血潮は一滴残らず、この魔王と『聖堂カセドラ』の糧かてとしてくれよう」

　致命傷を受けたカルミアは、その身体の支えを失って、凍った水面に崩れ落ちます。

「……あ、るて、りあ？」

「やぁれやれ、汝うぬはほんとうに愚かじゃのぅ。まだ理解できておらぬのか？」

　カルミアの背後から現れた吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは、指先に絡んだ血液を綺き麗れいに舐なめ取ってから、氷の岩盤の上に浮遊していた、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を摑つかみ取りました。

　アルテリアの細い指が、〈本〉のページをぱらぱらと繰ってゆき……

　そして、決定的なページに至ります。

「妾わらわが記憶を改かい竄ざんし、汝を騙だまし続けておった理由はの」

　彼女が開いた〈図書迷宮の吸血奇譚〉には、見間違えようが無いほど大きな文字で、




「ここに書いてある通り──【妾が奥おく月つき戒かいを殺した、筆者シナリオライターだから】じゃ」




　あなたが五年間求め続けてきた真実が、はっきりと書き記されていました。




　眩暈めまいが、しました。

「……僕を、騙してた、のか？」

「くくっ、ひひ、あははははは!!　今の今まで、どうして忘れておったのかのぅ？」

　世界の何もかもが反転してしまったような、そんな眩暈めまいがしました。

「僕を救ってくれたときの言葉も、この護符に吹き込んでくれた魔力も」

「くひひひひ狂っておる！　ひひひははは妾が殺したのか！　よりにもよってこの妾が!!」

　いっそ全てが幻覚で、変異性アルタードショックが見せた譫せん妄もうなら、どんなに良いかと思いました。

「僕に見せてくれた涙も、笑顔も、ぜんぶ……っ、噓うそだったって言うのかよ？」

「くひ、くひひ。だったらもう仕方ないのぅ。こうなった以上、結末は一つじゃ」

　だからあなたは、縋すがり付つくような声で、アルテリアに問いました。




「……た、えろ。──答えろよ、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーッ!!」




　しかし、答えは残酷でした。




「死ね、奥月綜そう嗣し。汝の命を喰くらい尽くして、我が覇道の供く物もつとしてくれよう」




　なにかが、壊れました。

「……ぅぁ、っ」

　あなたとアルテリアの間に存在していた、かけがえの無いなにかが、

「っ、くぅ……！」

　音を立てて、崩れ去りました。

「うあぁああぁあああッ」

　あなたは激しく慟どう哭こくし、本棚を蹴り飛ばしました。そして肩鎧シヨルダーメイルから〈最期の祈り〉を抜き放つと、アルテリアに向かって絶叫しながら突進します。

　これ以上アルテリアとの思い出を穢けがされる前に、彼女が人類の敵となってしまう前に、残りの人生全てと引き替えてでも、彼女を止めねばならないと思ったのです。

「止める……っ、お前が悪を為なす前に、僕がこの手でお前を止める」

　しかしアルテリアに摑つかみ掛かかろうとしたあなたを──

「■■■──発行エクセキユート・ザスリッドの影えい槍そう」

　一瞬にして発行された魔法が、黒き槍そう衾きんとなって阻みます。

「ぐっ、あぁあああッ」

　黒い細帯のような影の槍が、あなたの身体のあちこちを貫通して、宙に縫い止めました。人類には知覚することさえ不可能な超高密度魔法言語ハイ・エンシヤントが、一瞬にして影槍を編んだのです。

（しゅ……っ、瞬速詠唱、超高密度魔法言語ハイ・エンシヤント、だと……!?）

「くふふ、汝うぬは実に愚かじゃのぅ。そのザマでどうやって妾わらわを止めるつもりなのじゃ？　迷宮最強の吸血種、図書迷宮の銀の夜、この魔王アルテリアを」

　アルテリアの全身から湧き上がった影が、〈千一頁ページの最期の祈り〉を拾い上げました。この〈本わたし〉を奪われてしまった以上、もはやあなたに、抵抗の術はありません。

「……僕は、信じてたんだぞ？　お前の涙も笑顔も言葉も、僕は全部信じてたんだぞっ!?　なのにお前は……っ、お前は全部踏みにじるんだな、裏切り者ぉっ」

「ぷっはははは！　涙？　笑顔？　言葉じゃとっ？　まーだ気付いておらぬのか！」

　アルテリアは心底面白そうに顔を歪ゆがめると、喜びを堪こらえきれないように叫びました。




「その〈千一頁の最期の祈り〉、ほ と ん ど 妾 の 創 作 じ ゃ ぞ っ ☆」




　さて、この物語のクライマックスが近付いてきたようです。

「くひゃひゃひゃひゃひゃ！　さぁて、何ページまで書いたのかは忘れたがの！」

　あなたは考えはしなかったのでしょうか？

〈本わたし〉自体が一冊の小説で、何者かの手によって書かれた空想フイクシヨンの産物なのだ、とは。

「この魔王が僕しもべに涙を見せることなどあり得ぬ！　然しからばその部分は噓フイクシヨンじゃな！」












　もし考えていなかったのなら、今考えて下さいね？

「それとも汝うぬは、〈本〉を読み進めておる途中かも知れぬぞ？　本当の汝は『薬草院アポセカリア』のベッドにおって、噓うそ八百が書き綴つづられた本を読んでおる最中かも知れぬのぅ！」

　どこまでが現実リアルに起きたことで、どこからが空想フイクシヨンだったのでしょうか？

「あるいは汝は日本に居て、父御が持ち帰った物語を読よみ耽ふけっておるのかも知れぬなぁ。どうじゃ？　〈本〉から目を離せば、そこには幸福な日常が待っておるかも判わからぬぞ？」

　一ページ前？　百行前？　それとも本当は、この物語の始めからぜーんぶ噓？

「残念じゃったのぅ、奥おく月つき綜そう嗣し。妾わらわは汝のことを欺き続けてきた、奥月戒かいの仇かたきなのじゃ。……じゃが安心せよ。汝はもう、永遠に苦しめられることはないのじゃからの」

　アルテリアは酷ひどく優しげな、狂った慈愛の笑みを浮かべました。

「この魔王アルテリアが、全てを焼き尽くしてやろうぞ。■■■──」

　図書迷宮の銀の夜は、超高密度魔法言語ハイ・エンシヤントにより、瞬時に大魔法を編み上げると、




　この〈千一頁ページの最期の祈り〉に、

「さよならじゃ、そーし」

　別わかれの言葉を、綴りました。



















　ここまでの物語を読み終えて、あなたは空想小説フイクシヨンから目覚めました。

「──っはぁっ!!　はぁっ、はっ、はぁっ！」

　大きく見開いた瞳孔を、初夏の鮮やかな朝日が刺激します。がやがやと周囲に飽和する都会の喧けん噪そうが、心臓の動どう悸きと混ざり合って、脳に反響するように聞こえます。

「はぁっ、はーっ、はー……！」

　先程まで目の前にあったはずの惨状は、跡形もなく消えていました。

　燃え盛る瓦が礫れきは昼前のテラスカフェに置き換わり、炎と血臭は紅茶アールグレイの香りへと変化し、全身を貫いていた激しい痛みも、涼やかな風に心地よく溶けてゆきます。

　ぐったりと椅子にもたれ掛かったまま周囲を見回すと……大理石の彫刻と噴水を抱いた賑にぎやかな広場が、あなたの眼がん前ぜんに広がっていました。

「……アレクサンドリアの、中央市街？」

　たっぷり一分は視線を巡らせ、あなたは街路を眺め続けました。そして判明したことに、ここは図書館都市アレクサンドリア中央市街、「英雄の広場」と呼ばれる公園区画のカフェテリアでした。

「……ぷはーっ!!　なんだよ、〈本〉の世界の話だったのかぁ……！」

　緊張が一気に途切れてしまって、あなたは椅子の背もたれに身体を沈めました。

　常識的に考えて、魔王の魔法を受けたら人間は死にます。あなたはまだ死んではいないようですから、つまり先程の惨劇は小説フイクシヨンだった、ということになります。

「……ふー、なんだかとんでもない超展開だったなぁ。まさか吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが、主人公が五年間求め続けてきた、父親の仇かたきだったなんて……」

〈千一頁ページの最期の祈り〉と題名された写本レプリカ、〈自らを主人公とした物語を書き綴る本〉を胡桃木ウオールナツトのテーブルに投げ出して、あなたは温ぬるくなり始めた紅茶を啜すすります。

　あなたがこの小説フイクシヨンを読み始めてから、少し時間が経たったようで、テラス席の日傘パラソルの外、中央市街をゆく人並みも、その賑わいを増しています。

　対吸血鬼戦役戦勝記念祭デイエス・ウイクトリアエの朝が、燦さん然ぜんたる陽ひ差ざしに鮮やかに輝き始めていました。

「……うーん、〈本〉の続きは気になるけど、そろそろ待ち合わせの時間かな」

　あなたは残った紅茶を流し込むと、〈本〉を制服ローブのポケットに差して立ち上がります。小説の結末は気になりますが、いつまでも読書をしているわけにはいきません。




【だってあなたは『薬草院アポセカリア』に通う十五歳の少年で、十数年前に人類を救った偉大な博士ドクトルマグナ奥おく月つき戒かいと、六年前に養子に迎えられた義妹の三人で暮らしており、】




【そして対吸血鬼戦役の戦勝を祝う記念式典のために、『薬草院アポセカリア』の準備の手伝いとして友人たちと買い出しに行く約束をしているのですから】




「──そ、綜そう嗣しお義に兄いさまっ！」

「あ、エリカ、こっちだよー！」

　響いた声に振り返ると、あなたの【義妹いもうと】が大通りをとてとてと駆け寄ってきました。

「はふー、はふー……お、おはようございます、お義兄さま、っ」

「あはは、おはようエリカ。そんなに急がなくてもよかったのに」

　小動物みたいに走ってきた義妹エリカは、あなたの傍に着いて安心したように息を吐きます。

　幼げな印象を残す、睫まつ毛げにかかった前髪も、嬉うれしそうにあなたを見上げる群青の瞳も、甘えるような可愛かわいらしい笑顔も、空想小説フイクシヨンの世界のエリカとは正反対のようでした。

「お、お義兄さま、エリカもしかして、お待たせしちゃいました、かっ？」

「まだ時間前だから大丈夫だよ。僕も〈本〉読んで待ってたし」

「……も、もしかして、またあの〈物語に入り込める本〉、ですか……っ？」

　あなたが〈本〉の表紙を覗のぞかせると、エリカは怯おびえたようにあなたの制服ローブをつまみます。どうやらこのブラコンぎみの義妹は、義兄あなたが〈本〉に夢中なのが不安なようです。

「そうそう。今回の新刊は、『もしも吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが現代に蘇よみがえったら』ってネタなんだ。なんと父上が邪悪な魔王に殺されて、僕は魔法と記憶を奪われちゃうんだよ」

「ひぅ……っ！　お、お養父様が、殺され……っ!?　エリカ、こわい〈本〉きらいですっ！　お、お義兄さまの、いじわる……っ！」

「ぷふふっ、怖がりすぎだって！　あくまで空想小説フイクシヨンの中の話だよ」

「……エリカは。……その〈本〉の中で、エリカはどうなってるん、ですか……っ？」

「それが父上が殺されちゃって、僕は図書館都市アレクサンドリアを離れることになるんだよ。そのせいでエリカと僕が出で逢あうこともなくなって、赤の他人になっちゃうんだ」

「赤の、他人……っ？　い──いやですっ!!」

「って、うわわっ!?　ちょ、エリカっ!?」

　赤の他人だと答えた瞬間、義妹エリカは悲痛な声を上げて、あなたの胸に飛び込んで来ます。胸板の上でふにっと潰れた身体は、恐怖に小さく震えていました。

「ご、ごめん、そこまで怖がらせるつもりは……」

「お義兄さまと離ればなれなんて嫌ですっ、エリカはもう独りぼっちは嫌なんです……っ！　たとえ〈本〉の中だって、お義兄さまはエリカと一緒にいなきゃダメなんです、っ！」

「エリカ……。……ごめん、大丈夫だよ」

　あなたは義妹をあやすように、二本の角の間を優しく撫なでました。

　エリカは六年前に家を失い、『聖堂カセドラ』を追われています。五年前に御お父とう様さまが亡くなっていたら、彼女は家族と居場所を喪うしなう絶望を、一人で乗り越えねばならなかったでしょう。それは繊細で傷付きやすい少女にとって、人格すら歪ゆがめうる過酷だったはずです。

　義妹エリカはその絶望を想像して、不安に駆られているのかも知れません。

「……大丈夫。父上が殺されるなんて、ただの空想フイクシヨンに過ぎないんだから」

　あなたはエリカを引き寄せて、彼女を包み込むように抱き締めます。その心を昏くらく覆う過去の傷の不安から、大切な義妹を護まもるために。

「僕はずっとエリカと一緒にいる。父上のような偉大な博士ドクトルマグナになって、エリカもみんなも護れるくらいに強くなる。……だから、大丈夫だよ」

「むぎゅ。……えへへっ♪　お義に兄いさま、優しいです……♪」

　エリカはあなたの腕の中で、嬉うれしそうに微笑ほほえみます。あなたは彼女に笑い返しながら、その金色の癖毛を、ぽんぽんと優しく撫なでてあげます。

「わぷっ！　……ふへへー、わぷわぷ♪　わぷわぷ♫　お義兄さまっ、エリカをもーっとだいじにしてくれるなら、ちゅ、ちゅーしてくれてもいいんです、よっ？」

「わわ、こら、こんな場所で甘えないのっ」

「むー、ほっぺなら兄妹きようだいでもせーふ、ですっ……！」

　エリカはふわふわと幸せそうに笑いながら、あなたの頰ほおに唇くち接づけしようとして、




「……天下の往来でなーにやってんのかなぁ、そーくん、えりぃっ!?」

「わひゃあっ!?」

　背後から響いた幼馴染カルミアの声が、甘ったるい雰囲気に割り込みました。












「かっ、カルミア!?」

「おっはよー、そーくん！　……でー、あたしの妹にナニしようとしてたのかなぁー？」

　カルミアは腕組みをしながら歩み寄って来て、あなたに獰どう猛もうに微笑ほほえみます。

　夜明けの空を思わせる紫水晶アメシストの瞳。肩口で綺き麗れいに切り揃そろえられたダークブラウンの髪。そして猫を思わせる不敵な笑顔は、あなたの悪友にしてエリカの姉、カルミアのものです。

　しかし空想小説フアンタジーの彼女の頭上で強烈に自己主張していた猫耳は、忽こつ然ぜんと姿を消していて、彼女は純然たる純人であり、『聖堂カセドラ』の陰いん謀ぼうとは無縁の存在なのです。

「ち、違うんですっ！　これは抜け駆けとかじゃなくて……っ、たっ、ただお義に兄いさまが怖い〈本〉を読んだ、から、エリカが慰めてあげようとしてただけで……っ！」

「まったまたー！　そーくんが朝っぱらからエロスなこと考えてたのはバレバレだぜっ！　こんな人通りの多い中央市街で、白昼堂々ナニをしようとしてたのかなぁー？」

「い、いやいや考えてないから！　ちょっと〈本〉の話してただけだから！」

「ふぅーん？　一体どんなにえっちな〈本〉だったのかなぁ？　うぅん？　このウルトラかわゆいカルミアさまと、らぶらぶイチャイチャする〈本〉かなぁ～？」

「おっ、お姉ちゃっ、それは変な夢じゃなくて、ヘンタイな夢、ですっ！」

　エリカは羞恥に頰ほおを染めながら、カルミアの制服ローブの裾をくいくいと引っ張ります。半分同じ血を引いている異父姉妹のくせに、妹エリカと姉カルミアの性格は、かなり対照的です。

「いや、そんな卑ひ猥わいな〈本〉じゃないんだって！　まぁカルミアは猫の耳としっぽ付けて、猫族フエレースみたいににゃーにゃー騒いではいたけども……」

「猫耳っ!?　え、ほんとーにあたしの妄想してたの!?　あぅ、妄想使用料とっちゃうぞ！　そ、そりゃー昔は変装のために猫耳つけてはいたけど……うぅー、恥ずかしいよっ！」

　あなたとエリカの仲を揶や揄ゆするつもりが、自分が話題に上がってしまって、カルミアは頰を朱に染めながらぶんぶんと手を振り回します。

「あー……そういえば父上が『聖堂カセドラ』を征伐するまでは、確かに猫耳つけてたっけ」

「……う、うん。あの頃は大変だったなぁ。えりぃに角が生えてきて、お母様は姦かん通つう罪ざいで八つ裂きにされちゃって、挙句えりぃまで処刑されそうになっちゃって……」

　六年前、姉カルミアは『聖堂カセドラ』に処刑されそうになっていた妹エリカを、命を賭して脱出させました。そして彼女は『聖堂カセドラ』に残り、妹の追跡を遅らせるため、決死の隠蔽工作を行ったのです。しかしその工作もやがて露呈し、彼女は妹の代わりに拘束されてしまったのでした。

「『聖堂カセドラ』からえりぃを逃がせたのは良かったものの、今度はあたしが幽閉されちゃって。奥おく月つき先せん生せーとそーくんが来てくれなかったら、ホント今頃どーなってたかって感じだよ」

「……ごめんなさい、お姉ちゃ。エリカのせいで、お姉ちゃまで危ない目に……っ」

「いーのいーのっ！　今はこーして『薬草院アポセカリア』にいるんだし、先せん生せーはとっても優しいし、それに……えと、そのさ。あの事件がなかったら、そーくんにも会えなかったんだし」

　カルミアは小さく頰ほおを染めて、照れくさそうにあなたを見つめます。紫水晶アメシストを思わせる美しい瞳には、ひそやかな恋慕の色が宿っているような気がしました。

「……あのね、そーくん。そーくんが助けてくれたこと、これでも感謝してるんだよ？　五年前にそーくんと先せん生せーがいてくれなかったら、きっと『聖堂カセドラ』の罪が暴かれることも、あたしたち姉妹がこーして平和に生きてることも、絶対に無かったはずだもん」

「……カルミア……」

　そう言ってカルミアがはにかんだ瞬間、この五年間の記憶があなたの脳に蘇よみがえります。

　御お父とう様さまが『聖堂カセドラ』の主戦魔導士ウイザード隊を引き付けている間に、彼の指示を受けたあなたが、敵地深く幽閉されていたカルミアを、恐ろしい牢ろう獄ごくの底から救い出したことを。

「あたしが今生きていられるのは、そーくんのおかげ。……だからそーくん。昔みたいにそーくんだけが戦う必要なんてないんだよっ？　そーくんに恩を返せるように、あたしも偉大な博士ドクトルマグナになるんだ。そーくん一人だけに、過酷を押しつけなんてしないから」

　カルミアは照れくさそうに微笑ほほえみながら、それでもまっすぐに、あなたに誓いました。

　彼女が無事に救出されたことで、『聖堂カセドラ』の陰いん謀ぼうに関する証言情報が得られ、最終的に御父様が『聖堂カセドラ』の悪謀を告発し、成敗することにも繫つながりました。カルミアの生存は、この世界の『聖堂カセドラ』の陰謀が未然に防がれていることの証左でもあります。

　もはや空想小説フアンタジーの世界のように、『聖堂カセドラ』は諸悪の根源でも悲劇の元凶でもないのです。

「……こ、こほんっ！　それじゃー戦勝記念祭の買い出しに行こっか！　あたしを妄想に使ったぶん、そーくんには荷物持ち頑張ってもらわないと！」

「いや、妄想に使ったんじゃなくて、〈本〉の中の話なんだけどね？」

　あなたが誤解を解こうとすると、晴れ渡る空の彼方かなたから、八時を告げる鐘が響きます。と同時、「英雄の広場」の噴水彫刻が、さぁっと清水を噴き上げました。

「わわっ、もう八時だ！　あ、見て見てそーくん、奥おく月つき先せん生せーの噴水っ！」

「か、カルミア、恥ずかしいから父上の名前叫ばないで。ほら行くよっ！」

「あ、お、お義に兄いさま、お姉ちゃ、待って、っ！」

　あなたはカルミアの手を取って、水みず飛沫しぶきにきらきらと彩られた石像の周りを巡ります。

　過去そのものを石化させたような写実的な彫像は、この広場の名の由縁。

　その右手に長剣を、左手に魔導書グリモワを携え、強きよう靱じんなる意志の力で敵を制した偉大な博士ドクトルマグナと、彼の知恵と勇気の前に敗れ去り、剣つるぎの鋒きつさきに平伏する長髪の吸血鬼。

　躍動的な彫像を支える大理石の台座には、その像の銘が刻まれていました。




「吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの死と、救世の英雄」、と。





　◇　　◇　　◇






「よーしっ、林檎酒シードル用の花菜薊アーテイチヨークの葉は買ったし、指洗水フインガーボウルの薔薇香も。あとは……」

「……お、お姉ちゃ、お義に兄いさまが……！」

「ふんぎぎぎ……！　か、カルミアっ、荷物ちょっと重すぎるよっ！」

　両腕を引きちぎらんとする重みに耐えかね、あなたは幼馴染カルミアに抗議の声を上げました。

　戦勝記念祭の準備のため、三時間近くアレクサンドリア中央市街を行脚した結果として、あなたたちが購入した品々は30㎏を上回っていました。

〈収納本〉さえ使えればなんてことない重量なのですが、残念ながらクラス委員長であるカルミアは無駄遣いに厳しいので、荷物持ちあなたはいつも苦しむことになるのです。

「か、カルミア、僕のお小遣いで買った〈本〉なんだし、〈収納本〉を使っても……」

「ダメったらダメ！　戦勝記念祭は『薬草院アポセカリア』の、そーくんの〈本〉はそーくんのお金、そこ混ぜちゃうのはクラス委員長としてよくないの！　……そ、それに〈収納本〉なんて使ったら、そーくんに荷物持ちさせられなくなっちゃうし……」

「いや、荷物持ちしなくて済むなら、部屋でひとりで〈本〉読んでるんだけど？」

「だからこそダメなのっ！」

「……むむ、お義兄さま、やっばり〈収納本〉は使っちゃダメ、です」

「なんで!?」

　妹エリカと姉カルミアふたりともに、謎めいた理由で〈収納本〉の使用を禁止されました。

　あなたは小さく溜ため息いきを吐いて、仕方なく荷物を担ぎ直して顔を上げます。

　すると街路を行き交う人たちの間に、どこかで見た顔ぶれが横切るのが見えました。

「？　あれ、もしかして……？」

「……ん？　おーっ、奥おく月つきじゃねーか！」

「あら、奇遇ね奥月兄。奥月妹と委員長も一緒じゃない」

　あなたの呟つぶやきに気付いて、クラスメイトの犬っぽい男子が驚いたように振り返ります。彼と一緒に歩いていた噂うわさ好きそうな女子も、妹エリカと姉カルミアの姿を見てニヤリと微笑ほほえみます。

「三人一緒にいるってことは、今日の戦勝記念祭のお手伝い？　それとも試験期間明けの解放感に身を任せて、ついにどちらかと一線を越えてしまったのかしら？」

「ふぇっ!?　そ、そーくん、えりぃに手だしちゃったのっ」

「あぅ!?　お、お姉ちゃ、つ、摑つかまないで、あぅあぅ！」

「……出で逢あった瞬間に下ネタ言うの止めろよな。どっちとも一線越えてないから」

『薬草院アポセカリア』における二人の悪友に、あなたは呆あきれながらも言葉を返します。

　空想小説フイクシヨンの世界の主人公あなたとは違って、現実のあなたはずっと図書館都市育ちですから、この旧友たちとの腐れ縁も、既に十年近い長さです。

　遠慮のない間柄と言うより、もはや親しすぎて礼儀が無くなったような関係ですが……それでもまぁ、友人には恵まれていると言っても良いでしょう。

「……なぁ奥おく月つき、俺は秘密を守れる男だぞ？　ほら言え、姉と妹どっちに手を出した？」

「絶対信用しないかんな、ばーか。僕は戦勝記念祭の準備で忙しいんだよ。ってゆーか、お前もいちおう準備委員なんだから、暇なら荷物持ちくらい付き合えよな？」

「ふっ、任せておけ奥月。俺の鍛え上げた筋肉でうぉ重いッ」

「言っとくけど、僕も身体強化の副次回路サブ・ヴエイン使ってるから」

　荷物を受け取った男子が、半分ほど体勢を崩したところでなんとか踏みとどまりました。筋力自体は彼の方が上でしょうが、魔力なしで運搬できる荷重ではありませんからね。

「ふん、ぐぬっ、うぉおぉおっ！　や、やるな奥月っ……！　先生おやじさん譲りの魔法運用能力をあえて荷物持ちに使って姉妹デートを楽しむとは……だが俺の筋肉は負けねえッ！」

「はいはい、馬鹿な張り合いしてないで、半分こっちに渡しなさい」

　女子も副次回路サブ・ヴエインを起動して、男子から荷物を奪い取ります。なんだかんだで二人とも、戦勝記念祭の準備を手伝ってくれるようです。

「奥月兄、この荷物は主講義塔の舞踏室ボールルーム行きでいいのよね？　あ、他にも買物があるなら付き合うわよ、どうせ私達も準備委員の仕事だもの」

「え？　だったら今日も朝から一緒に行けばよかったのに」

「ああ、それはどこかの委員長が、『そーくんと一緒に行くから別行動を』と言うから」

「わーわーわーわーっ！　そ、そーくん、はやく次のお店にいこっ!!」

「わ、ちょっ、カルミア押すなって！」

　カルミアが会話に割り込むようにあなたの背中を押して、『薬草院アポセカリア』のギルド区画へとぐいぐい押しやっていきます。

　遙かに天を戴いただく主講義塔の周囲には、『薬草院アポセカリア』の提携ギルドや関係者たちの住まいが城下町を成して集まっています。その石の城郭と中央市街の接続点となるギルド門には、戦勝記念祭を祝する垂れ幕が飾り付けられていました。

「おー、見ろよ、足場の取り崩し中みたいだ。戦勝記念祭の準備も大詰めだな」

「毎年のことながら、あの飾りを見ると夏休みが来たなーって思うよね」

　高さ五〇メートルを超すギルド門の周りには、図書迷宮の強きよう靱じんな木材で足場が組まれ、戦勝記念祭の門飾りの、最後の調整が進められているようです。

　通行人や駄載生物モンスターがゆきかうギルド門を、ゆっくり抜けようとして、

「……っ、お、お義に兄いさま、あれっ！」

「え？」




「だ──誰か止めてくれっ、私の家畜が!!」




　助けを求める商人の声に、あなたたちは周囲の人々と共に振り返りました。

　めきめきばきばきぃっ!!　と木の裂ける音が響きました。

　荷物を振ふり解ほどこうとした八脚の一つ目象ギリメカラが、その巨きよ軀くを解体途中の足場に叩たたきつけて、強引に押し潰してゆくさまが、あなたの視界に飛び込みました。

（まず……っ、このままだと足場が崩れる!!）

　瞬時、『薬草院アポセカリア』の博士候補生としての探索経験が、危機的な状況を認識します。

　木組みの足場の基部を襲った衝撃が、大きな波となって足場全体をたわませ、上層部の細い結構トラスをばきんとへし折りました。大規模な崩落の予兆です。

「っ、みんな、助けるよ！」

「ぁ、危ない、ですっ！」

　あなたが行動に移るよりも早く、エリカが弾はじかれたように飛び出して、足場の下にいた女の子の元へと駆け寄ります。

「えりぃっ!?」

「エリカ！　カルミアっ、君たちは象の拘束を!!」

　あなたは即座に〈速達封筒〉を抜き放ち、瞬く間に「右門」「左門」と書き付けると、〈折り紙〉で生成したロープの両端を結びつけて送付します。

　空へと羽撃はばたいた〈封筒〉は、左右の副門に飛んで空中にロープを張り、広場に向かって崩れかけた足場を、ギリギリのところで受け止めました。

「よし、止まった！　エリカ、その子を捕まえて離れるんだ！」

「こ、ここは危ない、ですっ。お、お姉ちゃんに摑つかまっ、て？」

「……っ、エリカ、上っ!!」

　突然の異音に驚いて転んでしまった女の子を、エリカが助け起こそうとします。しかしその直上、傾いた足場から滑り落ちた工具箱が、重い工具を撒まき散ちらすのが見えました。

「くっ、間に合えっ!!」

　あなたはとっさに〈収納本〉を抜き、そのページを割り開いて工具の雨に投げ付けます。降り注いだ鉄の塊は〈本〉に吸い込まれ、エリカを傷つけることなく消え去りました。

「わっ!?　お、お義に兄いさま、ありがと、ですっ！」

「エリカ、早く僕の障壁の中に！」

「ぐぅ……！　奥おく月つきすまんっ、拘束がもう保たん!!」

　エリカに駆けよって論理障壁ロジツクウオールの圏内へと招き入れると、背後から級友クラスメイトの声が響きます。カルミアたちの拘束魔法から逃れた巨象が、あなたたちに向かって首をもたげました。

「っ、エリカ、摑まってて！　あと僕の肩鎧から〈写し紙〉を！」

「は、はいっ！」

　あなたは身体強化の副次回路サブ・ヴエインに魔力を注いで、義妹と女の子を抱き上げます。

　そしてエリカが取り出した魔導書グリモワに指を重ね、魔法の詠唱を開始しました。

「──魔力回路ヴエインズ、開オ放ン！」

「奥おく月つき、そっちに行くぞっ!!」

「そーくんっ!!」

「そは天を支う柱ちゆう梁りよう　国を止とどむ礎そ石せき　龍たつ田たに神かみ留づまる嵐の女神よ！」

　級友クラスメイトの短い叫びと同時、巨象は完全に拘束を振り切り、八本の脚で突進を開始します。あなたは迫り来る体たい軀くをしっかりと見定めて、魔力回路マジツクヴエインに魔マ素ナを注ぎ込みます。

「来たれ大気満たす神霊　風に仇あだなす刃を　見えざる腕かいなで縛りたまえ」

　圧倒的な運動量を伴う鋭い象牙が、あなたの肉体を捉えようとするその刹那、

「今　汝なんじに捧ささぐ無心の祈りに」

「お義に兄いさま、今ですっ!!」

「神かみ代よの嵐の恩おん寵ちようを！」

　あなたはドンッと地を蹴って、三人分の体重と共に虚空へと飛び上がります。

「発行エクセキユート！」

　猛たけり狂う魔獣の突進に、あなたは天を舞いながら狙いを定めると、

「──破刃の暴風槍ッ!!」

　膨大な魔力を解き放ち、嵐の槍で撃ち貫きます。

　びゅおおっ!!　と、凄すさまじい突風が広場を吹き抜けました。

　魔力を帯びて渦を成す暴風の縛鎖が、体重数トンもあろうかという巨きよ軀くを持ち上げて、地上一メートルの宙空に拘束していました。加えて、高度な魔力運用が崩れかけた足場を繫つなぎ止め、崩壊させぬよう風圧で押し支えます。

「よしっ!!　みなさん、迷宮生物モンスターは拘束しました！　怪け我がしてそうな人がいたら、僕らに治癒魔法を掛けさせてください!!」

　あなたはエリカと女の子を地面に降ろし、周囲の人垣に呼びかけます。

　あわや大惨事の崩落事故に恐慌していた通行人たちは、互いを見交わして一人も怪我をしていないことに気付くと……やがて誰ともなく、ぱちぱちと手を叩たたき始めました。

「……え？　あ、あれっ？　治癒魔法が必要な人は……」

「奥月、どうやらお手柄みたいだぜ？」

　男子生徒がそう言ってあなたの肩を叩くと同時、周囲に歓声が広がります。

「よ、よくやった若いの！　流石さすが『薬草院アポセカリア』の学生だ！」「おい、早く足場を支えるぞ！」

「奥月ってことは、あの英雄の……！」「魔王を滅ぼした偉大な博士ドクトルマグナの！　こいつは話だ、英雄の息子に助けられたって、ギルド中に自慢できるぜ！」

「……お兄ちゃん、お姉ちゃん、助けてくれて、ありがとうございます！」

　エリカに抱き締められていた女の子が、そう言ってぺこりと頭を下げると、人垣の中に誰かを見つけて、とてとてと歩いていきました。

「……ふー。よかったね、そーくん、えりぃ！」

「あ、お、お姉ちゃ！　み、みんなこっち見て……わわわっ!?」

　エリカは安あん堵どと羞恥心に気が抜けてしまったのか、ぺたんと尻餅をついてしまいます。周囲からあたたかい笑い声が漏れて、エリカは耳まで真っ赤にしてうつむきました。

「あ、あぅ……お義に兄いさま、隠れっ、隠れるですっ！」

「わ、こら僕の背中に隠れないの。ほら、エリカは人に褒められることしたんだから」

　あなたが義妹の手を取って立ち上がらせると、遠くの方でひゅるるる……と風音がして、次いでどおん!!　と爆音が響きます。

　風魔法の風圧に打ち上げられた花火が、天を仰いだ人々の瞳に極彩色の光を映して、対吸血鬼戦役戦勝記念祭デイエス・ウイクトリアエの到来を報しらせます。

　周囲を満たす歓声がひときわ強さを増して、御お父とう様さまとあなたたちの栄誉を称たたえました。

「「「──『薬草院アポセカリア』、万歳ーぃっ」」」

　ギルド門の空に、戦勝記念祭の始まりを告げる、真昼の花火と鬨声ときのこえが木霊しました。





　◇　　◇　　◇






　ひゅるるるるるるー……どおんっ！　と。

　前夜祭の最盛フイナーレを告げる中なか宵よいの花火が、初夏の夜空に魔マ素ナの光を散らしました。

「ふー。今年の前夜祭も、なんとか無事に終わりそうだな」

　バルコニーを挟んだ主講義塔の大広間、舞踏室ボールルームに満ちる生徒たちの喧けん噪そうを振り返って、あなたは背後の手て摺すりに身体を預けました。

　ここ最近の準備の甲か斐いあって、『薬草院アポセカリア』内向けの戦勝記念祭の前夜式も、つつがなく開催することができました。舞踏会の中央を離れ、回廊から漏れ聞こえる弦楽器の音色や夜風に舞う林檎酒シードルの香りに抱かれていると、頑張りが報われたような気がします。

「……ふふっ、平和だな」

　あなたは最外殻の夜空に掌てのひらを翳かざして、静せい謐ひつな喜びを嚙かみしめるように呟つぶやきました。

　今、この空の下に生きるすべての人が、きっとあなたと同じ花火の音を聞いています。吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが滅び、『聖堂カセドラ』の悪が正された世界で、あなたと同じ平和を愛しています。それがほんとうに幸福に思えて、あなたはきゅっと虚空を握り締めました。

「……なんでだろ。いつもと同じ星空なのに、今日はどこか優しい気がする」

　見上げた夜空に輝く帯おび月つき、地球の白道を巡る小衛星の円環が、銀河のように瞬きます。天空をふたつの世界に別わかつ、彼ひ岸がんと此し岸がんの間はざまのように。

「この〈千一頁ページの最期の祈り〉を読んだせい、なのかな」

　あなたは小さく呟つぶやくと、夜会用の燕尾服テイルコートの内ポケットから〈最期の祈り〉を取り出し、そして露台バルコニーの手て摺すりに肘をついて、革表紙を静かに開きました。

「……〈千一頁ページの最期の祈り〉。〈自分を主人公とした物語を書き綴つづる本〉、か」

　その紙面ページに記された物語は、現実リアルには起こりえない空想フイクシヨン。

　偉大な博士ドクトルマグナの死も、エリカの絶望も、カルミアの記憶改かい竄ざんも、『聖堂カセドラ』による陰いん謀ぼうも、あなたの記憶喪失も、そして吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの裏切りも、すべては噓うそ。

「……これで、よかったんだよな」

　あなたは諦めをゆっくりと吐き出すように、静かに囁ささやきました。

　かつて〈最期の祈り〉の主人公あなたは、「誰かを救える人間になりたい」と願っていました。「悲劇に満ちた世界だからこそ、誰かを救える人間になりたい」と、もしかしたらきっとこの世界のあなたよりも深く、願っていました。

　迷いのない決意がないように、悲劇のない救済がないように、

　戦いのない勝利がないように、苦痛のない幸福がないように、

　それは深い絶望の果てにのみ存在する、貴き祈りだったような気がして、

「すべては、空想フイクシヨンだったんだから」

　そしてだからこそあなたは、この優しくて穏やかな対吸血鬼戦勝記念祭デイエス・ウイクトリアエの夜を、静かに愛いとおしむことができるのでしょう。

「……うん、そろそろ閉会式の時間だし、続きはまた寮へ室やに戻ってから──うわっ!?」

〈最期の祈り〉を閉じようとした瞬間、一陣の風が最外殻を吹き抜けて、あなたの手から革表紙を奪い去ります。

　北アフリカの夜風に掠さらわれた〈本〉は、数メートル下の空中回廊の屋根にぶつかって、その表紙から紙片ページを撒まき散ちらしながら宵闇に消え去りました。

「あぁー……まだ結末エンデイングまで読み終えてなかったのにぃ……」

　とっさに空中へと伸ばした腕を、あなたはだらんと垂れ下ろします。

　夜のあいだ海に向かって吹く陸風は、きっと〈最期の祈り〉を地中海まで運び去って、あの美しい波間のどこかに散らしてしまうことでしょう。

　もう〈千一頁の最期の祈り〉の結末エンデイングを読むことは、あなたには永遠にできません。

「……ま、いっか。どうせ記憶改竄された時点で、主人公ぼくは死んで終わりだろうしな」

　諦念を夜風に溶かすように呟いて、あなたは舞踏室ボールルームへと続く露台バルコニーを振り返りました。




「……お、お義に兄い、さま、っ？」

「あれ、エリカ？」

　呼びかける声に視線を落とすと、舞踏会を抜け出してきたらしきエリカが、舞踏室へと続く回廊の柱の陰から、片目だけをちょこんと覗のぞかせていました。

「どうしたの？　舞踏会はもう疲れちゃった？」

「あっ、あぅ、ぶ、舞踏会は楽しいです、けど、お義に兄いさまがいなくなった、から……」

　エリカはそう答えると、まだ履き慣れないハイヒールの踵かかとを気にしながら、とてとてと歩み寄って来ます。青いナイトドレスのスカートをきゅっと握り締めているのは、なにか不安に思うことがあるからなのかも知れません。

「……お、お義兄さまっ。え、エリカ、怒ってますから、ねっ？」

「え、なんで？　怒らせるようなこと……あっ、可愛かわいいと思うよ。群青のドレスが波打つ夜の海みたいで綺き麗れいだし、髪もカルミアに巻いてもらったんだよね？　胸元が開いた服は珍しいけど、護符の魔マ素ナの輝きがアクセントになって上品だね」

「はぅぅっ!?　ち、違います、そうじゃないです、そうじゃないですっ！」

　感想を求められているのかと思って答えると、義妹エリカは顔を真っ赤にして手を振ります。夜会用のおめかしのことでないとしたら、彼女は何を怒っているのでしょうか？

「そうじゃなくて、っ！　……お、お義兄さま、何も言わずにいなくなっちゃう、から」

「あ……ごめん、探しに来てくれたんだ」

「そ、そう、ですっ。……今日のお義兄さま、エリカの近くにいるのに、どこか遠くて、別の場所を見てるみたい、で。……い、居なくなっちゃいそうな気がして……っ」

「ばか、いなくなるわけないだろ？　僕はエリカの義兄なんだから」

「わぷっ!?」

　あなたはそう言って、エリカの頭の上にぽふんと手を置きます。しかしいつもは簡単に宥なだめられてくれる義妹も、今日は不安な顔をほころばせてくれません。

「……っ、きょ、兄妹きようだいでも……兄妹きようだいだから、なんですっ。……兄妹きようだいは恋人じゃないから、いつまでも一緒にいられないかも知れなくて、だから……っ！」

　エリカは小さく震える声でそう言って、そしてあなたの燕尾服テイルコートの袖をきゅっと握ると、深い蒼の瞳に確かな決意を湛たたえ、あなたに問いかけました。

「……お義兄さまは、エリカと一緒にいてくれ、ますか、っ？　家族よりももっともっと近い場所で、エリカはずっと、お義兄さまと一緒にいていいんです、か……っ？」

「っ……エリカ、もしかして、君は……」

　群青の双そう眸ぼうに輝く真摯な情熱に、あなたは義妹エリカの胸の奥に秘められた恋情を悟ります。兄妹きようだいの一線を越えた愛情、家族の境を越えた、二人だけの永遠を求める想おもいに。

「……す、すき、ですっ。エリカは、お義兄さまがすき、なん、ですっ！」

「ぅ……！」

　まっすぐに語られた愛情に、あなたの心は、ずきんと痛みを放ちます。

　だってエリカが義妹になってからの六年間、あなたは義兄として振る舞ってきました。対等な恋愛の対象としてではなく、彼女を護まもる年長者として行動してきたのです。

　しかし今、エリカは義妹ではなく、一人の少女として、あなたに選択を求めています。彼女の一番の愛の対価として、あなたの一番の愛を与えてほしいと求めています。

　ただ一人にしか捧げられない、最愛を。

「……え、エリカ、僕は……」

　どこか記憶の深い場所から、言葉にできない感情が渦となって巻き起こります。

　その「恋」という感情を、あなたは知っていました。

　エリカが抱いているのと同じ、自分よりも深く誰かを想おもう心。特別な一人だけのために人生を捧ささげたいという情熱を、あなたはどこかで知っていました。

（……そうだ。僕は、いつか、恋をして……）

　ずきん、と心が痛みます。

　それは告げられない恋の痛みで。それは失われてしまった愛の呪いで。

　あなたは確かに、あなたという存在よりもなお、誰かを好きになったことがあって。

　そしてそれは、たぶん、きっと、おそらく、




。




【エリカ】に捧げられるべき想いだった気がするのです。

（……そっか。僕はきっと知らないうちに、エリカに惹ひかれていたんだな）

　そう、それは親愛から始まる愛だったのでしょう。

　愛いとおしく想う特別な誰かを持たないあなたは、気付かないうちに義妹いもうとに惹かれていて。エリカが誰よりも近くにいることを、大切に想うようになっていたのです。

（……そう、だよな？　僕には他に好きな誰かはいなくて、エリカは僕のことが好きで、だからエリカの想いに答えることは、誰への裏切りにもならない、んだよな？）

　胸のどこか深い場所が、ずきん、とふたたび痛みます。

　思考を水飴のように融とかしてゆく恋情に、とても大切な記憶が流されてゆく気がして、ですが抱き締めるエリカの体温に、すべてがどうでもよくなってゆきます。

「……お義に兄い、さま、っ」

「エリカ、僕は……」

「……答えられないなら、答えなくていい、です……っ」

　微熱を帯びたエリカの指が、あなたの首筋を捉えます。深い海を思わせる群青の瞳が、祈りを捧げるように閉じられます。

「ちゅー、しちゃいます、から」

　かすかに震えるエリカの鼓動が、あなたの鼓動と不可分に響き合い、

　そして近付いた唇とともに、ぴったりとひとつに重なって、




「か、っふ」




　ちりん、と。

　水晶クリスタルの護符の金かな鎖ぐさりが、あなたの首に絡みつきました。




「っぐ、かはっ!?」

　突然に呼吸の自由を奪われたあなたは、反射的に身を反らしました。

　しかしエリカの指先に絡んだ金鎖は、まるで魔力を帯びているかのような強さでぴんと張り詰めて、あなたを戒める枷かせのごとく絡みます。

「がっ!?　い、息がっ……!!」

「っ、お、お義に兄いさま、っ!?」

　鎖はぎりぎりと首筋に食い込み、あなたを絞殺せんとばかりに締め付けます。あなたは窒息から逃れようと首元に指を伸ばして、しかし御お父とう様さまの護符を引きちぎることができず、首の裏側、制服ローブの頭巾フードのすぐそばに存在するはずのホックを外そうとしました。

「……え、っ？」

　そして人差指の先端が、かたく結ばれた鎖の結び目に触れました。

　その瞬間、あれほど強固に絡んでいた金鎖が、ちりんと指先を流れ落ちます。

　扼やく頸けいから解放されたあなたは、掌中に輝く水晶クリスタルの護符を、静かに見つめました。

「……護符の、魔力が……」

　御父様に贈られて、肌身離さず身につけていた、見慣れたはずの水晶クリスタルの護符が。

　なぜか今だけは、何かを伝えようとするかのように、魔マ素ナの輝きを揺らめかせます。




「……銀色に、光ってる」




　それは、小さな。

　ほんとうにとても小さな、物語の綻びでした。

　魔力を帯びた水晶クリスタルの護符は、御父様があなたに与えた、愛の証であるはずなのに。




「吸血鬼ヴアンパイアの、銀白に」




　偉大な博士ドクトルマグナの深遠なる知識を思わせる、深い青紫の魔マ素ナにではなく、

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの純真なる愛を想おもわせる、清き銀白の魔マ素ナに輝いていました。




　はたっ、と。

　血潮のごとき熱を帯びた透明な雫が、水晶クリスタルの護符を叩たたきました。

「……違うんだ。こんな世界なんかじゃないんだ」

　あなたは、泣いていました。

　あなたの記憶から奪い去られ、もはや永遠に取り戻すことのできない「誰か」を想おもい、泣いている理由も思い出せないまま、あなたは泣いていました。

「違う。僕が求めていたものは、取り戻すと誓ったものは、こんな噓フイクシヨンなんかじゃない」

　どこか遠い世界の果てで、紙ページが裂け始めるような音が聞こえました。

　握り締めた護符を基点に、視界のすべてに裂れつ隙げきが走って、書き綴つづられていた空想小説フイクシヨンを破滅的な結末エンデイングへと挫ざ滅めつさせてゆきます。

「違うんだ」

　あなたは世界を侵食する筆墨インクの黒に、星のように輝く銀白の魔マ素ナを翳かざして、

「僕が本当に好きだったのは、僕が心から愛していたのは、僕が信じるって決めたのは」

　この物語の筆者シナリオライターの名を、呼ぼうとしました。




「【改かい竄ざん済】なんだ」







『それを思い出してもらっては困るのぅ、そーし』




　びりりっ、と音がしました。

「ッ」

　それは世界が滅びる音でした。

　あなたの眼がん前ぜんに展開されていた空想が、引き裂かれる紙片ページのようにびりびりと破れて、ただの紙かみ屑くずへと変化してゆきます。

『汝うぬには忘れていてもらわねばならぬ。この永遠の楽園に抱かれたまま、五年前の真実に辿たどり着つけずにいてもらわねばならぬ。すべてを忘れることこそ、汝の真の幸福アタラクシアなのじゃ』

　真っ黒な頁ページの深裂、この空想の終しゆう焉えんは、世界の全てを飲み込むように広がります。

　仕組まれていた物語シナリオは破れ去り──




『【なにせこの世界は、ただの文字列の集合に過ぎぬのじゃからの】』




　読者あなたの眼前に、筆者の領域バツクステージを曝さらけ出だしました。




　そこは、白と黒の世界でした。

　書物の紙面ページを思わせる極白に、【筆者】と書き綴つづる筆墨インクの漆黒が渦を成し、夥おびただしい数の文字の集合が、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの輪郭を描くように対流していました。

『ようこそ、我が物語シナリオの舞台裏バツクステージへ』

　嘲あざけりを帯びた声が響くと同時、無数の黒点インクが凝集し、言葉を白紙ページに書き記します。

　あなたは直観的に理解しました。

　ここはあなたが読まされていた噓フイクシヨンの中枢。この物語シナリオを執筆する、筆者シナリオライターの領域ノートだと。

『おめでとう、読者そーし。汝うぬは空想小説フイクシヨンを撃ち破り、真実へと辿たどり着ついた。気分はどうじゃ？　この完璧で幸福な空想を、自らの手で永遠に砕き散らしてしまった今の気持ちは？』

「……最悪だ。貴様に裏切られ、記憶を改かい竄ざんされて、文字だけで構築された偽りの世界を現実リアルだと思い込まされていたんだから。こんな下らない噓うそ──下らない虚構フイクシヨンを!!」

『やれやれ、酷ひどい言いようをするもんじゃ。それは下らぬ虚構フイクシヨンであったが、それでも汝は幸福だったじゃろ？　汝の願望通りに、この能力喰らいタレントイーターが書き上げた虚構フイクシヨンなのじゃから』

　文字の集合体が嘲るように笑うと、白き虚空に【嘲笑】の文字が広がります。あなたが現実リアルだと思い込んでいたものは、ただの文字の塊に過ぎない虚構フイクシヨンだったのです。

『読う者ぬは願っておった。悲劇が存在しなかった過去を、父御が殺されずに済んだ未来を、なにも起こらなかった世界を。汝の血と知を啜すすった妾わらわは、誰よりもそれを理解しておる』

　吸血鬼の頭部に当たる部分に、恐ろしいほど膨大な【笑顔】の文字が発生します。

『ゆえに筆者わらわは書いた。読う者ぬがかつて望んだ通りに、汝の記憶を改竄した』

「──違うッ!!」

　あなたは恐怖にも似た怒りを覚え、筆者シナリオライターの言葉を遮りました。

「貴様の負けだ、筆者シナリオライターッ！　どんな空想小説フイクシヨンを書いたって、僕は魔王を忘れはしない！　僕の記憶を改竄して惑わせる謀略シナリオは、もはや白紙に還かえったんだ!!」

　魔王の言葉から考えて、ここは筆者シナリオライターによる記憶改竄が捏ねつ造ぞうした世界──空想小説フイクシヨンです。筆者シナリオライターは偽りの記憶を書き綴ることで、あなたの心を攻撃していたのです。

「僕は忘れない……！　暗殺者きさまに父を奪われた息子として、真祖きさまに救われた眷けん族ぞくとして、吸血鬼きさまに裏切られた人間として、僕は魔王あいつを止めなきゃいけないんだ!!」

　そう。それは吸血鬼に恋してしまった人間の、最後の義務でした。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが邪悪に堕おそうとするのなら、あなたは彼女と戦わなければなりません。父の仇かたきを討つために、恩人を悪に染めないために、吸血鬼への恋を捨て去るために、

　あなたは、魔王の物語シナリオを終わらせなければならないのです。

「僕はこんな空想フイクシヨンなんて要らない！　元の世界を──僕の記憶を返せ、筆者シナリオライターッ!!」

　しかし筆者シナリオライターは、あなたの意志を哀れみさえするように、静かに囁ささやきました。

『その■■■■■への恋心さえも、筆者シナリオライターが書いた虚構フイクシヨンじゃがの？』

「……は？」

　それは、あなたの闘志を一撃で砕きかねないほどの、致命的な攻撃でした。

『虚構フイクシヨンの看破おめでとう、読者そーし。汝うぬの指摘した通り、この世界は虚構フイクシヨンじゃ。……それで？　汝はもしや、妾わらわが汝を騙だますためだけに、三八八ページもの〈本〉を書いたと思うたか？』

　あなたは、筆者シナリオライターは読者あなたの心を攻撃しているのだ、と考えていました。

　完璧で幸福な空想フイクシヨンを記すことで、筆者シナリオライターはあなたの記憶を奪おうとしているのだ、と。

　ゆえにあなたの記憶を改かい竄ざんしきれなかった筆者シナリオライターは、読者あなたに敗北したはずなのです。

『筆者わらわが敗れた？　筆者わらわが主人公うぬを攻撃していた？　はッ、哀れなほどに愚かじゃのぅ。妾が攻撃しておったもの、妾が覆さんとしておる理ことわりは、この世界の根本原理じゃ』

　しかし、筆者シナリオライターが今まさに攻撃しているものは、主人公あなたの記憶などではありません。

『筆者シナリオライターの書いた物語は、読う者ぬにはちょっと難しすぎたかのぅ？　ならば説明してやろう。妾がこの空想フイクシヨンを記すことで、汝に伝えようとしておった真実とは──』

　これは主人公あなたの心でもなく、主人公あなたの記憶でもなく、主人公あなたの存在でもなくて、




『【元の世界さえも改竄された記憶だ】、ということなのじゃ』




　読者あなたが現実リアルだと信じる記憶を、破壊しようとする小説フイクシヨンなのです。

「な、は……？」

『クルト・ゲーデルの第二不完全性定理は知っておるかの？　自己言及のパラドクスは？　ミュンヒハウゼン証明の無限後退インフイニツト・リグレスは？　……くく、どうせ汝は知らぬじゃろうなぁ』

「だ……っ、騙されるかよ！　改竄されて堪たまるかっ、この世界は空想フイクシヨンのはずなんだ!!」

『然しかり。確かに汝の指摘通り、この世界は空想フイクシヨンじゃ。その事実は認めるが……それで？　汝は一体どうやって、「汝がいた世界は空想フイクシヨンではない」と証明するのじゃ？』

「ッ」

　筆者シナリオライターに問とい質ただされた読者あなたは、答えに窮しました。

　読者あなたにはこの〈本〉を読み始めた記憶があり、そして記憶を改竄することは不可能です。つまりこの小説は空想フイクシヨンで、小説の外には現実リアルが存在するはず……というあなたの認識は、すべて改竄された記憶だったのだと、筆者シナリオライターは読者あなたに告げるのです。




　さぁ、読者あなたも思い出してみてください。

　読者あなたが〈本〉を読み始めたのはいつですか？　〈本〉を読み始めたのはどこですか？

〈本〉を読んでいる読者あなたは誰ですか？　読者あなたの記憶は〈本〉の外に残っていますか？

　記憶が残っていたとして──

　──それは、何者かに改竄された記憶ではありませんか？

『筆者わらわが改かい竄ざんしたのじゃよ。汝うぬの記憶を書き換え、妾わらわとの恋を捏ねつ造ぞうし、元の世界に関する偽りの記憶を植え付けたのじゃ。五年前、汝が自分自身の記憶を改竄し、父御の死という絶望を塗り潰そうとしたようにの』

「だ……黙れっ!!　僕はそんな虚言なんかに騙だまされはしない、元の世界は存在するんだ!!　僕は僕の記憶を信じる！　僕は魔王を止めなきゃならないんだ!!」

『記憶を信じる？　■■■■■を止める？　■■■■■の復活を阻そ止しせんと願うのなら、なぜ汝は真実を取り戻そうとしなかったのじゃ？　汝は五年前の十月十六日からずっと、魔王の復活を予測できる立場にいたと言うのに』

「っ、んな……!?」

　紅くれないに輝く双そう眸ぼうに射い竦すくめられたあなたは、反論の勢いを殺そがれて口ごもります。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー■■■■■は──筆者シナリオライターがあなたに刻みつけた噓うその記憶は、「なぜ五年前■■■■■に出で逢あっていたのに、それを忘れてしまったのか」と問うのです。

『汝は止められたはずじゃろう？　元の世界における記憶を真正と語るのなら、汝はあの惨劇の夜、この■■■■■と出逢っていたはずじゃ。■■■■■を阻止せんと願うなら、殺人鬼に襲われたあの夜、汝は妾を見殺しにするべきではなかったのかの？』

　そう。あなたが記憶している元の世界が真実だとすれば、あなたは五年前の十月十六日、御お父とう様さまが殺された書斎アトリエで、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーと出逢っていなければなりません。

　自らの記憶を呪った奥おく月つき戒かいへの復ふく讐しゆうを果たし、魔王へと返り咲くために行動を開始した吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの存在を、五年前のあなたは、確かに知っていたはずなのです。

『のぅ？　■■■■■を阻止せんと願うなら、汝は忘れてしまうべきではなかったのじゃ。五年前の記憶を失っていなければ、汝は魔王を殺せていたのじゃからの』

（……僕が、魔王を……!?　そうだ、五年前の記憶を保てていたら、僕は迷宮で出逢った瞬間、■■■■■が父上の仇かたきだって気付けていたはず……っ!!）

『そうすれば汝は、忘却の呪いに感染することも、殺人鬼に殺害されることもなかった。■■■■■を討ち滅ぼし、父御の無念を晴らせていた』

　図書迷宮の銀の夜、能力喰ぐらいの■■■■■は、破滅的な笑みを浮かべて言いました。

『が、汝はそうはできなかった。汝は五年前の真実を恐れ、心的外傷トラウマと記憶遡行フラツシユバツクに縋すがり、自らの記憶を投げ出してしまったんじゃからの』

「──ッ」

　昏くらい心の傷を抉えぐられたあなたは、己の惰弱さを突きつけられて沈黙します。

「元の世界」の記憶が真実なら、邪悪なる魔王を討ち滅ぼし、世界を救う機会が、確かに存在していたはずなのに。心的外傷トラウマに記憶を奪われたあなたは、誰あろう御父様の仇を、あなた自身の命を以もつて救ってしまったのです。

　あの惨劇の夜の記憶を、忘却の檻おりに閉ざしてしまったがために。

『それをなに、「真実を取り戻したい」じゃと？　くくっ、真実に恐怖し真実を排斥し、真実を忘れ去るために記憶を歪ゆがめておきながらのぅ？　汝うぬが五年前の記憶を失ったのは、〈本〉や呪縛の力によるものではなく、汝自身の弱さのためじゃろうに』

「っち……違うッ!!　僕は、僕は真実を求め続けてきた！　今だって真実を求めてる!!　僕が記憶を失ったのは、真実から逃げたからじゃないッ!!」

『否いな。汝はあの五年前の惨劇の夜半より、ずっと「記憶を改かい竄ざんしたい」と望んでおった。忌まわしい記憶から逃げ出したいと、過去の絶望から解き放たれたいと祈り続けてきた。汝が図書迷宮に願ったのは、本当は〈記憶を書き換えてしまえる本〉なのじゃ』

「……違う……っ！　僕は、そんな……!!」

『その証拠に、汝は〈最期の祈り〉を手にしたとき、【五年前の記憶を取り戻した】とは書かなかった。仮にそう書いていたなら、この魔王を止められていたかも知れぬと言うに、真実を恐れる汝の惰弱が、汝を真実から遠ざけた』

「……っ、僕は、僕は……!!」

（僕は〈記憶を改竄できる本〉を手にしていながら、どうして五年前の記憶を……！）

『汝は真実を求めると叫びながら、真実など求めておらぬのじゃ。だって恐ろしいからの。もし汝のせいで奥おく月つき戒かいが死んだとなれば──それは奥月戒が生きていたなら救えたはずの何百何千何万という命を、汝の手で殺したも同然なのじゃから』

「や……やめろっ!!　言うな、僕はッ!!」

　魔王はあまりにも邪悪な【笑顔】を浮かべて、あなたに宣告しました。

『──ゆえに汝は逃げた。奥月戒の死からも魔王の復活からも自らの罪業からも逃げて、記憶遡行フラツシユバツクの闇に逃げ込んだ。汝が、五年前の真実を改竄したのじゃ』

「な……っうぁ、あぁああぁ……っ」

　あなたを苛さいなみ続けた心の傷は、あなた自身が望んだ記憶改竄だったのだ、と。




『理解できたじゃろ？　■■■■■を止められなかった原因は、他ならぬ汝の弱さじゃ。汝は立ち向かうべき真実から逃げ、記憶を改竄してしまった』

（……僕は■■■■■を止めなきゃならない。……でも、それは本当に僕の記憶なのか？　■■■■■が僕に偽りの記憶を書き込んだんじゃ？　いや、■■■■■は実在するのか？　それは筆者シナリオライターが書き上げた、この小説の登場人物キヤラクターなんじゃないのか……？）

『そう、汝はもはや自分の記憶さえも信用できぬ。汝は汝自身の記憶を裏切ったのじゃ。「思い出してしまえば心が壊れるかも知れない」と恐れるあまり、汝自身の記憶を歪め、真実を遠ざけた。この破滅は汝の悪業の報い──正当な裁きなのじゃ』

　筆者シナリオライターはあなたの心の暗闇を曝あばき、最後に残った信念さえも折り砕かんと責め苛みます。記憶改竄という罪業を、あなたの心を引き裂くことで裁こうとするかのように。

（……僕は、罪を犯したのか？　辛い記憶を改かい竄ざんしたいと、過去の絶望を書き換えたいと願ったことは、罰せられるべき罪、だったのか……？）

『然しかり。記憶の改竄とは悪徳なのじゃ。過去の絶望を消し去るための記憶改竄は、特にの。ゆえに汝うぬは、父御の教えを失い、魔法を失い、夢を失い、信ずるべき自分さえも失って、元の世界の〈本きおく〉を失い、この虚構フイクシヨンの内に獄死する』

（……僕は真実から逃げたのか？　……僕は真実を取り戻して偉大な博士ドクトルマグナになるために、そのために五年の時を超えて、図書館都市アレクサンドリアに戻って来たんじゃなかったのか？）

『汝は偉大な博士ドクトルマグナになりたいとも思っておらぬ。口癖のように呟つぶやく言葉は自己暗示じゃ。父御の遺志を継ぐと叫んでいれば、「自分のせいで奥おく月つき戒かいが死んだのかも知れぬ」という真実への恐怖を薄め延ばすことができるからのぅ。しょせん浅薄な自己欺ぎ瞞まんに過ぎぬ』

（……『誰かを救える人間になりたい』っていう僕の祈りは、改竄された記憶なのか？　だけど僕は、奥月綜嗣ぼくという存在を信じて……）

『汝が汝を信じると言うのなら、汝は立ち向かうべきじゃった。闘うべきだったのじゃ。絶望も傷も真実も、汝自身を信じているために、汝が乗り越えねばならぬ試練じゃった。しかし汝は逃げた。すべてを忘却の檻おりに封じ込めて、記憶喪失に逃げ込んだ』

（……もしかしたら、僕は逃げたのかも知れない。だって五年前の記憶を思い出してたら、■■■■■の復活を阻そ止しできていたはずなのに……なのに僕は、そうできなかった）

『然り。汝は改竄したかったのじゃ。五年前のあの夜より、記憶を改竄したいと祈り続け、残酷な真実を遠ざけて、優しい虚構に溺死したいと願っておった。おめでとう奥月綜そう嗣し。この何もない虚構フイクシヨンの世界は、汝が願った救済の末路じゃ』

　あなたは現実感のない目眩めまいに浮かびながら、【筆者】の糾弾を浴びせられ続けます。

【筆者】は知っているのです。あなたの知を吸い奪い、あなたの記憶を元に構築された【文字の集合体】は、あなたの心のどこを刺せば血を流し、どこを殴れば折れるのかを。




『さぁ、物語シナリオに幕を引こうぞ。舞台裏バツクステージを曝さらし続ければ、読者も興きよう醒ざめするじゃろう』

「ぅ、あ……っ」

　筆者シナリオライターの掌中に【魔導書グリモワ】の文字が凝集したかと思うと、一冊の〈本〉が形成されます。この世界のすべての黒幕、■■■■■が用意した仮想人格キヤラクターは、主人公を殺害することで、破綻しきった物語シナリオを、読者あなたごと葬り去ろうとしているのです。

『これは、読う者ぬの祈りの末路じゃ。筆者シナリオライターは読う者ぬの祈りを叶かなえるためだけに、この完璧で幸福な空想フイクシヨンを書き上げた。それが気に入らぬと言うのなら、筆者わらわは潔く筆を擱おこう』

　筆者シナリオライターは別わかれを告げるように囁ささやいて、魔導書グリモワをヴンッと輝かせます。

『裁きの刻ときじゃ。筆者わらわの読者であり主人公であった、奥月綜嗣』

【筆者】という文字の集合体は、膨大な【魔力】を発散し、その【詠唱】を開始します。

『そは天を支う柱ちゆう梁りよう　国を止とどむ礎そ石せき！　龍たつ田たに神かみ留づまる嵐の女神よ!!』

（……え、い、しょう……！　反撃、を……！）

　あなたは反射的に魔導書グリモワを抜こうとして、しかし右肩に伸ばした指先は空を切ります。気付けばあなたの身体は、【あなた】という文字で構築される情報の渦になっていました。

（魔導書グリモワが、ない!?　……いや、たとえ魔導書グリモワがあったとしても、僕に魔法は使えない！　だって僕は、五年前の記憶と一緒に、魔法を……っ!!）

『来たれ大気満たす神霊！　見えざる和わ鋏きよう　衣断つ緋色の剣つるぎよ!!』

　心的外傷トラウマにより魔法を喪失したあなたを嘲あざけるように、心的外傷トラウマが存在しない世界の主、この物語の筆者シナリオライターは、朗々と詠唱を続けます。

（……このままだと間違いなく殺される……でも、その死さえも空想フイクシヨンなのかも知れない。記憶を改かい竄ざんしてしまった僕に、信じられるものはもう何もない……）

　あなたは行動できません。意志を定められません。記憶を改竄してしまったから。

　あなたは真実を信じられません。記憶を改竄してしまったから。

　あなたは理想を信じられません。記憶を改竄してしまったから。

　あなたは自分を信じられません。記憶を改竄してしまったから。

　そして■■■■■への想おもいさえ、ただの小説に過ぎない虚構フイクシヨンなのだとしたら、

　あなたは筆者シナリオライターと戦う意味をも、信じることができないのです。

『我に仇あだなす諸人を　風の刃で裁ち斬りたまえ!!』

　あなたは何も信じられずに、そして詠唱は完成し、

　筆者シナリオライターは、読者あなたに魔法を撃ち放ちます。




『発行エクセキユート──逆巻く紅刃ッ!!』

　しゅぱっ、と。

　魔法が生み出した【極限の気圧差】が、あなたの胸を斬り裂きました。

「が……っ、ぐはぁッ!?」

（僕の、からだ、が……！）

【真空の刃】に襲われたあなたの肉体は、内側から破裂して、【血液】を噴き出します。皮膚が裂け、肋ろつ骨こつが折れ、剝むき出だしになった肺はい腑ふが観音開きに切開されて、

　あなたは、純白の世界に崩れ落ちます。

「がっふ……ッ!!　ひゅーっ、ごほっ!?　ひっ、ひゅーっ、ひゅーっ！」

『む……殺し損なったか。汝うぬの記憶から構築された存在ゆえか、全盛の頃の力は出ぬのぅ。くふふっ、じゃがまぁ楽に殺してもつまらぬ。そのまま朽ちて死ぬがよい』

　あなたは自分の指先が、【死】という文字に侵食されてゆくのを目にしました。

　大量の失血と呼吸困難により、あなたは急速に、死へと近付いてゆきます。

（死、ぬ……？　奥おく月つき綜そう嗣しという存在が、僕が抱えていた感情の全てが……終わる？）

　ちりぃん、と。

　風に斬り払われた水晶クリスタルの護符が、白き虚構を転がって、葬式の鈴りんのように鳴りました。




　あなたは、死にます。

　何も信じるものを持たず、何も信じられるものを持たず、

　あなたは記憶に裏切られ、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに欺かれ、筆者シナリオライターに裁かれて死ぬのです。

　絶望の記憶を改かい竄ざんし、真実から逃れようとした、あなた自身の罪のために。




（……これは、報い、なのか……？　記憶を改竄できるって思い上がって、自分の記憶を都合良く書き換えてしまった僕の、罰、なのか……？）

　あなたは自らの失敗と破滅を悟り、血液に溺れてゆく意識に過去を想おもいます。

（……僕は、間違っていたのかも知れない。過去の絶望を書き換えたいという昏くらい願望が、僕から記憶を奪い、魔法を損ね、真実を遠ざけてしまっていたのかも知れない……）

　あなたが記憶を失わなければ。過去の絶望から逃げ出さず、真実に立ち向かっていれば。あなたは闇の魔王に戻ろうとする■■■■■を、止められていたのかも知れません。

　■■■■■の覇道を止めて──そして、共に生きることができたのかも知れません。

「■■、ひゅーっ、■■■……っ」

　あなたは絶命の痛みに喘あえぎながら、血けつ色しよくの涙を流して懺ざん悔げします。

（……僕のせい、なんだ。……僕が真実を求めていれば、■■■■■が魔王に戻る前に、■■■■■が罪を犯す前に、あいつを止められていたはずなんだ）

　今さらになってあなたは、■■■■■を愛していたのだと悟りました。

　この完璧で幸福な世界も、エリカもカルミアも友人も御お父とう様さまも魔法も夢もなにもかも、■■■■■がいなければ意味がなくて。

　もしもこの瞬間に奇跡が起こって、■■■■■を闇から救い出すことができるのなら、あなたはどんなものだって懸けることができるのに。

　残酷な真実に傷付くとしても、■■■■■を救える人間になりたいと願うのに──

　なのにあなたは、■■■■■を思い出すことすらできないまま、死ぬのです。




「……■■、ひゅーっ、■■……っ、かはっ、ひゅーっ、■■……っ！」

　走そう馬ま燈とうのように輝く吸血鬼の記憶、最期の恋を、物語せかいの終わりに祈ろうとして、

「愛してる、ん、だ」

　絶望に震えながら延ばした指の先が、水晶クリスタルの側面を、なぞりました。

「……■■、■■■っ」

【時限記憶の解凍を開始します】




　──かちんっ、と。

　死に瀕ひんした思考の底、終わりかけた脳の最さい奥おうで、歯車の音が囁ささやきました。




「……え、っ？」

　瞬間、ばぎぃいんっ!!　という破砕音と共に、指先に触れた護符から魔マ素ナが迸ほとばしります。爆発的に放出された魔力が、銀白に輝く渦を成し、眼がん前ぜんに凝集していきます。

　あなたの記憶に仕組まれていた切札、絶対防御を有する水晶クリスタルの護符。

　そこに封じられていた真祖の魔力が、白き虚構の世界に炸さく裂れつするかのように飽和して、終わりかけていたあなたの視界に、一匹の吸血鬼を映し出しました。




　翻る髪は銀の風。絹の如き光沢を帯びた長髪は、白い肌を覆い隠すように広がります。

　輝く瞳は血の宝玉。鮮血の紅あかに染まる双そう眸ぼうは、磨かれた紅鈺ルビーのごとく透き通ります。

　白き舞台裏バツクステージに舞い降りた吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーは──

《……それでも汝うぬは、もういちど、妾わらわを愛すると言ってくれるのじゃな》

　あなたが愛する吸血鬼と同じ、鮮烈に輝く笑顔で振り返りました。

　殺意を帯びて魔導書グリモワを構える、黒き文字が成す筆者シナリオライターと、

　眷族あなたを庇かばうように向かい立つ、白き魔マ素ナが映す吸血鬼ヴアンパイア。

　■■■■■の姿を持つ二者が、互いの真正を主張するかのように、矗ちく立りゆうします。




「……■、■、■■■……？」

『ば……馬鹿なッ　「時限記憶」なぞありえぬ!!　筆者わらわは真祖きさまの記憶を改かい竄ざんしたッ！　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの人格は、その記憶ごと抹消したはずじゃ!!』

「……どう、して？　だって■■■■■は、僕を裏切ったはず、なのに……」

　あなたは白紙の領域に倒れ伏したまま、忘我の呟つぶやきを漏らしました。

　吸血鬼ヴアンパイアを前にした筆者シナリオライターは、まるで自らの物語シナリオに致命的な破綻を見付けてしまったかのように、ひどく狼ろう狽ばいして叫びます。

『筆者わらわの物語シナリオは完璧じゃったはず！　記憶改竄とは偽りの記憶を刻みつけ、人格を歪ゆがめ、行動や感情をも支配できる「筆者の全能シナリオライター」！　それなのに、なぜ、真祖きさまは……っ!!』

「然しかり。〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉は他者の記憶を改竄し、その見当識を書き換えることで意のままに操る〈本〉。一ひと度たびその魔力に囚とらわれれば、記憶改竄を受けた記憶も改竄され、偽りの人格を植え付けられて二度と抗あらがうこと能あたわぬ、絶対支配の魔導書グリモワじゃ」

　純白の虚空に揺らぐ■■■■■の幻影は、深い紅の瞳にあなたを映して、告げます。




「ゆえに記憶を刻んでおいた。真祖わらわの最愛の眷けん族ぞくに、魔王きさまの物語シナリオを撃ち破る記憶を」

　この物語に仕組まれた、「あなた」という伏線の存在を。




「……ぼ、くに、記憶を、刻んで……!?」

『くッ……！　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカー、まさか奥月綜嗣しゆじんこうの記憶に、真祖■■■■■の記憶を刻みつけて』

《然しかり。記憶改かい竄ざんとは『筆者の全能シナリオライター』、記憶改竄を撃ち破る記憶さえも創造できる》

「な、なにが……っ、■■■■■!!　お前は僕を騙だましていたんじゃないのか!?」

《否いな。この時限記憶に連なる真祖わらわが、汝うぬを裏切ることなどありえぬ。汝を騙し欺いたのは、『聖堂カセドラ』に捏ねつ造ぞうされた魔王の人格──偽りの記憶を持つ吸血鬼なのじゃ！》

　──そう。この二人の■■■■■が、同一の存在であるはずがありません。

　完璧で幸福な虚構フイクシヨンを記し、あなたの記憶を改竄しようとする惨殺劇スプラツタホラーの筆者シナリオライター、魔王と、

　不完全で悲劇に満ちた現実リアルの中、あなたを信じて救いを待つ恋物語ラブストーリーの筆者シナリオライター、真祖。

〈千一頁ページの最期の祈り〉は、決して一人の筆者シナリオライターに綴つづられた空想フイクシヨンではなく──

「……■■■■■。もしかして、お前は……！」

《汝。この物語には、二人の筆者シナリオライターが存在するのじゃ！》

　真祖と魔王という筆者シナリオライターが、異なる結末エンデイングへと書き綴る、一冊の競作小説なのです。

「■■■■■は、記憶を改竄されていたんだな？」

　ちりん、と。

　握り締めた拳の中で揺れ動いた金鎖が、あなたを肯定するように鳴り響きました。

「魔王おまえが僕を裏切ったのは、誰かに偽りの記憶を刻みつけられたからなんだな？」

　それは物語に仕組まれた伏線。

　あなたを裏切った吸血鬼が、あなたを裏切った記憶に、あなたを記憶改竄フイクシヨンから解き放つ絶対防御の護符を残しているという、決定的な物語の矛盾。

「真祖おまえが僕を救ったのは、僕に真実の記憶を刻んでくれていたからなんだな？」

　もしも、■■■■■が筆者シナリオライターだったとしたら。

　あなたの人生を歪ゆがめ、あらゆる伏線を書き綴り、魔王の再臨と世界の支配をもくろんで陰いん謀ぼうを仕組んだ、この物語の黒幕なのだとしたら。

　かつて偉大な博士ドクトルマグナがあなたに贈り、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが再び命を吹き込んだ水晶クリスタルの護符が、




「──■■■■■は、ずっと、僕を信じてくれていたんだな？」




　銀白の魔マ素ナに輝くはずがありません。




「……■■■■■。お前は、闇の魔王なんかじゃない……！」

　死にかけていた心臓を、終わりかけていた物語を、燃え盛る恋情が動かし始めます。

　真祖に書き綴つづられた「記憶改かい竄ざんを撃ち破る記憶」、水晶クリスタルの護符から迸ほとばしる銀白の魔力が、魔王が書き記した虚構フイクシヨンから、あなたを目覚めさせてゆきます。

「……■■■■■は、信じてくれていたんだ。僕が、僕自身の記憶さえ裏切っても……！」

　あなたはこの物語の伏線。

　真祖が魔王の計画シナリオに抗あらがい、その結末エンデイングを書き換えるために、記憶を刻んだ主人公キヤラクター。

『く……ッ、こうなったら力ずくじゃッ!!　そは天を支う柱ちゆう梁りよう　国を止とどむ礎そ石せき!!』

「……今度こそ、信じる！」

　あなたは護符を胸に当て、自らの魔力回路マジツクヴエインを解き放ちます。

『来たれ大気満たす神霊！　見えざる和わ鋏きよう　衣断つ緋色の剣つるぎよ……』

　かつて奪われた記憶と魔法を取り戻すことで、この完璧で幸福な空想を撃ち破ることで、心的外傷トラウマの記憶を踏み越えて──真祖を救いに行くために。

『発行エクセキユートッ！　逆巻く風刃!!』

　迫り来る風の刃を前に、あなたは絶望の記憶に焼きついた魔力回路マジツクヴエインから、ありったけの魔力を引き出して、水晶クリスタルの護符へと注ぎ込みます。

　あなたが信じる吸血鬼の名を、叫んで。




「──アルテリアぁあぁあああッ」




【ぎいぃいぃんっ】と。

　白い闇のような筆者の領域バツクステージに、甲高い【干渉音】が響きました。

　白紙ページに展開された曼まん荼だ羅らのような論理障壁ロジツクウオール、護符を中心とした半径一メートルの空間が空想フイクシヨンを薄紙のように引き裂きます。

『な……ぎゃあああぁああっ』

　びりびりびりっ、と音を立て、【筆者シナリオライター】が断裂しました。

【筆者】を形成していた文字の束が、あなたを拘束していた最後の枷かせが、断末魔を上げて紙片ページの裂れつ隙げきに吸い込まれてゆきます。

「……改竄されているんだな。読ぼ者くも、筆者アルテリアも」

　憎悪を帯びて消えゆく文字の漆黒と、愛いとおしむように降り注ぐ魔マ素ナの銀白に、あなたはすべてが理解できていく気がしました。

　あなたがアルテリアに捧ささげる恋が、死にかけた鼓動を蘇よみがえらせるように。

　アルテリアがあなたに与える愛が、終ついえかけた物語に命を吹き込むように。

　あなたはアルテリアという光を浴びて、記憶改竄の闇から目覚めてゆきます。

《……汝うぬ。もはや真実を悟っておろうが、汝と妾わらわの記憶は、『聖堂カセドラ』に改かい竄ざんされておる》

　魔力が映し出す吸血鬼の虚像が、世界の崩壊に飲み込まれながら、あなたに告げます。

《……この物語の全ては、筆者シナリオライターに仕組まれた陰いん謀ぼう。そして汝は、その物語に抗あらがうために吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが書き上げた、結末エンデイングを書き換えるための眷ふく族せんなのじゃ》

「……ああ、ぜんぶ、わかった」

　そう、あなたは理解しました。

　あなたは筆者アルテリアに創られた登場人物キヤラクター。『筆者の全能シナリオライター』に記憶を改竄され、人格を支配され、真祖アルテリアの願い通りに人生を書き換えられた人間で──

　吸血鬼アルテリアを救うために、記憶に真実を刻まれた、この物語の主人公なのです。

「……僕はもう逃げない。たとえ記憶が尽き果てようとも、どんな困難が僕を試しても」

　終しゆう焉えんに飲まれゆく銀白の魔素、消え去ってゆく【空想】の奥底で、




「アルテリア。僕が、真祖おまえを記憶改竄から取り戻すから」

　真祖に刻まれた時限記憶に、あなたは誓いを立てるように、囁ささやきました。






◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り三八ページ】






　深い記憶改竄の昏こん睡すいから浮上するように、あなたの意識は目覚めました。

「──っはぁっ!!　はぁっ、はっ、はぁっ！」

　大きく見開いた瞳孔を、カンテラの灯が貫きます。ぱちぱちぱち……と静かに燃えゆく灯芯ウイツクの音が、心臓の動どう悸きと重なって、脳に反響するように聞こえてきます。

　先程まで目の前にあったはずの空想フイクシヨンは、跡形もなく消えていました。

　純白の筆者の領域バツクステージは薄暗い天井へと置き換わり、【文字】たちは跡形もなく姿を消し、全身を満たしていた真祖アルテリアの魔力も、肌寒い迷宮の冷気に、瞬く間に奪われてゆきます。

　あなたは御お父とう様さまの護符を握り締めながら、書斎アトリエのテーブルに横たわっていました。

「……父上の、書斎アトリエ……ってことは、僕は現実に戻って来られたのか……！」

　固く握った掌てのひらを解くと、水晶クリスタルの護符は魔マ素ナを閉じ込めたまま、清き銀白に輝いています。

（空想フイクシヨンと同じ……真祖アルテリアが刻んだ記憶が、魔王の記憶改竄から護まもってくれたんだ……）

　あなたは護符の輝きを瞳に映し、思考に沈んでゆこうとして……

「っ、いい加減に……目を覚ましなさぁーいっ」

「──カッユウゥッ」

　鋭い叫び声と共に、左脇腹を貫かれました。

「かゆっ、カユイ！　左脇腹から内臓にかけての一帯がとんでもなくカユイぃい!!」

「……っ、やっと戻って来てくださいましたわね、奥おく月つきさん……!!」

　書斎アトリエの椅子に身を預けたエリカが、あなたの脇腹から鉛筆を引き抜きながら言いました。その拍子に消化液が漏れたのか、あなたを苛さいなむ痒かゆみが更に強度を増します。

（ぐぅう痒い……っ、だけど痒がってる場合じゃない！）

「え、エリカ！　僕が意識を失ってから、何が起こったか教えてくれ……！」

「ま、まだ動いてはいけませんわっ！　今あなたの身体は変異性アルタードショックを起こしかけているのです！　状況は説明いたしますから、どうか安静にしていてくださいまし！」

「変異性アルタードショック……っ、そうか、影の槍を受けたせいで、失血して人間率が……！」

　書斎アトリエの丸テーブルに押し戻されながら、あなたは記憶を遡ります。

　魔王に影の槍で刺し貫かれたあなたは、相当量の失血を起こしたはずです。それにより最強の吸血鬼ハイ・デイライトウオーカーに近付いたあなたの肉体は、一切の傷もなく再生していますが……

　しかしそれは同時に、あなたの正気を保つ人間率が、変異性アルタードショックを誘発しかねない危険域まで低下したことを意味します。

「……今あなたが変異性アルタードショックを起こしたら、わたくしたち三人は確実に死亡します。人間としての体力が回復するまでは、縛り付けてでも安静にして頂きますの」

「僕らが死ぬ、って……お、お前は、お前とカルミアは助かったんだよな……!?」

「……はい。魔王が超高密度魔法言語ハイ・エンシヤントによる魔法で『図書館』を焼き尽くそうとした瞬間、あなたの護符が起動しましたの。論理障壁ロジツクウオールのおかげで、命だけは助かりましたが……」

「い、命だけはって……っ、エリカ、それ……!!」

　その言葉の不穏な響きに視線を下げると──エリカの両脚は、石化した血液によって、ガチガチに固められていました。彼女の呪血能力バツドブラツドで、傷口を閉鎖しているのです。

「……外見ほど、痛みは酷ひどくありませんわ。神経が根こそぎ焼損しているようですから。問題なのは、わたくしよりカルミアさんの方ですの」

　エリカの視線の先を振り返ると……事務机の上に、血まみれになったカルミアの身体が横たえられていました。深い昏こん睡すい状態にあるのか、それは、死体のようにも見えます。

「……低体温、皮膚の蒼白、異常頻脈。いずれも失血性ショックの兆候です。一刻も早く『薬草院アポセカリア』に運び、高度集中魔法治療を行わなければ……生命に、関わります」

「っ……！」

「……そして、死に瀕ひんしているのはあなたも同じです。あなたの身体から流出した血液と人間率は、推算で三割。わたくしの血で急場は凌しのぎましたが、あと数百も失血すれば、間違いなく変異性アルタードショックが起こりますの」

「変異性アルタードショック……急速な吸血鬼化に伴う、精神的な拒絶反応、だったよな」

　はい。変異性アルタードショックが起きた瞬間、あなたの精神は完全に破壊され、化物になります。

　魔王の謀略シナリオを読破して、虚構フイクシヨンの世界を脱出できたはよいものの……状況は最悪でした。アルテリアが仕組んでくれていた時限記憶が、死の真際にあなたを救ってくれたとはいえ、それであなたたちの怪け我がが回復するわけでも、魔王が真祖に戻るわけでもないからです。

　あなたを虚構フイクシヨンに閉じ込めて獄死させる計略シナリオを、ギリギリのところで撃ち破っただけで。この物語は依然として、最悪の結末エンデイングへと書き綴つづられ続けています。

「……すべて、魔王アルテリアの計画シナリオ通りになってしまいましたわね」

　エリカは諦念を滲にじませて、ぽつりと呟つぶやきます。

「……あなたが眠っている間、先生が残した資料を読み進めていましたの。……例えば、『魔王が〈記憶を保存できる本〉を得、人類虐殺を企てた場合の阻止限界時ポイントオブノーリターン』、とか」

「っ、父上の遺稿が……!?」

（……五年前に真祖と出で逢あってるってことは、きっとそうだと思ってたけど……父上は、五年前に『聖堂カセドラ』の陰謀シナリオを知っていて、それで十数年前の資料を……！）

「……そして先生の分析によると、八～十二時間以内に魔王を止められない場合、人類は魔王への対抗手段を失い、滅亡する、そうですわよ」

「人類が、滅亡する……!!」

　古い羊皮紙のページを書斎アトリエの床に投げ捨てて、エリカは悲しげに笑います。

　散らばった書類には、「魔王を止められねば、人類は滅ぶ」と書き記されていました。

「……魔王が『図書館』を飛び去ってから、既に七時間が過ぎていますの。迷宮の生物が魔王に吸血鬼化され軍隊化された場合、人類側の抵抗は、ほぼ不可能になりますわ……」

「……」

「……この陰謀シナリオを阻そ止しする術はありません。昇降機エレベーターまで辿たどり着ついて魔王再臨を通報できる人間は誰もいませんし、わたくしたちがあの魔王と戦って止めることも不可能でしょう。もう、物語は終わりですの」

　……そう。物語は、図書館都市アレクサンドリアは、世界は、終しゆう焉えんを迎えようとしています。

　魔王が侵攻を開始すれば、図書館都市は数日で滅ぼされ、不死者の都と化すでしょう。それはアレクサンドリア全市民二〇〇万人が、不死の魔王軍に加わることを意味します。アフリカ大陸は、地中海の鍵ジブラルタルは、世界は、時を置かず魔王の手に落ちるでしょう。

　十数年前に魔王を打ち倒した偉大な博士ドクトルマグナは、もう、この世にいないのですから。




　物語は終わります。世界は滅びます。

　記憶を改かい竄ざんされたアルテリアは、世界の破壊者になってしまうのです。




　あなたが、何もしなければ。







「……まだだ」




　あなたは水晶クリスタルの護符を握り締めて、静かに呟つぶやきました。

「まだ、この物語は終わってない。まだ始まってさえいない」

　あなたを救った能力喰らいタレントイーター、あなたが恋した吸血鬼を、あなたは強く想おもいます。

　アルテリアは、魔王としての人格を刻まれ、この世界の破壊者になろうとしています。

『聖堂カセドラ』に記憶を改かい竄ざんされ、人格を書き換えられて、邪悪なる陰謀シナリオに堕そうとしています。

　それを止められる人間は、結末エンデイングを変えられる存在は、あなたの他にはいないのです。

「アルテリアを『聖堂カセドラ』の自由にはさせない」

　だからこそ、あなたは書き換えなければなりません。

　魔王の復活という結末エンデイングで、人類の破滅という終しゆう焉えんで、世界の崩壊という幕切れで、

〈千一頁ページの最期の祈り〉を、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を、




「立ち向かおう。この物語の筆者シナリオライターに」




　この恋物語を、終わらせるわけにはいきません。

「た、立ち向かう、って……あの吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに戦いを挑むおつもりですのっ!?」

　あなたの宣戦を聞いたエリカは、信じられないという声で叫びます。かつて偉大な博士ドクトルマグナ奥おく月つき戒かいをも殺害した最強種を、ただの学生二人が止められるはずもありません。

「お、奥月先生の資料によれば、十余年前の対吸血鬼戦役で、四大勢力は第一線の探索者三万人を投入し、その三割を喪失しました！　わたくしたちなどでは足下にさえ及ばない熟練の探索者を、魔王は紙かみ屑くずのごとく焼き払ったんですのよ!?」

　そう。奥月戒の呪縛に力を縛られているとはいえ、魔王は図書迷宮最強の吸血種ヴアンパイアです。「銀の夜」と渾あだ名なされる絶対吸知領域まほうに対抗するには、専用の装備を帯びた一個師団級の対吸血鬼部隊でも不足でしょう。半人半鬼のあなたが戦える相手ではありません。

「闇の魔王として再臨するため、吸血鬼は自らの生存を秘匿し、雌伏の時を過ごしながら狡こう猾かつに計画シナリオを練り上げていたはずです！　その魔王の存在を察知し、復活への対抗手段を用意していた人間なんて、この世界には存在しませんのっ!!」

「いや、存在する。だって『聖堂カセドラ』は、五年前から魔王を知っていたんだから」

「っ」

　あなたはエリカの言葉を遮って、低い声で告げました。

　図書館都市アレクサンドリアに覇を競う、四大勢力の第一位。

　探索ギルド『聖堂カセドラ』は、魔王の存在を知っていたはずだと。

「そ、んな……っ、あ、ありえませんのっ!!　あの純人至上主義者ばかりの『聖堂カセドラ』が、魔王の復活を予見しながら、人類の天敵をみすみす放置しておくなんて!!」

「そう、お前の情報が確かなら、アルテリアはかつて十万人以上を殺した人類の天敵だ。魔王は『聖堂カセドラ』にとっても最大の脅威で、だから魔王復活を阻そ止ししないなんてありえない。『聖堂カセドラ』だけが魔王を従えられるという、絶対の保証でもない限りはな」

「な、っあ……」

　そう。『聖堂カセドラ』は四大勢力の第一位、人類側の最大戦力。捲けん土ど重ちよう来らいを期す魔王にとって、最大にして最後の障害です。純人の集団である『聖堂カセドラ』が、魔王の存在を知っていながらその復活と再臨を許すことなど、たとえ天地が覆ろうともありえません。




『聖堂カセドラ』に絶対の安全を保証する、〈吸血鬼を支配できる本〉がない限り。




「……〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉だ」

「え、っ？」

「奥月戒ちちうえが刻んだ忘却の呪いは、三分二六秒ごとに、魔王の記憶をリセットする。だから〈記憶を改かい竄ざんする本〉の原典を奪い取れば、『聖堂カセドラ』はアルテリアの全てを支配できる」

　ざりりっ、と。激怒に握り締めた拳が、テーブルの天板を搔かき削けずりました。

　かつてあなたの御お父とう様さまが、命懸けで魔王に刻んだ呪縛は。

　かつてあなたの吸血鬼が、命を削って手に入れた〈図書迷宮の吸血奇譚〉は。

『聖堂カセドラ』の陰謀シナリオに利用され、真祖アルテリアを隷属させる枷かせとされてしまったのです。




「ま……っ、まさか『聖堂カセドラ』は、〈吸血奇譚〉に偽りの記憶を書き込んで!?」

「……そうだ。真祖アルテリアは、筆者シナリオライターじゃない。あいつが筆者シナリオライターじゃないのなら、父上を殺したあいつの記憶は、改竄された虚構フイクシヨンだったってことになる。……そして迷宮最強の吸血種、魔王アルテリアの記憶を改竄できる存在は、『聖堂カセドラ』以外にはありえない……!!」

　そう。『聖堂カセドラ』こそがこの陰いん謀ぼうの筆者シナリオライターです。

『聖堂カセドラ』が魔王を生かしていたのは、生体兵器としての利用価値があったから。

『聖堂カセドラ』が御父様を殺あやめたのは、彼の存在が魔王を支配する妨げとなり得るから。

　あなたの人生を歪ゆがめてしまった最悪の敵、筆者シナリオライターの目的とは──




「『聖堂カセドラ』は魔王を復活させ、記憶を改竄して最強の駒とすることで、この図書館都市アレクサンドリアの、この世界の支配者になろうとしているんだ!!」




　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリアに偽りの人格を刻みつけ、世界を支配することだったのです。

「……させて、たまるか……ッ！」

　あなたは胸元の護符を握り締め、激しい怒りを露あらわに言います。

「アルテリアを好きにはさせない……！　『聖堂カセドラ』があいつの記憶を弄もてあそび、人格を歪ゆがめて魔王にしようっていうのなら、僕が〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を書き換えてやる!!」

「っ、ちょっ……ちょっと待って下さいましっ!!　魔王の記憶を書き換えるって、あなたあの吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーから原典を奪い取れるとでもお考えなんですのっ!?」

　あなたの言葉を聞いたエリカが、気でも狂ったのかと問い返します。

　十数年前の対吸血鬼戦役で奥おく月つき戒かいに敗北し、記憶を縛られているとはいえ、図書迷宮の銀の夜、能力喰ぐらいのアルテリアは、無敵にも等しい魔法戦闘能力を有する最強種です。祖より何段も劣る眷けん族ぞくのあなたでは、たとえ天地が覆っても勝機はありません。

「不可能ですのっ　たとえ記憶を改かい竄ざんされているのだとしても、『聖堂カセドラ』を味方とし、本気で世界を滅ぼそうとする最強種を、あなたが止められるはずはありませんわ!!」

「……止められなければ世界は終わる。魔王と『聖堂カセドラ』の支配に堕してしまう」

「ですからっ、もう止められないと言っているんですの!!　っ、これを見て下さいまし!!　『薬草院アポセカリア』最優の偉大な博士ドクトルマグナと謳うたわれた奥月先生でさえも、一人で魔王を撃ち破ることは不可能だと断言されていますのよっ!?」

　エリカは深い絶望を喚わめき散らすように、丸テーブルに一枚のページを叩たたきつけます。

　それは偉大な博士ドクトルマグナの遺稿、魔王アルテリアの戦力に関する、分析結果でした。





■戦術的分析






　魔王を撃ち破り、地上侵攻を阻むには、左記五課題の解決が必須となる。


　①吸血鬼化した迷宮生物・人間による不死軍アタナトイ

　　魔王は吸血鬼化した敵を支配し、不死の軍隊を組織し盾とできることが判わかっている。

　　領域魔法「銀の夜」内の不死者は強化を受けるため、対軍戦闘は避けねばならない。

　②超高密度魔法言語ハイ・エンシヤントによる瞬速詠唱インスタンス

　　吸知により魔法運用能力を回復した場合、超高密度魔法言語ハイ・エンシヤントの使用が想定される。

　　対魔法アンチマジツクによる無効化は詠唱速度スペルスピード上不可能。防御陣を敷き、複数人の障壁で防御する。

　③論理装甲

　　魔王は周囲約五メートルの位置に、超多重化された論理障壁ロジツクウオールによる装甲を有する。

　　遠距離からの狙撃は確実に撃ち落とされるため、肉薄しての魔法攻撃以外は無効。

　④吸知能力と「銀の夜」

　　「銀の夜」を展開した魔王は、領域内の不死者を活性化させ、生存者の記憶を奪う。

　　対吸知性能を付与した論理障壁ロジツクウオールなくして、白兵戦を挑んではならない。

　⑤不死

　　魔王は死なない。その覇道を阻そ止しするには、精神を撃ち砕く以外にない。







■対抗手段






　それを書き記すことはできない。

　読き者みが対抗手段を知ってしまった瞬間、それは能力喰ぐらいの吸知能力に奪取され、

　魔王の知略により対策を講じられて、価値を失ってしまうからだ。




　魔王を止めるためには、

　魔王への対抗手段を知っていて、なおかつ知らない、という破綻が必要となる。




　結末エンデイングへ至るための答えを記すことはできない。

　君は君自身の力で「伏線」を探し出し、それを紐ひも解とかなければならない。




　かつて読き者みに刻まれた、知っていて知らない記憶を。




「……これは、父上が遺のこしてくれた情報か……！」

「そうですのっ!!　さぁ答えて下さいな、『聖堂カセドラ』に記憶を改かい竄ざんされた能力喰らいタレントイーターから、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を奪い取る方法をっ！」

　魔王にあなたを殺させまいと、エリカは鋭い声で詰問します。

　眼がん前ぜんに突きつけられた困難の列挙は、あなたの御お父とう様さまが記し、この書斎アトリエに残した書類。あなたが空想フイクシヨンに囚とらわれている間、それを何度も何度も読み返していたであろうエリカは、きっと理解してしまっているのです。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーとは最強の吸血鬼ヴアンパイア。他者の血を、記憶を、能力を奪い取って自己進化する、図書迷宮の頂点捕食者──「魔王」。

　その魔王との戦いには、常人には決して超えられない不可能が存在することを。




「……それでも、僕はあいつを止めなきゃならない……！」

「っ、魔王を止められるというのなら答えて下さいまし！　魔王が従える不死者の軍隊を、わずかな失血さえ致命となり得る死に損ないはんじんはんきのあなたが、無傷で切り抜ける方法を!!」

　御父様の遺稿を読み、あなたより深く魔王を知り、あなたより深く絶望したエリカが、読者あなたが超えるべき不可能ハードルを、悲痛な叫びと共に突きつけます。


　①魔王アルテリアを護衛する、眷けん族ぞくたちの不死軍アタナトイ



「……エリカ、僕の話を聞いてくれ」

「万が一っ、時間的な制限や『聖堂カセドラ』の意図で、吸血鬼軍が組織されなかったとしても！　それは魔王が大魔法を詠唱可能になることを意味しますのよ!?　偉大な博士ドクトルマグナ奥おく月つき戒かいをして数千人の戦死者を出さしめた、超高密度魔法言語ハイ・エンシヤントによる瞬速詠唱インスタンスを!!」


　②超高密度魔法言語ハイ・エンシヤントによる瞬速詠唱インスタンス



「……あいつが装そう塡てんした水晶クリスタルの護符は、魔王の瞬速詠唱インスタンスをも防ぐ論理障壁ロジツクウオールを展開できる。あらゆる魔法を拒絶する、偉大な博士ドクトルマグナの護まもりの盾を」

「重厚な論理障壁ロジツクウオールを有するのは、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーとて同じですの!!　あの多層高密化された論理装甲は、偉大な博士ドクトルマグナクラスの魔導でもなければ貫けませんわっ!!」


　③多重化された論理障壁ロジツクウオールによる絶対防御



「……僕には強力な障壁貫通性能を持つ武装解除魔法エクスアルマテイオ、破刃の暴風槍がある。記憶改かい竄ざんと自己吸血で魔導を高めれば、きっと魔王の障壁だって貫ける」

「そんなの希望的観測に過ぎませんのっ!!　仮に論理装甲を貫ける確証があったとしても、あなたが頼りとする吸知能力は、魔王より何段も劣る模造品のはず！　能力喰らいタレントイーターによる人外の身体能力に、まさか肉弾戦を挑むおつもりではありませんわよね!?」


　④能力喰らいタレントイーターによる圧倒的な身体能力



「エリカ、話を聞け！　僕は、あいつに勝つための方法を知って……」

「──魔王に勝つ方法なんてありませんわよッ」

　だんっ!!　と。

　握り締められた拳がテーブルを殴りつけて、あなたの言葉を遮りました。

「っ……！」

「……勝つ方法なんて、ありませんの……！　血を失えば死んでしまう、記憶ページが尽きれば消えてしまう半人半鬼のあなたに、あの吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに勝つ方法なんてありませんの……!!　だって魔王アルテリアは、死を超越した不死者なんですもの……っ!!」

　エリカは群青の瞳に涙を湛たたえて、最後にして最大の不可能を、あなたに突きつけました。





　⑤不死






「……魔王には、勝てませんの。絶対に……っ、く、絶対に、勝てませんの……っ！」

　激しい感情の渦を押し込めるように、エリカは震える声で言葉を紡ぎます。

「どうして……っ、どうして解わかって下さらないのです！　魔王と戦えば、不死を持たないあなたはっ、あなたは死んでしまいますのよっ」

　はらり、と。

　青ざめたエリカの頰ほおを、あなたの死を恐れる、一滴の涙が零こぼれ落ちました。

「……エリカ……」

　群青の瞳から流れる涙に、あなたはエリカの心を悟りました。

　あなたが小説フイクシヨンに囚とらわれていた七時間、この世界の誰よりも魔王との戦いを真剣に考え、誰よりも必死に勝利を模索し、そしてもはや魔王を止める術が無いことに、誰よりも深く絶望しているのは、おそらく、エリカなのです。

「……死なせたくない……っ、ひっ、く、ぜ、ったい、死なせ、ないんですの……っ！」

「ぐっ!?」

　エリカはぼろぼろと零こぼれ落ちる涙を拭おうともせず、あなたの襟元に摑つかみかかります。

「は、放せ……っ！」

「あなたを死なせてしまったら……っ、わたくしは先生にどうお詫わびすれば良いのです!?　あなたを一度殺してしまったわたくしは、いったいどうやって償えば……！」

　半人半鬼のあなたを窒息させそうなほど強く、エリカは制服ローブの襟を引き絞ります。

「なのに、あなたは……っ、あなたは、どうしてそこまで、魔王を……っ!!」

　エリカは、理解しています。

　あなたが吸血鬼を愛していることを。あなたが魔王と闘おうとしていることを。

　たとえ死ぬと知っていても──

　あなたは、アルテリアのために命を懸けてしまうことを。

「……それでも、僕は戦わなきゃいけない……！」

　あなたは確かな声で答えて、胸元の護符を握り締めます。

「だって、僕はこの護符に誓ったんだ。記憶と魔法を取り戻して、偉大な博士ドクトルマグナになるって。どんな困難が僕を試しても、アルテリアを信じるって」

「っ、魔王はもう、あなたが信じる真祖アルテリアではありませんの！　魔王は十万人以上を殺した魔法犯罪者、あなたの御お父とう様さまの怨敵たる吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーなのですわ！　あなた一人がいくら立ち向かったところで、魔王に勝てる可能性なんて、万に一つもありませんのっ!!」

「勝てるよ」

　あなたは人類の破滅を憂えるエリカの慟どう哭こくに、確信をもって答えます。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに勝てる、と。

「僕は勝てる。たとえ十万人以上を殺した魔法犯罪者でも、偉大な博士ドクトルマグナの魔導さえ斥しりぞけ、奥おく月つき戒かいを殺した迷宮最強の吸血鬼ハイ・デイライトウオーカーが相手でも、僕は勝てる」

　そう、あなたは勝てます。この世界であなたひとりが、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに勝利できます。魔王がどれほど強大でも、『聖堂カセドラ』がどれほど邪悪でも、あなたは勝てるのです。

　だって、あなたは真祖に創作された登場人物キヤラクターで、

「僕の記憶は、真祖アルテリアに改かい竄ざんされているんだから」

　アルテリアを闇から救い出すためだけに存在する、この物語の主人公なのですから。

「……き、記憶を、改かい竄ざん、ですの……っ？」

「そう、僕の記憶は改竄されている。僕とアルテリアは、五年前この書斎アトリエで出で逢あってる。〈最期の祈り〉が始まるずっと前から、真祖アルテリアは僕の記憶を改竄していたんだ」

　あなたは〈千一頁ページの最期の祈り〉を引き抜いて、その最初のページを開きます。

〈本わたし〉には記されることのない過去。あなたが忘却してしまった、五年前の十月十六日。あなたが出逢っていたはずの吸血鬼ヴアンパイアの記憶を、取り戻すために。

「記憶改竄は、絶対の力だ。他人に偽りの記憶を刻み、その人格を歪ゆがめ、行動や感情をも支配することができる執筆権、『筆者の全能シナリオライター』なんだ」

「っ、あなたの記憶が真祖に改竄されていたとして、どうして魔王に勝つことができると仰おつしやいますの!?　真祖が何を刻んでいても、それが魔王に通用する保証なんて……！」

「いいや、保証はある。記憶を改竄されていることが証拠なんだ。僕の記憶は改竄され、僕の人格は支配され、僕の物語のすべては、筆者シナリオライターの願い通りに書き換えられていて」

　あなたはそこで言葉を切り、涙に滲にじんだ紺こん碧ぺきの瞳に、まっすぐに心を打ち明けました。




「──そして僕はここにいて、アルテリアを救いたいって願ってる」




　アルテリアに記憶を改竄されたあなたは、それでも、アルテリアを愛しているのだと。

「っ……　お、奥おく月つきさん、あなたは……っ!?」

「僕の記憶は改竄されてる。父上の死も、魔法の喪失も、この図書迷宮も図書館都市も、僕が奥月綜嗣ぼくであることさえも、一冊の小説フイクシヨンに過ぎないのかも知れない」

　そう、すべては〈最期の祈り〉に記された筆墨インクの集合、ただの記憶に過ぎません。

　自らの記憶を改竄し、他人に記憶を改竄されてしまったあなたが信じられるものなど、もはやこの世界には、たったひとつしかないのです。

「これはアルテリアの意志なんだ。僕が図書館都市に戻って来たのも、僕がアルテリアと再び出逢ったことも、僕が今ここにいることも、魔王と戦おうとしていることも」

「ま、まさかあなたはっ、あなたという存在自身が、伏線だと仰るんですの……っ!?」

「僕は勝てる。魔王の計画を撃ち破って、真祖アルテリアを記憶改竄の闇から救い出せる。だって、この〈千一頁の最期の祈り〉は、アルテリアが書いた恋物語で」

　記憶を改竄されたあなたが、すべてが虚構フイクシヨンに過ぎない世界で、最後に信じられること。




「僕がアルテリアを好きなのは、アルテリアの願いなんだから」




　それは、ほんとうにありふれた、

　ささやかな恋なのでした。

「僕はアルテリアが好きだ。だからアルテリアは、僕に好きでいて欲しいと願っている。筆者アルテリアに望まれない限り、登場人物ぼくが筆者アルテリアを好きでいることはできないんだから」

　それは、循環命題でした。

　あなたがアルテリアを好きなのは、アルテリアがあなたを好きだから。

　アルテリアがあなたを好きなのは、あなたがアルテリアを好きだから。

　昼と夜のように。連星のように。種子と花か葉ようのように。

　あなたとアルテリアは、アルテリアとあなたの心を、互いに証明し合う存在なのです。

「僕とアルテリアは、同じ力で求め合っている。同じ力で、互いを惹ひき付つけ合っている。僕たちは同じ力で導かれ、きっと同じ結末エンデイングに辿たどり着つこうとしている」

　あなたは〈最期の祈り〉の三五四ページを開き、そこに記された記憶を見つめます。

【読者あなたには認識できない文字列が、二ページに渡って続いています】という文を。

「僕は、アルテリアを救う。この物語の結末エンデイングを改かい竄ざんする」

　あなたは真祖を記憶改竄から救うためだけに、記憶を改竄された登場人物キヤラクター。

『聖堂カセドラ』の謀略シナリオを撃ち破り、恋物語を結末エンデイングへと導くために仕組まれた主人公。

　だからこそ、読者あなたが読めずにいた筆者の領域バツクステージには、

「アルテリアを取り戻すために」

　この物語の核心が、書き記されているのです。




















◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り十六ページ】






　びりびりりっ、と。

　紙が引き裂かれる音と共に、あなたは謎めいた記憶の断裂を飛び越えました。




「──奥おく月つきさん」

「っは!?　く……っ、エリカ、僕の記憶は!?」

「あなたの記憶に刻まれていた作戦の通り、切り取りました。これで魔王の吸知能力も、あなたの戦略を奪い取ることはできませんの」

　いつの間にか〈千一頁ページの最期の祈り〉を破り取ったエリカは、そのページを封筒に入れ、厳重に封をしながら答えます。

　気付けば群青の瞳から涙は消えていて、あなたから切除された記憶の合間に、幾許いくばくかの時が流れたことを暗示しています。

「……エリカ。僕の記憶には、魔王を撃ち破るための方策が刻まれていたんだな？」

「ええ。そしてあなたの記憶から取り出した情報は、時限記憶として戻してありますの。魔王との戦闘の最中、特定の状況に起因して再生される記憶として」

「……戦いに必要な記憶が、必要になった瞬間に戻るようにしたってことだな」

「はい。魔王の吸知に対抗するための作戦ですの」

　どうやらあなたの記憶の一部には、それを思い出せなくなる鍵がかけられたようです。いくら魔王の吸知と知略が優れていても、存在しない戦略は強奪も対抗もできません。

「……真祖アルテリアが〈記憶を改かい竄ざんする本〉をくれたのは、能力喰らいタレントイーターへの防御策だったんだな。エリカ、僕の記憶に鍵を掛けたってことは、他の準備も……」

「完了していますの。あとは吸知されても問題ない知識を、あなたに戻すだけですわ」

　エリカはそう言って執務机から振り返ると、あなたの前に一枚の書類を差し出します。

「……『魔王の戦力拡大と行動の予測』。父上の遺稿か……！」

「この書類の情報によると、魔王が地上侵攻を成し遂げるには、一定数の人間の不死軍アタナトイが必要ですの。障壁内まで肉薄されれば、魔王にも攻撃は通りますから」

「魔王を護衛する兵として、不死者の壁を用意する必要があるってことか」

「ええ。そして地上侵攻のための兵は、迷宮内で集める他ありません。とすれば、魔王の経由点ターゲツトは自おのずと知れます。図書迷宮有数の人口密集地、『浮ふ嶽がくの図書館』ですの」

　エリカの指先が、書類に記された数階層分の地図を指し示します。

「『浮嶽の図書館』は空中の『図書館』、進入経路は昇降機エレベーターだけですの。この階層からは発着駅エレベーターホールの守衛を抜き、鉄骨が支える縦坑シヤフトを、数キロメートル登る必要があります」

「数キロメートルの縦坑シヤフト……でも足場があるなら、僕の身体能力だったら登れるか」

「登ってもらわねば困りますの。魔王が浮嶽の市街地に到達し、『銀の夜』を展開したら、大量の知を吸い上げた魔王に勝つことはもう不可能。人類の敗北が、確定しますわ」

　エリカは低く冷たい声で、この戦いの敗北条件を告げました。

　魔王との決戦はすなわち『聖堂カセドラ』との決戦であり、あなたという唯一の戦力が敗北した瞬間、『聖堂カセドラ』による全人類の支配が始まるのです。

「……でも、僕にも勝利の条件はある」

「はい。この封筒に入れた記憶に、それを記してありますの」

　エリカは先程破り取ったページ、〈千一頁ページの最期の祈り〉が封じられた一通の封筒を、そっとあなたに手渡します。

　宛名のない無む垢くな封筒には、きっと、物語の結末エンデイングを書き換える切札が入っています。

「『破刃の暴風槍』、ですの。魔王に武装解除呪文エクスアルマテイオを直撃させ、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を弾はじき飛とばして奪い取ることができれば、魔王を記憶改竄の闇から救い出せます」

　エリカは静せい謐ひつな声で告げ、一歩あなたに歩み寄って、立ちます。

　近付いた群青の瞳は死の恐怖に小さく震え、しかしそれでもまっすぐに、あなたの瞳を見上げました。




「……奥おく月つきさん。……これが最期になるかも知れませんから、どうか聞いて下さいまし」

　あなたの記憶容量が尽き、あなたが死のうとしているのを悟って、エリカは言います。

　あなたが憂いなく生き、戦い、そして死ねるように、精一杯の虚勢を張ります。

「たとえあなたが死のうとも、わたくしはあなたを忘れません。あなたが魔王に敗れても、あなたの人生の意味は消えません。わたくしが、その意味を証明して見せますの」

　エリカは決然としてそう告げて、そして細い左手首を、あなたの眼がん前ぜんに差し出します。その血に宿る呪いを、「血液を石化させる能力バツドブラツド」を、あなたに吸わせ与えるために。

「ですから、どうか届けて下さいまし。わたくしの呪血と祈りを、この物語の結末エンデイングに」

「……ああ、わかった」

　差し出された左腕に、祈るように指を重ねて、あなたは吸血歯を立てました。

　ぷつっ、と薄い皮膚が裂け、傷付いた毛細血管から血液が染み出して、あなたの口こう腔こうを鉄の匂いとかすかな甘みで潤します。

　あなたは彼女の不安を奪うために、そっと唇くち接づけるように、血液を啜すすり取りました。

「ちゅ、ぷはっ。……よし。エリカ、お前の人間性と能力と、それと不安は借り受けた。この血潮と父上に懸けて、僕は、魔王の物語シナリオを止めてみせる」

「……ええ。あなたを、信じていますの」

　エリカは群青の双そう眸ぼうに静かな微笑ほほえみを湛たたえて答え、そして淡い未練を断ち切るように、あなたから身を引きました。












　さぁ、戦いの準備はできました。

　あなたは受け取った封筒を懐へと収め、静かに踵きびすを返すと、開け放たれた扉の向こう、果てしなく広がる無限書庫の迷路を振り返ります。

「……」

　この終わりのない闇のどこかに、記憶を改かい竄ざんされた吸血鬼がいて、

　あなたは吸血鬼を救うために、記憶に真実を刻まれた登場人物キヤラクター。

　魔王との戦いを終えて記憶残量が尽きれば、変異性アルタードショックを起こして消えてしまう、真祖によって生かされ死にゆく半人半鬼で、

　アルテリアを闇から救うためだけに存在する、この物語の主人公。

「……すぅ、はー……」

　墨液インクをぶち撒まけたような漆黒の大気を吸い込んで、あなたは長く息を吐きます。

　この世に残す未練や後悔を、その吐息ごと吐き出すように。

「……アルテリア」

　愛するその名を呟つぶやくと、〈最期の祈り〉に刻まれた記憶が、真祖への想おもいに呼応します。

【アルテリアを想うことで、あなたは肉体の限界を超えて強くなれる】という記憶改竄が不死性と身体能力の強度を増し、神経と魔力回路マジツクヴエインとを研ぎ澄まして、視界に映るすべてを極限まで減速させてゆきます。




「僕は、お前を救うために存在するんだ」




　今のあなたは、一いつ管かんの硬筆。

　物語の結末エンデイングを書き換えるための、ペンの剣先。

　真祖が魔王に対抗するために、最愛の眷けん族ぞくに刻んだ一行の記憶。

　あなたは胸元の護符を握り締め、その水晶クリスタルに注がれた真祖の愛情を想って、誓います。




「僕はお前を救える人間に──魔法使いドクトルマグナになってみせる」




　さぁ、最終局面クライマツクスをはじめましょう。





【記憶喪失まで　残り九ページ】




「……まずは、アルテリアに宛てた〈滞時式速達封筒〉を起動するっ!!」

　あなたが魔導書グリモワに封ふう蠟ろうを押しつけ、その機能を解き放つと、翼を得た〈封筒〉は掌中にふわりと羽撃はばたき、書斎アトリエの外へと飛ひ翔しようします。

　その翼の送付先、「魔王アルテリア」の居場所へと導く双翼を追い、あなたは加速する思考と高まっていく身体能力に任せ、書斎アトリエの床を蹴り飛ばして迷宮へと飛び出しました。

　この無限書庫の迷路の最さい奥おう、魔王が待ち受ける戦場へ。

（時限記憶が流れ込んでくる……！　魔王としての人格を植え付けられたアルテリアは、迷宮の生物を吸血・不死化させて軍隊を作るはず！　五感を、極限まで高めて……!!）

「──ッ!!　この死臭……魔王に従属する不死軍アタナトイか!!」

　人間性を失い、最強の吸血鬼に近付いた感覚器官が、大気に漂う腐臭を感知しました。直後、前方を舞う〈封筒〉に目掛け、本棚の陰から熊のような豪腕が振り下ろされます。

「ちぃっ!!」

　あなたは〈封筒〉に手を伸ばして指で弾はじき、あなたと〈封筒〉を引き裂こうとする腕を擦り抜けるように回避します。迷宮の床を横滑りしながら減速すると、書庫の迷路を成す無数の本棚の壁、あなたを取り囲む闇に、不死の化物の気配が蠢うごめくのを感じました。

（……迷宮生物モンスターの不死軍アタナトイの横腹に突っ込んだか。熊、獅し子し、猛もう禽きん、ネズミや蝙コウ蝠モリも……！）

　あなたの感覚が数えられるだけで、本棚の影に満ちる気配は数十。

　魔王に隷属する不死軍アタナトイは、包囲を狭めながら一瞬だけ動きを止めたかと思うと、

（来る!!）

　ごぱぁっ!!　と濁流のように蠕ぜん動どうして、あなたの四方から押し寄せます。

　しかし同じ不死者と言えど、魔王が粗製濫造しただけの不死軍アタナトイと、致死量を遙か上回る真祖の血を浴び、最強種の眷けん族ぞくとなったあなたでは、不死者としての格が違います。

　あなたはゆっくりと流れる視界の中、立ち並ぶ本棚の背後、〈速達封筒〉が飛び去った方向から現れた、熊のような不死者に狙いを定めると、

　その巨体に拳を宛あてがい、正拳突きを叩たたき込みます！

「どけよ」

　──瞬間、圧倒的な撃力に晒さらされた腐肉の塊は、風船のように形を歪ゆがめ、ばあんっ!!　と血肉と骨片の霙みぞれとなり、周囲の物体すべてと混ざり合いながら吹き飛びます。

　あなたは衝撃波に一撃で砕かれた不死軍アタナトイの残ざん骸がいを浴びながら、〈封筒〉の行方を見つめ、戦意を込めて言いました。

「ここは……僕の道だ!!」

　ドンッ!!　と大地を震わせて、あなたは拳撃が不死軍アタナトイの中央へと穿うがった穴に突進します。

　魔王への接近を阻そ止しせんと迫る不死者ゾンビたちを殴殺し、粉砕し、撃滅し、あなたは仄ほの暗ぐらい迷宮の奥へと疾走します。

（……不死軍アタナトイの気配が増していく。僕は魔王に近付いている……っ！）

「邪魔を……するな!!」

　床板と魔王の下僕を代わる代わるに蹴り飛ばし、その双方を暴力的に踏み砕きながら、あなたは図書迷宮第二階・層四階を、闇の最さい奥おうへと走り続けます。

（この先に、この先に、この先に……っ！）

　あなたの激走の目指す先、一条の光さえも存在しない漆黒の闇に、やがて虚空に羽撃はばたく〈滞時式速達封筒〉の姿を捉えます。

（アルテリアが待っている!!）

　その魔法の翼の到達点、魔王アルテリアの許に向け、障立する無数の書棚をかき分け、バラバラに引き裂かれた不死者の死骸を踏み越えて──




「アルテリアぁあッ」




　あなたは、昇降機発着駅エレベーターホールへと飛び込みました。




　そこは、深い血液の海でした。

　犇ひしめき合う不死の骸むくろの奥、昇降機エレベーターの前に立つ魔王は、銀髪を闇に舞わせて振り返ります。

　鮮血を閉じ込めたような双そう眸ぼうが、流れる前髪の隙間から、あなたの姿を捉えました。

「……ふん、汝うぬか」

「魔王……ッ」

「邪魔じゃ。喰くらい殺せ、我が眷けん族ぞくたちよ」

　もはやあなたに対して一切の興味さえも向けることなく、魔王は発着駅エレベーターホールを埋め尽くす麾き下かの不死者の軍勢に、あなたを殺せと命じます。

　一斉に眼を輝かせた幾百幾千の魔獣、死を失った亡者の軍隊を前に、あなたは板金鎧プレートメイルに用意していた〈収納本〉を抜き放ちました。

　──今、まさに魔王の直上に到達し、解放されようとしている〈滞時式速達封筒〉は、①不死の軍隊に対抗する必殺の一手。

　その封筒の内側には、一千枚近い〈折り紙〉の束が収められています。

「〈折り紙〉、水みず樽だるに変われッ」

　エレベーターホールの中央、虚空に舞い降りた〈折り紙〉の一枚一枚が、あなたの命を受けて五〇リットルの水樽へと折り畳まれ──

　総計五〇〇〇〇リットルの豪雨と化して、図書迷宮に破裂しました。

「な、に……ッ」

（変化前の〈折り紙〉と水みず樽だるの体積比は、約一〇〇万倍!!　瞬間的に膨張する水の塊は、衝撃波となって①不死の軍隊アタナトイを押し流すッ）

　あなたは眼がん前ぜんに迫る瀑ばく布ふ、吸血鬼にとって猛毒たる「水」を前に、空中に並べた十枚の〈収納本〉の中へ、頭から全身を突っ込みました。

　かつて真祖アルテリアが示した通り、あなたはトランクの中に収納されることができます。背囊バツクパツクを収納できたということは、旅行鞄あなただって収納できるに決まっています！

（一瞬でいい！　一瞬の衝撃波を回避すれば、魔王と一対一で闘える!!）

　あなたは多重化された〈収納本〉による臨時避難空間シエルターの中で、




　ごぱぁんッ!!　と、

　魔導書グリモワに生み出された「水」の激流が、迷宮を破壊してゆく音を聞きました。




　びりびりびりりっ！　と、あなたを収納していた十枚重の〈収納本〉が破られました。〈本〉の中から抜け出たあなたは、衝撃波が過ぎ去った後の迷宮に降り立ちます。

　エレベーターホールを埋め尽くしていた不死者の群れアタナトイはもはや無く、衝撃波に粉砕され徹底的に掃き清められた闇の中、論理装甲を持つ魔王だけが佇たたずんでいました。

「……ッ、貴様ァ、妾わらわが揃そろえた不死軍アタナトイを……ッ!!」

「不死軍アタナトイには消えてもらったぞ、魔王。この物語の結末エンデイングには、一騎打ちこそ相応ふさわしい」

「……くくくっ、なるほどのぅ！　『吸血鬼は流れる水を渡れぬ』か！　どうやら汝うぬは、筆者シナリオライターたるこの魔王わらわを止められるつもりでおるようじゃな!!」

　減速した世界に降り注ぐ豪雨を浴びながら、魔王は狂気を帯びた笑みに顔を歪ゆがめます。

『聖堂カセドラ』に書き込まれた偽りの記憶に操られ、魔王として再臨しようとしている吸血鬼は、これであなたを「『聖堂カセドラ』の物語シナリオを阻む敵」として認識しました。

　ここからが真の戦い──物語の結末エンデイングを書き換えるための、最終決戦の始まりです。




「偉大な博士ドクトルマグナか吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーか、まさか奥おく月つき綜そう嗣しに記憶を刻み、我が覇道を阻もうとはの。しかしその抵抗もこれで終しまいよ。しょせん汝は英雄の器ではない！」

　魔王は真祖アルテリアが見せたこともないような嘲あざけりの笑みを浮かべ、あなたの戦意を蔑みます。

「汝は過去の絶望から逃げ、自らの記憶を改かい竄ざんした、奥月戒かいとは似ても似つかぬ臆病者よ。心的外傷トラウマさえ超えられぬ惰弱な汝が、どうしてこの魔王を止められよう？」

「……」

「汝は妾には勝てぬ。魔法を失い、記憶を失い、父を失い、信じられるすべてを改竄し、そして記憶残量をも使い果たした汝に、この魔王アルテリアを斃たおせはせぬ!!」

「……ああ。確かに僕は、父上みたいな英雄の器じゃないさ」

　降り注ぐ雨粒に打たれながら、あなたは静かに答えます。

「僕は弱くて、脆もろくて、真実から逃げ出した軟弱者だ。父上のような英雄にはなれない。……だけど、それでも、僕にも信じられるものがあるんだ」

「くふふっ、開き直りとはますます惰弱よ。自ら記憶を改かい竄ざんした腰抜けの汝うぬが、いまさら何を信じられよう？　汝の記憶のすべては、改竄された虚構かも知れぬというに！」

　くははははははっ！　と魔王の哄こう笑しようが迷宮の闇に響きます。狂気を湛たたえた深紅の瞳を、しかしあなたはまっすぐに見据えて、宣言します。

「僕は信じる。どんな空想に裏切られても、アルテリアを信じてる」

「……くひっ、ひははっ、あひゃひゃひゃひゃ!!　真祖を信じると来たか！　ひひひ、汝は本当に哀れよのぅ！　記憶に裏切られて気でも狂ったかっ？　あはははははははっ!!」

「……」

「アルテリアなどもうおらぬ！　真祖の記憶と人格は、この魔王が書き正してやった！　紙面ページに墨をぶち撒まけて塗り潰し、一枚一枚バラバラに引き裂き斬り刻んで、迷宮の闇へと葬り去ってやった!!　あの偽りの真祖の記憶など、この魔王のどこにも残っておらぬわ!!」

　魔王は心底面白そうに顔面を歪ゆがませて、あなたの真祖を嘲あざけります。

「残念じゃったのぅ奥おく月つき綜そう嗣し！　真祖アルテリアは、この魔王が殺したのじゃ」

「違う」

　降りしきる雨を浴びながら、あなたは、覚悟を込めて反はん駁ばくしました。

　静止しているかのようでいて、しかし確実に落下していく透明な雫に、アルテリアとの最期の刹那を映すように。

「真祖アルテリアは死んでない。魔王おまえなんかに負けてはいない。アルテリアはここにいるんだ」

　あなたは胸元に手を重ね、そこに吊つるされた水晶クリスタルの護符に、指の先を触れて確かめます。

「言葉よりも記憶よりも、この存在いのちが憶おぼえてる」

　どんな悲劇に襲われても、どんな記憶に裏切られても、どんな運命に引き裂かれても、あなたは水晶クリスタルの護符の魔力に、確かに約束を捧ささげたのです。




「僕は、アルテリアを信じるって誓ったんだ」




　あなたを救った吸血鬼を、命を懸けて信じ抜くと。




「……だから、戦うぞ、魔王」

　刹那の雨が上がってゆきます。

　吸血鬼の行動を阻む「流れる水」が、この戦いくさ場ばの虚空から消え去ってゆきます。

　あなたは右腕を突き出し、制服ローブの袖を払いました。

「この物語の結末エンデイングは、お前なんかには決めさせない」

　あなたは魔王に啖たん呵かを叩たたきつけ、そして自らの右腕の血管を引き千切ります。傷口から噴出した血液は、エリカの呪血能力バツドブラツドにより一瞬で凍結し、一振りの石刀を形成しました。

「真祖アルテリアがくれたものぜんぶ懸けて、僕が、魔王きさまを葬り去ってやる」

　あなたは再生した右手で刀を構え、最強の魔王を挑発します。

　もはやページも尽きました。〈千一頁ページの最期の祈り〉は、このシーンでおしまいです。戦闘の趨すう勢せいを書き記すことは、魔導書グリモワであるわたしにはできません。

　ここから先の結末エンデイングを決めることができる筆者は、あなたと魔王以外にはいないのです。

　さぁ、〈本〉を捨てなさい。

〈記憶を改かい竄ざんする本〉なんて、あなたには必要ありません。

　この恋物語の結末エンデイングを書き綴つづるのは、〈本わたし〉ではなく読者あなたなのです！




「いくぞ、魔王。一ページでケリをつけてやる」





◇　　◇　　◇　【記憶喪失まで　残り０ページ】






　さぁ、最終決戦を始めよう。

「物語の結末エンデイングを決めるのは──僕だ!!」

　短い宣戦の言葉と共に、僕は〈千一頁の最期の祈り〉を投げ捨てる。

　もう逃げるための記憶改竄はいらない。僕はアルテリアを救う。この命に代えてでも、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリアを、この闇の最さい奥おうから取り戻す！

「くひひひひ！　今さら物語シナリオは止められぬ！　惨殺劇の結末エンデイングを変えられはせぬ!!　世界はこの魔王の手中に墜おちるのじゃッ!!」

　僕が跳躍の構えを取ると同時、アルテリアが銀白の翼を広げて咆ほう哮こうする。

　このエレベーターホールは、『浮ふ嶽がくの図書館』から中深層に来たときに通ったものだ。その縦坑シヤフトの続く先には、『薬草院アポセカリア』有数の人口密集地が存在している。魔王アルテリアの侵攻を許せば、そこにいる人間すべてが吸血鬼化されてしまう……！

「……させない!!　アルテリアに人間を傷つけさせはしない!!」

　僕は迷宮の床を蹴り飛ばして跳躍し、衝撃波で破壊された昇降機エレベーターの骨組に飛びつく。

　飛行能力を持たない僕でも、身体能力と足場さえあれば、魔王の飛ひ翔しように追いつける！

「まだ妾わらわを追うというか！　ならば死ぬがよい奥おく月つき綜そう嗣し！　■■■■■■■■ッ!!」

　アルテリアを追って飛び込んだ、直径約五メートルの縦坑シヤフトに、鋭い叫びが反響する。

　魔王の能力その②、超高密度魔法言語ハイ・エンシヤントによる瞬速詠唱インスタンスだ。

　飛行する魔王との距離は、約十メートル。詠唱の完了までに詰め切れる距離じゃない。そして魔法を発行されれば、僕は空間ごと消滅して即死する。

「発行エクセキユートッ！」

「尋問する!!」

　だけど僕の手中には、真祖アルテリアが残してくれていた伏線がある。

　圧倒的速度で完成した呪文に、僕は昇降機エレベーターを思いっきり蹴り飛ばして立ち向かい、

「四天超越する第五宇ちゅ──」

「【お前は、『聖堂カセドラ』に記憶を改かい竄ざんされている】!!」

〈恒真タウトロギアの尋問書〉を発動して──破壊するっ!!




　ばぎぃいん!!　と激しい摩擦音が響いた。

　魔王の魔力回路マジツクヴエインに注がれていた膨大な魔力が堰せき止とめられ、不完全な呪文が暴走し──術者の神経系を瞬間的に沸騰させる！

「ぐぎっ!?　がっ、な、んじゃとッ　こ、〈恒真タウトロギアの尋問書〉を対魔法にッ!?」

　アルテリアの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。魔法理論学の授業をしっかり聞いてたことが役立った。

　魔法の行使には呪文詠唱が不可欠。その詠唱を阻害できれば瞬速詠唱インスタンスも意味を成さず、暴発した魔力は、魔王の神経系を破壊する僕の武器となる！

　普通の人間が相手なら、吸知による再生が隙を消してくれるんだろうけど──

「くぬっ、我が翼の制御が……！」

　極限まで最強アルテリアに近付いた眷ぼ族くの前では、刹那さえ永遠のように静止する！

「遅い!!」

　僕は昇降機エレベーターの鉄骨を蹴り飛ばし、跳躍の運動量を右腕に集め、剣先に載せて振り抜く。

　論理障壁ロジツクウオールに突き刺さった刃は、粉々に粉砕されながらも、魔法陣の群れを破壊する！

「うぉおぉぁぁあッ!!」

「く──はぁッ!!」

　折れ飛んだ鋒きつさきがアルテリアを貫こうとした瞬間、左側から鋭い手刀が接近する。

　この狭い縦坑シヤフトの中じゃ回避は不可能、ここは攻撃するしかない！

　右腕を振り抜いて、アルテリアの下顎を粉砕する。

　同時、頸けい部ぶをすぱんと刎はね飛ばされた。

「がふぅッ！」

「か……っはっ!?」

　最強種の不死性が、瞬時に脳を復元する。

　僕の攻撃は魔王の顎骨を粉砕したから、完全再生までは詠唱を始められることはない。問題は、僕の身体が鉄骨から弾はじかれて、縦坑シヤフトの空中に投げ出されてしまったこと！

「くは……あははははッ！　〈恒真タウトロギアの尋問書〉を用いた詠唱妨害に、血液石化を活用した血潮の刃かっ！　真祖が用意した伏線も、なかなかどうして面白いッ!!　……じゃが汝うぬ、妾わらわの傷はすぐに治るが、汝は武器生成時の出血に耐え切れるかのぅ!?」

「く……っ、まだまだぁッ!!」

　運動能力と思考が加速しているとはいえ、重力加速度までは変化しない。魔王のように翼を持たない僕じゃ、鉄骨を踏み外した瞬間、数キロ下の発着駅エレベーターホールまで真っ逆さまだ。

〈尋問書〉の枚数ページも少ない。変異性アルタードショックだって近い。また瞬速詠唱インスタンスを使われる前に、一刻も早く魔王を打倒して、〈吸血奇き譚たん〉を奪わなければならない……！

「〈尋問書〉による詠唱阻害も、ページが尽きれば同じこと！　〈恒真タウトロギアの尋問書〉は、あと何枚残っておるのかのぅ!?　さぁ詠唱速度を上げようかッ！　■■■ッ!!」

　魔王の詠唱が始まったと同時、宙を舞っていた身体が、ようやく昇降機エレベーターの鉄骨を踏む。魔王との距離は離されてしまったけど、これくらいの間合いがある方が動きやすい！

「尋問する！　【お前は〈図書迷宮の吸血奇譚〉の始動キーを知っている】!!」

　──技後硬直テイルトウエイトの隙を突くためには!!

「発行エクセキユート・獄炎駆る天くRz999fじゃっ！」

　発動した〈尋問書〉が、アルテリアの瞬速詠唱インスタンスを妨害する。僕は魔王の懐に飛び込んで、その一瞬の隙に全力で剣けん戟げきを叩たたき込む。

「はぁあああぁッ!!」

　ばぎぃいん!!　と干渉音が爆はぜた。障壁も数十枚は割った、思った通り密度が薄い！

「③論理装甲への対抗策……詠唱阻害と物理攻撃で、貴様の障壁を削りきってやる!!」

「くははッ、やれるものならやってみよ!!　朱あけに染まる七天　炎を携えて来たるもの！」

　狂った哄こう笑しようの後に、ついに通常魔法言語による詠唱が始まった。瞬速詠唱インスタンスとは違って、威力は大幅に落ちるけど、〈尋問書〉発動のタイミングが非現実的なまでに難しくなる。

　僕に残された手段はただ一つ。接近戦インフアイトで詠唱ごと斬り刻むほかにない！

「破壊と再生の徴しるし　天焦がす浄化の炎！」

「はぁあッ!!」

　跳躍一つで距離を詰め、横薙なぎに斬り払う。露台バルコニーで黒くろ杭くいを防御したときの記述からも、障壁が魔王自身よりも遠いところにあるのはわかってた。近接距離まで近付いてしまえば、最強種に近付いた僕の膂りよ力りよくなら、多重障壁を斬り裂ける！

「くはははっ！　終わりの冬を告げる──」

　砕け散った論理障壁ロジツクウオールにも構わず、詠唱を続ける魔王に、思いっきり刀を叩き込む！

「灼しやくね……ぱぶっ」

　呪文を完成させようとした舌が、そこに存在しているべき口蓋を触り損ねて宙を舐なめた。頭蓋に突き刺さった僕の攻撃が上顎部を切断し、アルテリアの詠唱と脳髄とを破壊する。

「……くはっ！　あはは、あははははあははははははははッ」

　だけど最強の吸血鬼ヴアンパイアが、脳を失った程度で死ぬはずもない。『図書館』に辿たどり着つく前に魔王を止められなければ、この物語は最悪の結末エンデイングを迎えてしまう！

「くひひひひひひひ！　接近戦も面白いが、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を奪わぬ限り、この魔王は滅ぼせぬ!!　ほれ、もう縦坑シヤフトの終わりが見えてくるぞっ！」

「く……ッ、まだ『浮ふ嶽がく』の住宅地まで距離はある!!」

　アルテリアが飛ひ翔しようする先、僕たちの頭上の闇に、針の先で突いたような光点が現れる。まずい。このまま『浮ふ嶽がく』の住民を吸血鬼化されたら、僕の勝ち目はなくなってしまう！

「さぁ奥おく月つき綜そう嗣し！　この魔王が人の血を啜すする前に、我が物語シナリオに打ち勝てるかのぅ!?」

「勝ってみせるって……言ってんだろうがッ!!」

　雄お叫たけびを交わしながら放った攻撃が、アルテリアと僕の中間点で激突する。

　圧倒的な運動量の交換は、一本の刀と二本の腕を粉砕し、大量の肉片へと変換した。

「あははははははは！　どうしたっ！　この程度で魔王わらわは殺しきれぬぞ!!」

「っ、はぁぁああッ!!」

　互いが不死者である以上、この戦いに肉体的な死による決着はありえない。

　力を吸い、増幅し、加速し、そしてどちらかが首筋に吸血歯を突き立てるまで、

　この死闘に、終わりは来ない。

「ひはははは！　汝うぬには勝てぬ！　この物語シナリオは止められはせぬッ!!」

「く……ッ、こっちは刀だってのに、どうして押し切れない!!」

　お互いの肉体を血ち飛沫しぶきに変換しながら、僕らは互いを奪い合う。

　攻撃の質なら僕の方が上なのに、吸血鬼としての純粋な能力差で食い下がられる。

　魔王は無限に強くなってゆく。僕から吸知することで──この戦闘の間にも!!

「ちぃ──っ、はぁあああッ!!」

　飛んでくる手刀を空中で叩たたき斬り、反動で砕かれた刀を無む理り矢や理り突き出す。

　まずい。魔王と僕の間にあったはずの間合いの差が、吸知によって覆されていく……！

（このままでは勝ちきれない……ッ、だったら！）

　突き出した剝むき出だしの手しゆ根こん骨こつでアルテリアの肩口を貫いて、魔王の左腕を停止させる。僕は右腕を振り上げて、ガラ空きになった胴体に……

「それは──失着じゃぞッ!!」

　叩き込んだ拳は魔王の掌てのひらに受け止められ、その身体を大きく打ち上げてしまう！

「しまっ……」

　粉砕されながら弾はじき飛とばされた魔王の肉体が、圧倒的な不死性によって瞬時に再生する。殴打による作用と反作用により、『浮ふ嶽がくの図書館』に向かって加速しながら！

「ま……っ、待てッ、貴様を行かせるわけにはいかない!!」

「くはははッ、朝日が肌を焼くのを感じるわ！　ついに『図書館』に辿たどり着ついたぞっ!!」

　昇降機エレベーターの骨格を懸命に蹴り飛ばしても、魔王の飛行には追いつけない。

　行方に輝く光は、瞬く間にその大きさを増し──

　僕たちの眼がん前ぜんに、『浮ふ嶽がくの図書館』となって広がった。




「──あーっはっはっは！　この時を待まち侘わびたぞ、人類ッ!!　まずはこの『図書館』の住民の血をことごとく吸い尽くし、我が覇道の糧かてとしてくれよう!!」

「く……ッ、まだだ!!　まだ浮島の上の住宅地までは一キロメートル以上あるッ!!」

　昇降機エレベーターの縦坑シヤフトが繫つながっていた先は、『浮ふ嶽がくの図書館』の底面、鉄骨シヤフトの他に何もない虚空。浮ふ嶽がくの人口密集地までは、まだ一キロメートル以上の距離を登り切る必要がある……！

「甘いのぅ奥おく月つき綜そう嗣し！　この魔王が汝うぬを登らせると思うてか！　この鉄骨シヤフトを破壊すれば、汝はもう浮ふ嶽がくには辿り着けまい!!」

「ッ」

　鋭い叫びが鼓膜を叩たたいたと同時、がごんっ!!　と衝撃が足下を駆ける。魔王の豪腕が、僕が辿るべき昇降機エレベーターの鉄骨シヤフトを、ぐしゃくしゃに引き千切って破壊したんだ。

　支えを失った僕の足場は、何もない空に傾かしいでいく!!

「あはははははは！　さぁ、堕おちて死ぬがよい、奥月綜嗣ッ!!」

「くっ……堕ちるわけには!!」

　僕は重力に引かれて上昇の速度を減じながら、肩鎧バインダーに挟んであった〈収納本〉の一枚を抜き放つ。……大丈夫。真祖アルテリアが刻んでくれた伏線は、この程度では敗れない！

「僕は死なない！　魔王の物語シナリオを撃ち砕くまでは!!」

　僕は伏線が織り込まれた〈収納本〉をびりりと破り開け、

　──夜明けの虚空に現れた翼持つ氷床に、だんっと両脚で着地する！

「な……何ッ」

「真祖アルテリアがこの程度の状況を想定していないとでも思ったか、魔王!!」

〈収納本〉のページから現れたのは、エリカの呪血能力バツドブラツドを使って石化させた氷床の岩盤。直径二メートルの円盤の外縁には、〈折り紙〉を使って作ったロープで、奥月綜嗣ぼく宛てに起動した無数の〈封筒〉が結びつけられている。

　僕を目掛けて羽撃はばたく〈封筒〉の翼は、しかし宛先に届くことなく膨大な大気を押し返し、円盤と僕の重量を受け止めて飛行させる!!

「ば……馬鹿な!!　こんなっ、こんな戦略は、妾わらわが吸知した記憶のどこにも……!!」

「う、ぉおおぉおッ」

　僕はアルテリアに目掛け、浮遊する氷床を全霊の力で蹴り飛ばす。石化の呪血によって強固に凍結された魔法の氷は、僕の肉体を強烈な加速度で押し返す。

「削りきる！　その論理障壁ロジツクウオールをッ!!」

　瞬間的に形成した血液の刃が、夜明けの薄明に鮮やかに閃ひらめき、魔王の障壁を両断する。あと少しだ。あともう少しで、〈吸血奇き譚たん〉を保護する論理装甲を貫ける！

「くっ、虚空に戦場を形成するとは猪ちよ口こ才ざいな!!　その氷床今すぐ叩たたき割ってくれる!!」

「甘い!!」

　アルテリアは鬱陶しげに叫んで、氷の岩盤に鋭い回し蹴りを叩き込もうとする。だけど僕は踵かかとが氷床を叩こうとするその刹那、一部だけ水の石化を解除する。

　流体に戻った水は蹴撃をするりと躱かわすと──魔王の踵かかとをくわえ込んで再び石化する！

「な、んじゃとぉッ」

「捕らえた!!」

　左脚を拘束された魔王が、驚きよう愕がくに息を吞のむ。

　障壁の薄い近接距離。瞬速詠唱インスタンスも通常詠唱魔法も封じた。知を吸ったり吸血鬼化したりできる人間も迷宮生物も、この『浮ふ嶽がくの図書館』の虚空には存在しない。

　あとは僕の想おもいと自己吸知が、魔王の身体能力を上回れば──勝てる！

「うおぉおおッ」

　僕は両の腕に血液の刃を形成し、積み重なる曼まん荼だ羅らのような論理装甲を掘削していく。脚を拘束された魔王の抵抗を、斬り伏せ、斬り払い、斬り落として、その障壁を斬る。

「ちぃいぃいッ」

「斬り刻む!!」

　斜め十字に振り下ろした刃の鋒きつさきが、刀身と引き替えにアルテリアの両腕を斬り落とす。

　肉体の再生までの一刹那、魔王の反撃は有り得ない！

「これでッ！」

　僕は粉砕された双刀を投なげ棄すて、腰を落として構えを取った。そして全身の筋肉組織を【格闘戦の極意】で以もつて収縮させ、握り固めた右拳を、全霊の力で撃ち出す。

「魔王きさまを！」

　拳撃が魔王の障壁に突き刺さり、そのまま鳩尾みぞおちの中央を捉えた。

　吸血鬼化した肉体による全霊の一撃は、最強種の胸郭を押し潰してなお勢いを失わず、魔王の左脚を引き裂いて、天空高く打ち上げる。

　辛うじて消滅せずに残った右肩の鎧から、さらに〈収納本〉を抜き放って嚙かみ破る。

　そこに仕組まれていた、僕の血で固めた氷の槍を撃ち放つために。

「終わらせるッ」

〈収納本〉から射出された氷槍は、魔王を目掛けて矢のように飛んでゆき、

　ざんっ!!　と。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの肉体を、浮ふ嶽がくの底面に縫い付けた！

「……くはっ、はぁっ、はぁっ!!　……勝ったぞ、魔王ッ」

　僕は肉体の再生を待ちながら、朦もう々もうと立ち上がる土煙の中に叫ぶ。

『浮ふ嶽がくの図書館』を流れる風が、砕かれた岩の粉ふん塵じんを吹き払うと──浮島の岸壁の側面、魔王は展てん翅しされた昆虫のように、溶けゆく氷の槍で縫い止められていた。

「がぼっ……!?　ば、馬鹿、な……この魔王が、これほどまでに、追い詰められ……」

「……魔王。貴様を貫く氷牙の槍は、その石化をゆっくりと解除するように作ってある。流れる水を渡れない吸血鬼は、その氷槍の戒めから逃れられない！」

　これで魔王の行動は封じた。不死者の軍隊も、瞬速詠唱インスタンスも、論理障壁ロジツクウオールも、吸知能力も、魔王の戦力のすべてを撃ち破った。

　僕はこの戦いの勝利を確信して、宣告する。

「さぁ、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を奪わせてもらうぞ」

　制服の懐に指を差し入れ、「破刃の暴風槍」を複写した〈映し鏡〉、僕の切札を封入した純白の封筒を握り締める。

　この武装解除魔法エクスアルマテイオを直撃させて、〈図書迷宮の吸血奇譚〉を奪い返すことができれば、僕は改かい竄ざんされた記憶から、アルテリアを救い出せる。

「魔王きさまの物語シナリオを、改竄するッ」

　僕は封筒を抜き放ち、僕の記憶から切り取られた、〈最期の祈り〉を抜き放つ！




《──それが、真祖アルテリアが汝うぬに刻んだ記憶というわけじゃな？》

　僕は、超音波の囁ささやきを、聞いた。




「ッ」

　明けようとしていた夜が、『浮嶽の図書館』に降り注ごうとしていた朝日が、翳かげった。まるで時が逆巻くように、終わろうとしていたはずの宵闇が、深まる。

《魔王わらわに勝つじゃと？　思い上がるな、半人半鬼》

　大気全体を震わせる不可聴音域の声が、本能的な恐怖で全身を粟あわ立だたせる。

《このアルテリア・アル＝アタナシア＝アムナシア＝アウサナシアは、迷宮最強の吸血種。吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーと謳うたわれる、能力喰ぐらいの不死の王》




《──我が名は、『図書迷宮の銀の夜』》




　ごぱあっ　と。

　アルテリアが叫んだと同時、その肉体から蝙コウ蝠モリの群れが迸ほとばしり、銀の暴風へと変化する。爆発的に増殖した翼膜が朝日を塗り潰し、『図書館』に夜を作り出してゆく……！

「ぎ……『銀の、夜』……ッ!!」

《くっははははは！　この魔王の吸知能力は、『夜』の内にある生者すべてから知を奪う!!　この『図書館』に辿たどり着ついた時点で、妾わらわの勝ちは決まっておったのじゃッ》

「夜」へと変化した最強の吸血鬼が、大気全体を振動させて狂い笑う。

　天を覆い尽くす銀白の蝙コウ蝠モリと、その翼が作り出す漆黒の暗闇。

　迷宮最強の吸血種ヴアンパイア、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの絶対領域。

　アルテリアの異名の由縁、「図書迷宮の銀の夜」が──『浮ふ嶽がくの図書館』を覆っていく！




《念には念を入れ、負けたフリをしてみて正解じゃったわ。よもや魔王わらわの知らぬ記憶が、汝うぬの脳に埋め込まれていようとはのぅ、奥おく月つき綜そう嗣しッ！》

「か……っふ、ぎ……ッ　だ、騙だま……っ」

《然しかり。我が身は『図書迷宮の銀の夜』。最弱状態の頃ならいざ知らず、血と知を吸ったこの魔王に、肉体の拘束など何の意味も持たぬわ!!》

（ぐ、こ、呼吸が……っ!!　僕の身体能力が、魔王に吸い奪われているのか……）

　僕は酸欠のような窒息感と眩暈めまいを感じ、身体を支えきれずに膝を突く。

　真祖アルテリアの不死を継承し、「銀の夜」に抵抗力を持つ僕ですら、意識が薄らぐほどの吸知。この濃度の「夜」が浮ふ嶽がくの都市部に到達してしまったら、何千人単位の被害が……っ!!

「魔王……ッ、貴、さま、ぁ……っ!!」

《くふふふ、亜人に与くみする人間共が何兆人死のうが構わぬわ!!　さぁ奥月綜嗣、そろそろ反撃の時間と行こうかのぅッ》

「ッ、背後に回り込──」




　背後に魔　　気配を感　　　間、意　　　　潰さ

　　　　　王の　　　　じた瞬　　　識が押し　　れた。




「──っがはぁッ」

　最強種の不死性が意識を再生させた瞬間、僕は血液に溺れかけて血ち反へ吐どを吐いた。

　聴覚を破壊されたのか、ひどい耳鳴りがして、自分の体勢が摑つかめない。猛烈な嘔おう吐と感に思わず口元を押さえようとして、四肢が右腕以外すべて引き千切れているのが見えた。

「ぐ、ぁ、ぎぃ……ッ!?」

　視覚の次に再生された痛覚が、全身あらゆる箇所の致命的な破損を伝えてくる。

　心臓が送り出すべき血液を失って潰れている。うまく呼吸ができないのは、肺が何かに叩たたきつけられた衝撃で破裂してしまったかららしい。

　たった一撃で──瀕ひん死しの重傷に追い込まれた。

《……くふふふふ。塵じん芥かいまで粉砕して二度と蘇そ生せいせぬかと思ったが、汝うぬは運が良いのぅ。雑貨島エクスタキウスの時計塔に阻まれておらねば、『図書館』の彼方かなたに消きえ失うせておったじゃろうに》

「銀の夜」を従えた最強の吸血鬼が、銀白に霞かすむ視界に、その姿を現す。

　……どうやら僕は、「銀の夜アルテリア」本体からの攻撃を受けて浮ふ嶽がくの底面から岩盤を貫通し、そのまま空中を飛んで、雑貨島エクスタキウスの時計塔に叩たたきつけられたらしい。

「ぐ、うぅうう……ッ!!」

　視神経が左眼球と脳を接続し、両眼が魔王との距離を測る。

　近い。逃げられない。骨格の再生まであと何秒かかる？　僕の記憶はそれまで保つか？

　──いいや、きっと保たない。

「く、そぉお……ッ!!」

　僕は千切れかけた右腕を強引に引き寄せ、制服の内ポケットに突っ込む。

　魔王から〈吸血奇き譚たん〉を奪い取るための最後の切札、武装解除呪文エクスアルマテイオ「破刃の暴風槍」の呪紋ルーンを複写した、〈映し鏡の写し紙〉を摑つかみ取るために。

　だけど、僕が探す紙片ページは、そこにはなかった。

《これ、なーんじゃっ？》

　僕の記憶を封じた書簡は──

　魔王の指先に、奪い去られてしまっていたからだ。

　──ぞわっ、と。

　敗北が確定してしまった瞬間、死の眠りのごとく凍いてついた怖おぞ気けが、全身を駆けた。

「あ……っ、く、や、闇、が……っ!?」

　この感覚には、憶おぼえがある。

　他者の記憶が流れ込んだ際の拒絶症状、変異性アルタードショックの前兆。視界の端が黒く歪ゆがみ、闇が精神を蝕むしばむように、僕の魂を飲み込もうとする。

《ひゃはははは！　真祖の記憶ページを奪われ、大量の血を失って変異性アルタードショックを起こしたか。これで汝の物語シナリオとやらもおしまいじゃなッ！》

　もはや再生しない聴覚が、かろうじて大気を震わせる声を聞く。

　意識が遠のく。

　視界が霞む。

　言葉が理解できない。

　全身の神経が、急速に萎え衰えてゆくのを感じる。

《汝は死ぬ。記憶遡行フラツシユバツクに飲み込まれて意識断絶ブラツクアウトし、あらゆる記憶を破壊されて死に至る。奥おく月つき綜そう嗣しという登場人物キヤラクターは、この世から永遠に失われるのじゃ》

　高速で流れ込む膨大な記憶が、僕の人格をぐしゃぐしゃに塗り潰していく。

　魔王の声が瞬く間に遠ざかり、意識がどこか脳髄の奥底深くに向かって墜落していく。

　闇が迫る。死が迫る。世界の破滅が迫る。

《さぁ、汝うぬの最期の希望の拠より所どころを、目の前で破り捨ててやるとするかのっ♪》

　魔王の両の指先が、僕の記憶ページにかけられる。

　負けるわけにはいかない。逃げるわけにはいかない。戦わなきゃいけないんだ。

　だって僕は五年前、この記憶遡行フラツシユバツクの闇の向こうに、何かを手に入れたはずなんだ。

　この深い絶望の夜の先に、僕は何かを知ったはずなんだ。

《ほぉーれ、破れるぞ、破れるぞっ？》

　だって僕の記憶は、真祖アルテリアに改かい竄ざんされていて。




《くふふ、びりびりびりり……びりりっ!!》




　だって、僕の記憶には、




《あーっはっはっは!!　残念じゃったのぅ奥おく月つき綜そう嗣し！　これで魔王の物語は完結──》




　この物語の結末エンデイングを書き換える、真実が刻まれているんだから。




　──ぞぷりっ、と肉の裂ける音を立てて、

　開封された〈収納本〉から、石化の黒くろ杭くいが射出されて、魔王の肉体を貫いた。

《は？　な、にが、起こっ……ごぷはぁっ!?》

「……残念だったな、魔王」

　灰色の血液を吐き出した魔王の掌てのひらから、六枚の紙片ページが零こぼれ落ちる。

【この紙片ページに触れた者は】／【この紙片ページを〈映し鏡の写し紙〉と誤認する】と記入された〈千一頁ページの最期の祈り〉と、それに挟み込まれた〈収納本〉の、二分の一ページが。




「それが僕の切札だっていうのは、記憶改竄なんだ」




　僕が自分自身に書いておいた、魔王を欺くための「偽りの記憶ページ」が、起動したんだ。




《馬っ、鹿、な……！　汝の戦略は、すべて吸知して奪い取ったはず……ッ!!》

　勝利を確信し、僕の記憶ページを破り捨てるために、一瞬だけ「銀の夜」を解除した魔王が、石化の猛毒に蝕むしばまれて呪じゆ詛そを吐く。

　もう、「銀の夜」に変化して、僕の攻撃を免れることはできない。

《ぐ、ぎッ……！　じゃ、じゃが変異性アルタードショックが起きれば、貴様は、死……ッ!!》

「死ぬかよ」

　身を凍らされて動けない魔王の許から、〈収納本〉に仕組まれていた一通の〈封筒〉が、倒れ伏す僕の頭上に届いて、開く。




「言ったはずだ。真祖アルテリアがくれたものぜんぶ懸けて、魔王きさまを斃たおすと」




〈映し鏡の写し紙〉が。

〈千一頁ページの最期の祈り〉が。

　筆者アルテリアが読ぼ者くのために、読ぼ者くの記憶から除外していた記憶ページが降り注いで、




【この〈千一頁の最期の祈り〉に触れた瞬間、奥おく月つき綜そう嗣しは本来の戦略を思い出す】




「この記憶いのちのすべてを懸けて、アルテリアを取り戻すと!!」




　僕の記憶に、僕が忘れてしまった記憶を記入する！












【あなたは変異性アルタードショックによる記憶遡行フラツシユバツクから蘇そ生せいします】




　ばきぃいぃん!!　と脳の奥で甲高い破砕音が響いて、あなたは記憶遡行フラツシユバツクから目覚めます。

（……ああ、この記述を待っていたぞ──〈千一頁ページの最期の祈り〉!!）

〈本わたし〉に刻まれていた記憶を取り戻したあなたは、変異性アルタードショックから蘇生しました！

　このページに書き込まれた【僕は変異性アルタードショックに抗あらがう】という一文が、あなたの心を吸血鬼化の波から保護しているのです！




「有、り、得ぬ……ッ！　こんな、これはっ、魔王わらわが仕組んだ物語シナリオとは、違う……ッ!!」

「……残念だったな、筆者シナリオライター。魔王きさまが吸知したと思い込んでいた戦略、破り捨てた切札は、僕が〈最期の祈り〉に書き込んだ、偽りの記憶だったんだ!!」

　そう。読者あなたが忘れてしまった読者あなたは、この状況を待っていました。魔王が勝利を確信し、あなたの記憶ページを破り捨てんとして、その「銀の夜」を解除する一瞬を！

「そして今、〈映し鏡の写し紙〉は、真祖アルテリアが再装そう塡てんしてくれた護符は、僕の手中にある！　魔王きさまの物語シナリオを撃ち破る、〈吸血奇き譚たん〉を奪うための武装解除呪文エクスアルマテイオが!!」

　あなたは真の〈写し紙〉を握り締め、時計塔の残ざん骸がいに寄り掛かりつつ立ち上がります。石化の猛毒に身を蝕はまれた魔王は、逃げ出すことはできません！

「ば……馬鹿なっ！　こんな……っ、『聖堂カセドラ』の計画が破綻するはずがないッ!!」

　変異性アルタードショックを起こしかけた身体に鞭むち打うち、あなたはゆらりと瓦が礫れきの壁を離れます。

〈写し紙〉に複写された破刃の暴風槍を、零ゼロ距離で叩たたき込むために。

「う、く、来るなぁッ!!　変異性アルタードショックの発生まで持ちこたえれば、『聖堂カセドラ』の勝利は確定するはずじゃっ！　汝うぬはもう一千頁の記憶容量を使い切ったはず！　……ろっ、ろろ論理障壁ロジツクウオール、論理障壁ロジツクウオールは……ッ!!」

「魔王きさまの論理障壁ロジツクウオールは砕いた。逃走手段も潰した。僕はもう、暴風槍の間合いに入ってる。変異性アルタードショックの発生も、あと一ページ先送りだ」

　あなたは〈最期の祈り〉に〈再生紙〉を使用して、それをまっさらな紙片ページに戻します。一千枚しか存在しない記憶容量に、無む理り矢や理りに千一ページ目を創造しました。




「……さぁ、決着をつけよう、魔王」




　これが正真正銘、〈千一頁の最期の祈り〉の、いちばん最後の一ページ。

　あなたに残された記憶容量の終わり。

　物語の結末エンデイングを書き換える、唯一無二のチャンスです！




　あなたは襤ぼ褸ろ切れと化した制服ローブの裾を払いのけ、右腕の肌を露出させます。

　奥おく月つき綜そう嗣しという存在に刻まれた最期の伏線、「記憶に存在するのに存在しない記憶」を、自らの血液から回収するために。

「……この吸血奇き譚たんの始まりは、五年前の十月十六日、父上が殺された惨劇の夜まで遡る。僕はあの日、あの書斎アトリエで、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーアルテリアに出で逢あっていたんだ」

　この物語の文中には、「かつて読者あなたに刻まれた記憶」が、もう一つだけ存在します。

　記憶遡行フラツシユバツクに閉ざされた絶望の記憶──五年前の十月十六日に関する記憶が。

「なのに僕は、アルテリアのことを忘れていた。それは絶望に耐えきれない僕の弱さが、五年前の真実を、記憶遡行フラツシユバツクの闇に閉ざしてしまったからだと思ってた」

　あなたは水晶クリスタルの護符を握り締め、小さく息を吸って、呟つぶやきました。




「──でも、それは魔王おまえから真実を護まもるための、真祖アルテリアの記憶改かい竄ざんだったんだ」

　ちりん、と。金かな鎖ぐさりが真実を告げるように、あなたの手の中で揺れ動きます。




「……僕は、本当はずっと、真実を知るのが怖かった」

　あなたが受け入れきれずに投げ出してしまった記憶は、今も血管の中を巡っています。すべての真実を取り戻し、真祖を闇から救うための、最期の記憶を溶け込ませて。

「……五年前、父上が殺されてしまったことには、僕だけが生き残ってしまったことには、きっとなにか意味があって。僕はその意味を果たすために、その意味に報いるために……ずっと、苦しみ続けなければならないんだって思ってた」

　あなたは自らの弱さに立ち向かうために、目を背け続けてきた絶望を、言葉に換えます。

「……だから僕は、逃げた。イヤなことを忘れようとして、絶望を書き換えようとして、〈記憶を改竄できる本〉に縋すがり付ついた」

　あなたは戦わなければなりません。打ち勝たなければなりません。

　忘れ去りたい記憶という、あなた自身の物語に。

「だけど今なら信じられる」

　真祖が護符に注いだ魔力が、あなたの想おもいに呼応するように輝きを増します。

「僕はもう逃げない」

　あなたは祈るように護符を握り、その右腕を気高く掲げて、

「絶望も傷も真実も恋も」

　自らの肌に犬歯を立て、溢あふれ出でた血と知を吸い尽くします。




「アルテリアが、僕にくれたものだから」




　そして、僕は五年前の真実を知った。




　自己吸血によって流れ込んだ記憶が、僕の眼がん前ぜんを走馬灯のように過ぎ去ってゆく。

　昔日の僕に降り注いだ血液が。父上の身体から転がり落ちた内臓や消化物が。

　内側から圧されて破裂した肺臓が。倒れたカンテラに照らされた腹ふつ腔こうと骨盤が。

　福笑いのように押し潰された頭部が。眼窩から弾はじけ飛とんで床を転がった眼球が。

　僕を五年間苛さいなみ続けた記憶遡行フラツシユバツクが、僕に真実を教えてくれる。




『……聞きなさい、綜そう嗣し。……私は今から、君の記憶を呪縛しなければならない』

　五年前、僕が記憶を失った理由を。

『魔王の「夜」を撃ち破るためには、少なくとも五年間以上の詠唱による魔マ素ナが必要だ。それだけの詠唱ができる時間を、『聖堂カセドラ』は私に与えはしないだろう。……だから綜嗣、君は五年間この図書館都市アレクサンドリアを離れ、日本で雌伏の時を過ごさなければならない』

　五年前、僕が図書館都市から去らなければならなかった理由を。

『詠唱途中の魔力回路マジツクヴエインを、別の魔法の詠唱に使用することはできない。ゆえに君が詠唱を開始した時、私の呪縛魔法が、君の意識を奪う。……辛いだろうが、聞き分けて欲しい』

　五年前、僕が魔法をなくした理由を。

『……父は、死して伏線を護まもらねばならない。……五年後の君に、遺言を託そう』

　五年前、父上が未来の僕に託してくれた言葉を。

『……ただ魔導書グリモワを開くとき。ただ息を吸い、ただ呪紋ルーンをなぞるとき。呪文もまたただの呪文であり、魔法もまたただの魔法にしか成り得ない』

　五年前、偉大な博士ドクトルマグナが死の間際に僕に刻んだ、

『……しかし大切な誰かを想おもうとき、魔法は魔法を超越する。重ねる呼吸は鼓動となり、繫つなぐ呪紋ルーンは誓約に、詠うたう呪文は祈りとなりて、魔法は奇跡を齎もたらすんだ』




　魔法使いドクトルマグナになる方法を。




「始動キーLg100b。──詠唱チヤント、再始動リブート」




　そして僕は、五年という時を超えて、真祖アルテリアを取り戻すための詠唱を再始動した。

　この五年間僕を苛み続けた絶望、記憶遡行フラツシユバツクに護られた五年前の魔法で、

「な……ッ、奥おく月つき綜嗣!!　貴様まさか、魔法が使えないと思い込まされて……!?」

「いくぞ、魔王。──一ページでケリを付けてやる」

　今、この恋物語の最後の刹那に、アルテリアを記憶改かい竄ざんから救うために。

「く……ッ、朱に染まる七天　炎を携えて来たるものッ!!」

「そは天を支う柱ちゆう梁りよう　国を止とどむ礎そ石せき！」

　銀白の夜を震わせて、二つの詠唱が響き渡る。

「破壊と再生の徴しるし　天焦がす浄化の炎!!」

「龍たつ田たに神かみ留づまる嵐の女神よ!!」

　僕の全身が蒼く輝く。魂に寄り添って存在する魔力回路マジツクヴエインが、過負荷に悲鳴を上げている。魔王の論理装甲を貫くためには、五年間魔力回路マジツクヴエインに注ぎ続けた膨大な魔マ素ナ、人間の限界を遥はるか超越する魔力が必要だから。

　でも、僕は僕自身を超えられる。アルテリアのためになら。

「終わりの冬を告げる灼しやく熱ねつ！　発行エクセキユート──」

「来たれ大気満たす神霊！」

　魔王の詠唱が完成する。発行を阻害できる魔導書グリモワは、もはや僕には存在しない。

　だけど、勝てる。真祖アルテリアがくれたすべてのものが、僕を魔王から護まもるから。

（……真祖アルテリア）

「獄炎駆る天空王ッ」

（この護符を再装そう塡てんしてくれたのは──今、魔王の魔法を防ぐためだったんだよな）

　アルテリアが再装塡してくれた、この護符の論理障壁ロジツクウオールのように！

　瞬間、視界が白に埋まる。

　ぼんっという音と共に鼓膜が破裂して、世界から音が消きえ失うせる。

　膨大な輻ふく射しや熱ねつが論理障壁ロジツクウオールを浸透してきて、僕の外套ローブと皮膚を焼くのがわかる。

「……風に、仇あだなす……刃を」

　それでも僕は、詠唱をやめない。

　だって魔王を止めることができなかったら、きっと真祖アルテリアはいなくなってしまう。

　僕のことを永遠に忘れて、最悪の吸血鬼へと戻ってしまう。

「見えざる腕で縛りたまえ」

　それを止めるためなら、僕は何を失ったって構わない。

　魔法を失い、記憶を奪われ、夢をなくして絶望に苛さいなまれた五年間の人生も、

　今この瞬間に変異性アルタードショックに吞のまれ、消え失せようとしている僕の自我も、

　書き換えてしまいたい傷も痛みも真実も──アルテリアのためなら超えられる。

「今　彼女に捧ささぐ祈りと犠牲に　神かみ代よの嵐の恩おん寵ちようを」




　だって僕は、五年前からずっとアルテリアが好きで。

　今でもずっと、アルテリアを愛してるんだから。




　重ねる呼吸を鼓動と成し、繫つなぐ呪紋ルーンを誓約と成し、呪文と祈りを真祖に捧ささぐ。

「発行エクセキユート」

　五年間、ずっと魔力回路マジツクヴエインに残ったまま、魔マ素ナを吸い続けていた僕の魔法よ。

　この千一ページの祈りの最期に、




　どうか、奇跡を。




「──破刃の暴風槍ッ」




　僕は呪文に祈りを込めて、魔力回路マジツクヴエインを解き放った。

　解放された膨大な魔マ素ナが、神経系を焼損させながら駆け抜ける。全身が内側から沸騰し、破裂した脊髄が赤せき煙えんを噴射して、僕を前へと押し出す。

　雷いな光びかりを帯びた紅くれないの風が、神代の嵐を巻き起こしながら渦を成し、

　僕が五年間注ぎ続けてきた魔マ素ナで、アルテリアの障壁を貫通する。

「あぁあああああッ」

　荒れ狂う暴風の槍の先端が、銀白の夜を貫いて、

　かしゃあん、と、魔王の魔法を破壊した。

「が……っ、あああぁぁああぁッ」




　絶叫が闇を揺るがした。

　それは魔王アルテリアにとって、きっと最後となるであろう、断末魔の叫びだった。




「結末エンデイングを決めるのは、僕だ」

　武装解除魔法エクスアルマテイオに弾はじき飛とばされた〈吸血奇き譚たん〉を摑つかみ取って、僕は静かに宣言した。




「く……はっ、はは、ははははは。……よもや、この魔王が滅ぶ日が来るとはのぅ」

　アルテリアの四肢五体は、紅き嵐に捻ひねられて、宙空に固定されていた。

　吸血鬼の不死性が、辛うじて生命を維持しているようだけど……このまま放置すれば、吸知した記憶と再生能力を父上の呪縛に奪われて、魔王は滅び去るだろう。

「ぐひっ、はは、あぎひひひ。頭が、痛い……！　妾わらわは、いったい、魔王に……ちがう、そーしを、殺して、好き、あ、〈吸血奇譚〉……っ、あはははははは!!」

〈吸血奇譚〉を奪われ、忘却の呪縛に犯され、吸知能力を通して僕から流れ込んだ真祖の記憶と混ざり合い、魔王は意味不明の譫言うわごとを呟つぶやく。

　真祖と魔王の記憶が混濁し、そしてすべてを忘れて死にゆく吸血鬼の名を、

「……アルテリア」

　僕は愛いとおしむように、呼ぶ。

「……僕は、思い出したよ。記憶遡行フラツシユバツクに封印された記憶から、すべての真実を取り戻した。かつてお前と僕が刻んだ、この恋物語の伏線も」

　そう、この物語は最初から最後まで、巧妙に編み上げられた伏線の束だった。

「〈千一頁ページの最期の祈り〉の冒頭プロローグ、吸血鬼であるはずのお前が、なぜか人間の僕を救った。その理由を、お前は『救われたから』って言ったけど……僕がお前を救ったのは、本当は二日前じゃなくて、五年前のことだったんだよな」

　十数年前の対吸血鬼戦役の果て、『聖堂カセドラ』にその身柄を拘束された魔王アルテリアは、長い虜囚の生を過ごし、そして五年前に『聖堂カセドラ』の牢ろう獄ごくを抜け出して迷宮に逃げた。

　誰かの血を吸わなければ死に至る、瀕ひん死しの重傷を負いながら。

「……五年前、僕は図書迷宮の片隅で、吊つるされ焼かれ傷つき疲れた、一匹の鬼に出で逢あった。僕はその鬼に血を分け、死に瀕ひんした命を救った」

「……あは」

「その鬼は記憶を呪われていた。そいつがたった三分半しか記憶を保てないことを知った僕は、父上の書斎アトリエから、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を持ち出した」

「ひは、はははっ」

「……僕が吸血鬼を救ったことを知ると、父上は鬼を殺そうとした。僕は必死に懇願して、『〈吸血奇譚〉に厳重な防護措置プロテクトを施す』って条件を貰もらった。そしてその措置が終わる予定だったのが、五年前の十月十六日。……僕の、十回目の誕生日だ」

「あは、あはははははは」

「……〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、僕と吸血鬼の、誕生日プレゼントになるはずだった。図書迷宮の銀の夜は、あの十月十六日に、僕の友達に生まれ変わるはずだった」

「あははっ、あはははははっ！」

「──『聖堂カセドラ』に記憶を改かい竄ざんされた奥月綜嗣ぼくが、〈吸血奇譚〉に命令を書くまでは」

　つまり、筆者シナリオライターは僕だった。

　父上の死、アルテリアの凶行、僕の魔法の喪失の原因は、この奥おく月つき綜そう嗣しだったんだ。

　真祖や偉大な博士ドクトルマグナから魔導書グリモワを奪うことは困難だし、失敗時のリスクも計り知れない。だから『聖堂カセドラ』は僕を誘拐し、記憶に致命的な罠わなを書き込んだ。

「思い出したよ。父上から〈図書迷宮の吸血奇譚〉を受け取った瞬間、確かにこの手で、僕は【あなたは奥月戒かいを殺します】と書いた。……そして、悲劇は起こってしまった」

　つまり、僕は魔王という生体兵器の遠隔操作盤リモコンにされてしまったわけだ。

　僕の記憶を改竄し、始動キーを使って〈図書迷宮の吸血奇譚〉を改竄させれば、危険な吸血鬼には一度も接触することなく、生体兵器として運用できる。

　僕らの運命は、五年前からずっと、筆者シナリオライターに書き換えられていたことになる。

「答えは、出たよ」

　五年前の真実。

「アルテリア。お前は、父上の仇かたきじゃなかったんだ」

　父上を殺したのは魔王で、それを仕組んだのは、僕を操っていた『聖堂カセドラ』だ。

「あ……あははははははははははははははははははははははははははははははは」

「……だからもう笑わなくていい。狂気を装わなくていい。それが噓うそだってわかったから」

　僕は〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を握り締め、祈りを込めて命を下す。




「始動キーRz999f──【改かい竄ざんされた記憶を破壊しろ、〈図書迷宮の吸血奇譚〉】!!」




　きいん、と〈本〉が輝いた。

　ひとりでに押し開かれた頁ページから無数の文字が溢あふれ出だし、「夜」と同化して消えてゆく。

「ははははは……っ、あはは、はは、は」

　魔王の哄こう笑しようが、途切れた。

　最強の吸血鬼、能力喰らいのアルテリアは、

「……なんで、じゃ」

　深紅に透き通る瞳から、悲しみの雫しずくを、零こぼす。

「なんで……なんで妾わらわを殺してくれぬ？　妾を殺さねば……、〈図書迷宮の吸血奇譚〉を奪わねばっ、汝うぬは変異性アルタードショックに吞のまれて狂死してしまうのじゃぞっ」

　それは、アルテリアがこの五年間ずっと隠し続けてきた、感情の奔流だった。

「なんで……ッ！　なんで妾を悪人のまま殺してくれぬ!?　なぜ妾に思い出したくもない記憶を思い出させた!?　あのまま殺してくれたなら、妾は悲しまずに逝けたのにッ!!」

　アルテリアは慟どう哭こくする。自分を闇の魔王だと、人類の天敵だと思い込んで。

　僕の側から消えることが、僕の幸福のためなんだと決めつけて。

「五年……ッ！　妾は五年も待ったんじゃぞっ!?　汝が居ない迷宮でただ一人！　ずっと再会を待ちわびて、妾は五年も独り過ごしたんじゃぞ……っ!?　それがなんじゃ、たった三日しか共に居られぬ!?　ふざけるなっ、妾の想おもいはどこに行けば良いのじゃあっ!!」

　五年間抑え続けてきた悲恋を破裂させて、アルテリアは泣き喚わめく。

「妾が汝の仇じゃと言うなら我慢できた！　妾が殺される事で、汝が先へとゆけるならっ！　なのに妾は仇でないと？　汝と生きる権利があったじゃと？　……そんなのイヤじゃっ！　イヤじゃイヤじゃイヤじゃ!!　妾は死にとうない、恋も遂げられずに死にとうないっ」

　死を超越したはずの吸血鬼が、

　死を恐怖して、絶叫する。

「……五年前も、お前はそう言ってたよな」

　この図書迷宮の闇の底、僕は記憶喪失の鬼と出で逢あった。

　死へと誘いざなう罠わなの中、涙を流して死にたくないと叫んだ吸血鬼に、僕は誓ったんだ。

「だから僕は、お前を救える人間になりたいって、願ったんだ」

　アルテリアを救える人間に──魔法使いドクトルマグナになってみせる、って。

「……僕が偉大な博士ドクトルマグナになると誓ったのは、父上が殺されてしまったからじゃない」

　僕は〈吸血奇き譚たん〉の表紙をめくり、一番最初のページを開く。

　そこに書き込まれていた一文は、五年前の僕の祈りだった。




【アルをたすけてあげられるひとになりたいです】─1001pgs.




「お前に恋をしたことが、この物語の始まりだったんだ」

　そう。僕が「誰かを救いたい」と祈ったのは、父上が殺されてしまったからじゃない。

　図書迷宮の闇の奥に、傷付いた吸血鬼を見付けたあの日から、

　僕とアルテリアの物語は、〈図書迷宮の吸血奇譚〉を紡ぎ始めたんだ。

「僕は祈った。〈図書迷宮の吸血奇譚〉に、【魔王を闇から救える魔法ちから】を」




　そして〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、僕の祈りに答えた。

　僕に心的外傷トラウマを植え付けて、五年間絶対に魔法を使えないように、魔力回路マジツクヴエインを封印した。魔王の論理障壁ロジツクウオールを貫けるだけの膨大な魔マ素ナを、奥月綜嗣ぼくに装塡チヤージさせ続けるために。

　僕に試練と絶望を与えて、五年間ずっと信念を研ぎ澄ませ続けられるように苦しめた。たとえ『聖堂カセドラ』が僕の物語を歪ゆがめても、アルテリアを諦めることのないように。




「そして五年という時を超え、〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、僕を真祖おまえの前に導いた」




　──〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、とてもありふれたおはなしでした。




　おとこのこが、おんなのこをすきになって。

　こまっているおんなのこを、たすけてあげたいなって、おもいました。

〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、ただ、それだけのおはなしです。




「ただそれだけの祈りのために、〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、奥月綜嗣しゆじんこうを執筆したんだ」

　僕が恋した吸血鬼を、深い闇の底から救うために。

　吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの力を狙う『聖堂カセドラ』から、アルテリアを守り抜くために。

　父の死という絶望で。魔法の喪失という試練で。

　エリカという敵役で。カルミアという過去への鍵で。

　魔王の裏切りという失恋で。虚構世界という超展開で。

〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉は、長い長い物語の果てに、奥月綜嗣ぼくを導いたんだ。

　この瞬間、この場所、この恋物語の終わりに──




「アル。きみを、たすけにきたよ」




　僕の祈りを、叶かなえるために。




　五年の時を超越し、〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、ついに結末エンデイングを迎える。

　あのとき伝えられなかった想おもいを。『聖堂カセドラ』に書き潰されてしまった恋を。

　僕はついに、この物語に書き記すことができる。




「愛してるよ、アルテリア」




　この恋物語の、最終章エピローグを。

「ぅ、あ、ぁぁ、あ……」

　鮮血を閉じ込めたような瞳から、透明な雫が、零こぼれた。

　アルテリアは知っている。

　僕の記憶残量が尽きた今、恋物語の続編は、もはや永遠に書き綴つづられないことを。

〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、もうすぐ、終わってしまうことを。

「……っ、うあぁぁ……っ、うあぁああぁあぁあぁああぁっ！！！！」

　吸血鬼は天を仰ぎ、叫び声を上げて涙した。

　それは自身を哀れむ涙ではなく、吸血奇譚の終わりを悼いたむ、痛惜の涙なのだろう。

「……アルテリア。僕がすべてを忘れる前に、一つだけ、教えて欲しいことがある」

　僕にはわかる。きっとアルテリアも感じている。

　ほんのわずかな刹那の内に、奥月綜嗣ぼくの記憶は狂気に吞のまれて消滅する。

「……僕は、お前のことが好きだ。この世界の誰よりも、お前のことを愛してる」

　だから僕は訊きかなければならない。この真実を問わねばならない。

「だから、お願いだ、アルテリア」

　僕はこの愛の告白に、答えを求めなければならない。




「──僕のこと、好きだって言ってくれ」












「……ぅ、あっ」

　忘却の牢ろう獄ごくに囚とらわれた二匹の吸血鬼に、それを解呪できる〈本〉は一冊だけ。

　どちらかを見殺しにしない限り、どちらも生き残ることは叶かなわない。

「答えてくれ、アルテリア。死が僕たちを別わかつ前に」

　僕たちは選ばなければならない。

　僕たちのどちらが生き残り、どちらが死んでしまうのかを。

「汝うぬは……っ、汝は本当に意地悪な馬鹿者じゃぁ……っ!!」

　泣きじゃくりながら叫ぶアルテリアに、僕は一歩ずつ歩み寄ってゆく。

「ああそうじゃ、妾わらわは汝にホの字という奴やつじゃっ！　ちょっと優しくされた程度で五年も恋い煩い続けるなぞ、自分でもチョロすぎると思うわいっ!!」

　時計塔の残ざん骸がいと血潮の海を越えて、かつての誓いを果たすために。

「それでも……っ、それでも妾は嬉うれしかったんじゃ!!　人間に復ふく讐しゆうすることだけを夢見て闇を彷徨さまよい、そして死のうとしていた妾に──『血を吸ってよ』と言ってくれたことが！　敵と孤独しか持たなかった妾に、初めて友と愛情をくれた汝がぁ……っ！




　どうしようもなく好きになってしまったんじゃっ!!　それが何か悪いかぁ!!」




「悪いわけ、ないだろ」




　頰ほおを流れ落ちようとした涙を、指先でそっと捕まえる。

　そのまま頤おとがいを押し上げて、




「これでようやく、五年前の誓いを果たすことができるんだから」

　アルテリアの唇を、奪う。




　すべては五年前からの伏線だった。

　相手の能力を奪う能力も、体液経由で行える吸知も、僕が人間性を残していたことも、二匹存在する能力喰らいタレントイーターも、魔王に勝てる切札も、すべてが恋物語の伏線だったんだ。

　人間性を喪失した僕は、記憶改かい竄ざんによって真祖並みの吸知能力を手に入れていて、

　アルテリアは瀕ひん死しの重傷を負い、その吸知能力は僕並みにまで衰えている。

　だからこそ接キ吻スという体液の交換は、僕の人間性と吸知能力を極限まで倍加し続け、

　生と人間性と記憶はアルテリアに与え、

　死と吸血鬼性と忘却は僕が奪い、

　一つを二つに分かつことで、僕は、アルテリアを忘却の牢獄から救い出せる。

「……ぷはっ！」

　最初で最後の唇くち接づけと共に、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉が終わりを迎える。

【アルをたすけてあげる】ために、僕はあらゆる過酷を奪い去る。

　迫り来る闇も、流れ込む記憶も、拒絶反応が起こす死も、

　すべて僕が吸知して、死ぬ。




「……さよなら、アルテリア」




　そうして、

　僕の物語は、終わった。





【時限記憶の解凍を開始します】




　かちん、と。

　死を迎えた思考の底、終わりかけた物語の最さい奥おうで、歯車の音が囁ささやきました。




『……ぷぷぷっ、「僕の物語は、終わった」じゃと！　やっぱり汝うぬは愚かじゃのー♪』

「え？」

『むふふ、おっはよーなのじゃ、汝っ♪　ふたたび筆者の領域バツクステージにようこそ、なのじゃっ♫　物語に仕組まれた伏線を読み解き、五年前の真実へと辿たどり着つき、記憶と魔法を取り戻してこのアルテリアを救い出した気分はどうじゃ？　死んでしまうには惜しいじゃろっ？』

「ちょっ……ちょっと待って？　僕いま死んだよね!?　真祖の忘却の呪いを吸い奪って、おまえを人間にして、それと引き替えに死んだよね!?　なんで意識保ててるわけ!?」

『あとがきオチなのじゃ』

「あとがきオチっ」

『いやぁ、主人公うぬに死なれてしまうと、続刊が書けなくなってシリーズ化に困るでのぅ。それにほれ、最後の伏線も回収せぬままに主人公死亡で終了とかクソつまらぬしの？』

「え……さ、最後の伏線、って……？」

『そう、汝うぬは解決できておらぬのじゃ。この物語に仕組まれた、最大最終の伏線を……』




【この物語を仕組んだ真の筆者シナリオライターは、いったい誰なのかということを】




「ッ」

　響いた声に顔を上げた瞬間、墨液インクのような黒点が凝集し、虚空に言葉を書き綴つづります。

　あなたは直感的に理解しました。ここは物語の裏側、幻想の外部。

　この小説を執筆している、筆者シナリオライターの領域ノートなのだと。

「え……と、ごめん、何が何だかよくわからないんだけど……？」

　……やれやれ。あなたは「都合が良すぎる」とは思わなかったのですか？

『聖堂カセドラ』にとって魔王の遠隔操作盤リモコンであるあなたが、どうやって図書館都市アレクサンドリアを脱出したと思います？　あなたの御お父とう様さまを殺した輩やからが、そんなことを許すとでも？

「そ、それは……ええと……」

　そもそも、この図書館都市アレクサンドリアに戻った初日に、真祖アルテリアと殺人鬼エリカに出で逢あったのも変でしょう。広大な図書迷宮で三人の人間が偶然に出会う確率など、もはやゼロと同じです。

　その他にも天運のような偶然が重なって、初めてあなたは真祖アルテリアを救い得たのですよ？

「え……ま、まさかその偶然が、筆者シナリオライターに仕組まれたものだったっていうのか!?」

　はい。

　筆者シナリオライターは真祖の身体を操り、『聖堂カセドラ』の追跡を振り切って、あなたを国外退去させました。

　筆者シナリオライターはあなたの記憶を封印し、その魔力回路マジツクヴエインに魔マ素ナを貯蔵させ続けました。

　筆者シナリオライターはあなたに絶望を齎もたらし、それを踏み越えられるよう精神を鍛え上げました。

　筆者シナリオライターは五年の時を超え、あなたを図書館都市に呼び戻しました。

　筆者シナリオライターはあなたを図書迷宮に誘いざない、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーと再会させました。

　筆者シナリオライターはエリカを誘導し、あなたと邂かい逅こうさせて殺させました。

　筆者シナリオライターはカルミアの行動を誘い、その血液と記憶を、かつての魔王に吸知させました。

　筆者シナリオライターは魔法理論の授業を受けさせ、筆者シナリオライターは白兵戦技能を与え、筆者シナリオライターは唾液による吸知に気付かせ、筆者シナリオライターは呪血能力バツドブラツドを使わせ、筆者シナリオライターは魔法の復活を促しました。




　この〈吸血奇き譚たん〉の真の筆者シナリオライターこそ、あなたのすべてを仕組んだ存在なのです。




〈図書迷宮の吸血奇譚〉は、決して偶然を書き連ねただけの小説フイクシヨンではありません。全ては筆者シナリオライターが組み上げた必然、この終わりと始まりに辿たどり着つくための伏線なのです。

　この物語のすべてを仕組んだ、〈図書迷宮の吸血奇譚〉の真の筆者シナリオライターとは──




【もしも奇跡が起きるなら、ずっとずーっと、そーしと一緒にいられますように】




『汝うぬと共に生きたいと願った、五年前のアルテリアなのじゃ』




「……アル、テリア……」

『……汝。妾わらわはこの〈吸血奇き譚たん〉の始まりに、ひとつの奇跡を願ったのじゃ』

　アルテリアははにかむように笑って、あなたに秘密の願いを告げます。

『運命に別わかたれた妾と汝が、いつか時間と距離を超えて、図書館都市アレクサンドリアにふたたび出で逢あい、もういちど恋に落ちるなら』

〈吸血奇譚〉の一ページ目に、あなたの祈りと寄り添うように書かれた一文。

『妾の過去を知った汝が、それでも、妾を愛すると言ってくれるなら』

　それは物語に仕組まれていた最大の伏線。

『どうかこの恋物語の終わりに』

　記憶改かい竄ざんに囚とらわれていた真実の祈り。

『汝と一緒に生きられますように、と』

　あいときせきのおとぎばなしの、

　いちばんさいしょのいちぺーじ。

『……そーし。この吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーが血と知を分けた、わらわの最愛の眷けん族ぞく。……わらわは、汝のことが好きじゃ。この世界の誰よりも、汝のことを愛しておる』

　この〈図書迷宮の吸血奇譚〉という物語に、人に恋い焦がれた吸血鬼の祈りの最期に、

『じゃからどうか、この瞬間に答えて欲しいのじゃ』

　アルテリアは、あなたの言葉を求めます。




『たとえ記憶をなくしても、もういちど、わらわのこと好きって言ってくれるかの？』




「……当たり前だろ、ばか吸血鬼」




　あなたは呆あきれたようにくすりと笑って、アルテリアの紅あかの瞳を見つめます。

　そして吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーに、この〈図書迷宮の吸血奇譚〉に、誓いの言葉を返しました。




「約束するよ、アルテリア。何度記憶をなくしても、何度でもお前を好きになるって」




　かちんっ、と。

　始まりを告げる歯車の音が、筆者の領域バツクステージに高らかに響きます。




【始動キーを認証。『奇跡』の執筆を開始します】




　五年前の十月十六日、あなたとアルテリアが出で逢あった奇跡は、

　この〈図書迷宮の吸血奇譚ものがたり〉のプロローグへと続く、恋物語ラブストーリーの最大の伏線で。




【あなたが与えた血液により、アルテリアは記憶を取り戻し、一人の人間になりました】




　登場人物キヤラクターが死んでしまうようなビターエンドを破壊して、

　楽しくて嬉うれしい御ご都つ合ごう主義のハッピーエンドへ改かい竄ざんする、超展開の起動呪文。




【あなたは改竄された記憶のすべてを喪失し、変異性アルタードショックから回復しました】




　かくして、〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉は、ひとつの奇跡へと至ります。

　きっと誰も想像したこともないような、恋物語ラブストーリーの始まりプロローグへ。





　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆　　◆







　ここまでの物語を読み終えて、あなたは空想小説フイクシヨンから目覚めました。

「……ふー、やっと読み終わったか」

　ゆっくりと開いた瞳に、昼下がりの教室の様子が映ります。がやがやと周囲に飽和する級友クラスメイトたちの話し声が、〈本〉に支配されていた聴覚に静かに戻って来ます。

「……〈図書迷宮の吸血奇譚〉。〈記憶と世界を改竄する本〉、か」

　先程まで目の前にあったはずの小説フイクシヨンは、跡形もなく消えていました。

　筆者の領域バツクステージは『薬草院アポセカリア』の教室へと置き換わり、【文字】たちは跡形もなく姿を消し、魔王との戦いの昂こう揚ようも、窓辺から吹き込んだ風に静かに奪われてゆきます。

　あなたは〈本〉を開いたまま、教室の窓際の机に片肘をついて座っていました。

「……あの事件から一週間か。……まったく、『聖堂カセドラ』の謀略とか人類滅亡の危機とかに巻き込まれておきながら、何も憶おぼえてないんだもんなぁ」

　変異性アルタードショックから再び目覚めた時、あなたはアレクサンドリアに着いてから三日間の記憶を、すべて失っていました。

　外部から書き込まれた記憶、つまり〈千一頁ページの最期の祈り〉に書き込まれていた情報を、あなたを変異性アルタードショックから救うために切除しなければならなかったからです。

　エリカや級友たちの記憶も、図書館都市アレクサンドリアの記憶も、『聖堂カセドラ』の計画を破壊した記憶も、

　そして、アルテリアとの恋も。

「……アルテリア」

　記憶から失われてしまった愛の名前を、あなたは囁ささやくように呼びます。

　ＨＲホームルーム前の賑にぎやかな教室に、吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの姿はなく。またあなたの制服ローブのフードにも、折り畳まれたドレスや銀白の蝙蝠が隠れていることもありません。

〈千一頁ページの最期の祈り〉でいつかカルミアが言っていたように、吸血鬼ヴアンパイアは死刑ですから、図書迷宮最強の吸血種と一緒に勉強するなんて、やはり不可能なことだったのでしょう。

　アルテリアから受け継いだ〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉で、吸血鬼性を改かい竄ざんしていなければ、最強種の力を継承したあなたも、処刑を免れることはできなかったはずです。

「……アルテリアがくれたものが、まだ、僕を護まもってくれてるんだな」

　あなたは胸元の護符に触れて、そっと吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーを想おもいました。

　何事もなく過ぎてゆく日々。『図書館』の焼失や昇降機エレベーターの崩落や時計塔の破損も忘れ、

『聖堂カセドラ』の陰いん謀ぼうや魔王復活の危機などなかったかのように流れてゆく時間。

　あなたとアルテリアが取り戻した、ささやかでありふれた優しい日常を眺めながら──それでも。




　あなたには、ひとつの予感がありました。




「……あら、奥おく月つきさん。嬉うれしそうな顔してますわね」

「ん、そう見える？　エリカもなんだか楽しそうに見えるけど」

　呼びかける声に顔を上げると、深い群青色をした瞳が、あなたに微笑ほほえみかけています。〈本〉の中の戦闘で負った火傷やけども、もうすっかり回復したようです。

「ふふん？　今日のＨＲホームルームが遅れている理由、わたくしもカルミアさんに伺いましたもの」

「にゃっふふー！　みんなちゃくせーき！　ユズ先せん生せー連れてきたにゃっ！」

「先せん生せー連れられてきましたっ！　みなさん座ってくださいです、ＨＲを始めますよー！」

「……ふふっ、噂うわさをすれば影、ですわね」

　それは、予感。

「後々お話ししますが、いろいろと準備がありまして、遅れてしまってごめんなさいです。ここ最近、先生とっても忙しくて疲れててですね……」

「あ、ユズ先せん生せー、ここ肩から湿布が見えてるにゃ」

「ここですかっ!?　みみ見ちゃダメです、カルミアちゃん見ちゃダメですよっ！」

「……ゆ、ユズ先生、既にＨＲの時間が過ぎていますから……」

「はっ、そうでした!?　で、ではではみなさん、ＨＲを始めるですっ!!」

〈千一頁の最期の祈り〉のページが尽きても、何も終わりはしないという予感。

〈図書迷宮の吸血奇譚〉のページをめくれば、きっと奇跡が記されるという予感。




　それはきっと、物語の始まりの予感。




「では行きますよー？　あーちゃーん！　入ってきてくださーい！」

「し……失礼するのじゃっ！」

　教室の前側の扉が、声と共にばぁんっと開け放たれました。

　銀白の長髪を風に靡なびかせて入ってきた少女は、ぎこちない足取りで教壇に登ります。

「……え、えと、何を言うんじゃったか……あ！　こ、これ汝うぬ、わらわを助けるのじゃ！　わらわこーゆーの苦手なのじゃっ！」

　少女は真紅の瞳を彷徨さまよわせると、あなたの姿を認めて助けを求めます。

　あなたは高まってゆく予感を抱いだきながら、元吸血鬼の友人に、苦笑いと共に答えます。

「もー、ちゃんと練習しただろ？　まずは名前と挨拶だよ」

「あっ、そ、そうじゃなっ！　よ、よーしっ！」

　紅あか色の頰ほおに精一杯の笑顔を作った少女は、学友クラスメイトたちに高らかに名乗りを上げました。




「妾わらわの名はアルテリア！　人間の習慣には不慣れじゃが、どうか宜よろしくお願い申すっ！」




　さぁ、恋物語を始めましょう。

　主人公は元人間の吸血鬼で、ヒロインは元吸血鬼の女の子。

　助演には半分悪魔の級友クラスメイトや、お気楽猫耳委員長とか、外見十歳の博士ドクトルをおいて。

　筋書プロツトはいささか陳腐ですし、役者キヤラもまだまだ不足ではありますが、

　愛し合う人間と吸血鬼の幸せは、この先もずっと続いていて。

　きっともっとこれからも、お話は面白くなってゆくはずです。

　ですからページが尽きるまで、何度だって物語を綴つづりましょう。




【記憶喪失まで　残り∞ページ】




　あなたが紡ぎわたしが記す──〈図書迷宮の吸血奇き譚たん〉を。






あとがき






　はじめまして、十とお字あざ静せいと申します。

〈図書迷宮〉を手に取っていただけて、とてもうれしいです。





■これから〈図書迷宮〉を読もうと思っているあなたへ。



〈図書迷宮〉は、読むひとみんなを楽しませようと思って書いた〈本〉ではありません。ページは多いしギミックは複雑だし二人称だし、人を選ぶ〈本〉だと思います。

　でも、あなたがこれまでの人生で、「ここではないどこかに行きたい」と思ったことがあるとしたら。〈図書迷宮〉は、あなたのための〈本〉です。

〈図書迷宮〉とは本の迷宮。人の想像の及ぶ限り、ありとあらゆる書物が眠る遺跡書庫。〈最強の吸血鬼の本〉も、〈混血の悪魔の本〉も、〈五年前の記憶を失った少年の本〉も、どんな物語をも探し出すことができる神の書架。

　わたしが「ここではないどこかに行きたい」という願望を実現するために書き上げた、「ここではないどこか」です。

　あなたを楽しませるためだけに、がんばって書きました。

　どうかわたしの〈図書迷宮〉が、あなたの「どこか」になれますように。


■いま〈図書迷宮〉を読み終えたあなたへ。



　まずは千一ページもの物語を読んでいただいて、ありがとうございます。

　中世魔法バトルファンタジー吸血鬼ラブコメ遺跡迷宮メタ二人称小説という、わたしの「どこか」に欲しい要素全部詰め込んで煮詰めた〈本〉でしたが、あなたの「どこか」を少しでも叶かなえることができたなら幸いです。

　この〈図書迷宮〉は、第10回ＭＦ文庫Ｊ新人賞に応募した「図書迷宮の吸血奇き譚たん」を改稿したものですが、応募規定の３００ページにはどうやっても収まりきらず、ＭＦ文庫統一価格「５８０円＋税」の枠を広げて頂き、５００ページ超での刊行となりました。

「ページが足りないなら増やせばいいじゃない」という編集部の発想、まじ自由。

　おかげさまで書きたかったものすべて（↓）書ききることができました。

・銀髪不死系ロリババア結婚してくれ　・遺跡書庫に住みてェ永遠に読書してェ

・詠唱叫び交わす魔法戦闘、控えめに言って大好き　・二人称でメタ小説書きたいんじゃ

・アルテリアの肋ろつ骨こつぺろぺろ　・過去の絶望を書き換える／乗り越える物語を書きたい！

　……こほん。我ながらイタいので止やめますね。

　作中作〈千一頁ページの最期の祈り〉は終わってしまいましたが、アルテリアと綜そう嗣しの幸せは〈図書迷宮〉のページの限り続いていくでしょう。

　その終わりなき物語を、再びあなたに語ることができるよう祈っております。

　謝辞

　担当編集の武たけ石いしさま。いつもありがとうございます。２０１４年の編集部訪問より３年、ようやく〈図書迷宮〉を上梓することができました。

　長きに渡る改稿の日々、悶もだえ苦しみながらも物語に向き合い続けることができたのは、「よりよい本を作りたい」という情熱を、ずっと伝え続けてくださったおかげです。

　武石さまが担当ではなく、応募したのがＭＦ文庫でなかったとしたら、〈図書迷宮〉がこの世界に存在することはありませんでした。不肖未熟の作家を育ててくださったこと、深く深く感謝しております。

　武石さま、ＭＦ文庫Ｊ編集部より賜たまわった御ご恩おんに、よりよい物語を書くことで報いたいと願います。これからもどうぞよろしくお願いいたします。




　イラストレーターのしらびさま。キャラクターの内面をも想像させるような精緻美麗なイラスト、ありがとうございます。ページ舞う迷宮に佇たたずむアルテリアのキービジュアル、閉ざされた〈本〉に涙する吸血鬼の真祖ハイ・デイライトウオーカーの表紙、どちらも見た瞬間にゾクゾクが止まらず、その夜まったく寝付けなかったことを憶おぼえております。

　図書迷宮の世界観を広げるイラストという面倒なお願いを、完璧に叶かなえて頂きました。ほんとうにありがとうございました。

　それでは──

「図書迷宮」とは本の迷宮。人の想像の及ぶ限り、ありとあらゆる書物が眠る遺跡書庫。その無限の書架に座す、〈記憶を書き換えることができる本〉の世界へ。

　全てが記される本を手に、失った記憶を奪還しに行きましょう。




【あなたは〈図書迷宮〉の表紙を開き、そこに記された物語を読み始めました。】
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